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    望ぼう蜀しょく　　光こう武ぶ帝てい中ちゅう興こう記き　　　　　　　　河こう野の行こう成ぜい
  


  
    洛陽らくよう
  


  
    　
  


  
    　日が昇ると共に弓を引き槍を使った後、汗で蒸むれた服を着替えて、男は机に向う。今日、既に机には硯すずりと筆を用意させている。棚に仕舞ったまだ新しい竹簡ちくかんを机の上に広げて、腰掛けを引き、書を眺ながめる。竹簡を削る小刀を取り出すとその背で史料を小突こづく。小突かれた所に曰く「建武けんぶ三年三月――彭寵ほうちょう、薊けい城を陥おとしいれ自ら燕えん王と為す」。次にその巻物を進めて、再び小刀で叩いて曰く「十一月、また――反す」。男は別の巻物を広げて、小刀の背でなぞって知りたい所を探し見る。見つけるや、苦笑いして曰く「ここには十一月のことが三月よりも前に現れ、時期が合わぬ。これを誤りと見れば筋が通る。この一行の文、削りたきや」
  


  
    しかし、男は小刀を使うことなく、しばし目を閉じて熟考し、目を開くと筆を執とって、いつもの竹簡の宜ぎ陽ようの文字の次に二文字を付け足し、復また夢想に耽ふける。
  


  
    　
  


  
    時は、建武三年春、赤せき眉びと云う最大勢力を下した皇帝劉りゅう秀しゅう、占める地は司隷しれいのほぼ東半分、并へい州・冀き州の殆ほとんどと幽ゆう州の上谷じょうこく郡・涿たく郡、予よ州の殆ど、兗えん州の西半分となる。皇帝劉秀、高祖こうそ廟びょうを祀まつり、伝国でんこくの玉璽ぎょくじを受ける儀式を行い、あらためて、漢かんの復興という御旗みはたを周囲に示す。これまで、自身・自陣営が生き残るために戦わざるを得なかった劉秀、遮二しゃに無二むに活路を開いてここに至いたる。我は皇帝に為りたく無かった、しかし皇帝に為るしか無かった、これを天命と言うのか、ならばせめて皇帝に相応ふさわしいことを成そうと、嘆息たんそくし、覇者はしゃの道を歩んで行こうと決意する。天上に二日無く、天下に二帝無し、と皇帝劉りゅう玄げんに仕えた男は、その自らに課した枷かせに自らを囚とらわれる。
  


  
    皇帝劉玄が破れた後、西せい州の隗囂かいごうは表面上は劉秀に恭順きょうじゅんを示す。今、赤眉を倒した劉秀、その隗囂、そしてその向こうの公孫述こうそんじゅつを如何いかに扱おうかと考える。三さん輔ぽに通暁つうぎょうしているのは前大だい司徒しと鄧禹とううで、隗囂を西州大将軍と為した。なれど、鄧禹の思う所、報じる所は既に収おさめていれば、実情を知る太中たちゅう大夫たいふ来歙らいきゅうを独り召す。
  


  
    劉秀曰く「今、西州は附つかず、公孫子し陽ようは帝を称して、往ゆく道は隔へだたって遠し。諸将は関東に勤つとめたれば、西州の方略を思うも、未だ任じる所を知らず。そこもとの謀はかりごとは如何いかん」
  


  
    来歙、自ら請こいて曰く「臣嘗かつて隗季き孟もうと劉聖せい公こうの統すべる長安ちょうあんに遇うことあり。よって道理を聞き分ける人柄を知るなり。その人初めて起たつや、漢を以て名と為し、今、陛下は聖徳盛んに興おこれり。これ、その心に沿そわぬ筈はずなし。臣願わくは威い命めいを奉ずることを得て、丹青たんせいの如き明らかな信義を見せて国を開けば、隗囂は必ず手を束つかねて自ら帰せん。さすれば即ち公孫述自おのずから亡ぶこととなって、図はかるに及ばざるなり」
  


  
    劉秀、然しかり、と来歙を隗囂の使いと為す。
  


  
    　
  


  
    一方、その隗囂、天下は未だ纏まとまらずと展望てんぼうすれば、自分を周しゅうの文ぶん王、西せい伯はくのような覇者はしゃに准なぞらえる。よって諸将と共に自みずから立って王と為ることを議す。ところで隴ろう西せいには戦乱を避けて長安ちょうあん・三輔から流れ込んできた賢者や元の皇帝劉りゅう玄げんの配下に縁者がいる。彼らにすれば隗囂の所業は言語道断の思い上がりである。よって反発が生じる。
  


  
    嘗かつて皇帝劉玄に涼りょう州牧ぼくに命じられた鄭てい興きょうも隗囂を諫いさめて曰く「『左さ氏し春秋しゅんじゅう』に曰く、忠信の言を謂いわざるを愚者と為し、調和の音を聴かざるを聾者ろうしゃと為すと。先頃諸将集まり会して、忠信の言を謂わざること無からんや。大将軍、阿おもねって察さつせざること無からんや。昔、文王は徳を積んだ血筋を受け、これに加えるに叡智えいち聖徳せいとくを以てし、天下を三分しその二を保つも尚なお殷いんに服す。武ぶ王が継いで即位するに及んで、八百の諸侯図はからずも同じく会し、皆みな曰く、殷いん紂ちゅう王を討つべしと。武王は未いまだ天命を知らざるを以もって、兵を還かえして時を待ちたり。また高祖は征伐することに年を重ねたるも、猶なお沛はい公として軍を率ひきいたり。今、大将軍の麗れい徳とくは明らかなりと雖いえども、世々代々の幸さいわい無く、威い略りゃくは振うと雖も未だに高祖こうその功こう有らず。しかるに及およばざらぬ事を挙あげ、明らかに禍根かこんを招こうと欲するは、不可ならざらんや。思うに大将軍これを察せよ」
  


  
    そこまで言われれば、隗囂遂ついに王を称しょうせず。
  


  
    また隗囂、広く職位を設もうけて、それによって自らを尊そん高こうにしようとすれば、鄭興再び諫めて曰く「それ中郎将ちゅうろうじょう、太中大夫、使持節しじせつの官は皆な王者の器にして、人臣の制す所に非あらざるなり。孔子曰く、王に非ざる者、器と名は人に貸すべからずと。王に非ざる者に、また借りるべからざるなり。実益無く、損名そんめい有って、上を尊とうとぶ意に非ざるなり」
  


  
    隗囂、遂には職位を正す。こうして隗囂、周囲の意見に従えば、すなわち使いを洛陽に通ぜしめ、自ら上書し誼よしみを開く。劉秀、元より隗囂の評判を来歙から聞いていれば、報むくいるに殊こと更さら礼遇れいぐうを以て、語るには字を称し同等国の儀を用いる。これを安やすんじ推おすこと頗すこぶる厚くする。隗囂、年号を建武に合わせ、また涼州の竇融とうゆう等従いて暦こよみを受け入れ臣従しんじゅうすれば、鄭興の諫めた所にも関らず、隗囂皆なその将軍の印綬いんじゅを貸す。
  


  
    雍よう州・涼州が平伏しても、隗囂が展望したように猶お地方に立ち、劉秀に背そむく群雄は多い。劉秀に反逆はんぎゃくした者に幽ゆう州漁ぎょ陽よう県の彭寵ほうちょう、荊けい州北部南陽なんよう郡の鄧奉とうほうが有る。天子を名乗った予よ州梁りょうの劉りゅう永えいは虎牙こが大将軍蓋延こうえんに何度も破られたにも潰ついえぬ。劉秀、皇帝を名乗る以上、劉永は討ち滅ぼすべしと意を決めていた。その東には今は名目上、劉秀に降くだった張ちょう歩ほが居る。また、嘗ての漢帝国の最東端、楽浪らくろう郡では土着豪族王調おうちょうが皇帝劉玄が破れたのを機に太守たいしゅの劉りゅう憲けんを殺し、自ら大将軍、楽浪太守と称した。南に目を向ければ、王莽の末、江賊こうぞく王州公おうしゅうこうを破った盧江ろこう太守の李憲りけんは淮南わいなん王を称し、今年、遂に天子と称す。よって劉秀には必ず討つべき敵が増えたことになる。荊州南なん郡黎れい丘きゅうに立った秦豊しんほうは楚そ黎れい王と称し、漢軍はこれと矛ほこを交える。南郡夷陵いりょうでは盗賊上がりの田戎でんじゅう・陳ちん義ぎがそれぞれ周しゅう成せい王・臨江りんこう王と称す。荊州の南部、所謂いわゆる、江こう州の太守はまだ劉秀に懐かぬ。江夏こうか太守侯登こうとう、武陵ぶりょう太守王堂おうどう、長沙ちょうさ太守韓福かんふく、桂陽けいよう太守張隆ちょうりゅう、零陵れいりょう太守田翕でんきゅう、蒼梧そうご太守杜穆とぼく、交趾こうし太守錫光せきこうが情勢を見守る。
  


  
    とりわけ、大小の群雄・寇賊が発生したのは、赤眉せきびが通り過ぎた三輔であった。多き者は一万余り、少なき者でも数千人の兵を擁ようす。赤眉の逄安ほうあんの十余万の兵を破った故に名を挙げた梟雄きゅうゆう延岑えんしんは長安の南東藍田らんでんに拠り、王歆おうきんは長安と華陰かいんの間の下邽かけいに、芳丹ほうたんは長安の東の新豊しんほうに、蔣震しょうしんは長安と新豊の間の覇陵はりょう・文ぶん帝陵に、張邯ちょうかんは長安に、公孫こうそん守しゅは長安から渭い水すいを渡った長陵ちょうりょう・高祖劉邦こうそりゅうほうの墓陵に、楊周ようしゅうは長安の北西の谷口やこうに、汝章じょしょうは長安の西の槐里かいりに、任良じんりょうは槐里の南の鄠こに、駱延らくえんは槐里の南西の厔ちゅうちつに、呂鮪りょいは武ぶ都と郡に近い陳倉ちんそうに、角閎かくこうは右う扶ふ風ふうの西端の汧けんに、それぞれ拠よって、各々おのおの将軍と称す。劉秀は征西せいせい大将軍馮異ふういにそれらを討たせる。また鄧禹の偏将軍であった張宗ちょうそうを京輔けいほ都尉といと為し、馮異に預あずける。漢中かんちゅう・武都郡を得た蜀しょくの群雄公孫述はこれまた長安を虎こ視し眈たん々たんと窺うかがう。長安の北、并へい州の向こう朔方さくほうでも、動乱は生じていた。既に匈奴きょうどが形振なりふり構わず掠かすめ取るこの地方、匈奴の皇帝とも言うべき呼こ都と而じ尸し道どう皐こう若じゃく鞮てい単于ぜんう・単于輿よは漁陽の彭寵と結び、その諸族である韓かん氏し骨こつ都と侯こうを北地ほくち郡に、左南さなん将軍を雁門がんもん郡に、栗りつ籍せき骨都侯を代だい郡に、それぞれ常駐じょうちゅうさせ、斥候せっこうに間者かんじゃを放ち郡県の動静を仔細しさいに掴つかんでいた。その匈奴が漢の皇帝と推す安定あんていの盧芳ろほうと、五原ごげん郡に将として立った李り興きょう、隋ずい昱いく、田でん颯りつ、石せき鮪い、閔堪びんかんが緊張状態に入っていた。皇帝として五原郡に入ろうとする盧芳に、出自しゅつじも定さだかでない者に牛耳ぎゅうじられまいと郡守たちは抗あらがう。
  


  
    　
  


  
    二月、まず動いた群雄は、劉永であった。嘗て東海とうかい郡に兵を起こした董憲とうけんを翼漢よくかん大将軍、琅邪ろうや郡の張歩を輔漢ほかん大将軍忠節ちゅうせつ侯に拝はいした劉永、自身が天子すなわち皇帝を名乗るゆえ、今度は使いを遣やって、董憲を海西かいせい王に、張歩を斉せい王に為そうと呼びかける。董憲は喜んで受ける。一方、張歩は皇帝劉秀によって東萊とうらい太守を拝していたが、これを好機と見た。すなわち態度を曖昧あいまいにして、自らの値を吊つろうとする。そこに世の趨勢すうせいを見抜く目は無く、王の地位を劉秀から貪むさぼろうという打算ださんのみがあった。
  


  
    光禄こうろく大夫たいふ伏隆ふくりゅうは張歩に諭さとしめようと曰く「高祖は天下と約し、劉氏に非ずんば王とせず。今、十万戸の侯と為ることを得るべきのみ」
  


  
    張歩、目先の利に釣られて、ならば劉永に附つき斉王を受けようと言う。そうなれば、光禄大夫伏隆はただ引下るのみ。張歩は伏隆が有能な人物と見れば、自らの配下にしようと思う。よって共に青せい州・徐じょ州を守ろうと伏隆に持ち掛ける。伏隆、節義せつぎで名を知られた男である。張歩を拒こばみ、ただ復命ふくめいすることを求む。張歩遂に伏隆を捕えて劉永の封ほうを受ける。伏隆、間者を使い上書して曰く「臣隆、使者として奉ほうじるに反かえって大罪を為し、逆賊に囚われる所と為れり。困難厄災やくさいに在りと雖いえども、命を顧かえりみず。また吏人りじんは張歩が反逆せるを知り、陛下に懐なつかず。願わくは時を以て兵を進め、臣隆を以て懸念けねんすること無かれ。臣隆、生きて宮廷に到いたり、誅ちゅうを役人に受けることが出来れば、願っても無いことなり。若もし身を寇賊こうぞくの手に没させる所となれば、父母昆こん弟ていを以て長く陛下を煩わずらわさせる所と為らん。しかし我は只お頼み申すのみ。陛下は皇后、太子と共に永久に万国を享うけ、天と共に極まること無からん」
  


  
    劉秀、伏隆の奏そうを得るや、その父の大司徒だいしと司直しちょく伏湛ふくたんを召す。伏湛到れば、劉秀涙を流して、奏を渡して曰く「隆は、匈奴に捕まりしも降伏を肯がえんじざる蘇武そぶの節ありと言うべし。惜おしむらくは張歩の言を受けず、慌あわただしくも還ることを求めしことなり」
  


  
    劉秀、嘗て王郎の兵を騙かたって饒ぎょ陽ようで食を得た。生き延びることは僅わずかな節義よりも大事である。今、伏隆は節義のために死のうとしている。若し劉秀が光禄大夫の立場であれば、張歩が王を貪ろうと言うなら、皇帝に直接お伺うかがいを立てましょうと逃げたであろう。或いは、二州を共に守ろうと誘われた時に、如何なる処遇をして頂けようと、応じた振りをしたであろう。それを思えば、伏隆の、漢の名の下に不義を建てまいと思う気持ち、親族を思う気持ち、節義を思えば涙する。
  


  
    伏湛も嗚咽おえつするも、曰く「陛下の前に我が居おりたれば、隆、二心を示せば、我われが責めを受けるゆえ、これを避けたので御座います」
  


  
    劉秀、既に察する所であれば、只ただ頷うなずく。その後、張歩は遂に伏隆を殺す。時にこれを知る者憐あわれみ哀しまない者は無かった。
  


  
    　
  


  
    　次に洛陽の皇帝劉秀、河内かない郡懐かい県に御幸みゆきする。劉秀、思えば伏隆と初めて出会ったのはこの宮であったと懐かしむ。無論、劉秀、閑居かんきょを託かこつ故にここに来たわけでなく、後詰めとして軍を率いていた。箕関きかんを守っていた中郎将王梁おうりょう、赤眉が潰えたことにより、その任を解かれ、驃騎ひょうき大将軍杜茂とぼと共に流賊りゅうぞく五校ごこうを追う。王梁は信都しんと郡に戻って魏ぎ郡、趙ちょう郡に流賊を破り、悉ことごとくその諸衆しょしゅうを平たいらげる。杜茂は流賊を魏郡、清河せいか郡、東とう郡に撃うち、その陣営じんえいを平らげ、節せつを持っていた大将三十人を降す。三郡は清浄と化し、人民は漸ようやく安心して往来を行き交うようになった。また、大司馬だいしば呉漢ごかんは建威けんい大将軍耿弇こうえん、虎牙大将軍蓋延を率いて、河内郡西部は軹し県の西に青櫝せいとくを討ち、大いに破ってこれを降す。
  


  
    　
  


  
    　三月、劉秀、行ぎょう大司徒であった司直伏湛を、鄧禹とううを免じたことで空いた大司徒に為し、陽都ようと侯に封じる。一方、幽州からは急使が辿たどり着き、薊けい城が陥おとしいれられ、彭寵が自らを燕えん王と為したと伝える。劉秀、赤眉を倒したと思えば、彭寵が勢力を伸ばすかと、使いに子細しさいを話させる。以前、幽州牧朱浮しゅふは気高い行いを尊重し、これを以て人心を収おさめようと欲し、名士・賢者を招き、その妻子に、備蓄している穀こくを分け与えよと十郡に命じ、薊城の蔵も開けたが、漁陽郡太守彭寵は、今は戦時、天下治まらず、兵が興おこれば、管属かんぞくを置き備蓄した蔵を開けるべからず、と朱浮の命を拒み、反逆の兆きざしとなった。朱浮の守る薊城、幽州では最も堅固、正面から挑んで落すのは難しい。しかし、彭寵に攻められて一年を過ぎれば、奇くしくも、彭寵の言うように、兵糧の備えが必要となり、蔵を開いた薊城はそれを怠おこたるに似たことになった。遂に人が人を相食あいはむ事態に陥おちいったのである。上谷じょうこく郡太守耿況こうきょうが突騎とつきを遣って救い、朱浮は城を逃のがれることが出来た。南の方かた、涿たく郡の良郷りょうごう県に到って、朱浮の兵長が背そむいてこれを遮さえぎる。朱浮は逃れざることを恐れて、馬より降りて己の妻を刺殺し、身一つで免まぬがれる。その間に薊城は落ちた。
  


  
    　洛陽の皇帝劉秀、ぐっと歯を食いしばる。ここで後先考えず彭寵を撃ちに出れば、南陽、梁が危あやうい。まず南陽の鄧奉、梁の劉永を討って後顧こうこの憂うれいを絶った上で、彭寵を討つべし。皇帝劉秀、鄧奉を討たんと自ら南陽に親征しんせいする。
  


  
    　堵陽しゃよう
  


  
    　
  


  
    　荊けい州に赴おもむいた皇帝劉りゅう秀しゅう、率ひきいるのは、建威けんい大将軍耿弇こうえん、左さ将軍賈復かふく、征虜せいりょ将軍祭遵さいじゅん、新たに積弩せきど将軍を拝した傅俊ふしゅん、騎都尉きとい臧宮ぞうきゅう等。昆陽こんようを通り南陽なんよう郡に入る。四年前、劉秀は洛陽らくようから出撃した王邑おうゆうの百万と称しょうする軍を昆陽で破った。今の劉秀、率いる兵は十万余り、十分の一にしかならないが、王邑が進む筈だった道を進んでいる。そう思い至れば劉秀、不思議な縁かもしれないと思う。しかし堵陽に立つ董訢とうきんの別動隊は葉しょう県に於いて澧れい水すいを堀と為し数千人で道を遮さえぎり、故に車騎は進むこと能わず。渡河とかを撃つのは兵法の常道、劉秀、如何いかにしたものかと思えど、自陣に策さくは無い。そこで密ひそかに檄げきを送って曰く「ここは将軍の任なり」
  


  
    受け取った征南せいなん大将軍岑彭しんほう、意を悟さとって漢忠かんちゅう将軍王常おうじょうらと、敵の背後から急進し、背水はいすいの陣を攻めて撃破し、劉秀らは戦うことなく渡河出来た。合した軍が堵陽に到れば、斥候せっこうを送って見張らせていた鄧奉とうほう、一日として車騎しゃき見えること絶えざる無しと帰報きほうを受ければ、夜に逃のがれて淯陽いくように帰り、董訢は降る。劉秀、空すかさず祭遵・臧宮に命じて酈れきの韋顔いがんを討たせ、これを破る。
  


  
    　夏四月、劉秀は宛えんに入城する。迎えるは揚化ようか将軍堅鐔けんたんのみ。鄧奉が叛そむいて、宛は九月ほど孤絶こぜつしていた。堅鐔言うに、右う将軍万修ばんしゅうは病やみて、自分を病床に呼び、冀き州信都しんと郡で陛下と出会いここまで来るが、これまでである、天下の平定を見られず憂うれうところは多かれど、済すまぬが頼むと後事を託たくし、亡くなる。劉秀が周囲に調べさせると、堅鐔は一将にて宛を懸命に守っていた。兵糧ひょうろうの転輸てんゆ無く、堅鐔は野菜を喰くらい、士卒しそつと労苦を共にする。敵襲があれば、すなわち先んじて矢し石せきに当たる所となり、身に三つの創傷そうしょうを受ける。これによって、兵衆をまとめ、今日に至る。
  


  
    『黄石公記こうせきこうき』に言うように、それ将帥は、必ず士卒と滋味じみを同じくして、安危あんきを共にすれば、敵に当たれる所となる。正まさにと感じれば、劉秀、堅鐔を褒賞ほうしょうする。
  


  
    　
  


  
    皇帝劉秀は、岑彭、耿弇、賈復、傅俊、臧宮を率い、宛と淯陽の間、小長安しょうちょうあんに鄧奉と戦う。劉秀、嘗かつての攻められる立場から攻める立場に変わったか、と思うものの、この小長安で兄劉りゅう仲ちゅう・姉劉元りゅうげんが亡くなったことを思い出せば気が奮ふるい立つ。率先そっせんして戦い、帝の前衛たる賈復は遅れまじと更に勢いを増す。よって賈復が傷を受けると雖いえども劉秀の軍、鄧奉を大いに破る。一方、祭遵も敵の遊軍ゆうぐんである鄧奉の弟鄧とう終しゅうを、小長安の西の杜衍とえんに討って破る。
  


  
    　戦に分け入るように温ぬるい夏の雨が降る。淯陽に退却した鄧奉、吹き降りを見ながら、自分がこの一年何をしていたのか考える。遠雷えんらいが幽かそけく響く。劉秀の大司馬だいしば呉漢ごかんによって新野が掠奪りゃくだつされ、それに激昂げっこうし後先考えず呉漢を討てば謀反むほんとなり、南陽に立たざるを得なくなった。今、劉秀、大丈夫でもないあの男に敗れる。やはり百万の軍勢を破ったというのは偶たまさかの僥倖ぎょうこうでは無かった。最早もはやこれまでか。
  


  
    鄧奉、手に灯あかりを持ち、湿り気に満ちた獄中ごくちゅうの朱祐しゅゆうを訪おとなう。朱祐、斬られずに今まで永らえてきたのは、南陽の名族であり鄧奉も知己ちきであるためである。朱祐、鄧奉が何を言うかと黙して待ったが、鄧奉も黙したままである。
  


  
    朱祐、流石さすがに情勢が読めた。先に口を開いて曰く「それで如何いかにする」
  


  
    鄧奉答えて曰く「いきなり、それでと言うは、それこそ如何に」
  


  
    朱祐また曰く「虚うつろな面持ちで、掛ける声も無いとなれば、皇軍に撃ち破られたのであろう。如何にする」
  


  
    鄧奉答えて曰く「卿、斬られたいか」
  


  
    朱祐、返して曰く「生殺与奪せいさつよだつの権は、汝なんじにあり、我の及ぶ所に在らず」
  


  
    鄧奉、朱祐も自分と同じく呉漢の掠奪を憎む者と知れば、何度も自陣に組み入れようと説得した。しかし、朱祐、我は皇帝の臣下であり、皇帝に逆らうことは出来ぬと答えた。臣下が出来るのは、君主に諫言かんげんし、受け入れられなければ、殺されるか獄に入れられるか、それが嫌なら去るのみ、と。鄧奉、儒者じゅしゃ風情ふぜいがと朱祐を獄に繋つないだままにした。
  


  
    しかし、ここに至った鄧奉、弱り切り嘆息たんそくして曰く「祐よ、嘗て天子に諫言するのが卿の務めと言ったな。我の命乞いをする気はないか」
  


  
    朱祐答えて曰く「我は、どんな捕虜ほりょがためでも、命乞いをしようとする。なんとなれば仁じんこそ、求める所ゆえ」
  


  
    鄧奉、またもや儒者めがと思う。一方、朱祐、我が鄧奉の命乞いをして、劉秀が赦ゆるすであろうかと考え、まず、赦すであろうと判はんじた。劉秀も『尚書しょうしょ』を習っていれば、忠恕ちゅうじょは知っている筈。
  


  
    　翌朝、雨が引くや、鄧奉は肩脱ぎし自らを後ろ手に縛らせ、朱祐を先に立てて劉秀に降伏を願い出る。朱祐、先ず劉秀の面前めんぜんに出て奏上そうじょうして曰く「臣祐、恥ずかしながら敵に獲とらわれて一年を過ごしました。陛下の面前に立つも苦しゅう御座いますが、約束を取り交わせば、それがために忍んでここに参りました。今、怨敵おんてき、鄧奉が我を放はなしたるは、我をして陛下の慈悲じひを請こわしめるために御座います。鄧奉反するは、呉公によって故郷、自分の侯国である新野を廃墟はいきょとされた故。国を救い、民を救うのが帝の軍であれば、何故、新野を寇掠こうりゃくするや。何故、老弱をいたぶられるか。故に鄧奉、大司馬公に刃を向けたり」
  


  
    劉秀、答えて曰く「左様であった、我もそう聞いている。鄧奉、以前は陰いん識しきらをここ淯陽で守ったのであったな」
  


  
    劉秀の言、穏おだやかで、鄧奉を責める色が無い。例によって、この戦いでも後陣には陰いん麗れい華かを連れている。鄧奉は陰貴人に繋がる血筋である。これを危うしと見て、つっと岑彭と耿弇が帝の前に出て膝を屈する。
  


  
    岑彭が先ず曰く「陛下、申し上げます。鄧奉を赦されては為りませぬ。鄧奉は恩に背そむいて陛下にも刃を向け、矢を射ました。陛下の逆賊で御座います」
  


  
    耿弇が続けて曰く「臣弇、申し上げます。鄧奉がため、賈左将は傷付き、朱建義は捕まり、多くの兵と民がこの騒乱に巻き込まれました」
  


  
    岑彭曰く「若もし、逆臣ぎゃくしんを赦せば、誰をか赦さざる」
  


  
    耿弇曰く「鄧奉が降ろうとするは、ただ戦いに敗れたゆえ、勝っておれば陛下の首を狙ったでありましょう。若し奉を誅ちゅうせずば、以て悪を懲こらしめること無し」
  


  
    更に岑彭は皇帝として劉秀が道義を推おす立場なら、不義は正さねばならぬと説く。また耿弇は武将として劉秀が威信いしんを保つため、処罰すべきことはそれを為さねばならぬと説とく。
  


  
    結わえられた鄧奉、二将の諫言に、己の悪行が挙げ連ねられているとは思わず、只、己が戦い、そして破れた相手は劉秀ではなく、名こそ劉秀だが別の何かだと漸く悟った。じわりと冷たい汗が項うなじを伝う。今になってもその何かが分からぬ。分かっていれば、当初から戦うことも、ここで命を失うことも無かった。劉秀なら赦して貰えたと、目が宙を泳ぐ。
  


  
    二将の見幕に押されて、劉秀、朱祐を見れば、朱祐瞑目めいもくし、黙するのみ。劉秀、嘆息して、岑彭・耿弇の言を認め、項垂れる鄧奉を斬らせる。
  


  
    鄧奉を降したことで、劉秀、多くの檄げきを得る。その中に趙憙ちょうき、南陽の出自で鄧奉と親密な者の書もあった。或る者、嘗て趙憙を謗そしって鄧奉と合ごう謀ぼうす、と言い放った。それを信じた劉秀、趙憙を耿弇に預けて南陽に至った。趙憙は奮戦し自ら功こうを得たが、何をも弁じずに今に至った。劉秀、鄧奉に宛てた趙憙の書を読むと、そこには鄧奉を厳しく糾弾きゅうだんすることが書かれていた。劉秀、驚いて曰く「趙憙は真の長者なり」
  


  
    よって劉秀、趙憙を用うべしと召そうとする。また劉秀、堅鐔を左曹さそうと為して功に応こたえ、朱祐の位を元に戻して慰労いろうの恩賜おんしを加え、その上で新野しんや・隋ずいを討たせる。
  


  
    　
  


  
    　同じ四月、関中では諸所に立たった群雄を次々に破っていた征西大将軍馮異ふういが、東は藍田らんでんから西は厔ちゅうちつの南まで長安ちょうあん南部に広がる上林苑じょうりんえんに軍を駐屯ちゅうとんする。
  


  
    自らを武安ぶあん王と称する延岑えんしん、赤眉せきびを破ってから、牧ぼく守しゅを置いて関中かんちゅうに拠よろうと思い、長安の張邯ちょうかん、鄠この任良じんりょうを率いて共に馮異を攻める。
  


  
    李宝りほうの策で十余万の逄安ほうあんの軍を破った延岑、己の采配さいはいで二十万の赤眉全軍を破った馮異、兵略へいりゃく・兵術へいじゅつ・兵質へいしつでは、馮異の軍が勝まさる所であれば、馮異は延岑を破り、首を斬ること千余級。諸所の陣営を守って延岑に附つく者、皆みな来降して馮異に帰順きじゅんする。
  


  
    延岑は南東に走り、よって武関ぶかんを抜けると見るや、馮異、先手を打って早馬を遣やり、武関の南東の析せき県の復漢ふつかん将軍鄧曄とうよう、輔漢ほかん将軍于匡うきょうに延岑が穀こくに就つく前に撃てと、迎撃させれば、鄧曄・于匡、延岑を大いに破って、その将蘇臣そしん等八千余人を降す。延岑は尚も荊州南陽郡に逃れる。
  


  
    睢陽すいよう
  


  
    　
  


  
    　同じ四月、大司馬だいしば呉漢ごかんは、虎牙こが大将軍蓋延こうえん、驃騎ひょうき大将軍杜茂とぼ、強弩きょうど大将軍陳俊ちんしゅんら七将を率ひきいて、梁りょうの睢陽の北東の広楽こうらくに拠よる蘇茂そぼを撃って破り、これを囲む。劉永りゅうえいの将周建しゅうけん、兵を募つのって十余万人を得て、以て広楽を救う。呉漢、軽装の騎兵を率いてこれと戦うも、大兵の前に利有らず、馬より落ち膝を傷つけて陣営に還かえる。周建ら兵を連つらねて広楽に入城する。
  


  
    諸将、呉漢に言いて曰く「大敵は目前にあって、公は傷つき伏せ、兵衆怖れを抱いだく」
  


  
    呉漢、憮然ぶぜんとし、傷を包んで起き上がる。呉漢、聡さとく即断そくだんの利きく男である。要は兵の衆寡しゅうかでは無く、兵が畏おそれるか否いなかであると見抜く。よって、牛に槌つちを加えて屠ほふり、これを以て士をもてなし、軍中に号令して曰く「賊衆は多いと雖いえども、皆な劫掠こうりゃくの群盗なり。勝てば互いに功を譲ゆずり合わず、負ければ互いに救わず、節に従いて義に死する者に非あらざるなり。今日は功を挙あげて侯に封じられる秋ときなり。諸君これに勉めよ」
  


  
    呉漢、苦労人であれば人を鼓舞こぶする術すべを知り抜き、人をその気にさせる。よって、軍士激しく猛たけり、一人ひとりがその気力を溢あふれさせる。明朝、周建・蘇茂は兵を出して呉漢を囲む。呉漢、四部隊の精鋭の黄帽こうぼうの呉河ごか及び烏桓うがんの突騎三千余人を選び、自らも鎧よろいを着て戟げきを抜き、諸所の武将に令して曰く「雷鼓らいこの音を聞かば、大いに叫んで共に進め。遅れて来る者は斬る」
  


  
    怖れを忘れた呉漢の兵が進めば、周建の軍は大いに潰ついえ、反って広楽城に奔る。呉漢は走りに走って追撃し、共に広楽城に突入し、周建を破る。蘇茂・周建は城を棄すて、包囲を破って湖陵こりょうへ逃走する。睢陽はここで反して、劉永・蘇茂・周建・佼こう彊きょうを迎えれば、蓋延が諸将を率いてこれを攻める。
  


  
    　
  


  
    　五月、征虜せいりょ将軍祭遵さいじゅん・騎都尉きとい臧宮ぞうきゅうは、宛えんの南西の涅でつ陽ように拠よる左さ防ぼうを撃ち破り、悉ことごとく平たいらげる。皇帝劉りゅう秀しゅうは、征せい南なん大将軍岑彭しんほうらに後を任せて、南陽なんようから洛陽らくように還る。岑彭、積弩せきど将軍傅ふ俊しゅん、越騎えつき将軍劉りゅう宏こう、それに臧宮の三将、三万人を率い、南の方、楚そ黎れい王と称す秦しん豊ほうを撃ち黄郵聚こうゆうしゅうを降す。しかし、秦豊、その大将蔡さい宏こうと共に鄧とうに防げば、岑彭らは進むことが出来ぬ。
  


  
    　梁に在る呉漢は、驃騎ひょうき大将軍杜と茂ぼ・強弩きょうど大将軍陳ちん俊しゅんらを広楽に留めて守らせ、自らは兵を率いて蓋延を援たすけ睢陽を共に囲む。睢陽はまたもや長期戦に入った。
  


  
    予よ州を治めることが難しいと見た劉秀、潁川えいせん太守寇こう恂じゅんに使いを遣やって、東南の隣郡、汝じょ南なんの太守に遷うつして治めさせる。杜茂には寇恂を助け盗賊を討たさせる。二人が赴任ふにんした途端に寇賊こうぞくの類は鳴りを潜ひそめ、郡中は静まる。寇恂、好学の士である。郷校ごうこうを作って生徒を教え、能よく『左さ氏し春秋しゅんじゅう』を修める者を招聘しょうへいして、自ら学を受ける。
  


  
    　
  


  
    　六月、洛陽の皇帝劉秀は天下に大赦たいしゃする。この時、弘農こうのう郡析せき県を追われて、南陽郡に出た延岑えんしんは、数城を下す。涅陽の南西は穣じょう県の人、杜と弘こう、衆を率いて延岑に従う。しかし南陽は皇帝劉秀が親しん征せいを行ったばかり、今もって精鋭の兵を率いる将軍たちが賊軍平定と郡県安寧あんねいのために駐屯ちゅうとんする所である。建けん威い大将軍耿弇こうえん、幽ゆう州突騎とつきを率いて延岑と穣に戦えば、これの威力を知らぬ延岑を大いに破る。首を斬ること三千余級、その将兵五千余人を生け捕りにし、印綬いんじゅ三百を得た。杜弘は降り、延岑は数騎と共に逃れて涅陽の北東の東陽聚とうようしゅうに走る。
  


  
    　逃れた延岑、遂に秦豊の将張ちょう成せいと兵を合す。建けん義ぎ大将軍朱しゅ祐ゆう、征虜将軍祭遵を率いて延岑を撃つ。両将、東陽聚にて延岑を大いに破り、張成を斬る。延岑はまたも逃れて、秦豊に帰す。朱祐、印綬九十六を収める。この印綬はと朱祐が見れば、劉りゅう玄げんの物でも王莽おうもうの物でもない。はて、延岑が作らせたのかと悩むうちに、書かれた官職名から武ぶ帝に由来する物だと気付いた。赤眉は茂ぼ陵りょう、武帝の墓ぼ陵りょうも荒らした。その赤眉の将逄安ほうあんを延岑が破った故に、延岑は印綬を得た。そしてこれを用いることで、杜弘や張成を懐なつけることが出来たのである。朱祐、延岑から得た印綬は墓陵に返すべしと上書し、印綬ごと劉秀に奉たてまつる。朱祐、更に南に進んで、新野の東の黄郵聚に逃げた賊を撃ちこれを降す。皇帝劉秀、朱祐の功に応じて黄金三十斤を賜たまう。
  


  
    黎れい丘きゅう
  


  
    　
  


  
    　七月、皇帝劉りゅう秀しゅう、征せい南なん大将軍岑彭しんほうが数月鄧とうを抜けずにいるのを訝いぶかり、檄げきで以て問う。岑彭、畏かしこまって事態の打開を考える。岑彭という男、思い悩みて徐々に智慧ちえを付けてきた者である。馮ふう異いは『孫子そんし』に通暁つうぎょうし、皇帝劉秀も何らかの兵法を収得しているを知れば、兵法を覚えようとした。よって鄧に対しても既に幾つかの戦術を検討していたが、岑彭の手の内は三万、敵は十万であれば、損害が少なくなる上策、兵糧攻めの長期戦を執とる所に、皇帝の叱咤しったが届いたのである。
  


  
    鄧を抜くには如何いかにせん。大事は鄧を抜くことに在らず、秦しん豊ほうを破ることに在る。ならば秦豊を破るには、如何にせん。あの中策を用いるか。岑彭、逡巡しゅんじゅんすれど、方策が定まれば動くは速い。即座に夜に兵馬を整ととのえさせ、明朝に鄧の西、山都さんと県を撃うたせる、と軍中に令を下す。その上で、捕虜の縄をわざと緩ゆるめさせ、逃げて秦豊に告げるようにしむける。果たして、秦豊は悉ことごとく軍を率ひきいて西の山都県に岑彭を迎え撃とうとする。
  


  
    岑彭は兵を潜ひそめて東は沔べん水すいを渡り、秦豊の将張ちょう楊ようを阿あ頭とう山さんに撃ってこれを破る。川谷の間より木を伐きり道を開き、直接、敵本陣の黎丘を襲い、諸々もろもろの駐屯兵ちゅうとんへいを撃破する。
  


  
    騙だまされたと知った秦豊、大いに驚くも馳はせ帰ってこれを救おうとする。岑彭、諸将と共に東の山に拠って陣営と為す。秦豊、蔡さい宏こうと共に夜に岑彭を攻めるも、元よりそれを狙ねらってわざと近隣に陣を敷いた岑彭、備えは十全、兵を出して迎えてこれを撃ちたれば、秦豊は敗れ逃れ、岑彭は猶なおも追撃して蔡宏を斬る。自ずと鄧も山都も落ちる所となる。これを聞いて黎丘の南の宜ぎ城じょうに拠る秦豊の相、趙ちょう京けいは城を挙あげて降る。
  


  
    報を受けた劉秀、岑彭を改めて舞ぶ陰いん侯に封ず。また趙京を拝して成漢せいかん将軍と為し、岑彭と共に秦豊を黎丘に囲ませる。
  


  
    　
  


  
    　男は声に出して曰く「東に声さけんで西を撃つ計、いや、声んだのは西か、それに逸いつを以て労を待つ計なり。続けざまに当たれば、敵兵は右往左往して徒労しているだけに敗北は必至。欺瞞ぎまんの計が春秋しゅんじゅう戦国せんごく、秦末で無くとも使えるものとは。それにしても、士というものは一通りでないものなるか。成長するものもいれば成長せざる者もいる。もし詭計きけいを使わざると思っていた敵将が突然これを使えば、引っ掛かる。これは憶えておこう」
  


  
    男は別の紙からなる冊子に、思うところを書き連ねる。
  


  
    　
  


  
    同じ秋七月、洛陽らくよう周辺で田畑を与えられた元赤せき眉びの将兵の中に、春頃から昔を懐かしみ自分たちが王侯になり政まつりごとを司つかさどるべしと、再挙さいきょに蠢うごめく者があった。樊はん崇すう・逄安ほうあんである。だが、大半はそれに乗ぜず。まず食っていけるのかと三さん輔ぽに食い詰めた時を覚えて、挙兵きょへいの意味を疑うのは徐宣じょせん。子供が政を為せようか、我らが浅い智慧ちえでは子供の如きぞと、長安での乱らん痴ち気き騒ぎを思い出して、赤眉の能のうを疑うのは楊音ようおん。嘗かつて赤眉が挙兵したのは食い詰めて、世を正すためであれば、今、曲がりなりにも食って行けるとあれば、寧むしろ立つべきに非ずと、大半は思う。樊崇・逄安に従えない者は遂に事を城門校尉じょうもんこういに密告し、謀はかりごとは発覚した。よって樊崇・逄安、瞬時に平らげられ、誅殺ちゅうさつされる。
  


  
    この機にもう一人動いた者がいた。式しき侯こう劉りゅう恭きょうである。予かねてから更始こうし帝劉りゅう玄げんの殺害に憤いきどおっていた劉恭、首謀者である元赤眉の謝しゃ禄ろくを襲い、これを殺害する。そして自ら獄に繋がれた。
  


  
    劉秀、民を安堵あんどさせるために詔みことのりして曰く「吏の六百石に満たざる者、下は小県の長、小国の相に至るまで、有罪を適用するに前以って奏請そうせいせよ。男子の八十以上、十歳以下、及び婦人の連座する者、罪なき者を殺す不道にして詔して名指しで捕うる所に非ざるよりは、皆みな繋つなぐことを得ず。当まさに検問すべき者はすなわちそうせよ。女刑は家に帰らせ、銭を出し人を雇いて木を伐きらしめて償つぐないとせよ」
  


  
    すなわち元赤眉の不穏ふおんは消えるところと為り、劉秀は劉恭をも詔に準じて赦ゆるす。
  


  
    　
  


  
    同月、呉漢ごかん・蓋こう延えんが、野や穀こくを刈かり兵糧ひょうろうにするも、他方、睢すい陽ようを守る劉りゅう永えいの兵糧尽き、劉永・蘇そ茂ぼ・周しゅう建けん、囲かこみを破って南東の酇さん県に逃のがれる。蓋延、追って輺し重ちょうを得る。諸将が追うこと急であれば、逃げ切れぬと劉永の将慶けい吾ご、劉永の首を斬って降る。劉永の弟劉りゅう防ぼうは睢陽を挙あげて降る。しかし、蘇茂・周建は北東の垂すい恵けいに奔はしり、劉永の子劉紆りゅううを立てて梁りょう王と為す。佼こう彊きょうは更に北にある西防さいぼう県が迎えれば還かえってこれに砦とりでした。皇帝劉秀、奏上そうじょうを受けて慶吾を列れつ侯こうと為す。
  


  
    　劉永が討うたれれば、琅ろう邪やの張ちょう歩ほは方策ほうさくを算段さんだんする。すなわち劉紆を天子と為し、自らは定漢ていかん公と為り、百官を置いて朝を開こうと欲す。民事を預かる王閎おうこうは諫いさめて曰く｢梁王は漢王朝を奉ほうずるゆえに、ここ山東頗すこぶるこれに帰す。今、王を尊んでその子を立つれば、或あるいは衆に疑心を抱いだかしましょう。古から斉せい人じんは謀たばかりり多しと知られる所であれば、宜しく審つまびらかに慮おもんぱかるべし｣
  


  
    張歩、それを聞いて思い止まる。
  


  
    　
  


  
    　季節は流れて、冬十月十六日壬申じんしん、皇帝劉秀、出自しゅつじである舂しょう陵りょう郷に御幸みゆきする。この時、陰いん貴人きじんも同道する。劉秀、妊婦は戦場に連れるわけには行かないと、それまで孕はらまぬ陰貴人を連れて回ったが、今度は戦いくさに行くわけでないからと、孕んだ陰貴人を連れる。劉秀、園えん廟びょうを祀まつる。旧宅で酒宴しゅえんし、大いに古ふる馴染なじみや父ふ老ろうと語らう。
  


  
    その宴の後、劉秀、営舎えいしゃに戻る途中、夜空を顧かえりみる。東からは月が昇っている。細りだしたかという月は青白い光を投げ掛ける。冬空は今も昔も澄すみ切っている。地ち皇こう三年十月に宛えんに挙兵し、十一月に舂陵に兄劉縯りゅうえんと合流してから、丁度五年の月日が経っていた。漢かんを復興ふっこうしようと立つも、自らがその御柱みはしらに為るとは思っていなかったが、今や柱石ちゅうせきと為り復興の端緒たんしょに立ったわけである。王莽おうもうは倒れたと雖いえどもそれでことは終わらなかった。先は長く、降さねばならぬ群雄は多い。現に、ここから僅わずか西の黎丘には、岑彭が楚黎王を称した秦豊を包囲している。乱世に一国一城の主となり、王侯、果ては皇帝までになり栄耀えいよう栄華えいがを得ようとする。これを本懐ほんかいというらしいが、劉秀には理解できぬことである。されど、その劉秀の懐ふところにも功名を立てようとする将軍は在る。右う将軍と為して再び兵権を持たせた鄧禹とううは、嘗て寸すん功こうを立てて功名を竹帛ちくはくに垂たれればと劉秀に言った者である。営舎に入った劉秀の後に、拝謁を願って現れた建けん威い大将軍耿弇こうえんも功名を欲する一人と、その奏上を受けて知る。
  


  
    皇帝の御幸に従った耿弇は、劉秀に見まみえて戦略を述べ、これを請こう。北の方かた、上谷じょうこくの兵の未いまだ発せざる者を収おさめ、彭寵ほうちょうを漁ぎょ陽ように平定し、富ふ平へい・獲索かくさくの賊を捕え、東の方、張歩を攻めて斉の地を平らげようと。つまり、幽ゆう州上谷郡を基点に、東の漁陽に進んで、そこから真南に進軍し、青せい州平原へいげん郡を攻め、その勢いで徐じょ州琅邪郡へ入って斉を降すと言うのである。耿弇にすれば、皇帝劉秀を見るに、昆こん陽ように百万の軍勢を破り、兵卒無しから立ち上がって邯鄲かんたんに王郎おうろうを降し、大包囲網を敷しいて赤眉を戦わずして降す武名があって、言うなれば功名の一大山岳、大河であり、自らも、その一つに並ぶような戦いを制したいと望みは高い。一つ年上の鄧禹は、最後に大敗を喫したとは言え、一時は大司徒として三輔に雄を奮ったではないか、と表面に見えるよりもぎりぎりと野心が内部で軋きしみを立てている。劉秀、勇壮ゆうそうなり、とこれを許し、耿弇の大志を認めたが、無論耿弇に全てを任まかせるつもりは無く、前線に立てる一勇将と見ていた。
  


  
    　
  


  
    　十一月十二日乙未いつび、皇帝劉秀が舂陵から洛陽に還れば、幽州からの檄が届く。涿たく郡太守張ちょう豊ほうが劉秀の使者を捕えて挙兵し、自ら無上むじょう大将軍と称して彭寵と連合すると伝える。漁陽郡の彭寵が反したのは建武二年二月、その彭寵が薊けいを降して自ら燕えん王を称したのは三年三月、更にその八ヶ月後の今に張豊が反して彭寵に附つく。となれば劉秀、張豊は彭寵に迎合げいごうした故に反するかと思えど、伝者でんしゃに訊きけば、答えは否いな。張豊は方術ほうじゅつを好む故に、道士どうしに誑たぶらかされたようですと、伝者は答える。ふむと頷うなずく劉秀、しかし、それで方針が変わる訳ではない。既に赤眉を倒し、荊けい州南陽なんようの鄧奉とうほうを破り、秦豊は包囲し、予よ州梁の劉永を討伐とうばつして、残党を追う。
  


  
    懸念けねんの三輔に遣った馮ふう異いは、人が相食あいはみ、豆五升しょうが金一斤きんとなり、輸送も侭ままならない飢餓きがの地で、果実を以て糧かてと為し苦渋くじゅうに塗まみれるが、劉秀が南陽の趙ちょう匡きょうを右う扶ふ風ふうの長と為し、兵を率い絹けん穀こくを送らせれば、意気を取り戻し、漸ようやく令に従わざる豪族を誅撃ちゅうげきし、投降し功労のある者を褒賞ほうしょうし、悉ことごとくその渠きょ帥すいを京師けいしに到らせて、その衆を散じて本業に帰らせた。只、呂りょ鮪い・張邯ちょうかん・蔣震しょうしんは使いを蜀しょくに遣やってそちらに降る。その余よ衆しゅうは悉く平らいだ。
  


  
    よって劉秀、関東の懸念は幽州のみ、これを親征しんせいしようと思う。率いる将は、如何にすべしと思えば、南陽に手の空いた者、先ず建威大将軍耿弇、建けん義ぎ大将軍朱しゅ祐ゆう、征虜せいりょ将軍祭遵さいじゅん、驍騎ぎょうき将軍劉喜りゅうき、漢かん忠ちゅう将軍王おう常じょう、そして大司馬呉漢、強弩きょうど大将軍陳ちん俊しゅん、左将軍賈か復ふく、この冬に節を渡し前将軍と為した王おう梁りょうと申し分ない。それでも、幽州に親征するのに不都合はないかと考え、兗州東郡から東の寇賊こうぞくが平がざるを憂える。五校ごこうは何度も撃つも、賊故に逃げ散ってはまた集まる。これをどうにかせねばなるまい。万が一を考え、流賊征伐のために率いる将たちの抜けた穴をある程度埋める必要がある。そこで先に右将軍鄧禹を南陽の控え、また平狄へいてき将軍龐萌ほうぼうを虎こ牙が大将軍蓋延の増援と為す。
  


  
    夷い陵りょう
  


  
    　
  


  
    　建武四年春、正月二日甲こう申しん、皇帝劉りゅう秀しゅう、今年も年始に大赦たいしゃを行う。また公く卿ぎょう、大夫たいふ、博士を南なん宮ぐう雲うん台だいに見まみえさせる。議ぎするは尚書令しょうしょれい韓歆かんきんの上奏、『費ひ氏し易えき』『左さ氏し春しゅん秋じゅう』の為に博士を立てることである。
  


  
    博士の范はん升しょう、皇帝劉秀に口火を切れと命じられて曰く「『左氏』は孔子を祖とせぬ左さ丘きゅう明めいの書なり、師弟が相伝あいつたえたる物に非あらず、先代の皇帝たちも意を寄せざる所であれば、立つるを得ること無し」
  


  
    韓歆並びに太た中ちゅう大たい夫ふ許きょ淑しゅくは反論し、討論は続き正午になって、劉秀、議を止やむ。一端退しりぞいた范升、奏上して皇帝劉秀に諭さとしめようとする。
  


  
    劉秀、決めかねる故、留保するもこの論争は後日また続く。『左氏春秋』を伝え、博士を立てようと欲した郎中ろうちゅう陳ちん元げんが、范升が劉秀に示した司馬遷しばせんが『左氏』を引いて孔子の言を誤りし所について異を覚え、上疏じょうそし、それは小事であり、事あるごとに先代と言う范升の論に、ならば商しょうの盤ばん庚こうは殷いんの地に遷うつれず、周しゅう公は洛らく邑ゆうに遷れず、陛下は山東に遷れずと言う。
  


  
    劉秀、仕方無しと、建博士の議を再開する。范升と陳元、弁難し合い、上奏すること十数度、英断は専もっぱら皇帝劉秀にあれば、『左氏春秋』の学を立て、太たい常じょうは博士として四人を選び、陳元を第一とすも、論争したばかりと、劉秀は第二位の司し隷れい従じゅう事じ李り封ほうを博士に用いる。されど博士を立てた後も『左氏』論争は続く。
  


  
    　
  


  
    幽ゆう州牧ぼく朱しゅ浮ふの奏上はますます緊迫きんぱくする。朱浮は劉秀が安逸あんいつを貪むさぼり北辺を顧かえりみず、故に万民は心落ち着かず、これでどうして河か南なん・河か内ない・河か東とうに冀き州を後世に伝えられましょうかと、叱咤しったするが如く、劉秀の親征しんせいを促うながす。劉秀、これに応こたえる詔みことのりを送る。嘗かつて赤せき眉びが跋扈ばっこするも、穀こくが無ければ東進すると予測して応じれば、赤眉は帰降した。彭寵ほうちょうと張ちょう豊ほうを量はかるに、必ずしも勢いがあるわけではなく、内に反する者がある。今、軍資は未だ満たず、故に次の麦の収穫を待つのみ、と親征の算段を行っていることを伝える。実際、劉秀は安逸を貪っている訳でも、学問の派閥闘争に入れ込んでいる訳でもなかった。大赦を行うといっても、嘗ての賊を許して自軍の兵として取り入れ、田畑を耕作させて穀を得て、そこで彭寵を討とうとするものであった。そして既に能臣である尚書令郭伋かくきゅうを中山太守と為して送り込んでいた。更に拠点を河内郡懐かい県とし、その視察のために御幸みゆきする。
  


  
    　
  


  
    その頃、荊けい州南郡なんぐん、黎れい丘きゅうの南西の夷陵に立って兵を擁ようする田でん戎じゅうは、自らの進退を計はかる。時を同じくして立った陳ちん義ぎは、史書が由よしを明らかにせぬものの既に消え、楚そ黎れい王を称する秦しん豊ほうは黎丘にて、漢の皇帝劉りゅう秀しゅう麾き下か、征せい南なん大将軍岑彭しんほうに囲まれる。秦豊の次は我なりと田戎、大兵到いたるまでに降ろうと考える。
  


  
    然るにその妻の兄辛しん臣しんは、田戎のために地図を描いて曰く｢幽ゆう州に漁ぎょ陽よう郡彭寵、徐じょ州に琅ろう邪や郡張ちょう歩ほ･東海とうかい郡董とう憲けん、益えき州巴は蜀しょくに公孫述こうそんじゅつ。今、四方の豪傑は各々郡国に拠り、洛陽らくようが得し所は、掌てのひらの如きのみ。鎧よろいを放さず以もってその変を窺うかがうに如しかず」
  


  
    しかし田戎返して曰く「大王秦豊の強きを以てすら、猶なお征南将軍に囲まれる所と為る。況いわんや吾われをや。降ると決せり」
  


  
    田戎、辛臣を留めて夷陵を守らしめ、自らは兵を率ひきいて江こう水すいを降り、また沔べん水すいを遡さかのぼって黎丘に止まり、期日を定めて当に降ろうと出立しゅったつする。これに対して、身の安全を慮おもんぱかったは辛臣である。田戎が降ろうとするのを我が諫いさめたと知られば如何いかになろう。今間道かんどうを抜ければ、河を使って回り道する田戎より先に降れる。辛臣、そう考え至れば、田戎の珍宝を盗んで、当陽とうよう、宜ぎ城じょうと陸路を走って先に岑彭に至る。
  


  
    降った辛臣、岑彭に曰く「謹つつしんで田戎が降るを説とかん」
  


  
    その田戎が後から着こうとすれば、辛臣は岑彭の陣より檄げきを出して曰く「岑将軍、既に我を五千戸侯に封ずべしと奏じ、心を虚うつろにして相あい待またん。願わくは急ぎ来たれ、前謀に拘こだわること無し」
  


  
    田戎、留守を任せた者が何故先に降って侯に封じられるのだと疑っている所に、辛臣が宝と良馬を盗んだと郡の次官の檄が至った。田戎、益々ますます吾を売ったかと疑う。期日となり、田戎、亀の甲羅を火に当てて卜ぼくす。甲羅は横に真二つに割けた。これは如何なる意味かと卜者に尋ねれば、卜者、亀卜は皹ひびを見て占えば、完全に割けるは占いとはなりませぬと言う。吉凶何れかと言えば、卜者は凶でございましょうと答える。田戎は悩んだ末に、岑彭に降らず、返って秦豊に附く。秦豊は延岑えんしん・田戎が自らに附ついたことに喜び、それぞれに娘を娶めあわせる。
  


  
    　
  


  
    　男は史書を眺め眇めて、独言して曰く「こちらの史書の云う通りとすれば、この梟きょう雄ゆうが追われたのは五月四日甲こう申しん以降のこと。一つの史書だけみれば数日、或いは一月に思える闘いも、決して短くは無かったということだ」
  


  
    二度三度同じ所を読んで曰く「それにしても奇妙なり、何故、北辺の太守がここにいる」
  


  
    されど男は、それ以上拘泥こうでいしても得る事は無いと、その木簡もっかんを巻くと別の木簡を広げる。更に地図を広げる。
  


  
    男は木簡から地図の上に目を遣やり、済さい陰いん郡を見て曰く「史書に楚そ丘きゅうとあるが、済陰は梁りょうの域であれば、地図の上に示されるように梁りょう丘きゅう郷ごうが正しき」
  


  
    　
  


  
    　二月、延岑が宛えんの南西、析せき県の南、順じゅん陽よう辺りを寇こうせば、右将軍鄧禹とううが復漢ふっかん将軍鄧曄とうようと輔ほ漢かん将軍于う匡きょうを率いて、延岑を鄧とうに破る。この時、延岑の護ご軍ぐん鄧とう仲ちゅう況きょうは順陽の南、陰いん県に拠り、嘗ての国師こくし公劉歆りゅうきんの兄の孫、劉龔りゅうきょうはその首魁しゅかいと為っていた。
  


  
    南陽なんよう郡に代だい郡太守蘇竟そきょうがたまさか至った。蘇竟嘗てその劉歆と共に図書としょ校定こうていを司つかさどっていたので、劉龔・鄧仲況を知っていた。よって、書を送って諫める。
  


  
    書は、恙つつが無なきやと始まり、智の到りし者の進退の故事を引く。今、君は一時の方便として権勢に節を屈して延えん叔しゅく牙がに臣事し、覚悟して静かに徳を養うと聞くが、先世の幾人かとてこれに勝ろうか。君は陰県に在り、この地には賢士多し。若もし僅わずかの間に図書人事に図はかって利害得失を見れば明らかであろう。君子の道を考えれば、どうして反逆者の名を守ることあろう、と。書は更に、緯書いしょに現れた火徳の劉氏の正統性と王莽おうもうがそれに敗れた今を説とき、五星は常道を失い天文の錯乱は地に映り、東海郡の董憲は惑まどいて降らず、漁陽郡の彭寵は逆乱して兵を擁すが、天文が指し示すよう、董憲・彭寵は禍わざわいを受け、全ては聖帝に応じる兆きざしなり、と言う。白びゃく虹こうは秦豊の方に向き、流星は延叔牙の方を向き、何れにも破滅の兆しが訪おとずれた。延叔牙は武ぶ当とう県に兵を発しようと言うものの、実は禍を避けようとするものなり。善悪の分、去就きょしゅうの決、察さっせざるべからず。最後に書は、再び故事を引き、如何なる行動が身を保ち名を保つかと述べる。劉龔・鄧仲況、書を受けて降った。
  


  
    鄧禹は、鄧曄・于匡を率いて、嘗て延岑が劉りゅう嘉かを破るために兵を発した武当県で、再度兵を発しようとした延岑を破る。延岑は漢中に奔り、余党は悉ことごとく降る。
  


  
    兗えん州では虎こ牙が大将軍蓋こう延えんが蘄き県にて蘇そ茂ぼと周しゅう建けんを撃って東進すれば、隣接する東海郡から救援に出た董憲と留りゅうの下に戦い、且つこれを皆みな破る。騎都尉馬ば武ぶ、総大将蓋延の別働として本軍の北の済陰郡を撃ち、成せい武ぶ県、梁丘郷を降す。劉秀、功に応じて馬武を捕虜ほりょ将軍と為す。
  


  
    元げん氏し
  


  
    　
  


  
    　そう、男は書いたものの、筆を置いて、今度は冀き州の地図を開く。傍かたわらの史書を開いて、小刀の背で、地図上の地名を追っていく。魏ぎ郡の主都鄴ぎょうを北上し、大陸沢の東を通って昌しょう城じょう、臨平りんぺいへ、小刀を再び鄴に戻し、北上し、邯鄲かんたん、大陸沢の西沿いを柏人かじん、そこで北東に向きを変えて、臨平へ。臨平から西南西の元氏、そこから北北東に真定しんてい国を通って、中山ちゅうざん国は盧ろ奴どへ。元より臨平から元氏を回って盧奴に進むより、臨平から直ぐ北上する方が短行程である。
  


  
    　男は、別の史書を開き、再び地図上の地名を追っていく。まず臨平に小刀を降ろし、南下し、清河せいか郡を通って兗えん州東郡とうぐんに入る。小刀の向きを反転させて、再び、冀州清河郡に戻って、東に向きを変えて青せい州平原へいげん郡に入る。男は口許くちもとを歪めて曰く「否。賊を追う道筋に非ず。これでは戦いに敗れたかのようだ」と、小刀を脇に置く。
  


  
    　暫しばらく地図を眺めじっと考えていた男、呟つぶやいて曰く「臨平が東郡にあれば如何」
  


  
    再び小刀を取ると、地図にその背を降ろし、冀州鄴から真直ぐ東、兗州東郡陽よう平へい県、更に進んで、荏じん平ぺい県、臨邑りんゆう県、そこで北に向きを変えて冀州清河郡に入り、東に向けて青州平原郡。再び小刀を東郡に降ろし、北西に進ませ冀州に入って鉅きょ鹿ろく県、更に大陸沢の西を北上し元氏、そこから北北東に真定国を通って、中山国は盧奴へ。男はふむと頷うなずいて曰く「ならば東郡太守が動いたかも知れぬ」
  


  
    男は、また別の巻物を開いて、求める所を見れば、合点し、笑いて曰く「臨平と書かれるが、これはおそらくは東郡の臨邑・荏平の事なり」
  


  
    　
  


  
    　夏四月、皇帝劉りゅう秀しゅう、春に懐かいに御幸みゆきしたように、今度は鄴に御幸する。春の時点では兵站へいたんに不安があり、それを数月掛けて解消し、その間に拡充した兵士たち、元赤眉の兵を懐なつけさせた。おかげで、予よ州は汝じょ陽よう・項こうで賊を平定していた強弩きょうど大将軍陳ちん俊しゅんも合流させることが出来た。皇帝劉秀は洛陽らくようから黄河を渡って河内かない郡懐県へ、更に集結した軍を率ひきいて魏郡鄴県へと進む。今回も臨月の陰いん貴人きじんを連れている。もはや、周囲には何の言い訳もせずに同行させる。
  


  
    鄴には大司馬だいしば呉漢ごかんを筆頭とする劉秀陣営の本軍が集つどう。今一度、戦略を見直した劉秀は、呉漢らに兗州東部の攻略、五校ごこうの掃討そうとうを命じる。これは幽ゆう州の彭寵ほうちょう･張ちょう豊ほうと徐じょ州の張ちょう歩ほ・董とう憲けんの結びつきを断絶することにもなる。彭寵は上谷じょうこく数県、右う北ほく平へい数県を味方につけ匈奴きょうど単于ぜんう輿よ・左さ南なん将軍にも美女・絹織物を贈り、和親を結び、徐州琅ろう邪や郡の張歩にも誼よしみを結ぶ。それを知る故に、劉秀、北伐に当たって背後を襲われぬように、兗州を完全に掌握しょうあくせんものと図る。
  


  
    劉秀、兗州の東郡太守耿こう純じゅんには節を送って兵を率いさせ、隣接して遂に降らなかった東平とうへい郡、劉りゅう玄げんが命じた太守の范荊はんけいを、呉漢の賊の掃討に合わせて討たせる。
  


  
    呉漢は、陳俊、前ぜん将軍王おう梁りょうを率いて、真直ぐ東に進軍し東郡に入り陽平に至って県令の李り章しょうから情勢を確認した上で、黄河を渡って更に東進すれば、臨邑・荏平の寇賊こうぞくは、黄河を背にして呉漢と向き合うことになる。東郡の主都濮ぼく陽ようを出立しゅったつした耿純の軍は、呉漢の背後を守る様にして東平郡へ進軍する。耿純の南には捕虜ほりょ将軍馬ば武ぶの軍、その南には虎こ牙が大将軍蓋こう延えんの軍と、劉秀陣営はあたかも波を重ねる様に山東さんとうを襲う。更に呉漢の後詰ごづめは皇帝劉秀その人である。
  


  
    よって劉秀の車駕しゃが、呉漢の後を付かず離れずに追う。黄河の手前東とう武ぶ陽ように泊まり、渡河とかを明日に控ひかえれば、劉秀、陰貴人を前にした夕餉ゆうげの最中、唐突とうとつに大笑いに笑う。陰貴人、はっとして如何いかがされましたと問えば、劉秀、済すまぬ昔を思い出したと答える。劉秀、しばし瞑目めいもくして後に語って曰く「あれは、麗れい華かを新野しんやに残して河北かほくに渡った時なり。邯鄲かんたんで平へい干かん王の子が我に会おうと言う。劉りゅう林りん、そやつの言うのには、河水を渡った所に賊、赤眉がいるので撃ちましょうぞ、堤を切れば百万の賊は魚と為らん、と。我は畢竟ひっきょう等閑なおざりにした」
  


  
    その時劉秀、邯鄲に今は東郡太守である耿純を残して、真定に向った。その後に王郎おうろうが立ったのである。苦難を思い出せば、苦々しげな表情となる。
  


  
    陰貴人、心配して尋ねて曰く「それがこの河水かすい、黄河で御座いましょうか」
  


  
    劉秀答えて曰く「否いな、漳しょう水すいよ、ここよりずっと北を流れる河だ。我も最初河水と聞いて怪訝けげんに思ったが、漳水を言っていた。そして今、賊を追って、大河の西にあれば思い出したのだ」
  


  
    陰貴人、にっこりと笑うと曰く「それで思い出し笑いですか」
  


  
    劉秀応じて曰く「左様。されど思い出せば思い出すほど、どうして面白く思えたのか、もう判わからん」
  


  
    陰貴人曰く「妾わらわにはちっとも分かりませぬ」
  


  
    劉秀、陰貴人は正直なりと笑う。
  


  
    　
  


  
    　呉漢、陳俊、王梁は、臨邑・荏平の寇賊を破り、追いて箕山きざんに五校を打ち破る。耿純は范荊を降し、泰山たいざん・済さい南なんの賊を撃つ。王梁は東に進んで肥城ひじょう県、文ぶん陽よう県を撃ってこれを降す。陳俊は泰山郡南なん武ぶ陽よう県を降す。泰山郡の隣は張歩の牛耳ぎゅうじる琅邪郡である。従って泰山の豪傑は衆を擁して張歩と兵を連ねる。これを知った大司馬呉漢、臨邑・荏平に御幸した劉秀に上疏じょうそして曰く「陳俊に非ざれば能よくこの郡を定むること無し」
  


  
    皇帝劉秀、陳俊を泰山太守に拝し、大将軍事を兼ねさせる。また従軍させていた元の劉玄の尚しょう書しょ僕ぼく射や鮑ほう永えいを泰山郡の南西の魯ろ郡太守と為す。
  


  
    呉漢・耿純は平原の賊を追い、更に呉漢は北は冀州清河郡に入って、東に向きを変え青州平原郡に入る。劉秀は冀州に入って北西に進み、賊の南への逃亡を牽制しながら、大陸沢の西を回って北上する。
  


  
    皇軍に構えていた張歩、その主軍が琅邪に近づくどころか、北に向って離れ、陳俊が太守として残されたと聞き、配下の将を遣わして陳俊を撃たせようと、嬴えいで戦う。
  


  
    陳俊、劉秀がその勇に感歎し、呉漢が並々ならぬと見込んだ男である。大いに張歩軍を破り、追って北は済南郡に至って印綬いんじゅ九十余を収得して、余勢を駆って泰山の平定に着手する。
  


  
    一方、鮑永は魯郡に到るやすぐさま董憲の副将を撃って大いに破り、降る者は数千人となる。しかし、彭ほう豊ほう、虞休ぐきゅう、皮ひ常じょうら各々数千余人を集め、将軍と称して降ることを肯がえんじない。如何にしたものかと慮おもんぱかった鮑永、詭計きけいを巡めぐらせる。配下に命じて、密かに孔子こうしの旧家の周囲を手入れさせ、茨いばらの藪やぶを払はらいて、講堂から旧家までの道を整える。太守の計とは知らぬ周囲は太守自身にこの異変を告げる。鮑永、これは如何なる事かと訝いぶかった振りをして曰く「今、危急の秋ときなるに、孔子の旧家が開けるとは。これ、あに孔子が太守をして礼を行わしめ、吾われが無道を誅ちゅうせんことを欲するか」
  


  
    すなわち人衆を会かいして郷ごう射しゃの礼を収め、彭豊らを招まねいて共に会して観覧かんらんさせ、これによって捕えようと欲す。しかし、彭豊らもまた鮑永を謀はかって、牛と酒を持ちて労ねぎらいてもてなし、密かに刀剣を用意させる。されど劉秀が皇帝として鮑永に帰順きじゅんを促うながした時、劉玄が倒れたのを最後まで疑ったのは鮑永その人、それほどまでに慎重な男である。彭豊らの動きを忽たちまち見破り、自ら彭豊を殴り殺し、一党を捕えさせる。劉秀、これを後で聞いて、その計略を嘉よみし、関内侯に封じる。
  


  
    　
  


  
    　男は呟つぶやいて曰く「史書には、茨の藪が開けて、太守が怪しむとある。どうして、そのようなことが起りえよう」
  


  
    既に、男はその答えを確信した。誰が益を受けたかを考えれば、到る結論である。明白な事実が露呈ろていしなければ史書は舞台裏までを明かしてくれない。よって男は窺うかがえる範囲に筋道を立てて真偽を問うた、全ては魯郡太守の計けいではなかったか。
  


  
    　
  


  
    五月、冀州常山郡元氏県、ここが事実上、彭寵攻略軍の集結地と為る。建けん威い大将軍耿弇こうえん、建けん義ぎ大将軍朱しゅ祐ゆう、征虜せいりょ将軍祭遵さいじゅん、驍騎ぎょうき将軍劉喜りゅうき、漢かん忠ちゅう将軍王おう常じょうが集つどう。四日甲こう申しん、陰貴人、男子を産む。劉秀、こうなることは分かった上で陰貴人を連れていた。赤子というが、生まれたての子は赤い。殊こと更さら顔が赤いと思った劉秀、子供に日輪を思い、陽の諱いみなを与える。字は子麗、悪名ではない、寧ろ美名であるが、誰もが思わせぶりな、麗華の子の意味かと思いを巡らせる。
  


  
    陰貴人と劉陽を貴人の母鄧とう氏しに預け、警護は大舅おおおじである元氏県令張況ちょうきょうに任せると、北上を続け、真定国を抜け中山国に至る。中山王劉りゅう茂ぼの国であるが、劉茂は未だ領国に就つかせず、今は太守郭伋かくきゅうが治めている。ここから朱祐、祭遵、劉喜には涿たく郡の張豊を撃たせ、王常には河間かかん郡の賊を撃たせる。何いずれにしても、その次に攻めるは漁陽郡の彭寵である。
  


  
    しかし、耿弇の軍は単独では進まぬ。父の上谷じょうこく太守耿況こうきょうは反した漁陽ぎょよう太守彭寵と同じく河北を制するのに功こうあり。然るに彭寵が反すれば、同じ境遇の耿況は疑われる所となる。それなのに耿況の子が皇帝の側に在らずとなれば、耿弇この情勢を危あやうしと見る。敵が計を図って耿況・耿弇が反逆すという流言一つを発せば、皇軍は混乱に陥る。よって単独での進軍を控えた耿弇、上書して耿況を洛陽に詣いたらせんことを求める。怪訝けげんに思うは皇帝劉秀、詔みことのりして曰く「将軍は身を出して宗族を挙げて国の為にし、向うところ敵を陥れ、功績甚はなはだ顕あきらかなり。何をかの嫌疑で召しょう徴ちょうを求めようと欲するや。暫しばらく王常と共に涿郡に駐屯し、努めて方略を思え」
  


  
    この経緯けいいに動じたのは、耿況その人である。長子の弇、如何いかに思いて我を疑うかと考える。次子の舒じょ、父に向いて曰く「太守は、詔を書かれた主上しゅじょうを如何いかが思われます」
  


  
    耿況、こやつも何を言うかと思うが、答えて曰く「我を些いささかも疑われぬご様子なり」
  


  
    耿舒曰く「若もし、主上が高帝であらせられれば、主上は太守を疑われませぬか」
  


  
    耿況暫しばらく考える。功臣であった彭ほう越えつ、韓かん信しん、英えい布ふを討った高祖こうそ劉邦りゅうほうである。答えて曰く「疑われよう」
  


  
    耿舒曰く「若し、主上が王莽おうもう或いは前帝であれば如何｣
  


  
    耿況、更なりと思い、漸ようやく悟さとって曰く｢我、今きん上じょう帝に縋すがり過ぎしを知る｣
  


  
    よって耿況、三子の国こくを遣つかわし入にゅう侍じさせ、あくまで降りし所存しょぞんを示す。
  


  
    劉秀、耿国を黄門侍郎こうもんじろうと為し、皇帝の左右と為す。耿況には封爵ほうしゃくを進めて封地を増して隃麋ゆび侯と為す。安堵あんどした耿弇は朱祐・王常と共に中山国望ぼう都と、涿郡故安西山こあんせいざんの賊十余営を撃って破る。
  


  
    　
  


  
    中山国の主都盧奴に御幸する皇帝劉秀、自らも彭寵を攻める腹積りであった。そこに洛陽の大司徒だいしと伏湛ふくたんからの上書が至る。檄げきに曰く「臣聞くならく、周しゅうの文王は天命を受けて五国を征伐するにあたり、宗族に諮はかり、その後に群臣に謀はかり、加えて筮竹ぜいちく・亀甲きっこうに占うらないて以て行事を定む。故に謀はかりごとは即ち成り、卜ぼくすれば即ち吉、戦えば即ち勝てり。『詩経しきょう』には天帝が文王に告げ賜たまうに曰く、汝の友邦に謀り、汝の兄弟を整え、汝の攻城器と汝の楼車ろうしゃ槌車ついしゃを以て、無道の崇すう侯こうの城を討て、と。崇侯の国籠城ろうじょうしたれば、先ず退ひいて、政を修めて後に復またこれを討つ。人命を重んじ、時を待ちて動く所以ゆえん為り。故に天下を三分してその二を保てり。陛下は大乱の極みを承り、命を受けて帝たり、祖先の功業を興おこし明らかにしてかれこれ四年、壇だん郷きょうを滅ぼし、五校を制し、銅どう馬ばを降し、赤眉を破り、鄧奉とうほうの類たぐいを誅ちゅうし、功無しには非あらず。今、京師けいしは空くう櫃ひつにして資用足らざるに、未だ近傍を服すること能わずして先ず辺外を事とせられる。且つ漁陽の地は北狄ほくてきに逼せまり接し、狡猾こうかつの虜りょ敵てき、困窮こんきゅう切迫せっぱくすれば必ずその助けを求めましょう。又た今過ぐる所の県邑けんゆうは、甚はなはだ困乏こんぼうを為す。麦を植うるの家は多く城郭じょうかくに在って、官兵当まさに至ろうとすると聞けば、忽たちまちにこれを収めましょう。大軍遠く二千余里に渡らば、士馬は疲労し、糧食の転輸は艱難かんなんとなりましょう。今、兗州、予州、青州、冀州は中国の都と雖いえども、寇賊は縦横して未だ王化に従うに及ばず。漁陽より以東は本より辺へん塞さいに備え、地は外虜に接して貢こう納のうは微び薄はくなり。泰平の時にすら尚なお内郡に頼る。況いわんや今は荒廃消衰の時なるをや。あに先ず図るに足らんや。しかるに陛下は近きを捨てて遠きに勤め、易きを棄てて難かたきを求め、四方は疑い怪しみ、万民は恐れ慄おののく。誠に臣の惑まどう所なり。復また願わくは遠くしては文王の兵を重んじて広く謀りしを眺め、近くしては征伐の前後の宜よろしきを思い、有識に顧問して愚直誠実を尽くさしめ、その長ずるところを採ってこれを聖清なる思慮にて選び、中原を以て憂念と為されんことを」
  


  
    伏湛は皇帝が半年以上幽州に留まることを怖れる。洛陽城にしろ河南かなん尹いんにしろ平静を保てるのは、そこに皇帝劉秀が在ればこそである。在らねば、賊が屯たむろする処となる。
  


  
    劉秀、それも分かるが伏湛の書に、『黄石公記』の言を思い出す。要害を得ればこれを守れ、隘路あいろを得ればこれを塞ふさげ、不落の地を得ればこれを屯とんせよ、城を得ればこれを分配し、地を得ればこれを割譲かつじょうし、財を得ればこれを散ぜよ。今、洛陽と言う要地を得てもこれを守らざるは愚挙である。その劉秀を後押しすることが起った。魏郡に寇賊が出たという上書と、張豊に遣った征虜将軍祭遵が事を容易にしたのである。
  


  
    祭遵の兵は極めて整っている。よって、張豊を討つと号令すれば、既にその用意を終えていた兵はその日のうちに出立できた。よって抜け駆けを行った訳ではないが早々と張豊を撃ちに出る。寝耳に水の張豊、その功曹こうそう孟厷もうこうは張豊を捕えて降る。もともと張豊は道士に誑たぶらかされて反逆した。よって後ろ手に縛れた張豊、祭遵の前に引き立てられると、肘に掛けたる五彩の袋に玉璽ぎょくじの入った石有りと言う。それを信じて反したかと、祭遵、傍らの掾えんに命じてその袋を開けさせ、中の石を砕くだかせる。無論、玉璽なぞどこにも無い。それを見せられた張豊、自らが欺あざむかれしことを知って、天を仰いで嘆じて曰く「当に死すべけれども恨うらむ所無し」
  


  
    祭遵が張豊を斬らせたので、劉秀、これを機縁と為し、後は驍ぎょう将しょうに任せて洛陽に戻ることとする。すなわち、元氏令張況を涿郡太守と為し、祭遵を涿県の北東の良りょう郷ごうに、劉喜を涿県の東の陽よう郷ごうに駐屯させて彭寵を防がせる。建威大将軍耿弇、漢忠将軍王常には漁陽を撃たせる。また代だい郡太守蘇竟そきょうを郡に還かえさせる。劉秀は建義大将軍朱祐のみ率いて南下する。
  


  
    しかるに劉秀配下の他方面の諸将は、彭寵への親征を止められたと驚き、大司馬呉漢配下の将は問いて曰く「敵未だ破れず、上復た還るとは何故なり」
  


  
    他将はいざ知らず、大司馬呉漢、頗すこぶる頭が回る。よって諸将に曰く「陛下は兵に明るい、必ず虚にせぬ為に還る」と、万一を想って慎重に動いていると皇帝の軍勢を看破した。
  


  
    果たして、遅れて劉秀から諸将に届いた沙汰に曰く「狡賊こうぞくが魏郡に出ず。人を後ろに残している故に還るなり」
  


  
    諸将の疑問は解け、呉漢は明察と言われる処となる。
  


  
    　
  


  
    六月、皇帝劉秀は洛陽に帰る。陰貴人に抱かれた劉秀の四子に、黄門侍郎の耿国を伴う。劉秀の長子彊きょうは郭かく氏が産み、郭氏が皇后となると同時に皇太子と為る。次子輔ほも母は郭皇后、三子英えいの母は許きょ美人である。故にこの度陰貴人が初めて産んだ男子は四子である。
  


  
    劉秀が将兵を幽州涿郡に駐屯させ、自らは還ると聞けば、薊けい城の彭寵、却かえって好機を作ってくれたと、弟彭ほう純じゅんを遣つかわし、匈奴二千余騎を率いさせて、彭寵自らは兵数万を率い、二手に分かれて祭遵、劉喜を撃つ。胡騎こきが昌平しょうへい県の北西の軍ぐん都と県を経へれば、復ふく胡こ将軍耿舒が襲ってその衆を破り、匈奴の両王を斬る。彭寵は退しりぞき逃のがれる。上谷太守耿況、また耿舒と共に彭寵を攻め、軍都を取り返す。祭遵は護軍の傅ふ玄げんを遣わし襲わせ彭寵の将の李り豪ごうを漁陽郡潞ろ県に撃たせ、大いにこれを破って首を斬ること千余級となれり。よって幽州の形勢は逆転した。攻める一方の彭寵は攻められる一方と変れり。
  


  
    その頃、青州平原郡に賊を追う大司馬呉漢は、鬲かく県に至る。この県の有力豪族五姓は守長を追い落とし、城に拠って反す。諸将争ってこれを攻めようと欲するも、仔細を聞き質ただした呉漢は許さずして曰く「鬲をして反せし者は皆みな守長の罪なり。敢えて軽々しく冒おかして兵を進める者は斬る」
  


  
    呉漢は檄を遣って郡に告げ、鬲県の守長を捕えさせ、使者を送って城中に詫びさせる。五姓大いに喜び、直ちに衆を率いて共に帰降す。諸将すなわち感服して曰く「戦わずして城を降す、諸衆の及ぶ所に非ざるなり」
  


  
    　他方、荊けい州南陽なんよう郡で黎れい丘きゅうの秦しん豊ほうを囲む征せい南なん大将軍岑彭しんほうは、出兵して秦豊と結びたる田でん戎じゅうが牽制に出た所を破る。田戎の大将伍公ごこう、岑彭に詣いたって降り、行き場を失った田戎は逃れて夷い陵りょうに帰る。
  


  
    　隴ろう西せい
  


  
    　
  


  
    時に、征西せいせい大将軍馮ふう異いは関かん中ちゅうにあって、平定を進める。隴西の隗囂かいごうは劉りゅう秀しゅうに懐なつき西州せいしゅう大将軍を拝せば、主だった群雄は蜀しょくの公孫述こうそんじゅつのみ。公孫述、将の李育りいく・程てい烏うを遣つかわし、数万人を率いて三さん輔ぽの雄である呂りょ鮪いと合し陳倉ちんそうに駐ちゅう屯とんさせる。馮異は右扶風うふふう趙ちょう匡きょうと共に迎え撃って大いにこれを破る。李育・程烏は褒ほう水すいに沿って漢中かんちゅうに奔はしる。行く手の褒ほう斜しゃ路ろは桟道さんどうである。人が漸ようやくすれ違うことが出来る狭き道である。本来なら守りに易きところなれど敗兵がこぞって集まれば守る所とならぬ。よって馮異は只管ひたすら追いてその漢中側の入り口である箕き谷こくに戦ってまたこれを破り、進軍して南鄭なんていを得、漢中郡西部を押えるや、一転して北は陳倉に戻って呂鮪を撃って破る。隗囂もこれを撃てば呂鮪は走り散関さんかんより蜀に逃れるのみ、よって陣営から多数の者が降る。蜀は都度つど都度つど将を送るも馮異はこれを挫くじく。その一方、馮異は人民を懐け招き、冤罪えんざいにされた者があれば再審理する。馮異が陣を敷く上林じょうりんは人が集まり、都のようになる。一方、上疏じょうそを受けた劉秀、取り敢えずの漢中太守には汾ふん陰いん令であった京兆尹けいちょういんの人、節高く、正直にして不撓ふとうの丁邯ていかん、字は叔しゅく春しゅんを任じ、南鄭に遣やる。
  


  
    　
  


  
    　漢皇帝劉秀、使いを遣って状を奉った隗囂に対して、太中たちゅう大たい夫ふ来らい歙きゅうに手ずからの親書を委ゆだねて送る。書に曰く「将軍の徳義に慕したい楽しみ、相あい結納ゆいのうせんことを思う。昔周しゅうの文ぶん王は天下の三分の二を有するも猶なお殷いんに服事ふくじする。只ただ、我は駑馬どば鈍刀どんとうの類たぐいであれば強しいて恃たのむべからず。しばしば、馬の目利きの伯楽はくらく翁おうに目をかけられたとは謂いえ、それは数歩しか飛ばない青あお蝿ばえが馬の驥尾きびに掴つかまって絶ぜつ群ぐんするを得たのみ。盗賊に隔へだてられ、便たよりはしばしば途絶とだえん。将軍は事に応じて仁じん心しん有り。漢かんが傾けるを助け、危うきを救い、南は公孫子し陽ようの兵を防ぎ、北は羌きょう胡この乱を防ぐ。これを以て馮異は西征して数千百人を以て三輔に歩き回ることを得たり。将軍の助け無かりせば、すなわち咸かん陽ようは既に他人の擒とりこと為りしならん。今、関東の寇賊こうぞくは往々にして群がり集まりたれば、志こころざしは広遠に務つとむるも、暇いとま有らざる所多く、未いまだ兵を成せい都とに見せて公孫子陽と力を較くらべること能あたわず。若もし子陽をして漢中、三輔に到いたらせられれば、願わくは将軍の兵馬に因よって太鼓を叩き旗幟はたのぼりを掲げん。若し言の如くすることを請こがわば、天の福を蒙こうむり、即すなわち智士ちしの功を計って地を割さく秋ときなり。管かん仲ちゅう曰く、我を生む者は父母、我を成す者は鮑子ほうしと。今より以後、手書もて相聞そうもんする。傍人ぼうじんの離間りかんの言葉を持ちうること無かれ」
  


  
    劉秀、謙遜けんそんし隗囂に敬意けいいを見せる。慇懃いんぎんではあるが、それでも隗囂をして公孫述に対抗させ、それによる封爵ほうしゃくを約している。来歙もまた皇帝が入朝にゅうちょうを勧すすめ、それによって重爵じゅうしゃくを約しようと告つげる。しかし隗囂、猶なおも躊躇ためらいがある。嘗かつて前皇帝劉りゅう玄げんに降って、劉玄が政まつりごとを誤った故に天水てんすいに帰った。それを思えば、東行とうこうに踏ふん切ぎりが着つかぬ。更に西伯せいはくの謀はかりごとを内に秘ひすれば、頻しきりに使いを遣わして深く謙辞けんじし、曰く「功徳くどく無ければ、四方の平定するを待って退しりぞいて郷里きょうりに伏ふせん」
  


  
    劉秀の臣、隗囂を疑う者も出るが、劉秀は猶も対等な立場として隗囂を扱う。
  


  
    　
  


  
    一方の公孫述も隗囂と連合れんごうせんものと使者を隴に遣った。隗囂、そこで懐ふところ刀がたなの馬援ばえんをして公孫述を窺うかがわせる。
  


  
    馬援、字は文ぶん淵えん、祖先の趙奢ちょうちょは趙の将軍で馬服ばふく君くんと号する故にこれを姓と為した。武帝の頃に一族の馬ば何か羅らが反した故に祖父と父は世に出ることが無かったが、馬援の兄弟は並んで才能が有って、王莽おうもうの時には皆みな二千石となる。先に病に薨こうじた并へい州の上郡じょうぐん太守馬員ばうんはその兄の一人であった。馬援は十二歳で父を亡くすが、大志有って諸兄しょけいこれを良しとした。『斉せい詩し』を学ぶも一言一句の読み方に拘こだわることに従えず、長兄ちょうけい馬況ばきょうは河南かなん太守、続く馬余ばよ・馬員は京師けいしに吏り士しと為るを以もって、家の費ついえに事欠ことかく故に、馬況に辞して辺へん都とに就ついて畜牧ぼくちくしようと欲した。これに対して馬況曰く「汝は大才有り、当に晩成すべし。良工は人に荒こう玉ぎょくを見せずと言う。暫しばらく好む所に従え」
  


  
    しかし偶々馬況は卒そつし、馬援は一年を喪に服し墓所を離れず、謹つつしんで兄嫁に仕え、身仕舞いせずば舎に入らなかった。後に郡の督郵とくゆうと為り、囚人を送って司命の府に至る。囚人に重罪有るも、馬援はこれを哀れんで放ち、自らも北地ほくち郡に戸籍こせきを棄すてる。大赦に遭あって以て畜牧をせんものとした。やがて賓客ひんきゃくの寄り集まること多く、遂には数百家と為る。馬援らは隴西郡・天水郡を行き交った。常に賓客に言いて「丈夫が志を立つるや、窮すれば当まさに益々堅くし、老いれば当に益々壮さかんになるべし」
  


  
    田牧でんぼくし、牛馬羊数千頭、穀数万石有るに至る。馬援、これを嘆じて曰く「凡そ財産を殖しょく貨かするは、その能よく施し恵むことを貴とうとべばなり。しからずんば守銭奴しゅせんどなるのみ」と、すなわち悉ことごとく散じて兄弟旧知に分かち、身には羊皮のみを着る。
  


  
    王莽の末、馬援は薦められて漢中太守と為るが、王莽が敗れて、上郡太守馬員と共に郡を去り雍よう州に避けた。隗囂は馬援を敬い重んじて綏すい徳とく将軍と為し共に計略を決する。
  


  
    　
  


  
    隗囂の使者として蜀に入った馬援は、公孫述と同じ右う扶ふ風ふう茂ぼ陵りょうの出自故、顔かお馴染なじみで仲が良かった。よって馬援は平生の如く手を握り合って歓かんを尽くすものと思っていた。しかるに公孫述は警護兵を連ねて馬援を招き入れ、礼の応答を終えるや馬援を即座に館舎かんしゃに遣った。公孫述は馬援に木綿もめん布千匹、交こう譲じょう冠を送り百官を宗そう廟びょうの中に置き、馬援をして旧交の位に立たせた。公孫述、儀仗ぎじょうの車に旗を立て先駆の騎兵を置き、先払いして車に就き、体を屈するまでに敬礼し、官僚をもてなすこと甚はなはだ盛んにして、馬援に授さずけるに封侯、大将軍の位を以てなそうと欲す。歓待かんたい故、賓客は皆な留まることを願うも、馬援これを諭さとして曰く「天下の雌雄しゆう未いまだ定まらざるに、公孫は握あく髪はつ吐と哺ほして国士こくしを迎え共に成敗を図らずして、反って上辺のみ取り繕つくろいて飾かざりり人形の如し。この人、何ぞ久しく天下の士を留むるに足らんや」
  


  
    よって辞して帰り、隗囂に謂いいて曰く「公孫子陽は井戸の蛙かわずなるのみ。しかるに妄みだりに自ら尊大なり。意を東方に専もっぱらにせんに如かず」
  


  
    また、公孫述、兵を漢中に出し、使を遣わして大司空だいしくう扶安ふあん王の印綬いんじゅを以て隗囂に授けさせる。隗囂、自おのずから公孫述と対等と思う故に、臣として置かれるを恥とし、すなわちその使いを斬って兵を出して撃ち、頻しきりに公孫述の軍を破る。よって蜀兵は復また北に出ない。洛陽らくようの劉秀、馬援が蜀に使いし、隗囂の兵が公孫述の兵を撃ったことを耳にする。
  


  
    　
  


  
    　男は史書を精読し呟つぶやいて曰く「洛陽には隴西の動向が確実に伝わっている。何故」
  


  
    はたと気付いた男、音も無く腰掛けを下げ、窓辺に向いて外を窺う。陽ひは傾きつつあった。次に戸口に向い、いきなり戸を開ける。そこには誰もいない。男は戸をそっと閉めると、誰か誰かと使いの者を呼ぶ。しかし誰にも聞こえぬ様である。男は少し安心して、また呟いて曰く「間者かんじゃよのう。『孫子そんし』に通暁つうぎょうすれば、間者を用うる筈はず。そして、記録に残るような下手な使い方をする筈も無い。それ故、逆に誰が放ったかも分かると言うもの。内間ないかん、死間しかん、生間せいかんは使わずとも、敵国の邑人ゆうじんに軍や人の動きを伝えさせるように仕向ける郷間ごうかん、敵の間諜かんちょうを見つけ出して手懐てなずける反間はんかんくらいは為すであろう。ならば、使者を手懐け賜たまえと上疏じょうそしたるかも」
  


  
    　興きょうが削そがれた男は机の上を片付けて、部屋を出る。陽はまだ高いがと思いつつ母屋に向う。
  


  
    　
  


  
    　翌朝、体からまだ湯気を吹くまま、部屋に入った男は、用意させた硯すずりに筆を降ろす。広げた竹簡ちくかんの最後の二文字を確認する。頭からずっと文字を追って見ていく。地名の羅列である。周囲に間者がいるとして、さてこれから何を読み取れる。男は二文字を付け足す。最後のまだ真新しい文字は次の通りであった。
  


  
    　徐じょ州
  


  
    　
  


  
    　秋七月、皇帝劉りゅう秀しゅう、今度は予よ州沛はい郡譙しょう県に御幸みゆきする。予州、嘗かつては梁りょう王劉りゅう永えいが天子を称して迎合させようとした所であるが、劉永は討たれ、その余衆の周しゅう建けんらは子の劉紆りゅううを立てて猶なおも抗あらがう。
  


  
    劉秀、捕虜ほりょ将軍馬ば武ぶ、偏将軍王おう覇はを遣つかわして周建・劉紆を垂すい恵けいに囲ませる。劉紆を頂いただく蘇そ茂ぼ、同じく漢軍を敵とする五校ごこうと連合し、その兵四千余人を率いて周建を救おうとし、まず精鋭の騎兵を遣わして漢軍の兵站へいたんを遮さえぎり馬武の軍ぐん糧りょうを撃たせる。馬武、駆けつけてこれを救えば、周建、城から兵を出して馬武を挟撃きょうげきする。馬武、王覇の援たすけを恃たのみ、尽力を揮ふるうに能あたわざれば、蘇茂と周建に破られる所となる。馬武の軍奔はしって王覇の陣営を過ぎ、大いに叫んで救いを求む。
  


  
    王覇、返して曰く「賊兵盛んなり。出づれば必ず両方敗やぶれん。努力するのみ」
  


  
    すなわち陣営を閉ざして塁壁るいへきを堅くする。軍吏、皆みな何故兵を出されませぬと王覇に詰め寄る。
  


  
    王覇曰く「時勢を見よ。蘇茂の兵は精鋭、しかもその衆は多く、こちらと見れば、兵士は心に恐れを抱く。しかも捕虜将軍は吾われを恃みとし、両軍は一心と為らず。これ敗れる道理である。そこで、今は陣営を閉ざして堅く守り、相あい援けざることを示さば、賊は必ず勝ちに乗じて軽々しく進み、他方、捕虜将軍は救い無くして、その戦うこと自ずから増そう。かくの如ごとくんば、蘇茂の衆は疲労し、吾はその疲れたるを承けて即ち勝つ所と為る」
  


  
    果たして、蘇茂･周建、全軍を注つぎ込んで馬武を攻める。合戦することが続けば、王覇の軍中の壮士そうしの路ろ潤じゅんら数十人、断髪し意志の固きを示して戦わんことを請こう。王覇、兵士の鋭意を察すれば、時は今と、陣営の後ろを開いて精鋭の騎兵を出し、蘇茂･周建の後ろを襲う。不覚を取った蘇茂･周建、前後から挟撃されれば驚き乱れて敗走する。
  


  
    勝ち残った馬武、王覇に何故なぜすぐさま援けなかったと怒鳴どなれば、王覇、兵家の勢は敵情によって変化し、先に援ければ共に負けていたであろう、今勝てたのは捕虜将の兵が死地しちに入って死力を尽つくす故、我はその勝ちを援けたまでと返す。馬武、功は己に有ると受け、笑いてそれ以上問責もんせきせず。両将はそれぞれの陣営に帰る。
  


  
    敗れた蘇茂･周建、散兵をまとめ衆を為すと再び王覇の陣営を襲い、してやられた王覇に戦いを挑むも、王覇は堅く伏して出ず、却かえって兵士をもてなし芸人に唱楽を為させる。その声音こわねを聞いた蘇茂、頬をひきつらせて雨の如く営中に矢を射かけさせる。目前の酒樽に矢が当たるも、王覇、安座あんざして動じない。
  


  
    軍吏曰く「蘇茂は前日に既に敗れておれば、今撃つは容易たやすき」
  


  
    されど王覇、返して曰く「然しからず。蘇茂の客兵は遠くより来て糧食足らず。故にしばしば戦いを挑んで以て一時の勝ちを得ようと欲す。手合うべきに非ず。今、営を閉ざし士を憩いこわせるは、所謂いわゆる戦わずして人の兵を屈する、善の善なる者なり」
  


  
    蘇茂と周建、戦うこと能わざれば、すなわち引いて自陣に還る。ところが周建の兄の子、周誦しゅうしょう、反して城を閉ざしこれを拒こばむ。蘇茂・周建は仕方なく遁走とんそうし、周誦は城を以て漢軍に降った。従って王覇は、戦わずして勝つことになった。
  


  
    　
  


  
    　男曰く「逸いつを以もって労を待つ、敵には疲れて貰もらうは然りの計。屋に上げて梯はしごを抽はずす、兵は死地に追い込まれれば必死に戦う、よってわざとその情勢を仕組む計。そして、戦わずして人の兵を屈する、善の善なる者なりと言えば、この兵法は『孫子そんし』に他ならない。しかし、この将、何時いつそれを覚えたか。戦いにおいて勢いは常に変わる。よって変に応じて戦い方を変えるのが真髄しんずい、それを会得えとくしている」
  


  
    暫しばらく考えて曰く「畢竟ひっきょう、人と言うのは、常に同じと思ってはいけない、そういうことか｣と一人納得する。
  


  
    　
  


  
    同じ七月、虎こ牙が大将軍蓋こう延えん、平狄へいてき将軍龐萌ほうぼうと共に西防さいぼうを攻め、これを降す。蓋延自らは更に泗水しすいに沿いて南に逃げる周建と蘇茂を南東に追いて彭ほう城じょうに破り、蘇茂・周建・劉紆等、皆みな逃れ、周建はその道すがら死し、蘇茂は東の下邳かひに奔って董とう憲けんと合し、劉紆は佼こう彊きょうに奔る。譙県の北に二日行程の所、董憲の将の賁休ふんきゅう、彭城の北東の蘭らん陵りょう城を挙げて降る。董憲、それを知ると怒って、その東の郯たんより攻めて賁休を囲む。この時、蓋延と龐萌は彭城に在れば、譙県の劉秀に、往きてこれを救わんことを請う。皇帝劉秀、即座に勅ちょくして曰く「直ちに往きて郯を撃つべし。さすれば蘭陵必ず自ら解けん」
  


  
    しかし、蓋延ら賁休の城危うきを以て、まず蘭陵に赴おもむく。董憲、南西から漢軍の蓋延が来ると聞いて、先の戦いで直接当たっては勝てぬと知る故、迎え撃つも偽って敗れる真似をすれば、蓋延らは退けるを追い、囲みを抜いて城に入る。董憲してやったりと、翌朝、全軍で蘭陵を囲む。蓋延、救うところが囲まれると大いに慌てふためき、城から打って出る。敵に背を向けるゆえに一挙に蘭陵を離れて郯を攻む。
  


  
    蓋延からの報を受けて、皇帝劉秀、これを責めて曰く「先頃、先ず郯に行かせようと欲したるは、不意を突かせる故のみ。今、走り逃れても、賊には目算が立ったであろう。囲みは、あに解くべけんや」
  


  
    はたして蓋延、郯を攻めても勝つこと能わず。遂に董憲は蘭陵城を落とし、賁休を斬った。
  


  
    　
  


  
    　男は地図を見て曰く「彭城から蘭陵も郯も一日行程で行ける。ならばどちらを撃つか。主上は、魏ぎを囲みて趙ちょうを救う計を発せるも、配下はそれを察せざる。手薄の本拠地を撃たれれば、敵城を攻むことよりも自城を守ることを優先させるのが常。なぜなら将がこの計を見破っても、不意を突いた故に、兵士は浮き足立ち、戦うこと能わざるが故。されどこの将ら、勇を恃んで、知略を学ばざる」
  


  
    　揚よう州
  


  
    　
  


  
    秋八月、皇帝劉りゅう秀しゅうは譙しょう県から南東に進んで揚州九江きゅうこう郡寿じゅ春しゅん県に御幸みゆきする。撫循ぶじゅんするためであるが、将兵を引き連れれば示威じいとも為る。その上で、各地の太守県令豪族に太中たちゅう大夫たいふらを遣やって漢に就ついているかを確認する。使いの用いる言葉は寛容丁寧であるが、帰順きじゅんせねば討伐とうばつさせる所となるとの含みは見える。鄧晨とうしんは太中大夫の上位の光禄こうろく大夫たいふであれば、劉秀、鄧晨も使者の一員として引き連れる。
  


  
    徐じょ州南東端の臨淮りんわい郡の太守侯こう覇は、字は君房くんぼうというのが居る。矜持きょうじ威厳いげん、好学こうがく篤志とくしにて認められ、王莽おうもうによって臨淮を預かることになり、能名のうめい有り。王莽が敗れても一郡を全うし、前の皇帝劉りゅう玄げんが召そうとするも、人民の老弱は号哭ごうこくして使者の車を遮さえぎり、或いは道に伏せ、皆みな曰く「願わくは使君に、年を以てまた留めんを乞う」
  


  
    民は妊産婦に向いて曰く「子を育はぐくむこと無かれ。侯君当まさに去らん。必ず全まっとうすること能わず」
  


  
    使者、侯覇が召しに応ずれば臨淮が必ず乱れんことを恐れ、敢えて璽書じしょを授けず、具つぶさに状を以て奏上した。この後、劉玄が敗れた故に、往来は途絶えた。
  


  
    劉秀、侯覇を召して代わりに劉度りゅうどを立てる。帰順させるために遣られた劉秀の使者、時にはその使命故に行動を逸脱いつだつすることもある。太中大夫徐惲じょうんはその臨淮郡の太守劉度を殺害する。
  


  
    止む無く劉秀は鄧晨に節を渡して徐惲を免じ、行いが公正であることを示す。もしうやむやにすれば万民をして皇帝を疑わせる所と為す。また脅しとなる討伐は実際にそれを行い、成功して見せねば脅威とならない。劉秀にはそのための絶好の的があった。盧ろ江こうで天子を称する李り憲けんである。公卿百官を置き、九城を擁ようし、兵衆は十余万。もとより劉秀が兵を引き連れて揚州に来たのは李憲を討つためである。この機に揚州諸郡に何れかに附つくかを選ばせる。すなわち、壇場だんじょうを設け道祖神どうそしんを祀まつり、揚よう武ぶ将軍馬ば成せいをして、新たに誅ちゅう虜りょ将軍を拝した劉りゅう隆りゅう、振しん威い将軍宋そう登とう、射声しゃせい校尉こうい王おう賞しょうを率ひきいさせて、揚州北部の六りく安あん郡、九江郡、東部の丹たん陽よう郡、会稽かいけい郡の兵を発して李憲を撃たせる。
  


  
    翌九月、馬成らは李憲を盧江郡の主都舒じょに囲む。馬成は劉秀の命通り、陣営の周囲の溝を深く掘り、塁壁るいへきを高くして、幾度も李憲が挑発するのにも乗らず、堅守を決め込む。
  


  
    冬十月、劉秀は洛陽らくように還かえる。鄧晨は太守職に馴染なじみ名もある故、九江太守として留まらせる。侯覇は噂うわさ通りの能臣と分かれば、尚書令しょうしょれいと為して鄧晨の代わりに都に連れ帰る。洛陽では太傅たいはく卓たく茂ぼが薨こうず、老衰である。劉秀、内棺うちひつぎ・外そと棺ひつぎ・墓地を用意させ、自ら白装束しろしょうぞくの喪服となり、これを送る。卓戊に功有り、王莽を拒こばみて、劉秀に仕える。これは劉秀に徳有りと天下に喧伝けんでんする所である。卓茂に誉れ有り、劉秀に教えずに自おのずと諭さとらせる。これは帝自みずからに天下を収おさめさせる所である。よって劉秀は最大限の礼を以て送る。
  


  
    　
  


  
    劉秀が帰還するのに合わせたかの様に、隗囂かいごうは馬援ばえんをして書を洛陽に奉じさせる。劉秀、関中かんちゅうの情勢、馬援の人柄や目的、公孫述こうそんじゅつとの経緯いきさつは馮ふう異いから詳つまびらかに知るところであれば、馬援が至るや、中黄門ちゅうこうもんをして宣徳せんとく殿でんに引き入れる。劉秀、只頭巾ずきんを被って殿の南廊下に引見する。
  


  
    劉秀、馬援をにこやかに笑って迎え、言いて曰く「卿は二帝の間を往来する。今、卿に見まみえて、人と較くらべられると思うと大いに恥じ入る」
  


  
    馬援、頓首とんしゅして、それはあらぬことと断る。馬援曰く「昨今さっこんの世、只君主だけが臣を選ぶに非あらざるなり。臣も君主を選ぶもの。臣は公孫述と県を同じくし、若くして相善あいよし。臣、先に蜀しょくに至るや、公孫述は戟げきを連ねてしかる後に臣を進める。臣、今遠来から来る。陛下、どうして刺客姦人しかくかんじんに非ざると分って、このように礼儀作法も服装も簡易とされるや」
  


  
    言外に言わんは、見ず知らずな者に無防備で会うことへの非難である。劉秀、馬援の言葉の額面通り、馬援の性格とその目的を知る故に無防備であった。よって復また笑いて、真顔になって曰く「卿は刺客しかくに非ず、只説客せつかくなるのみ」
  


  
    しかつめな顔が一瞬後には再び綻ほころぶ。ところが、これに馬援は飲み込まれた。公孫述は警護の兵も厳しく旧知きゅうちにも心を閉ざす。逆に劉秀は装いも軽く、見ず知らずの人間にも心を開くと見えた。単なる諧謔かいぎゃくがそうさせた。
  


  
    馬援曰く「天下は転覆し、天子の名を掠かすめ取る者を挙げれば切りがありません。今、陛下を見るに大器にして度量有り、高祖と同じうす。すなわち帝王に自ずから真物有るを知るなり」
  


  
    そこまで言われれば世辞せじでも嬉しい、劉秀、馬援を甚はなはだ壮と為す。
  


  
    　
  


  
    翌十一月、劉秀は、将兵を引き連れ南陽なんようは宛えんに御幸する。隴ろう西せいの使者馬援も連れる。この御幸の目的は秦しん豊ほうを降すことである。秦豊と矛ほこを交えて三年、黎れい丘きゅうに囲んで一年。荊けい州南部に進軍できないのは、秦豊が片付かないからである。劉秀、建けん義ぎ大将軍朱しゅ祐ゆうに、破姦はかん将軍侯こう進しん、輔威ほい将軍耿植こうしょくを率いさせ、征せい南なん大将軍岑彭しんほうに代わらせ秦豊を撃たせる。岑彭を解き放ち文字通り征南の役目と為さんがためである。朱祐、早速、鄧とう県と舂しょう陵りょう郷の間、蔡さい陽よう県に秦豊の将張ちょう康こうを破ってこれを斬る。朱祐、黎丘に至れば、岑彭にこの度たびの将兵の采配さいはいは今上きんじょうが為されること、故に今上が直じきに沙汰さたを下されましょうと告げる。
  


  
    十二月、劉秀は黎丘に御幸し、岑彭を労ねぎらい、岑彭の吏士の功有る者百余人を封ず。岑彭、これまで兵力が三倍にもなる秦豊を攻め続け、首を斬ること九万級に至れば、抗う秦豊の兵の大半を屠ほふったことになる。秦豊の残れる兵は千人程、城中の兵糧ひょうろうは当まさに尽きようとしている。そこで劉秀、御史中丞ぎょしちゅうじょう李り由ゆうをして璽書じしょを持たせて秦豊を招かせる。しかし秦豊は悪態あくたい雑言ぞうごんし、降ることを肯がえんじぬ。
  


  
    劉秀、隴西の使者に漢軍の勢いを見せ、隗囂を確実に漢に附つかせようと思って馬援を連れてきた。よって劉秀、馬援に向って、ここに至れば降るものと思いしに、うまく行かぬものよのう、と言う。
  


  
    劉秀、洛陽に戻るに当たって、朱祐に勅ちょくして、今城を囲む所と為ればこれを守れ、兵糧が尽きるのも近ければこれを待ち、敵が強ければまともに当たらず、敵が逸はやれば受け流し、敵が凌しのぎたれば萎しなびるを待ち、敵が暴ならば滅ぶに任せ、敵が義に悖もとれば義を謳うたえ、と方略を与える。
  


  
    また劉秀、岑彭を積弩せきど将軍傅ふ俊しゅんと騎都尉きとい臧宮ぞうきゅうと共に江南こうなんに遣ろうと、すなわち征南を命じる。次に侍中じちゅう趙憙ちょうきを簡かん陽よう侯相しょうと為し任地に遣ろうと欲す。劉秀、趙憙に騎都尉の儲ちょ融ゆうより兵二百を受けて、道中を行くべしと勅したが、趙憙、今上に申もうすらく、儲融の兵を受けることを願わず、単車で簡陽に馳はせ往ゆき、その形勢を量ろう、と。皇帝劉秀、これを許す。いざ趙憙が簡陽に至れば、吏民は趙憙を入れることを欲しない。そこで趙憙、すなわち告つげて諭して城中の長老を呼び、皇帝の命でやって来たと節を見せ、寸分もたじろぐことなく、国家の威信を示す。その帥すい直ただちに門を開き、後ろ手に縛って帰順する。これによって諸所の陣営保塁は悉ことごとく降った。
  


  
    　幽ゆう州
  


  
    　
  


  
    建武五年春正月、劉りゅう秀しゅうの車駕しゃが、荊けい州を撫循ぶじゅんして洛陽らくように還かえる。
  


  
    二月、劉秀は復また大赦たいしゃする。予よ州の捕虜ほりょ将軍馬ば武ぶ、偏将軍王おう覇は、囲んでいた垂すい恵けいを漸ようやく降す。劉秀、太中たちゅう大夫たいふをして節を持たせ、王覇を討とう虜りょ将軍と為す。驃騎ひょうき大将軍杜と茂ぼ、馬武を率いて再び佼こう彊きょうを迎えた西防さいぼうを攻める。
  


  
    この月、劉秀、また魏ぎ郡に御幸みゆきする。この度も漁ぎょ陽ようの彭寵ほうちょうを窺うかがいて将兵を引き連れる。鄴ぎょうにて殷いんの後裔こうえいの孔安こうあんを封じて殷紹嘉公いんしょうかこうと為す。
  


  
    この親征に於いて劉秀にも予想外のことが起きた。彭寵が討たれたと知らせが入ったのである。劉秀、不審に思いて、征虜せいりょ将軍祭遵さいじゅんの遣った伝者に事を訊いてもますます奇妙である。伝え聞いた所によると、彭寵の妻、夢にしばしば魘うなされる。丸裸な者が頭巾のみ被り、城を越えて、剃髪ていはつの刑徒が、これを押し進める、それを夢見たと言い、或いは怪異を見聞きする。彭寵の堂に蟇ひき蛙がえるの鳴き声がし、囲炉裏の下に聞こえれば、彭寵これを掘らさせるが何も出なかった。彭寵、卜筮ぼくぜいに望ぼう気きの占い師に問うも、皆みな言うに、兵は当に中より起るべし。彭寵、これを聞いて従兄弟の子し后こう蘭らん卿けいが漢の人質と為って洛陽に行き、皇帝の使者として還ってきたのを疑う。故に子后蘭卿に兵を引かせて城外に居住させ、城内に入れて親しむこと無し。このように周囲に気を配る彭寵だったが、数日前の朝、私邸の閂かんぬきが開かぬ故、官属が壁を越えて私邸に入り、彭寵とその妻の亡骸なきがらを見つけた。首が無かった。仕方なく尚書しょうしょの韓かん立りつ等は彭寵の子、彭ほう午ごを王とし、子后蘭卿を以て将軍と為す。国師こくしの韓かん利り、彭午の首を斬り、征虜将軍祭遵に至って降る。よって祭遵が伝者を遣やった訳である。
  


  
    劉秀、何れにしても、もはや彭寵の討伐軍は不要であると、祭遵に漁陽の平定を任せて、嘗ては漁陽郡都尉といであった中山ちゅうざん太守郭伋かくきゅうを漁陽太守に遷うつし、幽州ゆうしゅう牧ぼく朱しゅ浮ふを呼び戻す。空いた中山太守には、郡職を楽しむ九きゅう江こう太守の鄧晨とうしんを遷す。他の将軍は南に帰す。すなわち耿弇こうえん・王おう常じょうは大司馬だいしば呉漢ごかんの軍に合流させる。一方、上谷じょうこく太守耿況こうきょうの功を嘉よみし、光禄こうろく大夫たいふ樊はん宏こうをして節を持たせて耿況を迎えさせ、洛陽に邸宅を与え朝請に奉じさせる。次子の復胡ふくこ将軍耿舒こうじょを牟ぼう平へい侯と為す。代わる上谷太守には楚人、哀帝の光禄大夫龔きょう勝しょうの子、龔きょう賜しを当てる。魏郡太守銚期ちょうきは四年を勤めれば、劉秀、後任には范はん横おうを充て、銚期を太中たちゅう大夫と為す。よって銚期、劉秀が洛陽に還るに随う。
  


  
    彭寵の首の謎が解けたのは、劉秀らが洛陽に着いてからである。三人の奴ぬ僕ぼくが彭寵の首を持って先に着いていた。劉秀、三人を個別に調べさせて漸く納得した。
  


  
    妻の異変ゆえ、周囲に気を配る彭寵だが、物忌するために独り控えの間に在れば、奴僕の子し密みつら三人、彭寵が眠りについた所を牀しょうに縛り、外の警護の吏に告げて曰く「大王は斎戒さいかいし、皆な吏をして憩わせる」
  


  
    更に偽って彭寵の命であると、他の奴婢を捕え縛って一箇所に置く。また彭寵の命とその妻を呼ぶ。妻が部屋に入れば驚いて奴僕が反すと言う。奴僕、その妻の頭を掴つかみ、その頬を撃って黙らせる。彭寵、急ぎ叫んで曰く「速すみやかに、そこにいる諸将軍のために旅装を調えよ」
  


  
    彭寵、奴僕に己を赦ゆるさせようとする。ここにおいて二人は妻を引っ張り宝物を取り、一人は彭寵を見張る。彭寵、この奴僕に曰く「小僧、我の元より可愛がる所。今、子密の迫り脅す故であろう。わが縛いましめを解かば、当まさに娘の珠を以て汝に娶らすべし。家中の財物は汝に与えん」
  


  
    この奴僕、応じてこれを解こうとするも、戸外に子密が話を聞き取るを見て遂に敢えて解かず。子密、ここにおいて、金玉衣物を収め、彭寵の所に戻ってこれを装い、馬六匹を整え、妻をして二つの絹の嚢ふくろを縫ぬわさせる。夜となって、彭寵の手を解いて檄げきを作らせる。檄成るや即座に彭寵及び妻を斬り、その首を嚢に入れ、先程の檄を持ちて城門の将に見せる。
  


  
    檄に曰く「今、子密等を遣わして子后蘭卿の所に至らせる。速やかに門を開いて出し、これを留め置くこと勿れ」
  


  
    将、彭寵の筆であれば疑うこともせずに従う。
  


  
    故に洛陽の劉秀の前に彭寵の首が届けられる。まさしくその人と首を見詰めながら劉秀、前皇帝劉りゅう玄げんの行大司馬の時、王郎おうろうでなく劉秀に附いた漁陽郡太守彭寵を大将軍と為し建けん忠ちゅう侯と為したことを思い出した。彭寵は兵糧兵馬を途切れなく送り河北を統べる手助けとなった。生前は流賊を追い幽州を北上した時に会ったのを最初にして最後に、この様な対面をするとは思わなかった。劉秀、嘆息して、彭寵と妻の首を丁重に葬らせる。また、子密を不義侯として封じる。
  


  
    　
  


  
    男は例によって独言して曰く「夢見の一つは、首だけが嚢に包まれて城を越える。それを推すのは蒼頭そうとう、すなわち奴僕、剃髪なら青い頭故というもの。もう一つは、竃かまどの下に蝦蟇がま、『春秋外伝』に「沈む竈に鼃あを産すれど、民畔反はんばんせず」とあり、その逆であれば民の謀反を仄ほのめかすというもの。共に良く出来た話であるが、どこまでが真実か」
  


  
    男は内間を疑うが、首が洛陽にまで届けられたことを奇妙に思う。内間なら前線の将に首を渡せばそれで済む筈である。まして皇帝が冀州の北部に御幸するなら、それを知っていて、そこに至ってもおかしくない。やはり偶々の事件か。男は拘泥こうでいするのを止め、再び目に見える史実を追う。
  


  
    　
  


  
    幽州から帰還した朱浮、尚書令侯こう覇ははこれを弾劾だんがいする奏上を行う。奏に曰く「浮は幽州を撹乱こうらんし、彭寵の罪を捏造し、徒あだに将兵を疲労させ節義に殉ず能わざれば、罪当に誅に伏すべし」
  


  
    しかるに劉秀、朱浮は反逆した訳ではない、よって労苦を忍びずと、賈か復ふくを左将軍として以来、空席の執しっ金きん吾ごと為し、父ふ城じょう侯に封じる。
  


  
    刹那に彭寵が歴史から消え失われたことで、劉秀の山東平定は歩みを速める。嘗て南陽で建けん威い大将軍耿弇が劉秀に挙げた戦略では、彭寵を漁陽に平定し、富ふ平へい・獲索かくさくの賊を捕え、東の方、張ちょう歩ほを攻めて斉せいの地を平らげようと云ったが、その通りとなった。大司馬呉漢は既に青州に入り、これに耿弇・漢かん忠ちゅう将軍王常が加わり、徐じょ少しょうが頭目の富平、古師郎こしろうが頭目の獲索の賊を平原へいげん郡に撃つ。その戦いの中、賊は五万人を率いて夜に呉漢の営を攻め、軍中は驚き乱れるも、呉漢、陣は簡単に破れるものに非ず、敵はこちらが撹乱するを待つのみ、と堅く臥して動かず。すなわち騒ぎは収まる。そこで今度は呉漢、精鋭を発して、営を出でて突撃し、大いにその衆を破る。しかし、富平に拠る徐少、字は異い卿けい、頻しきりに攻められても降らず。只曰く「願わくは司し徒と伏ふく公に降らん」
  


  
    皇帝劉秀、大司徒伏湛ふくたんはかつて平原太守として吏民が信じ慕い、青州・徐州が名を知るところであれば、遣わして平原郡に至らせる。はたして徐少、即日帰順し、よって洛陽に護送された。呉漢らは余党を追って無塩ぶえんに至り、渤海ぼっかい郡に進撃して皆なこれを平らげる。降る者、四万余人。劉秀、耿弇に詔みことのりして、騎都尉きとい劉歆りゅうきん、泰山たいざん太守陳ちん俊しゅんの二将軍を率いさせて張歩を討たせる。
  


  
    　徐じょ州
  


  
    　
  


  
    　三月、皇帝劉りゅう秀しゅう、洛陽らくようの宗族の王たる者に国に就つかせるべきかと考える。当初は李り通つうの屋敷に赴おもむいて李通や劉りゅう伯はく姫きらと交かわした軽い歓談であった。劉秀、西平せいへい王であった頃に較べて、今の大司農だいしのうの職はどうかと尋たずねて、李通、劉氏以外が王に為るのは自らを敵と為すようなものですと応こたえて苦笑し、就国しゅうこくすれば身内なら強固な防塁となるとも、宗族でなければ縁を結んでいても時には反って疑われる所であれば、洛陽にいる今の方が安心できますと言う。劉伯姫、語らうのが三人であれば、兄上は皇帝に為られて如何いかがですかと問い、今度は劉秀が苦笑する番と為る。皇帝ともなれば周囲は敵だらけと為る。それは分かっていたが、遂に祭り上げられて今に至る。
  


  
    劉秀、宮に戻って考えれば考える程、宗族を国に就かせる方が良いと思えてきた。漢は高こう祖そ劉邦りゅうほう以来、藩屏はんぺいとして親族に国を持たせてきた。景けい帝の時の七国の乱以降、兵権・為政権は朝廷から送り込んだ相しょうに掌握しょうあくさせると雖いえども、王莽おうもうに廃されるまで子々孫々まで継承してきたのである。よって就国は漢と言う帝国が昔と同様に機能していることを内外、内は司隷しれいから山東さんとうまでの領域、外は隗囂かいごう、公孫述こうそんじゅつ、匈奴きょうどの単ぜん于うに至るまで知らしめることになる。しかし就かせるとすれば誰にすべし。劉秀、自身が河北かほくに出て祭り上げられたことを思い出す。就かせるなら、万が一にも祭り上げられることの無い人物にすべし。思い出せば、嘗かつて劉秀が兄劉縯りゅうえんと共に挙兵した時に、これを諫いさめ続けたのは叔父の劉りゅう良りょうであった。慎重といえば慎重であるが、現状を良しとすれば、そこから変わる事を厭いとう性格である。そこで劉秀、広こう陽よう王劉良を国に就かせんと考える。宗族で実際に就国するのはこれが初めてである。広陽国の主都は薊けい、彭寵ほうちょうの反逆以来、荒廃著しく、また政は相が見るところなれば、ここの王と為り政を黙って見るのは元県令にはもどかしい筈である。よって劉良を既に治まって久しい邯鄲かんたんのある趙ちょう国に換えて就かせる。彭寵が討たれて、徐州の張ちょう歩ほと董とう憲けん、揚よう州の李り憲けんを撃つとなれば、宗族の就国は周囲に不都合も無い。
  


  
    しかし、劉秀の思惑おもわく通りに事は運ばない。先に彭寵が奴ぬ僕ぼくに斬られたのが、劉秀にとっての僥倖ぎょうこうであるとすれば、今度起こったことは悪い椿事ちんじであった。
  


  
    平狄へいてき将軍龐萌ほうぼう反す。当初、虎こ牙が大将軍蓋こう延えんの伝者がそう申せば、劉秀、先ずは聞き返し、次に聞いたことを口に出して問い、伝者に確認させる。よって伝者は三度同じ事を言う、しかり、平狄将軍龐萌反す。
  


  
    劉秀、嗟歎さたんして曰く「人、この如くを知るべからざる」
  


  
    不意打ちであった、劉秀にはそうとしか捉えようが無かった。龐萌、言少なく従順にして謙遜、劉秀の好む性格である。蕭しょう王劉秀が劉りゅう玄げんの尚しょう書しょ僕ぼく射や謝躬しゃきゅうを討った時、陣営に引き入れた。車に同乗させ、いよいよ親しむところとなった。皇帝となった劉秀、軍中忙しく、ついに産褥さんじょくの郭かく聖通せいつうを見舞うことも出来ぬ時、侍中じちゅう龐萌が手配滞とどこおりなく致したれば、劉秀、喜びて曰く「我が亡くなろうとも、孤児の君主をして国の命を預けるべき者は、龐萌、この人なり」
  


  
    劉秀が信頼し、龐萌も寵を受けていると思い、虎牙大将軍蓋延と共に働けば、功を得るのに鎬しのぎを削る。自然、蓋延と龐萌には溝が生じる。劉秀、先に蓋延には董憲を郯たんに撃たせようとしたが、蓋延は蘭らん陵りょう城を直に救おうとして反かえってこれを失った。それでも蓋延は、彭ほう城じょう、郯、邳ひの間で董憲の別働の将を撃ち、時には華々しく勝ちを得ることもある。劉秀、敵を侮あなどり深入りする故に、蓋延に詔勅しょうちょくを以て諫める。蓋延、それに応えて書に曰く「臣、幸いにも干戈かんかを受けて兵を動かすことを許され、逆賊を誅ちゅうすることを得たるも、職を奉じること未いまだ適かなわず、久しく天誅を留め、常に名号を汚辱おじょくし、同輩に及ばざらんことを恐れる。天下平定したる後、寸分の功の数えること無く、竹帛ちくはくに記載されるに預かることを得ず。詔勅は明にして、深く憐れみ、具つぶさに戒いさめられる。事毎に詔命を遵奉じゅんぽうし、必ず敢あええて国の憂いと為らざらん」
  


  
    蓋延の返書は殊勝しゅしょうではあるが、この将自身、手が掛かることを他言するも同じである。また蓋延、戦いに忙殺ぼうさつされれば、自らの勇を頼んで嘗て蘇そ茂ぼに背かれたのも忘れて他を顧かえりみない。
  


  
    一方、龐萌にはそういう詔勅は下されぬ。龐萌、猜疑心の強い男である。嘗て劉秀が尚書僕射謝躬を度々伺っていた時に、劉公信ずるべからずと謝躬を諫めた男である。後に龐萌が劉秀に降った際、何時から疑っていたと詰問され、龐萌はかなり前からと答えた。この時、龐萌には後ろめたい思いが生まれた。しかし、劉秀は龐萌を蔑ないがしろにするわけでなかった。寧ろ寵愛したと言っても良いだろう。よって龐萌、君主が国の命を預けるべき者という劉秀の言葉を真まに受けていた。今の主上を疑っていたという古傷を覆う自負が生じた。若もし、この自負が無ければ詔勅が至らぬことにも差して気に留めなかった。けれど、皇帝が我を気にしているというのに何故に詔勅が至らないのかと思えば、古傷の後ろめたさを庇かばうように、疑心が膨れ上がる。誰かが陥れようとしている。誰だ、と龐萌、周囲見渡せば、気の至らない武将が目に入る。そりが合わず、気性も合わない蓋延である。これは蓋延が己を謗そしったからかと思って疑う。
  


  
    因って将が疑い、これに親しむ配下が迎合げいごうすれば、そこに流れが生じる。疑いは嫌悪を憎悪に変え、瑣末さまつなことを重大事に変える。部隊自体が味方の総大将を敵視する。機が熟じゅくせば弾はじける。
  


  
    龐萌の軍、等閑なおざりにされれば、すなわち蓋延憎し故、遂にこれを斬ろうとまず楚そ郡彭城を撃ち、太守孫萌そんぼうを破る。龐萌、すぐさま続いて蓋延を襲う。不意を突かれた蓋延、彭城の北を流れる泗し水すいを渡り、残る船の舵を折り、橋と渡し場を壊して、漸く免まぬがれた。渡河とかして蓋延を攻めようとする龐萌は却かえって敗れる。ここに至れば引き返せぬと龐萌、董憲と結び、自ら東平とうへい王と号して桃とう郷ごうの北に駐屯した。
  


  
    蓋延は、伝者を遣って帝に龐萌が反したと告げさせる。彭城では、逆賊が孫萌を斬ろうとするが、吏りの劉りゅう平へい、白刃はくじんの中、この上に身を投げて庇かばおうとする。すなわち号泣して謂いて曰く「願わくは身を以て太守殿に代わらん」
  


  
    賊、剣を納めて曰く「これは義士なり。殺すこと無かれ」と、遂に解いて去る。気絶せる孫萌、息を吹き返し、渇して水を求めれば、これに欠いた劉平、自らが流した血を与える。数日して孫萌遂に死す。劉平、亡骸なきがらを包んでその故郷までこれを送る。
  


  
    　詳つまびらかに経緯いきさつを聞いて劉秀は怒る。信置くところに背そむかれた。詔勅が至らぬ故に反すというのが許せぬ。漢帝国の威容を高め、公孫述や匈奴の単于を戦わずして降そう靡なびかそうとする秋ときに反すか、と考えればますます怒りが昂こうじる。隗囂の使者馬援ばえんが来て見聞きする所に、面目めんぼくを逸させるかの如く歯向われた。しかし、劉秀、理性を失うほど血道を上げて怒っている訳ではない。嘗て龐萌に心を砕いたのは、折角降った者に冷たく当たったことへの取り繕いである。復た龐萌を褒ほめちぎったが、己の至らぬ処を繕ってくれた故に、余計に舌が回ったからで、心底頼んでいる訳では無い。よって怒りも心底からは込み上げてこない。その分、少し先まで頭が回った。これが皇帝の威信の分かれ目でもあると気付いたのである。討たざれば、劉玄の如く侮あなどられる所となる。逆に反する者は必ず討たれると周知させれば、皇帝の威光は却って憚はばかられる所となる。もう一つ、張歩・董憲、皇帝とでも自ら号してくれれば、それを名分に攻めに攻めたであろうが、王と称し、それさえも劉りゅう永えいに号を贈られた故であれば、劉秀自身が親征すると云う討伐の名分としては弱い。しかし、逆臣なら、それが結びついた敵なら、味方を束ねるために皇帝自身が出陣しなければならず、総力を注ぎ込んで討つべき大義名分となる。よって劉秀、怒髪天を突くが如く怒って見せるが、綯交ないまぜとなり吹き出た激情は怒りそのものと変わらなかった。先ず蓋延の伝者に、檄を持たせて帰らせる。書に曰く「龐萌は一夜にして反逆し、隔たること遠からず、営塁は堅からず、殆ど歯を打ち鳴らして恐れる所なり。しかるに将軍は些いささか動じず。吾甚だこれを嘉よみす」
  


  
    檄を発した後の劉秀、尚書らに兵站へいたんを考えさせる。すなわち背反した龐萌をして、これを仇と親征を興おこし、もって徐州攻略の手立てとすべく方策を練る。
  


  
    　
  


  
    　同じ月、征せい南なん大将軍岑彭しんほう、積弩せきど将軍傅ふ俊しゅんと騎都尉きとい臧宮ぞうきゅうを率いて沔べん水すい沿いに江夏こうか郡を降す。南の長沙ちょうさから中尉ちゅうい馮ふう駿しゅんが兵を率いて詣いたる。岑彭、長江ちょうこうを遡さかのぼり、南郡なんぐんの要、津しん郷ごう或いは江こう陵りょうの田でん戎じゅうの前線を破り、夷い陵りょうを破り、更に追って長江を遡り秭帰しきに至る。田戎、数十騎と共に逃れて蜀しょくに入る。岑彭、悉ことごとくその妻子兵衆数万人を捕え、荊けい州南郡の平定に取り掛かる。次に、臧宮・傅俊を再び江夏郡平定に遣る。臧宮は代だい郷ごう、鐘しょう武ぶ、竹里ちくりを破って皆みな降す。報を受けた劉秀、太中たちゅう大夫たいふ張ちょう明めいに節を持たせて臧宮を輔ほ威い将軍と為し、璽書じしょにて馮駿を威い虜りょ将軍に拝した。
  


  
    一方、岑彭に命じられて荊州から揚州盧江ろこう郡に入った傅俊、配下から郅惲しつうんなる人物が在ると聞く。郅惲、字は君くん章しょう、汝じょ南なん西平の人物、『韓詩』『厳氏春秋』を修め天文暦数れきすうに明るい。傅俊が名を知るは、王莽に上書して、天命は劉氏にあってこれを還すべしと、天文を以て諫めたために獄に入れられ、血迷って口走ったと言えば良いと宥なだめられても、猶なおも天の聖意であると屈しなかった話を伝え聞いた故である。その郅惲は偶々たまたまの大赦以来、江東に逃れていたのである。傅俊、礼を以て招き、将しょう兵へい長ちょう史しと為し軍政を司つかさどらしめる。
  


  
    郅惲、衆兵に向って曰く「民の備えざるを突いて、これを窮きゅうさせること無かれ。人の四肢ししを断ち、人の骸むくろを裸にし、婦女を淫いんすることを得ず」
  


  
    それでも傅俊の軍士、猶も塚を発あばき屍しかばねを連ね、人民を掠奪する。郅惲、傅俊を諫めて曰く「昔、周の文王は地を掘らせて白骨を得、これを晒さらすに忍びず衣棺を以て埋め、武王は約束の期日を守って雨中を昼夜兼行し、天下を以て一人の命に代えず。故に能よく天地の応を得て商の林の如き兵に勝つ。将軍、如何ぞ文王を師法とせず、しかして天地の禁を犯逆し、多く人を傷つけ物を害し、残虐は亡骸にまで及び、神明に対して罪を得るや。今、天に詫び政を改めざれば、以て命を全うすこと無からん。願わくは将軍自ら士卒を率い、傷つくるを収め、死せるを葬り、暴虐至る所に哭こくし、以て将軍の本意に非ざることを明らかにせよ」
  


  
    傅俊、これに従えば、人民悦び服し、向う所皆な降る。
  


  
    　河西かさい
  


  
    　
  


  
    　季節は変わり、夏四月、劉りゅう秀しゅうに悩ましき事態が生じた。旱害かんがいに蝗害こうがいである。これから龐萌ほうぼう、董とう憲けん、張ちょう歩ほを攻めようという矢先である。しかし、尚書しょうしょからの奏上そうじょうを受けた劉秀、嘗かつて南陽なんようが旱害に襲われた時、新野しんやにて独り田を確保して穀を宛えんに売った明察を持つ。考えれば、幾つか先が見えた。夏初旬である、盛夏に向けて害は広がると予想できた。敵とてこれから同じ苦しみを味わうことになる。敵に先んじるには如何に早急に対策すべきかであった。よって狼狽うろたえず対策を練り、太守県令には勅命ちょくめいし損害に備えさせる。
  


  
    　洛陽らくようにて政に腐心する劉秀、これに襲われる徐じょ州・揚よう州の群雄は耐えるのが精一杯であったが、劉秀同様、方策を練り、時を待つこと能あたうは関西の群雄である。蜀しょくの公孫述こうそんじゅつは、武ぶ当とうに破れて漢かん中ちゅう郡に入って降った延岑えんしんを大司馬だいしばと為して汝じょ寧ねい王に封じ、秭帰しきに敗れて巴は郡に入って降った田でん戎じゅうを翼よく江こう王に封じ、両将を以て己の両翼と為し、荊けい州を撃つべく兵力を養う。
  


  
    隴ろう西せいの隗囂かいごう、馬援ばえんを洛陽らくように遣やってからも、果たして劉秀に附つく事が正しいかと考え続けていた。先に班はん彪ぴょうに『王命論』を奉じられ、権力の座を追うことを窘たしなめられても悟らぬ隗囂、劉秀への帰順を深く考えるは自らが帝王への道を望んでいることに他ならぬ。上辺は従順にして内心は異なる。隗囂、説客せつかくに遊説ゆうぜいさせて、合従がっしょう連衡れんこうする利を各地に流布るふさせる。その一人、張ちょう玄げんは河西に入って曰く「皇帝劉玄、事業既に成り次いで復また滅亡す。これ一姓、再び興らざる徴しるしなり。一方、今若し主たる者あって即ちこれに結びて、一旦拘束せらるれば、自ずからの権柄けんぺいを失わせよう。後に危難生じれば、悔くゆると雖いえども及ぶこと無し。今豪傑競い追い、雌雄未いまだ決せず。当まさに各々その領土に拠って隴・蜀と合従すべし。望みは高く戦国六りく雄ゆうと為るべく、仮令たとい下ると雖も南海尉趙佗ちょうだ、南越なんえつ王の地位を失わじ」
  


  
    説とかれる側の竇とう融ゆう、自身は洛陽の劉秀に心を寄せるも、河西の行方は衆議で決めるべしと思えば、豪傑並びに諸所の太守を召して計議する。無論班彪もそこに坐ざすが、既に伝えたきことは竇融に伝えれば、ただ問われて応こたえるのみ。或る智者曰く「漢は尭ぎょうの運を継承し、天命は続きたり。今きん上じょう帝の姓号は図讖としんに見え、前世の博物方術師の谷こく子し雲うん・夏か賀が良りょう等が漢の再び命を受くる徴あることを明言して久しき。故に国師こくし劉歆りゅうきん、字は子し駿しゅん、名字を秀、潁叔えいしゅくと改易し、その占うらないに応ぜんことを希こいねがう。王莽おうもうの末世に及んで、道士の西さい門もん君くん恵けい曰く、劉秀当まさに天子と為るべしと。よって改名した劉歆を立てんことを謀る。西門君恵、事悟られて殺されるも、衆民の前に引き出されし時に劉秀は真の汝の主と言い放ちたり。皆みな近事にて明々白々、共に智者の見る所なり。天命を言うことを除いて、暫く人事を以て論じれば、今、帝と称する者は数人、而して洛陽は土地最も広く、鎧兵がいへい最も強く、号令最も明らかなり。図讖を見て人事を察するに、他姓は殆ど未いまだ当たること能わざるなり」
  


  
    諸郡の太守各々賓客ひんきゃく有って、或いは同じことを言い、或いは異なることを言う。竇融、細心に事を決めるべしと思う。班彪に問えば如何なるかと思えば、既に読みたる『王命論』と同じことを言うと分かった。高祖こうそには天命を受ける五つの証あかしがあった。一つ、劉氏は尭ぎょうの末裔である。二つ、体格容貌ようぼうが常人に非ざる。三つ、武徳に天佑てんゆうが応じる。四つ、寛大・明察にして慈悲深い。五つ、人を知って善く任用する。洛陽の劉秀、尭の末裔の劉氏である。日角の相、額が丸く突き出た角の様、天子の相と聞く。昆こん陽ようの戦いでは雷雨が加勢した。竇融、王邑おうゆうの近衛兵として参戦すればそのことを数月前のように思い出す。寛大・明察にして毎年のように大赦たいしゃを行いて慈悲深い。そして劉りゅう玄げんとは異なり、人の任用には遺漏いろうが少ない。竇融考えれば考えるほど、天の流れ、地の向き、人の行方ゆくえは洛陽に応じて動いているとしか思えない。竇融、遂に策を決し東に向う。次官の劉鈞りゅうきんを遣つかわして書を奉じて馬を献じさせる。梁りょう統とう等も各々使いを遣わし劉鈞に随行ずいこうさせる。
  


  
    時に劉秀、長安ちょうあんからの密奏みつそうで、隗囂が河西をして合従連衡の策を取らせようと説客を放ったと聞いて、それを確かめるべく慌てて使者を遣った。その使者、道中に劉鈞と出遭であう。よって劉鈞を洛陽へ案内する。皇帝劉秀、河西が隗囂の策に乗りし事を覚悟すれば、竇融の使いの劉鈞が帰順の旨を伝えると聞いて頗すこぶる喜ぶ。よって礼を以て大いに劉鈞を歓待した。
  


  
    　
  


  
    　五月、劉秀の予想した様に旱害蝗害は広がった。その対策を臣下に練らせた劉秀、自らの意見は最後とし、先ず思う所を述べさせる。洛陽の朝会に臨のぞむ主だった幕僚、大司徒だいしと伏湛ふくたん、大司空だいしくう宋弘そうこう、衛尉えいい銚期ちょうき、大司農だいしのう李通りつう、執しつ金きん吾ご朱浮しゅふ、尚書令しょうしょれい侯覇こうは、尚書馮勤ふうきん、光禄大夫こうろくたいふ樊宏はんこう、太中たちゅう大夫たいふ来歙らいきゅう・張純ちょうじゅん、左曹さそう堅鐔けんたん、左将軍賈復かふく、右将軍鄧禹とうう、左曹侍中じちゅう邳彤ひとう、それに朝請を賜たまわった三人の列侯、前信都しんと太守の阿陵ありょう侯任光じんこう、前上谷じょうこく太守の隃麋ゆび侯耿況こうきょう、罪に問いし県令を囲むも自害され坐して東郡とうぐん太守を免ぜられた高陽こうよう侯耿純こうじゅん。
  


  
    或る者は蔵を開けて穀を放出すべしと述べ、或る者は王莽の末に蔑ないがしろにされた灌漑を整えることを述べ、或る者は古典を引いて災禍は天が為政の誤りを告げ、天子に善政を促うながすものと述べる。
  


  
    治水は大事業であり一朝一夕に成せることではない、それに賦役ふえきが要る。また三さん輔ぽ・郡国には囚人が居り、これを用いる手もある。しかも囚人は食わせる必要がある。劉秀、多くの幕僚の意見から使えるものを選び出す。これだけは劉秀の仕事であり、余人には譲ゆずれないところである。
  


  
    皇帝劉秀、詔みことのりして曰く「旱ひでりが続いて麦を損ない、秋種未だ播まかれず、朕ちん甚はなはだこれを憂うれう。或いは酷吏未だ絶えず、獄に冤罪多く、万民は愁うれい恨うらんで、天の気を感じ動かせるか。それ京師諸官府、三輔、郡国をして未決の拘置囚を出し、罪が殺害に非ずんば取り調べず、服役囚は免じて庶民と為さしめよ。努めて温厚善良の吏を進め、貪婪どんらん残酷の吏を退け、各々事を正せ」
  


  
    囚人を解放させて労力と為す。また天の警告であれば、これはそれに応じるものとなる。
  


  
    使者劉鈞、これを見聞し、詔書を預かって河西に帰す。それを見送る一行の中で、来歙、馬援ばえんに何時帰られますと問えば、馬援は今暫しばらく洛陽に身を寄せんと返す。来歙、その表情を読めば何も言わぬ。馬援が悩むのも無理も無い。既に馬援は中原の覇者は劉秀であり、隗囂はそれに降るべきであると悟るも、当の隗囂は揺れて、表は劉秀に附く振りをし、裏では合従連衡、小群雄同士が連携して劉秀と対等の立場に立つことを模索する。馬援、洛陽でそれを知ったが故に、隗囂のための方策、馬援自らの方策を立てる刻ときが欲しかった。
  


  
    徐じょ州
  


  
    　
  


  
    　六月、荊けい州南なん郡の北部、黎丘れいきゅうの城は糧食りょうしょく尽きて困窮こんきゅうした。よって楚そ黎れい王を号した秦しん豊ほう、その母、妻子九人を率いて肩脱ぎして降る。黎丘は遂に落ちた。建けん義ぎ大将軍朱しゅ祐ゆう、秦豊が母と妻子を救って頂ければ幸いと言えば心を動かされ、秦豊を檻車かんしゃに入れて洛陽らくように伝え送る。
  


  
    洛陽の劉りゅう秀しゅうも朱祐も思うところは同じである、出来れば命は救いたい。しかし、皇帝劉秀は一度秦豊に降るように璽書じしょを送り、秦豊は拒絶した。よってその時、降らぬならと念押しした様に、皇帝の約束故、斬らねばならぬ。
  


  
    それを命じられた朱祐、やはり無理であったか、と今度は躊躇ためらうことなく秦豊を斬る。
  


  
    兗えん州に兵を牽く大司馬だいしば呉漢ごかん、この話を耳にし早馬を以て、朱祐は詔みことのりを蔑ないがしろにし秦豊の降伏を受け入れ、将帥の任に違たがうと弾劾だんがいを奏上そうじょうした。
  


  
    しかし、劉秀、呉漢の奏上尤もっともなれどと思うが、朱祐を罪に問わぬ。代わりに朱祐に輔威ほい将軍臧宮ぞうきゅうを率いて漢中かんちゅうに逃げた延岑えんしんの荊州に残りし余党を討たせる。劉秀、表向きには呉漢には軍令を遵守じゅんしゅすることは正しいが、それでは人民は順まつろわぬと、返書するも、実質は単に殺すという行為が好きになれず、止むを得ずして誅殺ちゅうさつを命じるのみであった。南陽なんように帰った朱祐、早速、陰いん・鄼さん・筑ちく陽ようの三県の賊を平らげる。
  


  
    　
  


  
    　その一方で、用意に三月を掛けた劉秀、新たな戦い、龐萌ほうぼう討伐とうばつを開始する。諸将に檄げきを飛ばして曰く「吾われ嘗かつて龐萌は社稷しゃしょくの臣なりと思えり。諸将、その言を笑わずに済ませられようか。老賊ろうぞく、当に族滅ぞくめつすべし。それ各々兵馬を励まして睢すい陽ように会せ」
  


  
    多くの将兵、怒りを顕あらわにした文面に、皇帝劉秀が正面から龐萌を討ちに行くものと思う。しかし実質は龐萌討伐の名を借りた徐州親征である。言葉にするほど怒っていない。太中たちゅう大夫たいふ張ちょう純じゅんに潁えい川せんの突騎とっきを率いさせて荊州・徐州を安堵あんどし転輸てんゆを促うながし諸将の陣営を監督させる等、兵站へいたんは熟慮されている。劉秀の動きは寧むしろ陽動である。皇帝自らが出陣すれば、注意はこれに引き付けられる。よって敵に隙を生じさせ、脇から他将に撃たせようと謀はかる。しかし多くの将兵がそれを知れば、謀はかりごとは漏れて敵も知る所と為る。劉秀、それを恐れて檄に仔細を書かなかった。この檄を放てば、劉秀自らも洛陽から東進する。率いる将は左将軍賈か復ふくに右将軍鄧とう禹う、五官中郎将ごかんちゅうろうじょう李り忠ちゅう、幕僚として高陽こうよう侯耿こう純じゅんら、皇帝自ら戦うというので供を願い出た馬援ばえんも許されて随行ずいこうする。
  


  
    他方、徐州東海とうかい郡の海西かいせい王董とう憲けん、皇帝自らが龐萌を討つと聞き、劉紆りゅうう、蘇そ茂ぼ、佼こう彊きょうと共に下邳かひを去って北の蘭らん陵りょうに還かえり、蘇茂と佼彊に龐萌を助けさせ、兵三万を合して急ぎ桃とう郷ごうを囲ませる。
  


  
    　真直ぐ予よ州梁りょう郡に進んだ劉秀、睢陽の近県、北東の蒙もうに御幸みゆきし、桃郷が龐萌らに囲まれる所となるを知る。劉秀、自ら馬上の人となるや輺し重ちょうを残し、軽騎兵三千歩兵数万を率いて昼夜兼行し、百官が倦み疲れ、一旦宿を取るべしと謂うも聴かず、桃郷の南西、任にん城じょうに至る。桃郷からは僅かに半日行程。夜が明けると諸将は進軍を請こい、賊も兵を整えて挑発するも、今度は皇帝劉秀、これを許さぬ。すなわち兵士を憩いこわせて鋭気を養って、敵の鋭鋒えいほうを挫くじこうとする。
  


  
    他方、龐萌等驚いて曰く「数百里を晨夜しんや兼行し、当に戦いくさに到らんを以て、任城に坐し、人を城下に致らしめる。真に往くべからざるなり」と劉秀の計に乗るまいとする。
  


  
    桃郷の城中では天子がすぐそこまで至ると聞いて兵衆の心は堅固となる。劉秀、龐萌等が桃郷を離れて任城を襲うだろうと言う目論見は外れたが、そこまで桃郷に執心するならばと、東とう郡には大司馬呉漢が居る故に、伝者を遣やってこれを召めす。
  


  
    蘇茂・龐萌の兵は悉ことごとく桃郷を攻める。しかし、攻め続けて二十余日、城は落ちず疲労困憊こんぱいするは賊軍のみ。呉漢、虎牙こが大将軍蓋こう延えん、前将軍王おう梁りょう、捕虜ほりょ将軍馬ば武ぶ、討とう虜りょ将軍王おう覇はら諸将が北に現れ、一方、睢陽から進んで来た漢かん忠ちゅう将軍王おう常じょうは任城の南の湖陵こりょうを落す。蘇茂・龐萌、嵌はめられたと思っても既に遅い。馬武は即座に撃ちに出、浮き足立った所を、劉秀が任城から衆軍を率いて桃郷に進む。しかも皇帝自ら白兵戦に臨のぞむ。蘇茂・龐萌、逃げるが最上と分かってはいるが、敵の総大将が最前線にあれば、これを撃つべしと踏み留まる。よって劉秀の狙い通り、賊は総力を出して劉秀に当たる。しかし劉秀の近辺は揺るがぬ、左将軍賈復が敵尖兵せんぺいを蹴散けちらし、期門僕射きもんぼくや陰いん興きょうが体を張って守れば陣の一角すら崩れぬ。逆に右将軍鄧禹・五官中郎将李忠が空いた賊軍の左右の側面から突っ込めば、賊軍は乱れて無様に下がるしかない。押しに押されて遂に破られる。龐萌、蘇茂、佼彊、夜に輺重を棄てて逃れ奔る。
  


  
    　董憲、すなわち劉紆と共にその兵数万人の悉くを桃郷の南東の昌慮しょうりょ県に駐屯させ、自らは精鋭を率いてその南東の新陽しんように防ぐ。対して劉秀、新陽は即座に討たれることが無いと思って油断しているであろうと、先ず突騎を率いる呉漢を遣わして搦からめ手から新陽を撃ってこれを降させると、董憲は逃れて昌慮に還かえる。
  


  
    　
  


  
    戦場で月が替わって七月、劉秀、自ら南は湖陵に御幸しこれを撫循ぶじゅんし、更に南の沛はい県に入り高祖こうそ廟びょうを祀まつり、長安ちょうあんの征西せいせい大将軍馮ふう異いに陵墓の修復を命じる詔を発して、再び湖陵に戻る。湖陵は山陽さんよう郡の主都、また賊を幾度と無く匿かくまった西防さいぼうも山陽郡に属すれば、ここを平定するために前将軍王梁を山陽太守に拝し、代わって洛陽の大司農だいしのう李通りつうを前将軍と為す。
  


  
    董憲、破れるを恐れて五校ごこうの余衆、歩騎兵数千人を招き誘いざないて、昌慮の南は建けん陽ように駐屯する。劉秀、湖陵から北東に進軍し、昌慮の北の蕃はん県に至った。建陽へは一日行程となれば、諸将は進軍を請うも、皇帝劉秀、急遽集められた五校が輺重も碌ろくに持たぬと知れば、兵糧ひょうろうが即座に費ついえるを見透みすかす故に許さぬ。即すなわち勅命ちょくめいして各々塁壁るいへきを堅くし、以てその疲弊を待たせる。果たして五校、糧尽きて引き去る。
  


  
    再び皇帝自ら蓋延らを率いて戦いに臨み、四面より董憲を攻めること三日、またもこれを破る。董憲の衆、皆みな奔はしり散じる。呉漢を遣わしこれを追撃させるに、佼彊はその衆を率いて降り、蘇茂は北の張ちょう歩ほを頼って奔り、董憲・龐萌は繒山そうざんに入る。数日にして、董憲らが生存することを知った吏士りしはまた相集まって数百騎を得て、董憲を迎えて東の郯たん城じょうに入る。呉漢はこれを攻め、郯に御幸した劉秀はここを呉漢に任せ、自らは余衆を潰つぶすべく、王常・王覇を前に立て車駕しゃがを南西に向けて進み、彭ほう城じょうに御幸し下邳に至る。王常の部隊、城門を前にして一日に何度も戦えば、賊は逃れて城に逃げ込み、王常は更にこれを追う。城の上からは雨の如く矢が降れるも王常は攻め続ける。劉秀、城南の高台に百余騎にて遠望すれば、王常の戦いが勇壮だが尋常でないと、中黄門ちゅうこうもんを馳はせて遣わし詔にてこれを引き還らせる。下邳も降れば、劉秀、王常・王覇に西の沛郡の賊を追わせる。
  


  
    　呉漢、攻めて郯城を落とせば、董憲は龐萌と共に逃れて更に東のく城じょう、最後の砦に篭こもる。これより東に城邑じょうゆう無く海に至れば、董憲は追い詰められた。劉りゅう永えいの子の劉紆は帰する所を知らず、軍士の高扈こうこ、その首を斬って降れば、主を失った梁軍は遂に平らぐ。呉漢は進軍し、[image: ]城を包囲した。
  


  
    　
  


  
    　男は独言して曰く「要害を得ればこれを守れ、隘路あいろを得ればこれを塞ふさげ、不落の地を得ればこれを屯とんせよ、敵が動けばこれを窺え、敵が近づけばこれに備えよ。敵が強ければまともに当たらず、敵が逸はやれば受け流し、敵が凌しのぎたれば萎しなびるを待ち、敵が暴ならば滅ぶに任せ、敵が義に悖もとれば義を謳うたい、敵が睦むつめれば分かとうとせよ。また、兵を用いる要は、必ず先ず敵情を察し、その倉庫を見よ。その糧食を計り、その強弱を卜ぼくせよ」。男は続けて曰く「すなわち『黄石こうせき公記こうき』の方略なり」
  


  
    　更に曰く「逆臣を誅するを大義としたが、その逆臣を囲んで余人に任せるは、やはり名目に過ぎなかった故」
  


  
    　
  


  
    　劉秀が桃城の龐萌・蘇茂を撃っている頃、建けん威い大将軍耿弇こうえん・騎都尉きとい劉歆りゅうきん、青せい州は富ふ平へいで降卒を収め、部隊を編成し直し南下して済南せいなん郡に入り、朝ちょう陽ようから漯るい水すいに橋を架けて渡る。狙いは斉せい王張歩である。皇帝劉秀、張歩の後ろに耿弇らを置くことで、謀らずも張歩が董憲を救いに出れば空あいた斉の地を襲わせ、張歩が董憲を救わねばそれ故に両者の間に溝を生じさせることとなった。一方、劉秀が龐萌を討ちに徐州に入ると聞いた張歩、耿弇の南西にある済せい水すいの南岸、歴れき城じょうに大将軍費ひ邑ゆうを以て済さい南なん王と為して集軍させ、更に西の祝阿しゅくあにも兵を分かって駐屯させ、南の泰山たいざん郡鐘しょう城じょうに陣営数十を連ねて耿弇に対抗する。故に遂に董憲への援兵を出せずに終わる。
  


  
    耿弇、何処どこを撃つかを検討し、間者の情報より祝阿の将兵、耿弇が先ず歴城を襲うと思って油断している、と判じれば躊躇ためらいも無く、西に移動し歴城を迂回する形で済水を渡り、祝阿を撃つ。明け方より一気に攻め立てれば、陽が南中するまでにこれを落とし、定石通りに囲みの一角を開いて、その衆をして鐘城に帰ることを得させる。鐘城の将兵、半日足らずして祝阿が潰えたと敗兵より聞いて、大いに恐れ慄おののき、遂に塁壁を空にして戦うことなく逃れ去る。
  


  
    耿弇が歴城の西と南を押えれば、費邑、このまま歴城が保っても本軍に迫られ孤立すると、弟費ひ敢かんを分遣隊として歴城から出し、東の巨里きょりを守らせる。
  


  
    耿弇は南の泰山郡太守陳ちん俊しゅんの軍と合すれば、巨里を脅おびやかす。耿弇、多くの樹木を伐採ばっさいさせ、これを以て巨里の塹壕ざんごうを埋めようと吹聴ふいちょうする。数日して、耿弇に降る者が言うに、費邑は耿弇が巨里を攻めようと欲するを聞き、到ってこれを救おうと謀ると。耿弇、即座に軍中に厳命し、速やかに攻具を整えさせ、諸部隊に宣するに、後三日にして当に巨里城を攻めるべしと。その裏で捕虜の縄目を緩めて逃れ帰ることを得させる。帰りし者は、耿弇が巨里城を攻める日取りを費邑に告げる。費邑、期日に自ら精鋭三万余人を率いて到って巨里を救おうとする。
  


  
    これを知って、籠城されれば兵糧攻めの他は攻める手立てが無いが、城を出てくれれば攻めること能あたうなりと、耿弇悦よろこんで諸将に謂いて曰く「吾の攻具を整ととのえし所以ゆえんは、誘いて費邑を招こうと欲せばのみ。果して今来る。その求むる所に適かなえり」
  


  
    すなわち三千人を分けて巨里に備え、自ら高陽の地、見渡しの利く坂道に兵を置き、降る勢いに乗じて現れた費邑を破り、陣に迫ってこれを斬る。首級を収めて、これを巨里の城中に示せば、城中恐懼きょうくし、費敢は衆を悉ことごとく率いて東へ逃れて張歩に帰した。耿弇、巨里の兵糧・馬糧を収め、兵を放って余衆を掃討させれば、歴城ら四十余営を平らげ、ついに済南を定める。
  


  
    　時に張歩は劇げきを都とし、弟玄げん武ぶ大将軍張ちょう藍らんをして精鋭二万を率いて西安せいあんを守らせ、諸郡の太守には万余人を合して臨淄りんしを守らせる。西安は臨淄の北西に有り、その間は半日行程である。耿弇は進軍してその間の南に位置する画が中ちゅう邑ゆうに至る。臨淄、戦国七雄の一大国、斉せいの首都として世に謳うたわれた都である。しかし耿弇が調べさせた所、臨淄は大国の都故に兵を頼って塁壁に弱い所が見られる。張歩が守らせる兵は諸将の寄せ集めの一万である。一方、西安は小城と雖いえども寧むしろ堅い。大将は張藍が精鋭二万余りを率いる。
  


  
    そこで耿弇、兵策を得て、配下を集めて五日後に西安を攻めようと命ず。張藍はこれを伝え聞いて、昼夜を問わず厳守する。期日の夜半に至って、耿弇は諸将に命じて寝床にて食事させ、夜明けには北上し臨淄城に至る。護軍ごぐんの荀じゅん梁りょうら配下、これは如何いかにと耿弇に問い、臨淄を攻めれば西安は必ず救い、西安を攻めれど臨淄は救う能わぬ故、宜よろしく速すみやかに西安を攻めるべしと訴えれば、耿弇、事も無げに曰く「然り、吾故に西安を攻む」
  


  
    何を言われるかと、あっけにとられる配下に対し、耿弇、猶なおも涼しげな表情で続けて曰く「西安は吾が攻めようと欲するを聞き、昼夜に備え為す。然るに臨淄は不意を突けば、必ず驚き騒ぎ、吾がこれを攻めること一日にして必ず降せよう。臨淄を落せば、西安は孤城となり、張藍は張歩と隔絶されて、必ず逃れ去るであろう。所謂いわゆる、一を撃ちて二を得る者なり。若もし、逆に先に西安を攻めれば、俄にわかに降らず、兵を堅き城に張り付ければ死傷必ず多からん。たとえ上手くこれを落せても、張藍は軍を率いて臨淄に奔り、兵を併せて勢いを合し、こちらの虚実を窺うかがおう。吾は深く敵地に入り、後ろに転輸無く、忽たちまち戦わずして困窮す。諸君の言、未いまだその宜しきを見ず」
  


  
    即ち、耿弇は臨淄を攻め、半日にしてこれを落とし入城して、ここを拠り所と為す。張藍、この報を聞いて大いに懼おそれ、遂にその衆を率いて遁のがれて劇に帰した。耿弇、諸将に言うように戦わずして西安を得る。
  


  
    　
  


  
    瞑目めいもくしていた男は悦に入って目を開く、曰く「書にかかれた通りの兵法なり。東に声さけんで西を撃つ計。将が賢いので無く、寧ろ掛かる方に非が有る」
  


  
    再びこのような兵法が実際に役立つものと知り得た故に、男は笑みを浮かべる。
  


  
    　
  


  
    冬十月、劉秀が龐萌の討伐を名目に徐州親征に入って三月が過ぎ去った。沛郡を驃騎ひょうき大将軍杜と茂ぼ・討虜将軍王覇・漢忠将軍王常に平定させた劉秀は、成せい皐こうの県令とした杜と詩しを沛郡都尉と為し地固めして、鮑ほう永えいが太守を勤める魯ろ郡に御幸する。魯は孔子の里、劉秀、孔子を祀ろうと欲す。有職ゆうそく故実こじつを知る者に司つかさどらせようと考えれば、大司徒だいしと伏湛ふくたんか大司空だいしくう宋そう弘こうか、考えた末に詔して洛陽の宋弘を呼び寄せ、祀らせる。
  


  
    　臨淄を得た耿弇、配下に命じて曰く「妄みだりに劇県の城下を掠奪す事無かれ、張歩が降るのを待ちてこれを得ん」
  


  
    耿弇、張歩を挑発するために言う。これを聞いた張歩、激怒することは無いものの大笑いに笑いて曰く「尤来ゆうらい、大彤だいとうの十余万の兵を以てしても、吾は自らの陣営に就ついてこれを破る。耿況こうきょうの長子の兵衆、彼らよりもずっと少なく、また遠路を来たれば疲弊す。挫くじくにも物足りぬ」と腰を上げる。三弟の張藍、衛将軍張ちょう弘こう、高密こうみつ太守張ちょう寿じゅと前は尤来の渠きょ帥すい重異じゅういらの兵衆と共に総勢二十万と号して、臨淄の東とう城じょうに到り、耿弇を攻めようとした。
  


  
    掛かったなとほくそ笑むは耿弇、魯に御幸す皇帝劉秀に策を上書して曰く「臣、臨淄に拠り塹を深く塁を高くす。張歩、必ず臣を攻めようと来らん。逸を以て労を待ち実を以て虚を撃てば、十日の間にて張歩の首を獲るべし」
  


  
    檄を読みたる劉秀も莞かん爾じと笑ってこの策を是ぜとする。耿弇、先ず淄水の畔ほとりに出でて重異と出遭う。突騎を放てばこの先鋒を挫くことが出来るが、それでは張歩が敢えて進軍しないかも知れない。よって耿弇、殊こと更さら弱きを示して以て敵の気勢を上げさせ、小城に退いて内に陣を敷き、少勢と見せかける。張歩、意気盛んにして、直ちに耿弇の陣営を攻め、騎都尉劉歆らと合戦した。
  


  
    耿弇は昔の王宮の懐台に登ってこれを望見し、劉歆らが鋒を交えるを見るや、即座に自ら精鋭を率いて以て真横から張歩の陣を突いて、これを分断する。すなわち張歩、大敗する所と為る。耿弇、腿ももに激痛が走るを見れば、流れ矢である。咄嗟とっさに手にした刀でこれを切り落せば、左右の者は気付かず。日暮れと為り戦いは自然と止む。手当てした耿弇は明朝、兵を整えて出ようとすれば、皇帝劉秀からの璽書が届く。劉秀は臨淄の南西の魯郡に在って、耿弇が張歩に攻められるを知れば、自ら行きてこれを救おうとせしも、遠い故にすぐさま到れぬ、と書にある。
  


  
    そこで泰山太守陳俊、耿弇に謂いて曰く「劇の賊ぞく虜りょの兵は意気盛んなり。暫しばらく陣営を閉ざして兵士を憩わし、以て今上の来たるを待つべし」
  


  
    兵の損失を抑えるのが兵法の要諦ようていであれば、正論、上々策である。耿弇それは分かっている。しかし、元々張歩を討つ戦略は耿弇が上奏し、ここまで兵を率いて来た。そして張歩を引きずり出した故に、後は突騎兵に全力を尽くさせればこれを破れる。ここで皇帝の手を借りるは耿弇の矜持きょうじに訴えるものがあった。
  


  
    されど耿弇、それを陳俊に直接言うほど愚おろかではない。陳俊は知勇兼備の大将軍である。しかしその陳俊であればこそ、耿弇と同じく逆らえない大義がある。よって耿弇は返して曰く「天子の車駕当まさに到らんとす。君子は当に牛を槌つちにて打ち殺し酒を濾こして宴うたげの用意以て百官を待ち受けるべきに、返って賊虜を以て君父に遺のこそうと欲するか」
  


  
    これには陳俊も然しからずと答え、返って進んで耿弇に従う。将兵が一体と成る所、最大の勢いを為す。すなわち耿弇ら兵を出だして大いに戦い、払暁ふつぎょうから黄昏たそがれに及んで、大いに張歩の兵を破って殺傷すること無数となって城の塹壕はそれで満ちた。
  


  
    耿弇、この猛攻に張歩が苦しんで正に退こうとするを察知し、予あらかじめ張歩の陣の両翼に伏兵を置いて時を待つ。夜半、張歩が引き去さろうとすれば、この伏兵が縦横無尽に撃って、追っては巨味きょみ水すいの畔ほとりに至る。その道すがらに屍々は類々と横たわり、耿弇らは輺重二千余両を収め得た。張歩は劇県に還り、その兄弟は各々兵を分かって散じ去る。
  


  
    　
  


  
    男はにやりと笑いて曰く「虎を調あしらって山を離れさせる計に、逸を以て労を待つ計を加える。しかし、これは引っ掛かる方が悪い。それに加えて実を以て虚を撃つとなれば、負けに妙あれど、勝ちに妙無し」
  


  
    男はまた続けて曰く「朝の気は鋭、昼の気は惰、暮れの気は帰。故に良く兵を用うる者は、その鋭気を避けて、その惰帰だきを撃つ。これ気を修める者なり。この将、『孫子兵法』を極めるも、戦わずして勝つという最上策を取らぬは、出自が突騎の地で、兵を軽んじる故か」と気に入らぬばかりに顔を顰ひそめる。
  


  
    　
  


  
    　数日が経って、劉秀の車駕が臨淄に至る。援軍のつもりが既に戦いは終わっていた。劉秀、自ら軍を労ねぎらう。百官は坐し、群臣大いに会す。皇帝劉秀、耿弇に謂いて曰く「将軍、正に韓かん信しんなり。韓信は歴下を撃って名を著しくせり。今、将軍は祝阿を攻めて以て跡を発す。ここは斉の西境に非ずや」
  


  
    耿弇答えて曰く「歴下は即ち歴城なり。祝阿の東、五十里、皆な斉の西境なり」
  


  
    振り返れば、大司馬呉漢は任城の劉秀に召されるや、後を全て耿弇に任せた。劉秀、耿弇は張歩を足止めにするだけで良いと思っていたが、その将が少兵で斉を殆ど平らげてしまったことに驚き、感歎する。劉秀、曰く「将軍嘗て吾に言うに、上谷の兵を以て涿郡・漁陽郡を撃ち、進んで富平・獲索を撃ち、因って東は張歩を攻め、斉を平らげようと。物事はちぐはぐと為るも、今、皆な将軍の策の如し。志有る者は事竟ついに成るなり。将軍、斉を定む功有り。功は大司馬より出いづる。日月の如く明らかなり」
  


  
    復た皇帝劉秀、僅かに愁眉を為して曰く「昔、高帝臣下の韓信は歴下を破って基もといを開き、今、将軍は祝阿を攻めて以て功名を揚あげる。これらは古の斉の西境であれば、この功は相あい並ぶに足る。しかるに韓信は、説客酈れき食い其きに因より己に降れる斉を襲撃すも、将軍は独りにて強敵を破る。この功すなわち韓信よりも難かたきなり。また斉王田でん横おうは韓信に襲われた故に、酈食其を煮殺すが、高帝は酈食其の弟、衛尉酈れき商しょうに詔して仇あだを討つを許さじ。張歩も前に光こう禄ろく大たい夫ふ伏ふく隆りゅうを殺せり。若し張歩が来て帰命すれば、吾は伏隆の父、大司徒伏湛に詔してその怨みを解とかせるべし。また甚はなはだ相似たるかな」
  


  
    　皇帝劉秀が北海ほっかい郡に入り劇県に御幸すれば、張歩退いて南東の平へい寿じゅ県に砦とりでし、王閎おうこうは劇にて降り、蘇茂は万余人を率い来たって張歩を救う。蘇茂、張歩を責めて曰く「南陽の兵、精鋭故、延岑えんしんは善く戦うと謂えども、耿弇はこれを奔らせる。大王、如何してその陣営を攻むるや。既に吾を呼びたれば、待つこと能あたわざるか」
  


  
    張歩答えて曰く「愧はずかしや、愧ずかしや、言うべきこと無し」
  


  
    　
  


  
    耿弇は再び張歩を追い、劉秀は使いを遣って、どちらかが相手を斬って降らば封じて列侯と為そうと張歩と蘇茂に告げさせる。敵が睦めれば分かとうとする、兵法に因る謀略である。思慮の浅い張歩は謀と見抜けず蘇茂を斬って、使いを遣ってその首を奉じさせる。自らは肩脱ぎし、斬刑台を背負いて降る。耿弇は張歩を劉秀の営舎に送り届け、兵を整えると平寿に入城する。耿弇、十二郡県すなわち城陽じょうよう、琅ろう邪や、高密、膠こう東とう、東萊とうらい、北海、斉、千乗せんじょう、済南、平原へいげん、泰山、臨淄の軍旗・陣太鼓によって張歩の兵をして各々郡人を旗の下に到らせれば、衆は猶十余万、輺重は七千両。皆な兵を辞めさせ遣って故郷に帰らせる。耿弇、また兵を率いて城陽に到り五校の余党を降せば、斉の地、悉く平らぐ。張歩の三兄弟は各々その土地の獄に繋がれるも、劉秀、皆な赦した。張歩を安丘あんきゅう侯に封じて、後に家属と共に洛陽に居住させる。
  


  
    　劉秀の車駕、北海郡の各地を御幸し、亡き伏隆の弟、伏咸ふくかんに詔して伏隆の亡骸なきがらを収めさせ、納棺儀を執り行わせ、太中大夫に棺を護送させる。また詔して故地の琅邪に塚を作らさせ、伏隆の子、伏援ふくえんを以て郎中ろうじゅうと為す。次に劉秀、伏隆の従兄弟伏ふく恭きょうを、若くして叔父伏黯ふくあんの『斉詩』の学を伝え、性は孝、継母に謹んで仕える故、劇の県令と為す。
  


  
    劉秀、洛陽に還ろうと車駕を西に向ける。耿弇らにとっては凱旋であるが、耿弇は浮かれなかった。劉秀が自分の功を韓信に准なぞらえたからである。功名を願った耿弇、いざそれを得れば、功臣である韓信の末路、飛鳥尽きて良りょう弓きゅう蔵おさめられ、狡こう兎と死して走狗そうく烹にられるを思う。となれば、表情は浮かぬ。
  


  
    それより難しい顔をして馬を進ませるは馬援、漢兵の強靭、漢将の知略をまざまざと見聞し、劉秀が武将としても武勇・知略で秀でていることを己が目で確認すれば、心は如何に隗囂かいごうを降らせるかで苦悩する。天下はこの人に帰す、いや帰すべし、なれどそれを如何にわが君主に悟らせるか。
  


  
    　車駕が黄河沿いに東郡に入れば、人民の老人子供数千人が車駕に訴え掛ける。涕泣ていきゅうして曰く「願わくは復また耿こう君くんを得んこと」
  


  
    随行者の中に前の東郡太守、高陽侯耿純がいることを聞きつけ、天子に懇願こんがんするのみ。劉秀、公く卿ぎょうに謂いて曰く「耿純は年少にして甲冑を着けて軍吏と為るのみ。郡を治めて良く慕われること斯かくの如きか」と、感歎する。様々な思いを載せて皇軍は洛陽に還る。
  


  
    隴ろう西せい
  


  
    　
  


  
    　劉りゅう秀しゅうが徐じょ州親征の最中、劉鈞りゅうきん、璽書じしょを携たずさえて河西かさいに戻る。劉秀は璽書にて竇とう融ゆうを涼りょ州牧ぼくと為し、梁りょう統とうに宣徳せんとく将軍を加える。竇融、下された書を読むと梁統らの前で再度朗読す、曰く「行河西五郡大将軍事、属国都尉といに詔みことのりす。辺へん塞さいの五郡に鎮守ちんじゅすることを労ねぎらおう。兵馬は精強、倉庫に備蓄有り、人民は富み盛んとなり、外は羌きょう胡こを砕き挫くじき、内はすなわち人民福を蒙こうむる。威徳は流聞し、虚心坦懐たんかい相あい望むも、道路隔へだたり塞ふさがり、鬱々うつうつと心さえ塞ぐ。次官奉ずる書と献馬悉ことごとく至り、深く厚意を知る。今、益えき州には公こう孫そん子し陽よう有り、天水てんすいには隗かい将軍有り。蜀しょくと漢かんと会い攻むるに当たって、雌雄を決める権は竇将軍に在り。挙足きょそくを左右にすれば、軽重生ず。この故を以てすれば、相厚くしようと欲することあに量はかる所有らんや。諸事は、具つぶさに次官の見る所、竇将軍の知る所なり。王者互いに興おこるは千載一遇なり。斉の桓公、晋の文公の微小国を輔たすけしを成し遂げようと欲せば、正に努めて功業を追うべし。三分鼎立ていりつして合従がっしょう連衡れんこうしようと欲すれば、また宜よろしく時を以て定むべし。天下未だ合されず、吾は汝と域を絶え、相併呑へいどんす国に非あらず。今の議者、必ず秦末の南海都尉任囂じんごうの龍川りゅうせん令の趙佗ちょうだへ遺言せし、七郡の王、南越王と為る計を説とこう。王者は土を分かつこと有るも民を分かつこと無く、自ずから己の事に適させるのみ。今、黄金二百斤を以て竇将軍に賜う。便宜が必要ならすなわち申せ」
  


  
    竇融が読み終わると、河西の将吏しょうり皆みな驚いて、天子は明らかに万里の外を見、説客せつかく張ちょう玄げんの言を網羅していると思った。竇融、梁統ら、再び今後の河西の去就きょしゅうを衆議する。
  


  
    　
  


  
    　洛陽らくように戻る途中で皇帝劉秀、孔子の故地に御幸した故に、太学を城門の外に建てることを詔し、博士らを優遇させる。その劉秀と京師けいしに辿り着きし馬援ばえんは、今上きんじょうに暇いとまして隗囂かいごうの下に帰らんと申し出る。劉秀は太中たちゅう大夫たいふ来歙らいきゅうをして馬援を送らしめる。
  


  
    馬援が馬上の人となれば、来歙も倣ならいて道すがら共に語らうことになる。洛陽に感じることあらんか、と問われた馬援、答えて曰く「政まつりごとは整い、奢侈しゃしに溺おぼれることなく、人民は皇帝の庇護ひごを受けて、偶たまささか苦役くえきに喘あえぐと謂いえど、それは他の群雄とは異なり、自らの生活を安らぐことに繋つながる。今や漢が収める地は、新しんの時代から僅わずかに巴は蜀しょくと隴ろう西せいを除く所と為ろう。既に彭寵ほうちょうは潰ついえ、新太守郭伋かくきゅうは寇賊こうぞくが充満す漁ぎょ陽ようの渠きょ帥すいを討ち、掠かすめる匈奴きょうどに攻守の方略を定めれば、郡は安定すると聞く。東海とうかいの董とう憲けん、盧ろ江こうの李り憲けんは既に囲まれるところと為る」
  


  
    続けたる馬援、口を滑すべらせて曰く「今上には殆ど非が有らず」
  


  
    並びたる馬上の来歙、膝をぽんぽんと叩いて、それを止めて曰く「殆ど非が無いとおっしゃられるが、非があるとすれば如何いかに」と、敢あええて尋ねる。
  


  
    馬援苦笑して曰く「問われた故に答えん、若もしも今上に同じことを尋ねられれば、同じことを答えん。諫言を蔑ないがしろにしないのも今上の優れた資質故に」
  


  
    馬援言うに、先ず、劉秀の政、仁政である。しかし万民にとっての話であり、郡太守、国相、州牧に対しては厳罰であり、些細なことや連座で役職が免じられる。近頃、郡民に慕したわれた前の東とう郡太守耿こう純じゅんは、罪に問うた県令を囲むも自害され、坐ざして免じられた。前に河内かない太守であった寇こう恂じゅんは、上書した者を獄に繋いで拷問したと免じられた。馬援曰く「官吏に些いささか厳しすぎる、まあその程度で御座る。瑕疵かしが無い玉璧ぎょくへきを望むのは難しい。これ以上の人物は今の中原には居りませぬ」
  


  
    来歙は馬援が劉秀に惚ほれ込んでいることを確認する。
  


  
    馬援、来歙が黙っていると、今上だけでなく臣下についても論評し始める。長安ちょうあんにいる征西せいせい大将軍馮ふう異いも賢い。赤せき眉びを破った事は知れ渡っているが、先頃の経緯いきさつを見れば実に慎重なりと。来歙もその経緯は即座に分かった。
  


  
    馮異は皇帝から離れて三年近くなる故に、自ら危あやうしと悟り、上書して、宮廷を思慕して中央に在らんと願うが、今上は許さない。後に、ある人の上奏文に馮異は関中かんちゅうに専制せんせいし、長安の令を斬り、権威至って重く、人民は心を帰して号して咸かん陽よう王と為すと書かれ、今上は太中大夫宋そう嵩こうを使いに遣ってその奏上文を馮異に示しめば、馮異ひどく恐れて、上書して詫びて曰く「臣は元々書生なれど、陛下が天命を受けた際に偶々たまたま巡めぐり会え、その一行に加えられて、甚はなはだ私恩を蒙こうむる。大将軍に位し、列侯に爵しゃくし、一方面を任され以て些かの功を立つるも、皆な陛下の謀慮ぼうりょに因り、愚ぐ臣しんの善く及ぶ所に非ず。臣伏して、慮おもんぱかるに詔勅しょうちょくを以て戦い攻めれば、常に意のままとなるも、時に私心を持って決断すれば、未だ嘗かつて悔ゆる無き非あらず。陛下の独見の明、久しくして益々遠く、天子の資質と天道は得るもので有って聞くものに非ずと知る。兵乱初めて興おこり、天下擾乱じょうらんの時に当たって、豪傑、競い争い、迷い惑まどえる者は千を単位として数える所と為る。臣は遭遇するを以て身を聖明に託し、傾き揺らぐ混乱の中に在って敢えて過ち違たがわず。然しかるに況いわんや天下平定し、上は尊く下は卑しく調ととのい、しかして臣の爵位の蒙る所、高くして測れずをや。誠に願わくは畏かしこまって身を謹み、自ずから終わりを全うしたい所存なり。臣に示される上奏文を見て、戦慄して怖おじけ懼おそれん。伏して思うに、明主は臣の愚性を知られる。誠に敢えて拘泥こうでいして自陳じちんす」
  


  
    劉秀、これに詔して報じて曰く「将軍の国家に於おけるや、義は君臣なるも恩は猶なお父子の如し。何をかを疑い何をかを懼れるや」
  


  
    劉秀と馮異、それに来歙、常に間者によって長安以西の動静を窺えば、馮異が失脚して喜ぶは公孫述か或いは隗囂か、中央に近い所からの噂となれば、恐らくは隗囂の画策する所と察する。馬上の馬援、目を見開き視線を真前に向ければ、来歙、気付いたなと思い、間者の存在をそれ以上詮索させぬため、話を続けさせようと曰く「なるほど、征西大将軍は謙遜吏士でございましたな。他の将は如何に」
  


  
    馬援、強張った顔を弛めて、論評を続ける。征せい南なん大将軍岑彭しんほうも並みでは無い。黎れい丘きゅうに到りし時を思い出して馬援は述べる。兵法を知るようであるが、それよりも軍を整然と律し秋しゅう毫ごうも掠めさせぬ軍規を保たせる将としての力量は甚はなはだ優れたるものなり。加えて、建けん威い大将軍耿弇こうえん、今二十七才か、若輩にてあの知略は無視できるところに非ず。最も怖いのは大司馬だいしば呉漢ごかん、今上に信任され、命令一過、董とう憲けん・蘇そ茂ぼを悉く破った将で、時に知略を発し無類の統率力を揮ふるう。その上、彼らを束ねる皇帝自身が非常に強い将である。武勇と知略、世間並みの将から隔絶かくぜつしている。他にも勇将驍ぎょう将多かれば、天下を取るのはこの人なり。来歙、馬援の言葉に無言で頷うなずく。
  


  
    　
  


  
    　隴西に入れば、馬援を出迎えた隗囂は早速首尾を問う。すなわち臥所ふしどを同じくして、昼夜分かたず、東方の伝聞、京師の情勢の聞き得た事を仔細漏らさず聞き取ろうと欲す。まず彭寵・劉りゅう永えいの敗絶の真偽を問えば、馬援答えて曰く「彭寵は下僕に殺される所と為って漁陽は漢に帰す。劉永は既に討たれ、その子も討たれて、梁りょうは漢に帰す。更に南なん郡の秦しん豊ほうは斬られ、張ちょう歩ほは降され、董憲・李憲は囲まれ、間も無く滅ぼされん。長安から東は須すべからく洛陽の意及ぶ所と為りぬ」
  


  
    また馬援、皇帝の人物を問われて、説といて曰く「先に朝廷に到るや、今上は引見せられること数十度、歓談すること夕べより朝に至る。才明勇略の人にして、敵しうる者有らざるなり。且つ、心を開いて誠を示し、隠すところ無く、闊達かったつにして節義の高きことあらまし、高帝と同じ。経学は博覧、政事は敏速明快、前世に類無し」
  


  
    一気に捲まくし立てられた隗囂、よもや其処そこまでの人物と思わず、更に尋ねて曰く「卿思うに、高帝に比して如何いかん」
  


  
    馬援、曰く「如かざる所為り。高帝は可も無く不可も無い平凡為り。今上は吏事を好み、恒に節度す如く、叉飲酒を好まず」
  


  
    可も無く不可も無くは、何事も控えめな孔子が自分を謙遜して言った言葉である。今上帝に対すれば、高祖劉邦は平凡で比較にならず、その上、今上帝は劉邦の文書処理を嫌い、節度を破り、酒を楽しむ、という欠点が無いと馬援は言う。
  


  
    これを聞いて、隗囂、ますますそんな事が有り得ようかと気を害して曰く「卿の言の如くんば、返って勝れるか」
  


  
    馬援の目は如何にもと隗囂に訴え掛ける。馬援の言葉に劉秀への過大な傾倒を見て取った隗囂であるが、劉永・彭寵の敗亡は知るところであれば、他の群雄がまた敗れたも道理と思う。よって、後うしろ髪がみ引かれ揺らぎながらも、また来歙にも、昔に漢の為に興ると盟約し、今漢が立ったれば大将軍の成されることは如何に、と説かれていれば、さすれば膝を屈するしかないかと思い定める。すなわち長子、隗かい恂じゅんを入国させようと欲す。人質に差し出そうと言うのである。それを聞いて馬援はお送りしましょうと申し出る。
  


  
    　
  


  
    　十一月、馬援が瑕疵と評した事態がまた起こった。大司徒だいしと伏湛ふくたん、高廟にて冬の祭りを行った。この時、亡くなった丁綝ていちんの後を継いだ河南かなん尹いん太守欧陽歙おうようきゅうと司隷しれい校尉こういが廟中びょうちゅうで争論するも、伏湛は上書にて弾劾しなかった。劉秀、それを咎とがとして罷免させた。代わりに尚書しょうしょ令侯こう覇はを大司徒と為し、関内侯に封じる。欧陽歙と司隷校尉もまた免じる。
  


  
    　
  


  
    　十二月、劉りゅう文ぶん伯ぱくと称する安定あんていの盧ろ芳ほう、前年に単于ぜんう輿よが無む楼ろう且しょ渠きょ王を遣つかわして五ご原げんに入らせたことにより、この地に立った将軍と和親が成って、皇帝として中華に還ることを保証された。よって、李り興きょう・閔堪びんかんが単于輿の王の庭に盧芳を迎え、盧芳は天子を称し朔方さくほうは五原郡九きゅう原げん県を都となし、各郡県を攻略する。すなわち、五原郡太守李興、朔方郡太守田颯でんりつ、雲中うんちゅう郡太守橋扈きょうこを立て、並びに定襄ていじょう郡、雁門がんもん郡も収おさめ、他に県令を置く。更に胡族こぞくと結んで漢の北辺を侵おかす。これに対して劉秀、偏将軍隋ずい弟ていをして代だい郡に駐屯させるも、代郡太守蘇竟そきょう病篤く兵を以て隋弟に託し、京師に至って謝罪した。劉秀、劉りゅう興きょうを代郡太守と為し、蘇竟を侍中じちゅうと為す。
  


  
    　この月、来歙は隗恂を連れ、馬援が家属を率いるのを従えて洛陽に還る。馬援、以前に臣も主を選ぶと劉秀に言った様に、遂に劉秀の臣下と為るを選ぶ。皇帝劉秀、戻ってきた来歙を喜んで中郎将ちゅうろうじょうと為し、隗恂を胡騎こき校尉と為し鐫羌せんきょう侯に封じる。
  


  
    　一方荊けい州の岑彭、それぞれ威虜いりょ将軍馮ふう駿しゅんを江関こうかんに、都尉とい田でん鴻こうを夷い陵りょうに、領軍李り玄げんを夷い道どうに集軍させ、自らは荊州揚よう州の喉下のどもとである津しん郷ごうに駐屯し、諸所の蛮夷の降った者はその君長を封じようと、告げて諭さとらせる。当初より岑彭は更始こうし帝の任じた交趾こうし牧の鄧とう譲じょうと親密で、鄧譲は陰貴人の姉を娶めとっていれば、鄧譲に書を与えて天子の威徳を述べ、また偏将軍屈充くつじゅうを遣わして檄を交こう州に移して詔命を伝える。遂にこの月、鄧譲は江夏こうか太守侯こう登とう、武ぶ陵りょう太守王堂おうどう、長沙ちょうさ相韓かん福ふく、桂けい陽よう太守張ちょう隆りゅう、零陵れいりょう太守田翕でんきゅう、蒼梧そうご太守杜穆とぼく、交趾太守錫光せきこうと共に相あい率ひきいて使いを遣つかわして貢献し、劉秀は悉ことごとく封じて列侯と為す。張隆は子の張曄ちょうようを岑彭に遣わして征伐を助けさせ、張曄は率りつ義ぎ侯に封じられる。この様に子に兵を率いさせる者があった。こうして漸ようやく江南こうなんの珍しい物産が司隷に河北に流通する。
  


  
    　皇帝劉秀、高祖が自らの故地に徭役ようえきを免じたように出生の地である済さい陽ようの二年の徭役を免じる。この冬に、阿あ陵りょう侯任光じんこう卒す。皇帝劉秀、任光は昆こん陽ようで共に戦い、後に信しん都と郡太守になる故に共に王郎に対して盟を結んだことを思い出す。既に国に就けて安楽させてやるべきであったと思い、子の任じん隗かいに継がせる。この年、耕地はいっそう広がり、山野の自生の穀こくは漸く少なく為り、新末の農政破綻から回復しだした。
  


  
    　長安ちょうあん
  


  
    　
  


  
    建武六年、春正月、皇帝劉りゅう秀しゅう、出自である南陽なんよう郡舂しょう陵りょう郷の『舂うすづく』は、臼うすを突かせるという囚人らの労役を意味し、山の端はに日が暮れるという意味でもあれば、何れも宜しくないと、改めて章しょう陵りょう県と為し、高祖こうその沛はい・豊ほうに准なぞらえ世々徭よう役えきを免じ、これに拘かかわらないようにさせる。また詔みことのりして曰く「先の年、旱害かんがい蝗害こうがいの災い有り、穀価こくかは高騰し、人は以て困こん窮きゅうす。朕ちん考えるに、人民は以て自ら救うことなく痛々しく思いこれを哀れむ。それ郡国の穀有る者に命じて、高齢者、鰥夫やもお寡婦やもめ、幼きて父の無い子、老いて子の無い者、家属無くて貧しく自ら活きてゆけぬ者に給させること法律の如くせよ。二千石は、努めていたわりを掛け、食い詰めしめること無かれ」
  


  
    　この月、李り憲けんの居る揚よう州舒じょ県は揚よう武ぶ将軍馬ば成せい、誅ちゅう虜りょ将軍劉りゅう隆りゅう、振しん威い将軍宋そう登とう、射声校尉しゃせいこうい王おう賞しょうに囲まれ一年近くなり、遂に穀が尽きた。馬成らこれを攻めて城を下す。李憲、逃れるもその兵士の帛はく意い、追ってこれを斬って降り、李憲の妻子を皆みな誅に伏させた。漢軍は余党を追いて長江ちょうこう・淮わい水すいの地は平らぐ。皇帝劉秀、帛意を漁ぎょ浦ほ侯に封じる。
  


  
    一方、劉秀、徐じょ州琅ろう邪や郡が未いまだに平がないので、泰山たいざん太守陳ちん俊しゅんを琅邪太守と為し、強弩きょうど大将軍はそのまま兼ねさせる。斉せいの地、元より陳俊の勇名を聞いていれば、陳俊が郡内に入るや盗賊は皆な解散した。
  


  
    　
  


  
    　二月、東海とうかい郡のく城じょう、囲まれて城中の穀尽き、董とう憲けんと龐萌ほうぼう、密かに城を抜け出て、北の贛こう楡ゆ県を奪取する。しかし琅邪から陳俊が出陣して贛楡を撃てば、董憲と龐萌、沢に逃れる。時に大司馬だいしば呉漢ごかんは[image: ]城を下し、陳俊は[image: ]城の賊、孫そん陽ようを破る。呉漢、進んで董憲の妻子を捕える。
  


  
    呉漢は、聡さとい故に二手三手先が読める。追い詰められた董憲と龐萌が如何に動くかを慮おもんぱかれば、背を斬られるまで逃げるか、立ち向いて討ち死にするか、我が身を後ろ手に為して降るかのみ。攻め手が兵法に沿い、包囲の一端を空けて態わざと逃がせば、討ち死には無い。そして逃げるにしても降るにしても、空けられた間道を通るしかない。となれば、単にそこを襲えばよい。皇帝劉秀は降れば命だけは助けよと命じたが、それを頑かたくなに守って、態々降らせてやる必要はない。呉漢、命を授けるべく配下を呼び寄せ、来るまでの刹那にそこまで読み切った。
  


  
    沢中の董憲、配下の報に涕なみだを流し、将士に詫びて曰く「妻子皆な既に捕えらる。嗚呼ああ、久しく諸卿を苦しませる」
  


  
    董憲、即すなわち数十騎を率いて夜に陣を去り、間道より帰降しようと欲したが、既に呉漢の伏兵有り。呉漢、逆賊は逃げ延びようと間道を通ろう、見つければ躊躇ためらわず討てと命じていれば、校尉の韓湛かんたん、追って董憲を方与ぼうよに斬る。方与の人、黔けん陵りょうもまた龐萌を斬る。これによって山東さんとうの地、悉ことごとく平らぐ。呉漢他諸将、洛陽らくように凱旋がいせんし、董憲・龐萌の首を伝う。劉秀は宴席を設け、褒美を賜たまう。韓湛は列侯に封じられ、黔陵も関内侯に封じられる。
  


  
    　
  


  
    　劉秀、長らく戦に苦しむも、隗囂かいごうの子も内侍ないじし、公孫述こうそんじゅつは至って遠ければ、すなわち諸将に謂いいて曰く「暫しばらくこの両名を構わず捨て置くのみ」
  


  
    よって劉秀、幾度と無く書を隴と蜀に伝え、行いに応じて禍福が到る事を告げ示す。隗囂の賓客・吏士には文学生多く、奉る所のある毎に当代の士大夫は皆なこれを誦となえん。故に皇帝劉秀、返書を与える所には意を払う。然しかるに隴ろう西せいの使者周游しゅうゆうが征西せいせい大将軍馮ふう異いに至るも仇あだ為す者に討たれたと聞けば、これは不味いと善後策として衛尉えいい銚期ちょうきに珍宝、絹けん錦ぱくを持たせて隗囂に遣つかわす。
  


  
    また劉秀、年毎に年始は大赦たいしゃか封爵ほうしゃくを行うが、今年は関東が悉く平らぐため、これに合わせて、労ねぎらいを兼ねて就しゅう国こくを進める。例えば公孫述を奮撃ふんげきしようと願う耿こう純じゅんに、今はその時期でないと、高陽こうよう侯と為して就国させようとする。
  


  
    耿純復また上書し陳のべて曰く「前に東郡に在って、涿郡太守朱英の親属を思案し誅殺す。今、高陽国は涿郡に属したれば、誠に涿郡は自ら安んずべからず」
  


  
    劉秀、制書を以て答える。国家の為に法を執ったのだから案ずるに及ばない、朱英は吏として久しく明らかに義理を知る故に公事を是非しまい、されど尭舜の罰を受けしとて自愛せざる者ありと言う故に、些かも憂えること無からせようと、新たに東光国を択んだ。
  


  
    耿純が辞去に現れるや、劉秀曰く「文ぶん帝は周勃しゅうぼつに謂いて曰く、丞相じょうしょうは吾われの重んずる所なり、君、吾の為に諸侯を率いて国に就けと。今また然るなり」
  


  
    劉秀、侯が国に就くのは天下が安んじるを他に示すに必要と言えば、すなわち耿純、詔を受けて去る。車に乗った耿純、これで良いのだと安堵する。功を為し名を為し、平穏に暮らせば追われること無く晩節が全まっとうできる。まだ三十代、まだまだやれると、同年代以上には兵を率いる将軍たちも多い。しかし野心を持てば身を持ち崩すも有りなんと、身を退ひく算段をしてきたのは耿純自身である。うむ、と御者に頷き、冀き州渤海ぼっかい郡に車を進ませる。
  


  
    劉秀、邳彤ひとうも常山じょうざん郡霊れい寿じゅに就かせ、前大司徒だいしと伏湛ふくたんを不ふ其き侯と為し青せい州東萊とうらい郡の国に就かせる。また左曹さそう堅鐔は合肥がっぴ侯に封じる。当然ではあるが、就国以外の当たり前の人事も行う。前の河南かなん尹いん太守欧陽歙おうようきゅうは揚よう州牧ぼくと為し、五官中郎将ごかんちゅうろうじょう李り忠ちゅうを揚州丹たん陽よう太守と為す。欧陽歙の後には先に山陽さんよう太守に為した王おう梁りょうを、帰順した兵を鎮撫ちんぶした故を以て遷うつさせる。しかし、就国した邳彤は富貴を僅わずかに楽しみて後に、亡くなる。
  


  
    　
  


  
    欧陽歙が送られた揚州は中国の東南部にある。荊けい州とて新興の地と看做みなされれば、揚州は未開地、中原の文化が至らぬ所である。故に李憲が敗れても地方豪族が根を張り中央に靡なびかぬ。この地の監督を任された欧陽歙、漸く事は簡単に非あらずと気付く。李憲の余党淳于じゅんう臨りんら兵衆を集めて灊山せんざんに屯して、安あん豊ほうの県令を殺し、欧陽歙が兵を遣わすも勝つこと能あたわず。皇帝劉秀もこれを討たせようと欲す。ここで盧ろ江こうの出自である牧ぼく従事じゅうじ陳ちん衆しゅう、欧陽歙に申しで、淳于臨を諭さとして降すことを請う。陳衆、単車にて白馬に牽ひかせ赴おもむき、淳于臨に世の趨勢すうせいを告げ、古人こじんの身の処し方を教え、汝は如何いかにする気かと問う。淳于臨、五体全まっとうす道を知ればすなわち降る。灊山の人、陳衆が生きているにも拘かかわらず、為に祠ほこらを立て白馬陳従事と号す。
  


  
    丹陽太守李忠も、私兵を擁ようして地に拠る豪族が要かなめであると、郡に着くやこれを招き懐なつけ、その服せざる者は悉く誅すれば、十日程で皆な平らげる。李忠、丹陽は越人えつじんの国であり、学を好まず、婚姻制も中央と異なれば、これは直ただすべしと、為に学校を起こし、礼法を習わさせ、春秋に宴会を開いて賢者を尊び老人を養う儀式を執とる。そして経に明るき者を取り立てる。郡中は次第に漢に懐き、教化される。
  


  
    　
  


  
    　また劉秀、沛郡の漢かん忠ちゅう将軍王おう常じょうを召して洛陽に還し、夫人をして王常を出自である舞ぶ陽ように迎え、家に帰って塚に上り祀まつらしめる。王常、顧かえりみれば弟の仇かたきを討って江夏こうかに戸籍を棄て、緑林りょくりん軍を共に起こし、分かれて下江かこうの兵と号し、劉秀の兄劉縯りゅうえんの軍と合す。思えばあの時、主上と出会ったのである。更に昆こん陽ようの戦い、前皇帝劉りゅう玄げんに鄧とう王と封じられ、主上が冀き州から戻って洛陽に就きたれば、これに降る。戦いに明け暮れた十五年、まともに塚にも上がれなかった。今、ここに至る。ありがたきことよ。王常、このそう長くもない人生で最大の僥倖ぎょうこうは、歴史稀まれなる名君の主上に仕えることができたことだと思った。これからも漢の為いや主上の為に戦おうと再び意を決す。
  


  
    　劉秀、長安の征西大将軍馮異をも洛陽に召す。馮異引見せられるや、劉秀は公く卿ぎょうに謂いて曰く「これは我の兵を興せし時の主簿しゅぼなり。吾の為に荊棘けいきょくを開き関中かんちゅうを定めたり」
  


  
    馮異退出するに、劉秀は中黄門ちゅうこうもんをして賜うに珍宝、衣服、銭帛せんぱくを以てする。詔して曰く「騒乱の時、無蔞むる亭にての豆まめ粥がゆ、虖こ沱だ河かの麦飯、厚意に久しく報いず」
  


  
    馮異、頓首とんしゅし感謝して曰く「臣聞くならく、管かん仲ちゅうは斉の桓かん公に謂いて曰く、願わくは臣の君の鉤こうを射しを忘れること無く、君の臣を車に留めしを忘れること無きをと。斉国これに頼る。臣も今また願わくは天子の河北の難を忘れること無く、小臣の敢えて巾車きんしゃに捕えしを赦ゆるせらる恩を忘れざらんことを」
  


  
    管仲は桓公に対して互いに戒いましめるために仇あだがあると言ったが、馮異は劉秀が恩があると言う故に自分にも劉秀からの恩があると返す。馮異、その後屡しばしば招かれ歓談し、蜀しょくを如何に図らんかを議して定む。洛陽に留まること十余日、その妻子をして馮異に従って西に還らせる。
  


  
    　
  


  
    一方、隴西にいる隗囂は焦心しょうしんするに至った。まず洛陽からの檄げきを受け、馬援の、隗かい恂じゅん殿をお送りし、大将軍に先立って洛陽に赴こうと謂うは、劉秀に降ることかと漸く悟った隗囂、馬援が自身を見捨てた、売ったのでは無いか、謀はかったのではないかと疑いだした。秦しん豊ほう・張ちょう歩ほ・董憲・李憲の敗亡・苦戦を伝えたのは馬援・来歙らいきゅうである。その報が偽りでは無かったか。思い出せば公孫述を井戸の中の蛙と評したのも馬援であった。隴西に届く便りはか細く、遅れて伝わる所であれば、馬援・来歙の言に策略が込められていたのではないか。では、なぜ策を弄ろうする必要がある。隗囂、近隣に放つ策は群雄たちの合従がっしょう連衡れんこうである。これを阻止しようとするなら、詭弁きべんをも弄するであろう。そう思い至り、裏付けの無い思いのみが先行する。隗囂、もはや馬援を信じず。
  


  
    次に、持書じしょ杜と林りん、祭さい酒しゅ鄭てい興きょうという名士に離れられた。杜林、王莽おうもうが敗れて河西かさいに逃れ、隗囂がその志節を聞いて遇すること深し。しかし、杜林は隗囂の思惑を知ればこれに追従ついしょうす能わずと、病やまいを理由に持書を去ろうと欲す。隗囂が強いて立たせようとしても病篤あつき故と辞退する。隗囂はこれを恨うらむも、咎とがめれば却かえって世間に非難されると見て、逆に寛容に接すべしと令を以て曰く「杜伯山はくざんは、通儒つうじゅ故、天子も臣とすること能わざる所、諸侯も友とすること能わざる所なり。古いにしえの伯はく夷い・叔しゅく斉せいは周しゅうの俸禄ぼうろくを食むことを恥とす。今暫しばらくは師友の間柄とし、東への道が開けるを待って志す所に従わせよう」
  


  
    杜林、隗囂の意及ぶ所なれど、遂に節を屈せず無位無官で通す。弟の杜と成せいが物故するや、隗囂は杜林に喪を以て東に帰ることを許す。ところが隗囂、いざ杜林を遣れば悔い、刺客しかくの楊よう賢けんをして隴坻ろうていで殺害しようとする。楊賢、杜林の自ら弟の屍を鹿車かしゃに乗せて推し運ぶを見て、嘆じて曰く「当世、誰か能く義を行わん。我は小人なりと雖いえども、何ぞ義士を殺すに忍びんや」と、すなわち、そのまま立ち去りぬ。
  


  
    更に鄭興、嘗かつて皇帝劉玄の涼りょう州牧、立場としては西せい州大将軍隗囂にも等しい故に、都度つど都度つど諫言する人物である。しかるに隗囂、諫言を受けて改めるも表立ってのことであり、鄭興、真に受け入れるに非ずと知れば、袂たもとを分かとうと欲す。すなわち隗恂が洛陽に赴く機会に父母を故郷に葬ることを願い出る。しかし、隗囂は許さず、代わりに舎に徒歩かちたりて位階を増す。隗囂、若き時に片足を萎なえさせればその歩く姿は痛々しい。そこにあざとさを見て取った鄭興は隗囂の邸に入り見えて曰く「前に赤せき眉びの乱に遭い、大将軍は我の同僚も同然を以て、身をその明徳に帰し、幸いにも絶大なる恩義を蒙こうむって生命を全うすることを得たり。興聞くならく親に仕うる道、生ける時にはこれに仕えるに礼を以てし、死せる時にはこれを葬るに礼を以てし、これを祭るに礼を以てし、奉じて以てその周りを巡って、敢えて失せずと。今、父母未だ葬らざるが為に請いて辞去を願う。若もし秩禄ちつろくを増し舎に徒歩すを以て変心して停留すれば、これは親を以て餌と為すものにして、無礼なること甚はなはだし。大将軍いずくんぞこれを用いん」
  


  
    隗囂、鄭興の言葉をそのまま受け取らずに曰く「囂はまた留まるに能わぬ故か」
  


  
    鄭興答えて曰く「大将軍、天水てんすい・隴西・武威ぶい・張掖ちょうえき・酒しゅ泉せん・敦煌とんこう・金城きんじょうの七郡の地に拠り、西羌せいきょう・胡族こぞくの衆を擁し、以て本朝を戴いただけり。徳これよりも厚きこと無く、威これより重きこと無し。辺に居りてはすなわち命を専もっぱらとす権を預かり、朝に入っては必ず三公の重臣と為ろう。興は世俗の仕来りに倣ならう者なり。敢えて、深山に隠棲すに非ず。将軍に因って昇ろうことを求むれば、栄達せざること憂えず、将軍に因って入洛にゅうらくすることを求めれば、何ぞ親しまれざることを憂えん。興の計、将軍に逆らわざる者なり。興、既に父母の為に請う、以て止むべからず。願わくは妻子を留めて独り帰って葬らん。将軍又何をか疑わん」
  


  
    隗囂、伊達に諸衆を束ねてきた訳ではない故に、答えて曰く「望外の幸いなり。速すみやかに旅装せよ」と、遂に妻子と共に東行させる。鄭興、隗囂の下に戻るつもりは無かった。妻子を連れて戻るとの約を為さなかった故に、戻る義は無かった。義は誠信ある者に為すべし、不義たる者に為す義は無い。隗囂の立ち振る舞いは義、すなわち人の目が尊たっとぶ行い、それに適かなったものでは無かった。
  


  
    　こうして目のある者は隗囂に表裏を見取って立ち去る。残る者は元より諫止かんししない。そして人は自身の都合の良いことを言う者を妄信もうしんする。自分の中である程度筋道が立ったと思いしことを、余人が言えば、その者がその言を吐いた所以ゆえんを鑑かんがみず、自身もその者も正しいと思う。隗囂の将、王元おうげん・王捷おうしょう、常に天下の趨勢すうせい未いまだ知るべからずと言い、隗囂の洛陽に専心するを願わぬ。嘗て、隗囂が王と為る事を是ぜとした将らである。よって隗囂が王となることはどういうことかと考えた。隗囂が関中を統すべれば、封地として三さん輔ぽの肥こえたる地が与えられる。皇帝と号すれば自らも王公と為れる。現実を見失った想像は妄念もうねんに近くなる。よって王元・王捷、隗囂の西伯せいはくの思いを知れば乗じる。諫言為す者たちを自ら失う真似まねをした隗囂、自身が掘った陥穽かんせいに自らが嵌はまった。機会が得られた王元、隗囂に説いて曰く「五年前、前皇帝劉玄の長安に都するや、四方は饗応きょうおうし、天下は魚が水面に口を開くように仰ぎ見て、これを太平と口々に謂う。一旦敗退するや、大将軍は危うく身を置くところを無くしかけん。今、南には公孫子し陽よう有り、北には劉りゅう文ぶん伯ぱく有り、大河大湖山東には王公は十は数え得る。しかるに班彪・鄭興の儒生の説に惹ひかれて車千両の国の基もといを棄てて、行方も分からぬ国に出かけて万全を求めようと欲するは、これ覆くつがえった車の轍わだちを追う、謀事の不可なる者なり。今、天水は完全に富み、士馬は甚だしく強く、北は西河さいが、上じょう郡を収め、東は三輔の地を収め、秦しんの旧跡を踏まえて山河を表裏にす。我、請うらくは、昔の仙人が豪語したように、大王の為に東の方、函谷関かんこくかんを封じん。若し計ることこれに及ばざれば、暫く士馬を畜養し、険隘けんあいに拠って自ら守り、日月久しく待ちて、以て四方の変を窺うかがわん。王を図って成らざるも、その弊へいを以て覇者に足たらん。これを要するに、魚は淵から脱すべからず。神龍も雲霧の勢い失えば蚯蚓みみずも同じ」
  


  
    隗囂、王元の言は然り、天下は定まらず群雄は割拠する、と思う。よって隗恂を入質するも、なお険隘を恃んで隴西を専らにしようとする。この隗囂の変心はますます周囲の信頼を失った。
  


  
    　
  


  
    　三月、隗囂の動静は馮異の網に掛かって、密奏みつそうとして洛陽に告げられる。また、隗囂への賜い物を持たせた銚期は、長安までの途中の鄭てい県でこれを盗まれてしまったと報じる。劉秀、隗囂を長者、有徳の士と称し、努めてこれを招こうと欲したが、隗囂は応じない。また使者周游は殺され洛陽に着かず、賜い物は掠かすめ取られる。劉秀嘆じて曰く「吾は隗囂と事適わざるに思い至る。使いは来たって殺され、賜い物を得させようとしては道中に失せる」
  


  
    劉秀、隗囂の虚を実に為そうと、実を知らぬ虚を演じていたが、無駄かも知れぬと別の方策を模索する。
  


  
    　
  


  
    一方、蜀の公孫述、その将の大司徒任満じんまん・翼よく江こう王田戎でんじゅうを遣わして江関こうかんから南なん郡に寇こうさせる。田戎は長江を下り臨沮りんしょ・夷い陵りょうの間まで至ってその元の衆を招き、因って荊けい州諸郡を取ろうと欲す。しかし征南大将軍岑彭、配下の将をして迎え撃たせれば、任満・田戎、勝つこと能わずして復た巴は蜀しょくに戻って、荊州を窺う。報を受けたる皇帝劉秀、今年は戦を抑えようにも許してくれぬかと意を決す。巴蜀に天子を称する公孫述は討たねばならぬ。
  


  
    さて、蜀への道は五道、まず南郡から長江を遡る道、南陽から漢かん中ちゅう郡西城せいじょうに入りそこから至る道、長安から桟道さんどうを通って漢中郡南鄭なんていに入りそこを抜ける道、陳倉ちんそうから散関さんかんを通って武都ぶと郡への道、いま一つ、天水郡の隴山ろうざんに上って隴西郡に入り、これを南下して武都郡へ至る道。最後の道筋は隗囂が恭順きょうじゅんすることが前提である。劉秀、そこでこれを以て隴西の隗囂の腹を括くくらせようとする。すなわち詔して当に天水より蜀を討つべしと告げる。公孫述を討つために劉秀の軍を通すなら、群雄割拠の時に合従連衡すると謂う隗囂の目論見もくろみは消え去るを得ない。故に公孫述を降すという名目で、隗囂を支配下に置こうとする策なり。
  


  
    　
  


  
    男は手を顎鬚にやると、曰く「ひっかかる。何だ」、としばし考えて更に曰く「そうか、道を仮かりて虢かくを伐つ計なり。昔、晋の献公は、虞ぐ国に道を仮りて虢国を伐った。そして孤国となった虞国をも併呑した。すなわち、その計なり」
  


  
    　
  


  
    劉秀、諸将に兵を整えさせ洛陽城の西南の広こう陽よう城門に御幸みゆきし、出立しゅったつの祭りを行い、閲兵えっぺいする。
  


  
    征虜せいりょ将軍祭遵さいじゅん、漁陽を破ったことより最前列にあれば、劉秀、これに詔し、建けん威い大将軍耿弇こうえん、虎こ牙が大将軍蓋こう延えん、漢忠将軍王常、捕虜ほりょ将軍馬武ばぶ、従兄弟の劉喜りゅうきが身罷みまかれば驍騎ぎょうき将軍を継ぎたる劉歆りゅうきん、武威将軍劉りゅう尚しょうらと共に天水より公孫述を討たせようと長安へ進軍させる。自らも兵を率いて長安に進む。しかし、尚書しょうしょ馮ふう勤きん、劉秀に人払いを願うと奏して言うに、兵站へいたんに難有り、長安に兵を集めれば、輺し重ちょうを連ねても一年と持たざる所なり。劉秀の兵は皇軍である。赤眉が為したる轍てつを踏む訳には行かない。劉秀、隗囂が漢の為に動いてくれれば問題は無いが、当てにするわけにはいかぬと悩むが、それでも兵を遣るべしと遂には決断した。
  


  
    　
  


  
    　
  


  
    夏四月八日丙子へいし、皇帝劉秀、長安に御幸する。歩兵が多いゆえ遠征軍本軍が遅れる中、皇帝の車駕しゃがが先に至る。衛尉銚期に矛ほこを持ち先頭に立たせ、劉秀は入城する。ここを立ち去り南陽に戻ってから九年が経たつかと車駕から見渡せば、嘗ての首都は至る所焼け落ちた跡が未だ残り、草が生え、俄にわかに修復された門もん塀ぺいはそこだけが新しく、却ってそれが痛ましく目に映うつる。変わった、何もかもが、と劉秀は車駕から外を窺う。簒奪さんだつ者王莽・新の世が終わった。そして前皇帝劉玄の治世も刹那に消えた。ついで蝗いなごが田畑を荒らす様に、赤眉がここを掠奪し火を放ち後塵と為した。その廃墟も僅わずかずつ修復されて行く。嘗て、徒歩でこの往来の端を通った無位無官の田舎孺子いなかじゅしは、今や車に乗って道の中央を進む至上の位にあった。その上と、劉秀、苦笑いして不惑ふわくも近いと思う。
  


  
    元より感傷に耽ふけるため長安に来たわけではない。隴西を如何にするかの行動の時であった。以前、劉秀、露骨にはあらねど隗囂には蜀を討って汝の節義を示せと言う意を伝えたが、隗囂は郡の次官を遣わし上書し、三輔は弱体にて、北辺には劉文伯が在り、未だ宜よろしく蜀を謀るべきに非ずと、壮んに言う。今回の派兵に当たっての返書には、白水関はくすいかんは険阻けんそにして桟道さんどうは壊れて絶たれたと言い、或いは復また不都合を挙げて並べる。無論、欺瞞ぎまんである。馮異の間者の網は、隗囂が二心あることを昔から伝えてきた。当初、関東に専心せざるを得なかった劉秀、その二心を知らぬ振りをしてきた。それによって少なくとも隗囂は兵を興さないからである。公孫述は関中を攻め、隗囂はそれを防ぐ構図となった。今、関東を平定した劉秀が蜀を攻めるとなれば、隗囂はこれを防ぐ形になるか。若し、そうなら隗囂を討つしかない。
  


  
    『孫子』は戦わずして人の兵を屈する、これ善の善なる者なりと言う。隗囂が情勢を見極め漢に降ってくれるのが劉秀に取っての最善である。それは出来ぬか、我の虫の良い願望か、いや十分有り得ることだ、されど隗囂屈せずば、皇帝の軍である、如何なる大義で隗囂を討つべきか、と劉秀は悩む。既に人質もあれば、殊こと更さらに良策は無い。よって劉秀、先ず軍議を開く。劉秀の遠征が為に引き連れし七将、祭遵、耿弇、蓋延、王常、馬武、劉歆、劉尚。長安に留まっていた馮異、劉秀の護衛たる賈か復ふく、鄧禹とうう、銚期。元より蜀を討つために長安に至ったのであれば、蜀を討つべしと意気軒昂いきけんこうである。
  


  
    しかし隗囂が読めない。隴を登って蜀に向おうとするに、隗囂は数々の支障を挙げ渋しぶる。さて隗囂にどう対処すべしと、皇帝劉秀が問えば、諸将口々に答えて曰く「隗囂の出征しゅっせいは期日を延ばし、将帥を封爵し疑念を消散すべし」
  


  
    それに対して、珍しく祭遵が口を開く。常日頃、寡黙だが、口を開けばそこまで考えていたかと深い思慮を見せる男である。孔子の子孫に爵位を与えるべし、五経ごきょう大夫たいふを置くべし、と奏上したるは祭遵である。劉秀の陣まだ建国以来の尚武しょうぶの風あれば、仕来たりにも寛容である。それでも日頃は礼を守る祭遵、この時ばかりは帝に目を合わせると曰く「隗囂は姦佞かんねいなる事久し。今若し鎧よろいを弛めて時を引き延ばせば、すなわちその策謀をして益々深らしめ、而して蜀の警護は愈々いよいよ増そう。真に進むに如かず」
  


  
    劉秀、祭遵の目が我は知っていると訴えるのを読み取る。刹那、何処から隗囂に表裏あるを我が知ると悟れりと思ったが、僅かに間を置いて、頷うなずいて、征虜の言う通りであると、祭遵を先鋒に軍を出立させる。劉秀も強行策は考慮した所なれど、諸将の意を聞きもっと良い手立てがあればと思い止まったまでである。隗囂は暗愚ではあるまい、情勢を理解している筈、ならば強く出れば折れると読んで、先ず中郎将来歙に璽書を持ち隴西に遣わし、諸将を西に送って、劉秀は長安で待つ。
  


  
    只待つのではない。劉秀は長安の周囲を御幸する。皇帝の御幸とはすなわち撫循ぶじゅんである。皇帝が目を掛け心掛けることを示せば、人民も安堵あんどでき、土地を離れた者も帰郷し農に励める。故に皇帝の車駕を往来に見せるのである。そして裁可さいかすべきは裁可し、重要事で謁見を求める者にはそれを認める。まだ官位を授けていない馬援が家属賓客のため、上林じょうりん苑えんに屯とん田でんすることを上奏すれば、兵糧ひょうろうを気遣う故、一言「諾」とこれを許す。
  


  
    また劉秀、三輔に杜林が戻ると聞き、同郷人の馬援他よりその高名を知ればこれを召し、侍御史じぎょしと為す。接見し経書けいしょ、故実、西州の事を問うに、その答え明快詳細であれば、劉秀甚だ喜んで、車馬衣服を賜う。杜林に類するものは、杜林の明徳を以て用いられるを知り、甚だこれを尊び憚はばかる。長安の士大夫皆なその普遍の博識を推挙する。杜林はまた隴西から至る鄭てい興きょうを劉秀に薦めて曰く「密ひそかに見るに、河南かなんの人鄭興は義を執とること堅固にして、厚く『詩し教きょう』『尚書しょうしょ』を楽しみ、古を好んで博学、疑わしきを見て惑わず、古の名士賢者鄭ていの公孫僑こうそんきょう・楚その大夫たいふ観かん射しゃ父ふの徳有り。宜しく帷幄いあくに侍はべり、職を機密に司つかさどるべし。昔、忠臣張仲ちょうちゅうは周しゅうの宣せん王を敬い楽しませ、『詩教』に謳うたわれる所と為れり。思うに陛下耳を留めて少し察すれば、万分の一の援けにも為せましょう」
  


  
    劉秀、鄭興を召して太中たちゅう大夫たいふと為す。
  


  
    更に皇帝劉秀、長安の中央、天子のみが許された馳道しどう、車が十二乗通れるというその道を只一乗で南に進む。先導はやはり衛尉銚期に任せる。劉秀、執しっ金きん吾ごとなって長安の往来を進みたいとは思ったものの、まさか皇帝となって禁きん道どうを通るとなれば、心細くなる。そして皇帝になるその意味はと、今も自分自身に不意に問われる。人は皇帝に成る事を望む。しかし、劉秀は皇帝が何を為さねばならないかを考える。人を平伏させるのが皇帝か、否いな。享楽きょうらくを貪むさぼるが皇帝か、否。ふと或る言葉を思い出す。人は良く道を弘ひろむ。道、人を弘むるに非あらず。馳道を往くが故に思い出したのか、劉秀、口に出して言い換える。帝は良く道を弘む。道、帝を弘むるに非ず。そうだ、その通りだと、独り頷く。そして安門あんもんを抜け、高祖こうそ以来の宗そう廟びょうに赴おもむき十一廟を祭る。
  


  
    それでも隴西は遠く、来歙からの報はまだ先であれば、劉秀、更には長安の周囲の十一墓ぼ陵りょうを巡ろうと思い立つ。祖先を祭るは礼に適う。しかるに劉玄はそれを為さず、民心を失う一端と為る。その一方、陵墓巡りは漢の復興を御旗みはたとしてきた自分の、改めて正当性を天下に示す示威行動になることも分かっていた。そこで試しに大司空だいしくう宋そう弘こうに問えば、是非ぜひとも行うべしと思った通りの答えが返ってくる。
  


  
    先ず渭い水すいを渡って長陵ちょうりょうにて祭る。高こう皇帝、二百年も前に楚漢そかん戦争を勝ち抜き、諸王に薦められて皇帝と為った英雄の墓陵である。次に西に位置する安陵あんりょうにて祭る。恵けい帝、性格が柔和にゅうわであったが呂りょ后ごうの前に為す術すべも無く潰ついえた青年帝の墓陵である。復た渭水を渡り長安の東の覇は陵りょうにて祭る。文ぶん帝、民の営利と教化を進めた英君の、質素で控ひかえ目な墓陵である。復た渭水を渡り陽よう陵りょうにて祭る。景けい帝、前世を継いで節義を進める以外は為さぬに努めた君主の墓陵である。ずうっと南西に到って茂ぼ陵りょうにて祭る。武ぶ帝、漢の外に兵を送り威光を放ち、民を疲弊させた皇帝の、一際積まれた墓陵である。北東に戻って平へい陵りょうにて祭る。昭しょう帝、大将軍霍光かくこうに任せ、前世の消耗を受けて恤じゅつ民みん策を受け入れた皇帝の墓陵である。復た渭水を渡り長安の南東の杜と陵りょうにて祭る。宣せん帝、在野に隠れたところから帝位に就き、親政を行うに循吏じゅんりを重用ちょうようし信賞必罰しんしょうひつばつの法術を用いた賢帝の墓陵である。再び渭水を渡って渭い陵りょうにて祭る。元げん帝、徳政、すなわち儒学を推し進めたが、同時に書に翻弄された有徳者の墓陵である。その南西の延陵えんりょうにて祭る。成せい帝、容儀ようぎ所作しょさも享楽を貪るも皇帝という位の者が為すままを顕あらわした青年の墓陵である。再び渭陵の脇を通って北東の義ぎ陵りょうにて祭る。哀あい帝、外戚を外し親政を行おうとしたが志半ばにして崩御ほうぎょした青年帝の墓陵である。最後に渭陵の脇を通って西の康こう陵りょうにて祭る。平へい帝、幼き故に王莽の進出を許し、何も為さぬまま崩御した、一説には王莽が毒殺したと伝えられる幼帝の墓陵である。劉秀、漢のそれぞれの皇帝を敬う礼儀を為すだけでなく、それぞれの時代、それぞれの政策を顧みる。今後、如何に漢と云う帝国を興し守って行くかを慮おもんぱかるためである。それでも気掛かりは隴西の隗囂であった。隗囂は自らを西伯に准なぞらえると間者から聞けば、彼奴かやつ信じがたいが、これを恃たのまねばならない。果たして隗囂は折れるであろうか。
  


  
    隗囂の挙動を見透かしていたのは、劉秀の周囲のみでは無かった。隴西の北、涼州の竇とう融ゆうらも知るところであった。先に天下を制するは何処か、大義と実力から洛陽であると読み、使者劉鈞りゅうきんを遣わし、結果、皇帝も隗囂の策と河西かさいの動静を正確に見抜くことを知らされるとなれば、帰結は一つのみとなる。然るに班はん彪ぴょう、竇融に告げて言うに、遠き洛陽の今上きんじょう、河西の動きを知るなら、近き隴西の大将軍、復た知ろう。竇融はたと気付く。よって、隴西に違たがえて洛陽に降らんことを漏すまいと人を選んで稟議りんぎし、遂にまた劉鈞を遣わし上書しようとする。書くのは祐筆ゆうひつ班彪である。書に曰く「臣融、密かに伏して思うに、幸い文帝の末属に託して恩を蒙り外戚と為り、累世るいせ二千石たることを得たり。臣の身に至って、復た爵位しゃくいに預かり、曲りなりにも将帥を経て一隅を守り保つ。以て質ただされる所となれば、すなわち辞去するは易きも、以て忠心を納められればすなわち力を為し易し。奉書は以て深く至誠を達するに足らず。故に劉鈞を遣わし口より肝胆かんたんを陳べさせん。自ら思うに、腹蔵なきこと明かにすれば、蟠わだかまり無し。然るに璽書に頻しきりと蜀・漢二主の三分鼎足ていそくの権、任囂じんごう・尉佗いだの王立の謀はかりごとを称したれば、密かに自ら痛切す。臣融、無見識と雖いえども、猶なお利害の際、順逆の分を知る。あに旧主、真主に背いて佞姦ねいかんの人に仕え、忠信貞節を廃して我が身を転覆すことを為し、己に成れる基もといを棄てて望み無き利を求めましょうか。この三者は偏屈人に問うと雖も、猶お去就を知る。然るに臣独り何を以て心を用いん。謹つつしんで弟、友ゆうを遣わして宮廷に詣もうでさせ、口より審つまびらかに陳のべさせん」
  


  
    劉鈞・竇友は劉秀が御幸していると聞く長安へ出立する。
  


  
    　
  


  
    男は改めて史書を読む。先ず一つ目の木簡を開き、思う所を小刀の背で追う。そこに示されるは「五年夏、竇融、長史の劉鈞を遣わして書を奉じて馬を献じさせる」
  


  
    次に、小刀が止まりし所には「帝、劉鈞を見て歓ぶこと甚だしく、礼以てもてなし終るや、即ち遣って帰らしめ、竇融に璽書を賜う」
  


  
    更に別の木簡を広げて、小刀を走らせ最初に止まりしは「五年夏四月、河西大将軍竇融、始めて使いを遣わして貢献す」
  


  
    男は「ふむ」と頷き、小刀が次に止まりしは「五年六月、帝は時に蒙もうに御幸し、よって自ら将として征す」
  


  
    男曰く「使者の逗留とうりゅうは長くて一月と云うことだな」
  


  
    最初の木簡に戻り、再び小刀が止まりし所には「竇融、即ち復た劉鈞を遣わし上書す」
  


  
    男曰く「情勢より時に六年五月と判る。使者の京師からの出立を五年六月とすれば、この間十一箇月。帰りにそこまで掛かるまい。となれば『即ち』というのが当に即座に非ずと言うこと。そこに逡巡があったか、いや有るまい。ならば刻を掛けたのは慎重を期すため。誰に、何処に対して」
  


  
    男は口許を弛めて曰く「自ずと見ゆる所なり」と、自らの想像を確信する。
  


  
    また髭を揉みながら考え、男は再度、史書の上で小刀を走らせる。そこには「夏四月丙子へいし、長安に御幸し――五月己未きび、長安自より至る。隗囂反す――辛丑しんちゅう、詔して曰く――六月辛卯しんぼう」とあった。
  


  
    男は計算して曰く「四月丙子は四月八日、五月己未は五月二十一日、辛丑は五月三日、六月辛卯は六月二十四日、順序が合わない。何れかが間違いたる」
  


  
    男はまたも史書を過信してはいけないと思う。これで何十度目か。男はじっと史書を見て、口許くちもとを弛めて笑い出す。独言して曰く「月日と出来事は合っている。並べ方が月日の通りで無いだけなり」
  


  
    男は小刀の背を順に走らせ行く、そこに在るのは「夏四月丙子、長安に御幸し――五月隗囂反す――辛丑、詔して曰く――己未、長安自より至る。――六月辛卯」
  


  
    男は、劉秀の長安から洛陽への帰還を更に考える。何故、急に洛陽に転じるか。男の疑問は、同時期の出来事を追うことで明瞭となった。
  


  
    「なるほど、そう言う事か」と、男は一人得心する。
  


  
    　
  


  
    　来歙は隴西にて、璽書を手渡し皇帝の意を伝えるも、隗囂が王元から入れ知恵された難題を挙げて蜀を討つことの難しさを言い、意を決せぬに苛立つ。
  


  
    　その来歙を前にして、隗囂は若い時に足を病んだ故と、胡こ床しょうを持ち出して座り、手前に机を置かせて、その上に璽書を広げて読む。王侯が玉座に座し謁見するかのようである。
  


  
    　対面する来歙も出された胡床に座しながら左手は節杖せつじょうを持ち、空いた右手は思い出した様に太ふと腿ももを撃つ。馬援も王元の言に誑たぶらかせられるまじと隗囂に書を送ったが、この分では背反者が何を言うと隗囂の怒りを煽あおったようだと悟る。それにしても、この男、事態が判っていないのではないか。関東の動静、自らは漢帝国に功有り、そして長子は人質となり、来る所まで来ている。のらりくらりとかわす心算か。来歙、今の今まで隗囂に二心あることに耐えてきたが、本より信義有りと言われる男であって、二枚腰の出来る人間ではない。
  


  
    ぴたりと右手が止まる。そして来歙、剛毅ごうきな面も持ちたれば、遂に憤いきどおりを発す。すなわち隗囂を叱責しっせきして詰つめ寄って曰く「今上は汝の善悪に聡く興廃に明るきを以て、手ずから書を為して意を述べ賜う。足下は忠誠を推し、長子伯はく春しゅんを遣わして臣従させる。これ君臣の信を交かわせばなり。今反って佞妄ねいもう惑乱わくらんの言を用い、一族破滅の計を為し、主に叛そむき子に背いて忠信に違たがい背反しようと欲するか。吉凶の決すること、今日に在り」
  


  
    節杖の先を向ければ恰あたかもそれで刺さんが如くの見幕なり。隗囂、机から立つ。萎なえた足は踏ん張れず思わず蹌踉よろけ、思わず手を振れば、合図と思った警護兵が集まって剣を抜く。
  


  
    風前の灯か、しかし、仕舞ったと思えど来歙は一片たりとも狼狽うろたえを見せない。僅かに間を置いて、ずんと、杖を突く。殺気が篭こもり、しわぶき一つ起こらない静寂に満ちた広間に重い音は響き渡り、木霊こだまさえ生じた。節杖である、皇帝の全権を預かることを示す品である。ゆるりと掲げるかの如く杖を持ち上げ、会釈えしゃくさえせずにそのままゆっくりと振り返る。来歙、そのまま静かに歩み始める。節をして我を斬れば漢に反逆することに為る、その覚悟があるかと問う様にまなじりを結んで進む。そう、仮令たとい斬られても、これ故に皇帝は隴西を討てると、来歙の肝は据わった。気迫に満ちた足取りに隗囂の警護兵、一歩を踏み出すことが出来ず、隗囂を窺う。隗囂とて、最初から来歙を討つ積りなぞなければ、斬れと命じる踏ん切りが付かず、手を拱こまぬいた。来歙、そのまま慌てることなく車に乗ればそのまま進ませる。
  


  
    隗囂、面目めんぼくを潰つぶされた、このままおめおめ帰らせるのかと、漸く怒りが募つのる。王元は隗囂の傍らに寄り来歙の殺害を勧め、牛邯ぎゅうかんをして兵を率いて囲ませる。隗囂の将王遵おうじゅん、諫めて曰く「愚生聞くならく、国を治むる者は器と名を慎つつしみ、家を治むる者は怨みを畏おそれ禍わざわいを重く見ると。爵名しゃくめいと飾器しょくきを慎めばすなわち下は其の命令に服し、軽々しく怨恨と災禍を用うればすなわち家は其の禍々まがまがしきことを受く。今、大将軍は子を遣わして漢に人質たらしめたるに、内に他志を懐胎かいたいすは、名と器に逆らうなり。宗族外の人に議して漢の使いを謀はかろうと欲するは、怨みと禍いを軽んず所なり。古いにしえの人、列国の兵を交えて使いの其の間に在るは、兵を重んじ和を貴とうとんで戦に任せざる所以ゆえんなり。何ぞ況いわんや帝命を受け重職に寄っているのに、しかるにこれを犯すをや。来君叔らいくんしゅくは単車もて遠く使わすと雖いえども、陛下の大伯母おばの子なり。これを害するも漢に損無く、而しかして却かえって族ぞく滅めつせられん。昔、宋そうは楚その使いを捕え、兵糧攻めに遭い、遂に死者の骸むくろを薪まきとし、子を取り替えて食と為す禍わざわいあり。小国ですら猶なお恥ずかしむべからず。況や至上の主に於いて、重ねるに長子伯春の命を以てするをや」
  


  
    来歙、人となり信義有り、言行違わず、往来おうらい遊説ゆうぜいするに及んで悉ことごとく皆な信頼を置く所なり。この人を害すかと思えば皆な躊躇ためらう。雍よう州の士大夫は皆なこれを信じ重んじて多く来歙の為に弁を擁ようせば、流石さすがに隗囂も躊躇った。しかし、隗囂、机に座りなおすと低く怒気に満ちた声で「斬れ」と王元に命ず。
  


  
    王元は兵を率いて出立し隴坻ろうていに拠り木を伐きり道を塞ふさがしめ、来歙を殺そうと欲す。隗囂反すと事態に気付いた征虜将軍祭遵、攻める王元の兵に撃ち掛かれば、来歙は逃れ帰る事が出来た。祭遵尚なおも攻め上げて新関しんかんまで破る。諸将もこれに追い着く。一気に天水てんすい郡に雪崩なだれ込むかと思われたが、漢軍に戦いくさに慣れ状況を読む賢将が多ければ、その非を悟る。敵は高地から攻め、自陣はそれを受ける敗戦の陣、たとえ敵を囲んでも、敵地である、転輸てんゆ無く兵糧の備えは少なく、更にその外を囲まれ敵陣からも打って出られれば、潰走かいそうせざるを得ないと、先読みを為す。となれば退ひくのが最善なり。問題は隴から撤退すれば、隗囂が追討ついとうに出て来ることである。これを如何いかんせん。
  


  
    ならば、ここはそれがしが殿しんがりを勤めましょうぞと名乗りを上げたるは捕虜将軍馬武である。一同、勇将馬武に最後を任せ足早に隴坻を降る。馬武、無謀にも危険な役目を引き受けた訳ではない。考え有ってのことである。山間には隘路あいろ多し、大軍で攻めても抜け出る頃には少数にならざる得ない。よって精鋭の騎兵を選んで、鎧に身を固め戟げきを持ち、隘路が広がり追っ手を攻めるに易き場所を選び、追い着いた敵の先鋒せんぽうを優位のうちに破っては、後退し、攻め易き場所に移り、それを繰り返す。隗囂の兵、只管ひたすらに追撃しようとするものの、何処から攻めるかを読まれれば、わざわざ破れんが為に戦う様なものである。当初、小競り合いで死傷する者あれど、敵は逃げて退くと隗囂の将兵は追い続ける。結果、甚大じんだいな被害を受けていると気付いた頃、馬武、矢傷に当るも漢軍は隴山ろうざんを降り終わっていた。
  


  
    隴西軍、数千人にもなる兵を失うも、その領地を死守することが出来たと言えば勝てたとも言える。漢軍、その将兵を失わずと雖も、引き去るとなれば負けたとも言える。割を食ったのは、竇融の使者、劉鈞・竇友である。長安を目指し安定あんてい郡高平こうへい県まで至っていたが、隗囂が反し兵を構えれば、道は閉ざされ、やむなく引き返す。
  


  
    一方、先行していた漢軍の校尉こうい温序おんじょ、字は次房じぼう、この変において隴の奥、襄じょう武ぶにあり。即ち隗囂の将の苟宇こううに囲まれ脅される所となる。
  


  
    苟宇、温序に謂いて曰く「汝若もし我と威を併せ力を同じくすれば、天下を図るべきなり」
  


  
    温序返して曰く「国の重任を受け、本分は当に死に至るべし。義として生を貪むさぼって仮初かりそめにも恩徳に背かず」
  


  
    苟宇、それでも説とき諭さとす。しかし温序は素より気力あり、大いに怒ってこれらを叱って曰く「虜何ぞ敢えて漢将を脅迫するや」と、節以って撃ちて数人を殺す。
  


  
    兵衆は争ってこれを殺さんと欲す。されど苟宇、それを止とどめて曰く「これは義士にて節に死す。剣を以って賜うべし」
  


  
    剣を受けた温序、左右を顧みて曰く「既に賊の迫り殺す所と為る。髭をして土に塗まみれるしむことを得ず」と、髭を口に含み、遂に剣に伏せて死す。
  


  
    　
  


  
    　隗囂反すの報はすぐさま奉じられる。劉秀、来歙ら将兵に損害が無いことに安堵する。来歙は力み過ぎたか、隗囂の謀たばかりに素知らぬ振りをすることに耐えかねたか。隴西は屈せずなり、と事次第には嘆息すれど驚かず。されど何故、隗囂は折れぬと劉秀は只管ひたすら訝いぶかる。そして劉秀、隗囂が怒り任せの刹那の判断で兵を出したとは思わぬ故に、既に公孫述と結託するを疑う。若し隗囂と公孫述が結び、只我のみ知らざるなら、如何に。隗囂は西から長安を攻め、公孫述は南から宛を攻めん、これは一大事。我は洛陽に戻り朝廷を安堵させねばなるまい。
  


  
    劉秀、焦るなと自分に言い聞かす。そして先ずは隗囂が三輔を襲うを見越して、詔して右う扶ふ風ふうの北西部、西から順に汧けん県に征虜将軍祭遵、漆しつ県に建威大将軍耿弇、邑じゅんゆう県に征西大将軍馮異を遣って守らせる。次に長安の守りを固めるため、大司馬だいしば呉漢ごかんを洛陽らくようから長安に召す。その次に南なん郡に駐留する征南せいなん大将軍岑彭しんほうに早馬で詔書を送り警戒させる。更には丁邯ていかんが南鄭なんていにて太守として預かる漢中かんちゅう郡に、蜀しょくから公孫述の将延岑えんしんが入り、更に南陽を襲うことを考えた。既に大司馬呉漢は長安に遷うつさせることとした。ならば如何せん。洛陽の将臣の顔を思い浮かべる。そこで誰を遣れば良いのかと窮きゅうした。
  


  
    そこで劉秀、先ず右将軍鄧禹とううを呼び、公孫述が南陽を襲うとすれば誰を洛陽から遣るべし、岑彭は南郡に留まらせ、呉漢は長安に召した故に、他の誰か、更に公孫述の出方は不明で、それに対処できる者を遣らねばならぬと、人物を訊きく。
  


  
    鄧禹しばし考えて、洛陽から臨機応変に事を処する軍となれば、主上の妹婿むこに任せるのが宜しかろう、と答える。
  


  
    鄧禹が言うは劉秀の妹伯姫はくき・寧ねい平へい長ちょう公こう主しゅの婿、前将軍李通りつうである。この男、南陽なんようにも顔が利き、昔は前線で戦ったこともある。しかし、劉秀はまだ納得しない。そこで鄧禹、微笑んで、兵事が心配であれば、手練てだれを副将にお付け下さい、歴戦の将軍の言を軽んずる方に御座らねば、と付け加える。そこで劉秀、うむと頷く。
  


  
    皇帝劉秀、李通に密書を送る。書には、隗囂反すが、若し公孫述と結びたれば、公孫述は南陽・南郡に撃って出ん。南郡は岑彭に任せたれば、これに公孫述を当たらせる。南陽へは大司馬呉漢を遣るのが筋であろうが、彼の地、呉漢は評判が悪く、また既に大司馬は長安に召した故、前将軍に破姦はかん将軍侯進こうしんと討虜とうりょ将軍王覇おうはを率いさせる。劉秀、李通が渋るを見越し、嘗かつて李通が前線で戦っていた事を上げ、侯進・王覇も戦いに慣れているゆえ、困れば両将の意見を聞け、心配が寧平長公主にあるならこれを連れて行けと、有無を言わせぬ。
  


  
    そして五月三日辛丑、皇帝劉秀、詔して曰く「天水、隴西、安定、北地の吏人にして隗囂に騙される所となった者、また三輔の難に赤眉に遭いて法不道を犯すこと有る者にして、斬首に足らぬ者は皆なこれを赦免せよ」と長安で打てる手は打つ。
  


  
    　詔勅が飛び、隴坻から長安に戻りつつあった祭遵は軍を返して汧に陣を敷き、耿弇は突騎とつきを走らせて北東の漆に馳はせて就つき、長安からは馮異が出陣する。長安の劉秀やその陣営の隗囂に対する読みは当たっていた。隗囂は兵を発した。一度発せれば取り返しはつかぬ。そして今、隴坻で漢軍は敗走した。となれば隗囂、これに乗じようと二万の兵を出し、王元には汧を襲わせ、行巡こうじゅんには[image: ]邑を奪取させようとする。正確な情報は無いが馮異も隗囂に対抗して、急ぎ[image: ]邑に馳せて先んじようとする。されど幕僚の諸将皆な曰く「敵兵は盛んにて、勝ちに乗じれば、共に争うべからず。宜しく軍を地の利ある所に留め、徐おもむろに方略を思うべし」
  


  
    しかし馮異はそうは思わず、返して曰く「敵兵は郡の境さかいに臨のぞみ、僅かな勝利に安堵して遂に深く入らんと欲す。若もし[image: ]邑を得れば三輔は動揺しよう。これが吾の憂うれいとする所なり。兵書に言うに、攻める者は足らず、守る者は余り有りと。今、先んじて城に拠り、逸いつを以て労を待とうとす。争う所以には非ざるなり」
  


  
    馮異、急ぎ且つ密ひそかに[image: ]邑に辿たどり着けば、漢の幟旗のぼりはためき、間に合ったことを知る。馮異、猶も慎重に[image: ]邑を窺い、まさに漢軍の砦と確認して入る。ここで馮異、[image: ]邑が守り難き砦ならばと、一計を案じる。城を閉ざすと幟旗のぼりばたを伏せさせて、配下には静かに堪こらえて命を待てと控えさせる。隴西の将軍行巡、[image: ]邑に着けば人気無く静寂のみが砦を覆おおい、幟旗も見えねば、漢軍は居らずと拍子抜ひょうしぬけするも、これ幸いとばかりに城に入ろうとする。途端、馮異は軍鼓ぐんこを叩き幟旗のぼりばたを掲げ、兵に大音声だいおんじょうを上げ打って出させる。不意を突かれたとは正にこの事、行巡は慌てふためき、軍自体が遁走とんそうする。こうなれば追われる際の用心など消え失せた軍である、馮異の追手、ここぞとばかり数十里を追い捲まくった。
  


  
    　一方、汧の祭遵、隴坻から敵軍が来るのは目に見えていた。汧は北西から南東に流れる汧けん水すいの南岸にある。となれば、敵が渡河とかすることは無く、大幅に迂回することも出来ず、河沿いに進軍するしかない。祭遵、攻めるに適当な場所、敵には河を背にさせて、自らは高みと為る場所があれば、汧城で守るより良しと彼の地を決戦の場にしようとする。王元、勢い任せに進軍しただけで、元より思慮に欠ける。不注意に進みて敗陣を敷けば、自ずと大敗を為した。
  


  
    劉秀、諸将の布陣が整い、馮異・祭遵が隗囂の出端でばなを挫くじいたことを知る。また竇融の司馬虞封ぐほう、隗囂の押えたる北地ほくち郡の抜け道を通り、長安に辿り着く。書面は変えず送っている故、書かれたる使者は劉鈞と末文の竇融の弟のままだが、劉鈞・竇友は至れなかった。しかし、これは却って竇融の誠を伝えることとなった。このような僅かな文を繕つくろえぬ事態が、竇融の裏表無さ、事態が竇融にとっても突発であったことを示している。隴西の隗囂反しても、涼州の竇融、我に懐くかと、劉秀、頗すこぶる歓よろこびたる。皇帝劉秀、復た虞封を遣って、竇融・竇友兄弟に書を賜い、甚はなはだ深く労ねぎらいたる。呉漢もまた長安に到着すれば、五月二十一日己未、劉秀、慌しく洛陽に戻る。
  


  
    　
  


  
    　男笑いて曰く「空城くうじょうの計、この計を本当に為せるとは。孫子そんしは兵は詭道きどうと言い、まさにその不備を攻め、その不意に出いづを説とく。しかし、これ兵法家の勢いというべきで習えるものには非ず。咄嗟とっさにして果敢にそれを行えた将はやはり誉めるべきなり」
  


  
    男は筆を執ると瞬時考えて竹簡に二文字を書く。
  


  
    　洛陽らくよう
  


  
    　
  


  
    　急ぎ洛陽に戻った劉りゅう秀しゅう、公孫述こうそんじゅつの南陽なんよう・南なん郡への侵攻はまだ無いと知り、取り敢えず安堵あんどする。しかし校尉温序の主簿韓遵、従事王忠が温序の屍を収めて持ち帰ると聞きて憐れみ、王忠に命じて葬列を洛陽まで詣らしめ、京城の傍らを賜いて塚と為さしめ、穀千石、絹五百匹を葬料として贈り、三子を郎中と為す。
  


  
    月は替わって六月となり、今年も蝗いなごの害が報じられ、劉秀の思案も増す。そこに急使が着けば、劉秀、公孫述の侵攻かと思うが異なった。代だい郡太守劉りゅう興きょう、劉りゅう文ぶん伯ぱく・盧ろ芳ほうの将賈覧からんを高柳こうりゅうに撃つも、賈覧、胡騎こきを率いて逆に破り、劉興を殺した。劉秀、咄嗟とっさに隗囂かいごうは盧芳とも結んだかと思うが、隗囂と盧芳の間に使者の行き来はあれど結びついたというのは聞かない所であれば、恐らく異なると思う。しかし、人を放って確かめねばならない。そこで、使者を立てようとするが、行く先は匈奴きょうどと為す。盧芳を窺うよりもその背後にいる匈奴の単ぜん于う輿よを窺うべし。
  


  
    呼こ都と而じ尸し道どう皐こう若じゃく鞮てい単于・単于輿、嘗かつて漁ぎょ陽ようの彭寵ほうちょうに与くみし、盧芳を五ご原げんに入れさせる。これの動向を調べさせるべきである、旨うまくすれば盧芳と隗囂の仲も読めよう。この役に任じるは帰徳きとく侯劉颯りゅうりつ、帰徳侯は昔、舞陰ぶいん侯岑彭が封じられた封爵ほうしゃくであるが、敵と為る者を徳に帰す意味と、敵となる所から徳に帰せる者を意味する。前帝劉りゅう玄げんの使いとして劉颯は匈奴に出向いたが、戻れば劉玄は赤せき眉びに敗れ、仕方なく劉秀に下っていた。皇帝劉秀、劉颯を再度帰徳侯と為した。外様とざまに、功を為せば重んじられる所となると、忠誠度を試し力量を最大限発揮させる訳である。劉颯、危険とは知るも下命かめいに喜び、すぐさま出立した。
  


  
    また劉秀、新たに代郡太守を立てねばならぬ。兵も率いて郡内を掌握できる者、ふと劉秀の脳裏に浮んだは、前に東とう郡太守として郡民に慕したわれた耿純こうじゅんである。惜しい、今年初めに就国しゅうこくさせてしまった。その耿純には従兄弟たちがいる。耿訢こうきんは赤眉せきびとの戦いで戦没し、耿植こうしょくは耿純の兵を引き継いで輔ほ威い将軍と為る。耿宿こうしゅくはまだ偏将軍、そこで右将軍鄧禹とううに諮はかれば、可なりと言うので、耿宿を代郡太守と為す。
  


  
    劉秀、周囲に過敏になっているため、漢帝国最東の楽浪らくろう郡で、王調おうちょうという豪族が服さないというのにも真摯しんしに耳を傾ける。王調は数年前から大将軍兼楽浪郡太守と称して来たが、劉秀は蔑ないがしろにした、そこまで手が回らなかったのである。誰か遣やるべし、けれど即座に誰が適任か分からざれば、尚書たちに探させる。名が挙がったのは王遵おうじゅん、時の州しゅう牧ぼく朱浮しゅふに見出された幽ゆう州東部出身の突騎とつきの将である。劉秀、直接会って特に疑念も感じなければ、太守に任じて遼東りょうとうに遣る。
  


  
    　劉秀が公孫述に僅わずかに焦あせりを感じる頃、南陽なんように遣った前将軍李通りつうらは、宛えんを過ぎ漢中かんちゅう間近の武当ぶとう県に在った。隗囂と公孫述が結んでいるか否かは分かぬが、延岑えんしんは南陽に出ようとしていない、李通が確信を持てたのはその一点である。
  


  
    討虜とうりょ将軍王覇おうはは李通に進言し、今、陛下は公孫述・延岑を撃てと命じられ、当の延岑は漢中内部で寇賊こうぞくとして跋扈ばっこし、方や兵法では不意を撃つべしと言えば、これ千載せんざい一遇いちぐうの好機なりと交戦を促した。
  


  
    痛むこめかみを指で押さえたる李通、即座に同意せぬが漢中を窺うかがわせる。果たして斥候せっこうの報告によれば延岑、鄖関うんかんにて戦の準備もせず砦とりでを堅固に守るでも無い。まさか罠か、若し智者であれば、今までにそれと分かる方略を為した筈であるが、さに非あらず延岑は力任せに戦ってきた。こうなれば、襲おそうべしと破姦はかん将軍侯進こうしんも進言し、李通ら、西に走って漢中郡鄖関を撃ち、賊を破り、長利ちょうり、錫しゃく、旬じゅん陽よう、と延岑を追撃する。西城さいじょうまで来ると流石さすがに公孫述の兵が延岑を救いに出る。勢い有るは漢軍、ここもまた破る。追い捲まくられた延岑、脆もろくも破れて蜀しょく内まで兵を退く。
  


  
    一方、西城に入った李通、復またこめかみに手をやると王覇・侯進に問う、延岑を撃てとは命じられたが敵地の奥まで進むのは却って危険、蜀に入れば延岑・公孫述は用意万端に攻め返すであろう、如何にせん。王覇、兵法に言う重地、すなわち掠めるのみに如かずと返せば、李通にやりと笑いて、戦わぬが最善ではないか、漢中は兵糧の貯えも細ければ大兵で篭城するのは却って危険、と言って漢軍を東の南陽に疾風の如く去らしめる。
  


  
    　
  


  
    　洛陽の劉秀、李通が延岑を破った経緯いきさつ、岑彭が報じた公孫述の領域の無風を吟味ぎんみすれば、公孫述と隗囂の間に何も無いと判ずる。しかし、確たる証拠も無しに迂闊うかつに信じれば最悪事ともなり兼ねない。さてどうしたものかと考える。そこで劉秀、以前公孫述に送ろうとした璽書じしょを思い出す。劉秀同様に公孫述も図讖としんを調べて、自らの権を図讖に因らしめるが、劉秀がその意味を真摯に知ろうとするも、公孫述は自分に都合良い解釈で図讖を妄みだりに扱っていた。
  


  
    例えば、『尚書しょうしょ考霊曜こうれいよう』に「孔子赤制を作る。故に春秋を作る」と云えば、公孫述、孔子は漢の色、赤の制を作り、また編纂へんさんした『春秋』で魯ろの隠いん公から哀あい公までの十二代を書きたれば、これより漢は呂后を含む十二代で命数が尽きたと称す。復また公孫述、『録運法ろくうんほう』に「昌しょう帝を廃し、公孫を立つ」と云い、『括地象かっちしょう』に「帝の軒轅けんえんは命を受け、公孫氏握る」と云い、『孝経援神契こうけいえんしんけい』に「西の太守、卯ぼう金きんを乙いつす」と云うを引く。詰まる所、火徳の漢を土徳の新が継ぎ、更に金徳の成が継ぐ、と喧伝けんでんする。殊こと更さら、関中かんちゅうや南陽・潁川えいせん・河南かなんにこれ見よがしに流布るふさせる。
  


  
    劉秀、これを聞いて、「孔子赤制を作る。故に春秋を作る」の赤制は王制王法がどうあるかを述べたもので火徳とは関係なく、孔子が魯国三十四代から十二代を抜き出したのは偶々たまたまと言うべきであれば、公孫述が正論ならず邪論詭論きろんを為すのを読み取る。「昌帝を廃し、公孫を立つ」は霍光かくこうが昌邑しょうゆう王を廃し、武ぶ帝の曾孫ひまごの宣せん帝を立てることを予言した物、「帝の軒轅は命を受け、公孫氏握る」は軒轅氏或いは公孫氏、つまりは黄こう帝が天命を受けたという故実を指す物。「西の太守、卯金を乙す」は卯金刀の劉氏を西の太守が廃絶すと云うが、火徳の漢を継ぐなら土徳、公孫述の言うように金徳の成が漢を継ぐと言うのでは辻褄つじつまが合わない、と扱いたる論法に我慢ならず、讖記しんき図讖に詳しき郎中ろうじゅう尹いん敏びんや博士薜せっ漢かんの手を借りて反論を為す。されど、これを送らなかったのは、その時は戦乱が小康状態となり、これを送るは挑発するのみと思い至ったからである。角突き合わせる今、これを送って挑発する所となっても何も変わらない。よってこの書を送るのに使者を立て、蜀の情勢を見聞させようと思った。使者には、公孫述に責められれば、敵国の使者とは雖いえどもこれを斬れば、その君主の過失を世に伝え、その国が無法なるを伝えるものと為れり、と逃げ口上を教えさせる。
  


  
    その書に曰く「図讖に公孫と言うのは、武帝の曾孫、即ち宣帝のことなり。図讖で漢に代わらん者は、当塗高とうとこうと言うなり。君はあに当塗高ならんや。また瑞祥ずいしょうを以て掌たなごころに文字を刻みて瑞を示すも、いずくんぞ王莽おうもうに倣ならうに足らんや。君は吾が賊臣乱子に非あらず、天下騒乱の時に人皆みな君の為に事を為そうと欲するのみ。何ぞ責められようか。君、年月は既に逝ゆき、妻子はまだ弱小なり。早急に計を定むべし。されば憂うれい無かるべし。天下は神器、力もて争うべからず。宜しく思慮尽くすべし」最後に、皇帝の血筋、子孫であることを署名して曰く「公孫皇帝」
  


  
    劉秀の使者、流石に蜀の奥まで入ることを許されず、返書を南なん郡との州境にて待つ。この書を成都で読んだ公孫述、反論すべきかと一瞬思えど、その気も失せた。元より詭弁きべん論、豪族吏り民みんが靡なびけばそれで良しと思えば、図讖の智恵ちえ嚢ぶくろ楊よう春しゅん卿けいらが躊躇ちゅうちょする物を方便と判って使いしのみ。よって真面目に劉秀に反論するだけでも疲れる。使者はどう扱いますかと周囲に問われた公孫述、使者には責せきは無し、黙って帰すべしと命ず。洛陽に帰りし使者は見聞して知ったことは劉秀に報じる。
  


  
    使者が言うには、隗囂と公孫述の結び付いた証拠は無く、耳にする所、寧むしろ、隗囂が関中に蜀兵を破ったことを怨み、三輔さんぽを撃った隗囂が逆に破られたのを揶揄やゆすると。更に劉秀は他に聞いた事無かろうかと問う。使者は思いつくまま話し、例えば、蜀では銅銭は使われず官製の鉄銭を流通させ、私鋳しちゅうは許されぬ。蜀中に童謡あって曰く「黄色い牛の腹は白い、五銖銭ごしゅせん当まさに復すべし」と謂う。
  


  
    劉秀、讖しん言げんの類と知れば、どういう意味なりやと問う。使者曰く「有識者曰く、王莽は色徳を黄と称し、公孫述は色徳を白と称し、五銖銭は漢の通貨でそれに復すとなれば、天下は漢に合されりと。蜀の民、公孫述に心底は懐なついていませぬ」
  


  
    使者は、公孫述について聞いたこと、若くして漢の制度を嗜たしなめば、出入りの車の法駕ほうがは旗と騎兵を備え、陛戟へいげきを連ねたその後で車は門より出づるなり、また二人の子は王と為し、犍けん為い郡、広こう漢かん郡の数県を食はませるも、群臣は兵士が風雨に晒さらされるこの時に俄にわかに皇子を王とするは大志無きを示し、戦士の心を損なうと諫いさめるも、公孫述は聴かず、大事は公孫氏が任じられれば、臣下は恨うらむ所ありと、細々したことまで語れば、全てが腑ふに落ちる。嘗かつて馬援ばえん、公孫述を、『荘子そうし』を引いて「井の中の蛙」と称したが、その通りと思う。劉秀、使者を下がらせる。
  


  
    隠すべき臣下の怨嗟えんさが外まで聞こえるのに、隗囂と公孫述の和したる話がない。劉秀、隗囂と公孫述、未だ和せずと確信する。しかし合するのは目に見えている。劉秀、それに如何に対抗すべきかを考える。何があっても時機に応じることが肝要である。しかし、それは今に始まった話では無い。劉秀、百年二百年をも考えての漢帝国、その国を造る一環と思う。国を造る事、詰まる所、国制を築き上げることに行き着く。何が大事か、畢竟、賢者と民衆を恃むことである。賢者を信ずること腹心の如く、民衆を使うこと我が手足の如くあれば不慮は無いと云う。また政兵の要は衆心を察して、百務を施すと云う。具体的に何を為すか、劉秀にはそれを教えてくれる多くの師があった、即ち文ぶん帝、宣帝、『尚書しょうしょ』、『黄石公記こうせきこうき』。智者能臣も後押しする。大司空だいしくう宋そう弘こうに薦められて、議郎ぎろう・給事中きゅうじちゅうとなった桓譚かんたん、故事を引き、時政に相応ふさわしき所を上疏じょうそする。その論旨の要かなめとなるは、善政とは俗を見て教化を行い、過失を察して予あらかじめ防ぎ、威徳共に備えて、文と武を互いに用い、政を整えて後に騒人を定むべし。つまり民衆に受け入れられる安定した制度を整えることである。劉秀、そこまでは同意できたが、桓譚が謂う、復讐に対する刑罰、自作農のみ許して地主を告発した者にその富を与える制、同じ罪状には同じ刑罰が適用され情状議論の余地無しとする法整備には、肯がえんじざる。上奏は採用されぬが、劉秀、そこから策の取っ掛かりを得る。
  


  
    四苦八苦、洛陽で周囲と国策を練っている劉秀に、天下が靡くが如く、幸先さいさき良き上書が届く。長安ちょうあんの馬援の上疏である。書に曰く「臣援、自ら思うに、身を聖朝に帰し陛下に奉るも、本より三公九卿の一言の推挙無く、天子の左右の助け無し。臣が自から陳述せねば、陛下は何によって我が言を聞きましょう。臣、車に乗って、人の前に居れば後ろの人を低くすることは出来ず、人の後ろに居れば前の人を高くすることが出来ぬように、自然、人と怨みたる人の禍を為すこと能わざるは恥とする所なり。故に敢えて咎罪禁忌きゅうざいきんきを冒おかし、死罪を覚悟して誠を述のぶ。臣は隗囂と元々頗すこぶる親交なり。初め隗囂の臣援を遣わして東行させるや、臣に謂いて曰く「本より漢のためにしようと欲す。願わくは足下往きてこれを窺え、汝の思う所に可であれば、即ち専心せん」
  


  
    臣の帰るに及んで報ずるに腹蔵無く、真に善に導こうと欲し、敢えて不義を以て欺あざむいたに非ず。しかるに隗囂は自ら姦心を懐いだき、盗賊が家の主を逆恨みするように、怨毒の情を臣に返す。臣援、言わずべきなりと思うも、それでは以て陛下に聞こゆること無し。願わくは天子の所在に詣もうで隗囂を滅ぼす術すべを開陳することを許されよ。胸腹を空にして愚策を述ぶることを得れば、野に退しりぞいて死すとも恨む所無し」
  


  
    劉秀、これは賢者の如き言なり、用いるべしと早速、馬援を召す。
  


  
    六月二十四日辛しん卯ぼう、漢帝国の皇帝劉秀、天下に施策を詔みことのりして曰く「官を設け吏を置くは公卿大夫の為ならず、人民の為にする所以なり。今、衆民は難に遭い、戸口ここうは消耗減少すも、しかるに県官吏職の置く所は尚なお夥おびただし。それ司隷しれい校尉こうい、州しゅう牧ぼくをして各々調べて吏員を省減せしめよ。県国の次官を置くに足らず併合すべき者は、大司徒だいしとと大司空だいしくうの二府に奉れ」
  


  
    逐一の上奏によって四百余県を併せて省き、吏り職しょくは十分の一と為す。また郡に置く官である都尉といも省く。よって例えば馮ふう異いの配下の京輔けいほ都尉から河南かなん都尉に転じた張宗ちょうそうは太中たちゅう大夫たいふに遷うつる。桓譚の上奏にも、大よそ国に便して事を利すること多き者を取れば、即ち可なりとあり、劉秀、そこに真理を見て取った。治める側の思慮ではなく、治められる側への配慮、恤じゅつ民みん政策への第一歩である。その一方で劉秀、召したる馬援から隗囂への対策を聴けば、馬援は離間策を述べる。既に杜と林りん・鄭興ていきょうら名士は隗囂を離れ劉秀に附つけば、隗囂の臣将並びに服属したる地を更に離反させるは、彼の者、彼の地を知り得る者であれば容易である。劉秀、馬援に突騎五千を率いさせ遊説ゆうぜいさせる。
  


  
    右う扶ふ風ふうまで戻ってきた馬援、隗囂の将高峻こうしゅん、任禹じんうら、西羌せいきょうの族長に及ぶまで遊説し、禍福かふくを述べて以て隗囂の支党を崩そうとする。馬援、書を作って隗囂の将楊よう広こう、字は春しゅん卿けいに与え、隗囂に諭さとし勧めようとする。書に曰く「春卿、恙つつが無きや。前に別れてより音沙汰おとさた無し。援、先頃長安に還り、上林苑じょうりんえんに留まる。密ひそかに見るに天下既に定まって、万民は心を同じうすも、隗かい季き孟もうは閉とざし防いで背反はいはんし、天下の標的と為る。常々恐れるは、天下の人、切歯せっし扼腕やくわんしてこれを八つ裂きにせんかと。故にこの書を送り、以て惻隠そくいんの計を致す。聞くところに依れば、季孟は罪を援に帰し、極楽隠居王元おうげんの佞ねい邪じゃの説を容いれ、自ら謂うに、函谷関かんこくかん以西は容易たやすく定めようと。今を以て見るに、畢竟ひっきょう、何ぞせんや。援、先頃河内かないに至り、過ぐりて隗かい伯はく春しゅんを慰め、その奴ぬ僕ぼくの吉きつが西方より還ってきたのに遭った。吉が言うに、伯春の弟仲舒ちゅうじょ、隴ろう西せいで吉と会見し、伯春は無事か否かを問おうと欲して遂に問うこと能わず、朝な夕な号泣ごうきゅうし、塵中じんちゅうに転々とすと。其の家の悲愁ひしゅうの状を説といて言うべからざるなり。仇敵きゅうてきは刺すべきも謗そしるべからず。援、これを聞き、知らず知らずに涕泣ていきゅうす。援、本より季孟の好みたる曾参そうさん、閔子騫びんしけんとてこれに勝らざることを知れり。其の親に孝行な者が、あに其の子に慈いつくしまざらんや。子は手足首に枷かせを受けるも、親は跳梁ちょうりょう妄動もうどうし、故事の自分の息子の羹あつものを啜すするに同じくする事有るべけんや。季孟は平生自ら曰く、兵衆を擁する所以ゆえんの者は、以て父母の国を保全して墳墓を全まっとうせんと欲すればなりと。又曰く、士大夫したいふを厚くせんとすのみと。しかるに今や全うせんと欲する所を損ない毀こぼち、全うせんと欲する者を破り亡ほろぼそうとし、厚くせんと欲する者を反かえって疎うとんぜんとす。隗季孟、嘗て公孫子陽こうそんしようを挫くじき辱はずかしめて、其の爵を受けざりしに、今やほくほくと行きてこれに附こうと欲す。顔向け為し難がたかろう。若もし復た人質を求められれば、何処より子を得てこれに給きゅうせんや。前に子陽は独り王を以て季孟を待とうと欲せしも、春卿、汝はこれを拒こばめり。今、老境に入り新たに頭を垂れて、孺子じゅしと飼葉かいば桶おけを共にして、肩を並べて仇敵の朝に傍そば仕つかえせんと欲するか。今に溺死せんとするに何を傷いたみて泳ぐことに拘こだわるや。今、天子は春卿を待つ意深し。宜しく牛孺卿ぎゅうじゅけいをして諸々の元老大人と共に季孟に説かせるべし。若し計に従わざれば、即刻引き去るべし。我、前に地図を開いて天下の郡国を見るに壱百六有り。何ぞして天水てんすい・隴ろう西せいの微々たる二郡を以て中華の壱百四に当たろうと欲するや。春卿の季孟に仕うるや、外は君臣の義有り、内は朋友ほうゆうの道有り。君臣ならば諫争かんそうすべし、朋友ならば切磋琢磨せっさたくま有るべし。あにその成就じょうじゅすること無きを知りながら、軟弱にも舌を噛みて物言わず、腕を組んで族滅ぞくめつに従わんこと有るや。今ここで計を為せば、殊更善かろう。これを過ぎれば妙味は失われん。且つ来君叔らいくんしゅくは天下の信士にして朝廷これを重んず。其の意、とつとつとして西州せいしゅう大将軍の為に申し開いた。援、量はかるに漢朝廷は甚はなはだこれに信を立てと欲し、必ず約を背かじ。援、久しく留まるを得ず、願わくは急ぎ報を賜たまわらんことを」
  


  
    馬援が劉秀の軍門に降り、自陣の為に隗囂の諸将を説いたと分かれば、楊広、切なる事が書き連ねたると思うも、これに答えず。
  


  
    　
  


  
    　馬援、その遊説に於いての道義は漢を正に隴西を邪と為すが、全く同じ見解で、隗囂自身を問い詰める者が在った。涼りょう州の竇とう融ゆうである。常ならば班はん彪ぴょうに書かせたる所なれど、竇融、その思いが切々であれば自ら筆を執とる。隗囂への譴責けんせきの書に曰く「伏して考うるに、将軍は国富み、政まつりごと修まり、兵士慕い懐なつく。王莽の成す天下厄災の際、国家不利の時に出遭いて、節を守って邪よこしまならず、本朝に伏す。後に長子伯春を遣わして身を国家に委ゆだねしめ、疑いの無き誠、顕効有り。融らの喜んで高義に服し、将軍に従い仕えようと願う所以の者は、真にこれが為なり。しかるに憤怒に駆られる刹那せつなに、節を改め遠謀を改め、君臣に分かれて兵を交える。成就し功を棄て、至難を為し、臣従の議を去って、並横の謀はかりごとを為し、九仞きゅうじんの功を一簣いっきに虧かく。あに惜しからざらんや。将軍の執政者、功を貪むさぼり謀を建て、以てこれに至れるか。融、密かにこれを痛む。今当に、西州は地勢逼迫ひっぱくし人兵離散し、以て人を輔け易きも、以て自ら建ち難し。謀るに若し筋を失いて戻れず、道を聞いて猶お迷わば、南の方、公孫子陽に合せざれば、すなわち北の方、劉りゅう文ぶん伯ぱくに入ろうとするのみ。それ虚の外交を恃たのんで、堅固なる者を侮あなどり、遠き救いを恃んで、近き敵を軽んずるは、未だその利を見ざるなり。融、聞くならく、智者は衆を危うくする事を挙げず、仁者は義に違たがいたる功を求めずと。今、小を以て大に敵するは、衆に於おいて如何。子を棄てて功を求むるは、義に於いて如何。且つ、始め本朝に仕え北面して天子への礼と為せるは、忠臣の節なり。隗伯春を遣わすに及んで、涕なみだを垂れて相送りしは、慈父じふの恩なり。俄にわかにこれに背けば、吏士を如何せん。忍んでこれを棄てれば、他の子を如何せん。兵を興して以来、転戦を続け、城郭じょうかくは廃墟となり、死せる者は塹壕ざんごうに転がる。生けし者は、残兵に非ずんば流浪るろうの孤児なり。未だ負傷の恥辱は癒いえず、哭泣こくきゅうの声は尚も聞こゆ。幸いに天運少し戻るも、将軍は復た難を重ぬ。これ宿痾しゅくあとして遂に癒ゆることを得ず、幼子をして将に復た流浪させようとする。その悲痛なること、甚だ哀傷あいしょうするに足り、これを言えば酸鼻さんびと為すべし。凡人すら且つ猶お忍びず、況いわんや仁者をや。融、聞くならく、忠節を為すことは甚だ易きも、宜しきを得ることは実に難しく、人を憂えるに過度となれば、徳をして怨みを得ると。当に言を以て罪を獲んことを知れり。微々として献じる所、唯だ将軍省みよ」
  


  
    しかし、隗囂、この諫言を納いれず。
  


  
    　
  


  
    　竇融、隗囂に書を送って、これをして矛ほこを交えることを覚悟すれば、河西かさい五郡の太守と共に兵馬を鍛錬し、上疏じょうそして出師すいしの期日を請う。皇帝劉秀、深く嘉よみして成るだけ報おうとする。河西遠ければ、金銭を遣る訳にも行かず、竇融には外戚の系図と『史記』の五宗世家、外戚世家、魏ぎ其き侯列伝すなわち竇嬰とうえい伝を以て賜う。詔して報じて曰く「常にも増して外戚を思えば、孝こう景けい皇帝は竇氏より出で、長沙ちょうさ定てい王発は景帝の子にして、朕ちんの祖とする所なり。
  


  
    昔、皇太子を立てずにいた景帝が酒席にてさらりと、自分の死後は弟梁りょう孝こう王と言いて、二人の母たる竇太后を歓よろこばすも、竇太后の従兄弟の魏其侯竇嬰、酒杯を景帝に進めて曰く「天下なる者は高帝の天下にして、父子相伝が漢の役なり。帝、何ぞ梁王に伝えんを得んや」
  


  
    即ち景帝は止む。竇太后の兄竇長ちょう君くん、弟竇少しょう君くん、生母の卑いやしきを危ぶまれて師傳しはくを遣わしめられるが、これに付き従い富貴を以て人に驕おごらず、美徳は子孫に延々と続く。これ皇太后の心霊と上天の漢を祐たすくるなり。天水より来たる者、竇大将軍の隗囂を譴責する書を写し、これを読めば痛み骨髄に染しみいる。逆臣は当に足を震わせて恥じるべく、忠臣は鼻に酢が入った如く涕すべく、義士は明白なことに蒙を啓かれる如く、忠孝謹誠ならずんば誰かかくの如く非ざらん。あにその徳の薄き者が良く堪うる所ならんや。隗囂は自ら河西の援けを失いて、災禍が一族に及ぼうとするを知り、離間の説を設けて真心を惑乱し、俄かに言葉を弄ろうして以てその謀たばかりを成そうと欲す。また京師けいしの百官は国家と将軍の本意を悟らず、夥しく虚偽を探り得て、誇張しては妄談し、忠孝の者をして失望せしめ、流言しては実に叛そむかせる。毀誉きよ褒貶ほうへんの来る所、皆な由よし無しに非ず、思慮せざるべからざるなり。今、関東の盗賊既に定まり、大兵当に悉ことごとく西行すべし。大将軍よ、それ武威ぶいを挙げ、励まして期日には応ぜよ」
  


  
    　竇融、詔を受け、ただちに諸郡の太守と共に兵を率いて隴西の隗囂の背と為る金城きんじょう郡に入る。ここには先零羌せんれいきょうの封ふう何か族が皇帝劉りゅう玄げんの時に太守を殺して居座れば、隗囂は使いを遣って贈り物を為して共に盟を結ぶ。竇融ら、進軍して封何を撃って大いに破り、首を得ること千余級、牛馬羊万頭、穀数万石を得た。よって黄河に沿いて武威を挙げ、天子の車駕しゃがを待つも、劉秀の大兵は未だに進まず。竇融は引き返す。
  


  
    　劉秀、大兵を出せないのには訳がある、兵站へいたんである。既に長安には公孫述を討つべく発した七将軍に、大司馬だいしば呉漢ごかん、前に長安を調略した馮ふう異いがあり、既に兵糧に余りは無い。ここで劉秀が関中に乗り込めば、嘗ての赤眉が飢えで苦しんだように、のた打ち回り、万が一にも兵が略奪に走れば、三輔の信を失う。といってこれを伝えれば却って竇融を消沈させ隗囂を鼓舞すると、劉秀、只竇融の行動に信義を読み取って嘉よみするのみ。右扶風の長趙ちょう匡きょうに詔して、竇融の父の墳墓を修理せしめ、犠牲を捧げて祀る。屡しばしば軽使を用い、四方の珍品を賜いて、それによって既に四方が劉秀の統治下にあることを暗に示す。
  


  
    一方、武威郡太守梁りょう統とう、人を遣って隗囂の説客せつかく張ちょう玄げんを刺殺させ、遂に隗囂との関係を絶ち、隗囂から将軍号を仮かりる者は全て、その印綬いんじゅを解く。
  


  
    　
  


  
    夏という季節は去り、代わりに秋が訪おとなう。関中・隴西・河西に関らず、至る所を訪い、それぞれの思いと動きを望見ぼうけんする。大きな動きは無いが、些細ささいなことなら千乗せんじょう太守劉りゅう嘉かが病ゆえに辞職を願いて召され、代わりに東とう郡陽よう平へい令李り章しょうが千乗太守に遷うつる、或いは匈奴きょうどの返礼の使いが洛陽に至ったと云った事柄が起こる。匈奴の使者は、高祖こうそを苦しませた古いにしえの冒頓ぼくとつ単于ぜんうに自らを准えた単于輿よの意を受け、頗る驕り高ぶっている。しかし、劉秀は礼儀を以て扱い、返礼には中郎将ちゅうろうじょう韓かん統とうを遣って、贈り物を持たせる。所詮は細波さざなみである、しかし、その中に見えないうねりが潜ひそみ、年を追う毎に季節を重ねる毎に、徐々に顕あきらかとなるのかも知れぬと、劉秀は匈奴の使者に怒らず時を待つ。少なくとも、これで匈奴との使節の往来が確保され、北辺の情勢が僅かなりとも読める。劉文伯と隗囂が未だ結ばざると分かるだけでも使者を遣った甲斐かいがあった。
  


  
    　
  


  
    次に、皇帝劉秀が楽浪郡に兵を率いさせた王遵が遼東に至るや、郡の三老である王閎おうこうが決曹吏けっそうりの楊邑ようゆうらと共に楽浪郡太守を自称する王調を殺し、王遵を迎える。すなわち東域では既に劉秀の漢が天下を取ったと情勢を見極めていた。九月四日庚子こうし、皇帝劉秀、楽浪郡の謀反大逆の死罪に至らぬ者を赦ゆるす。劉秀、功ある者を皆な封じて列侯と為し、渠きょ帥すいを封じて県侯と為し、代わりに諸郡と同様に都尉の官を省く。されど列侯に封じようとした王閎は独り爵を譲ゆずる。劉秀は、これは出来た人物と召すも、道中で亡くなる。
  


  
    　
  


  
    三十日丙へい寅いん、日食有り。古来、天変地異は王者の為政いせいを戒いましめる物と、智者賢臣はこれを機縁と君主を諫めた。そして今、皇帝劉秀にも諫言せねばなるまいと意を固めた者が上奏する。執しっ金きん吾ご朱しゅ浮ふ、上疏して曰く「日輪は陽の至上の物、つまり君上の位と言われ、地上の陽陰・上下が明らかでなければ、日月星の三光を犯し動かして王者に垂たれ示すと」
  


  
    朱浮は古典を引き天変の由来を述べる。続けて曰く「陛下は天下の新たな禍毒に罹かかるを悲しみ憐れみ、民の屍しかばねを安んじ宥なだめ蘇生すことを得させる。しかるに今、人民を牧す吏の多くは未だに職に適かなわず、僅少きんしょう、実務に違えればすなわち退けられ辞めさせられる。あに白黒明瞭判別非ざらんや。しかれど尭ぎょう・舜しゅんの世にあっても猶なお三考を加え、大漢の興おこれるにも功績を重ね、老を官に養い、官名を子孫に名づけて氏姓と為すに至れり。当時の吏職、何ぞ良く悉ことごとく納まらん。論議の徒、あに喧騒けんそうせざらんや。蓋けだし思えらく、天地の働きは咄嗟とっさに起こるべからず、艱難の業は当に日を重ねるべきなり。しかるに先頃、太守宰相さいしょうは屡しばしば遷され、代わって新たに迎える。さすれば尋ねるにそれを視ること日浅く、未だ明らかにその職を見るに足らず。陛下、既に厳切に望めば、人は自ら安んぜず、各々互いに周囲を窺い自ら安んじる心なからん。有司は微々たる恨みにも以て私怨を晴らし、軽々しく長短を求めて上意に媚する所を見つけん。二千石の役人に次官は弾劾を受け、謗られる事を畏れ、故に争って虚飾を為し虚名を望む。これ皆な陽が騒ぎ月日の運行が乱れる所以なり。それ俄かに物に長ずる者は夭逝ようせいし、俄かに功成る者は必ず速やかに壊る。長久の業を砕き、しかして速成の功を為すが如きは、陛下の福に非ざるなり」
  


  
    朱浮が言おうとするは、畢竟、皇帝劉秀が、太守県令等を微細な過ちで罷免し交代させ、それが甚だしきために反って混乱を招き、万民の安寧が得られないことである。劉秀、朱浮が為に幽州を失い掛けたとは言え、朱浮の才智を買っている。それでも肯んじられない。されど劉秀、謙虚にして自分が絶対正しきとも思わぬ故、これを下して議させる。群臣の多くは朱浮に与くみして、これより州牧・太守の容易に代わることあれば、頗る吟味することとなった。
  


  
    　
  


  
    日食を機縁と、朱浮以外に上奏したる者に、曲陽きょくよう令馮衍ふうえんが有る。嘗て馮衍、劉玄が敗れたることを知らずして鮑ほう永えいと共に上党じょうとう郡を守り、劉秀に降りしこと遅きを恨まれた。鮑永は魯ろ郡太守として功を建てて任用され、退けられたる馮衍を慰なぐさめれば、馮衍、天命は分からずとも人道は守り易しと閑古かんこを怨むことも無し。その後、馮衍、曲陽令に任じられ勢力を誇った寇賊郭かく勝しょうらを誅ちゅう殺さつすること五千余人、功が論じられ侯に封じられようとするも、讒言ざんげんにあって賞は行われなかった。
  


  
    その馮衍の上書は八事を述ぶ。文徳を顕化せん。武烈を称揚せん。旧功を修復せん。英傑を招来せん。好悪を明化せん。法令を吟味せん。秩禄を序列せん。辺境を鎮撫せん。これは皇帝劉秀の気を惹ひき、馮衍を召見しようとする。ところで、昔、馮衍が上党郡狼ろう孟もう県長であった時に、罪を為した豪族の令孤略れいこりゃくを挫くじいたが、その令孤略、今は大司空の次官であった。よって令孤略、尚書令しょうしょれい王おう護ごと尚書周生豊しゅうせいほうに謗そしって、馮衍が皇帝に見えようとするは尚書令らを謗らんがためと吹き込む。王護らこれを信じて馮衍の排斥に走り、馮衍は拝謁に預かれなかった。劉秀の政の弊害と、朱浮の懼おそれるところは確かに興っていた。
  


  
    劉秀、日食に因らずとも上奏を真摯に受け止める謙虚さがあり、更に書かれしことを吟味する慎重さがある。日食に託かこつけていると分かっても、こういった奏上が多ければ、深く考えざるを得ない。よって十月十一日丁丑ていちゅう、遂には皇帝劉秀、詔して曰く「吾は徳薄くして明ならず、寇賊は害を為し、強きも弱きも相せめぎ合い、万民は居場所を失う。『詩経しきょう』に云うに、日月は凶を告げ、それを犯すと。永くその咎を思い、内に心に病む。それ公卿に勅して賢良方正の者各々一人を挙げしめよ。百官は密封上奏を隠し憚はばかること無かれ。役人は職を修め、務めて法に従え」
  


  
    　
  


  
    この冬、公孫述に動きが無いと知れる劉秀、征南せいなん大将軍岑彭しんほうを京師に到らせ、何度も気さくな会見を為し、厚く賞しょう賜しを加える。復た岑彭が南なん郡津しん郷ごうに還る際には、詔でその家に寄らしめ塚に上らせ墓参りさせ、皇后の属官大長秋だいちょうしゅうをして、半月毎に岑彭の母を見舞わせる。
  


  
    　
  


  
    男はまたも日付を追いて、計算し、合わぬと歎たんず。独言して曰く「十一月丁卯ていぼう、九月丙へい寅いん晦つごもりから数えれば、十二月丁卯なり。元は単に丁卯であったのが、月を加えし者が誤ったな」
  


  
    更に男は計算して曰く「十二月二日丁卯、二十七日壬辰じんしん、翌二十八日癸巳きし」
  


  
    次に史書から屯田兵とんでんへいの記述を調べ、地図にて確認する。順陽じゅんよう、武当ぶとうは荊けい州南陽に在り、新安しんあんは司隷しれい弘農こうのう郡に在る。独言して曰く「他にも南陽に屯田させている。理由は明らかだ。しかるに新安とは、妙だ」
  


  
    男は暫く考えて曰く「つまりはそれだけ荒れ果てていたということか」
  


  
    男は兵站を考えれば司隷に屯田させる必要があったのかと考える。男はにやりと笑って曰く「兵は多く欲しく、兵糧は足らず、よって彼の地に屯田させるのみ」
  


  
    　
  


  
    十二月二日丁卯、皇帝劉秀、詔して曰く「王莽の時の吏人にて財産を没収され奴婢ぬひとされた者で、漢の旧法に照らして適わざる者を、皆な赦免して庶民と為せ」
  


  
    岑彭に諫められた訳ではない。されど岑彭が嘗て王莽の吏士であり、兄劉縯りゅうえんが岑彭を義士として扱う事で漢軍に従った経緯を思い出せば、思いついた施策しさくである。
  


  
    奴婢、劉秀の出自である南陽では多い。豪族が土地を私有し、小作が重い借地料に喘あえぎながら耕作する。それでも食べていけず、遂には子を売って奴婢と為す。哀あい帝、簒奪者王莽、この豪族の隆盛に私有地を制限することで歯止めを掛けようとしたが、果たせなかった。王莽に至っては、南陽劉氏の叛乱はんらんを招く一因となった。劉秀、今皇帝となり中原に勇名を轟とどろかせ、周囲に威圧を与えるようになっても、この豪族を抑えることは出来ぬと知る。人を好まざる所に動かすは難しい。無理に哀帝・王莽の如く公田制にすれば、豪族は劉秀を離れ他の群雄に附く、或いは別の皇帝を立てるであろう。衆人の好まざる理想とは為り難いものなり。兵略は逆に、人の好む所に合せることを説く。よって土地の私有制はある程度黙認せねばならない。といって、そのために生まれた奴婢を放っておく訳には行かない、これは救うべきなり。王莽とて奴婢を救う施策は行った。そこで劉秀、折り合いを付けて詔を発した。
  


  
    　
  


  
    この様に、意を砕くと雖いえども劉秀の朝廷が頗すこぶる順調に捗はかどる訳でもない。先に臣下に諮はかって、州牧・太守の弾劾の場合は、それを吟味し容易に罷免せずとした。因って大司空宋弘そうこうによって不正を弾劾された上党太守田邑でんゆうも、仔細に調べれば罪状を証する根拠に乏とぼしきことが判明する。嘗て、上党郡を守って仲の良かった田邑、鮑永、馮衍、劉秀に降る時を違たがえて、先に降った田邑と後に降った鮑永・馮衍の仲は壊れた。名士である鮑永・馮衍自身は田邑を謗ろうとは思わぬが、その賓客ひんきゃくたちはそうでは無かったのであろう。そして能臣宋弘にしては気が至らず、冤罪えんざいを為す所となった。この事実は明白である。劉秀、やはり宋弘は罷免ひめんすべきかと考える。
  


  
    思い起こせば、宋弘は王おう梁りょうの後を継いで四年程大司空を務めた。博学の者をと問えば、桓譚を薦めたのは宋弘である。その桓譚が召されて、宴会で琴の奏演ばかりをしているので、或る時、汝を薦めたのは道徳を以て輔弼ほひつさせんが為と、桓譚を詰なじったのは宋弘自身である。過日、宴席で劉秀が桓譚に奏演を求めた所、桓譚はその座に宋弘がいるため取り乱した。劉秀、何故と問えば、宋弘が席を離れ冠を脱ぎて詫びて曰く「桓譚を薦めたるは忠正を以て主を導こうことを望めばなり。しかるに朝廷をして鄭声ていせいに耽ふけり悦よろこばしめたるは臣の罪なり」
  


  
    今度は劉秀自身が詫びて、宋弘に冠を復させて、後に桓譚を給事から外した。宋弘は桓譚以外にも左馮翊さひょうよくの賢士智者を挙げ、中には栄達を遂とげた者も有った。
  


  
    こう云う事もあったと、思い出して劉秀が口許くちもとを弛めるのは屏風びょうぶの顛末てんまつである。劉秀、その座の背屏風に劉りゅう向きょうの『列女伝れつじょでん』に載のった列女を描かせれば、それが気になり屡しばしば振り返ってこれを視やる。絵である、色香が立ち昇る訳ではない。しかし宋弘、顔色を変えて曰く「未いまだ徳を好むこと色を好むが如くの者を見ず」
  


  
    劉秀、諫められてこの屏風を片付けさせ、宋弘に笑って曰く「正しき行いを聞いて、それに服す、可なるか」
  


  
    宋弘答えて曰く「陛下、徳に進まる。臣、喜びに堪えず」
  


  
    宋弘が、そういう有徳の人物であるからであろう、寡婦やもめとなっている姉黄こう・湖こ陽よう長公主を再嫁さいかさせようと、劉秀が共に家臣を論じることで、誰に意があるかと窺うと、長公主答えて曰く「宋公は威容徳器あり。群臣及ばず」
  


  
    そこで劉秀、試してみようと、宋弘を引見する際に、長公主を屏風の後ろに座させて、宋弘に問いて曰く「諺ことわざに、貴とうとくなっては友を替え、富ては妻を替えると言うのは、人の情であろうか」
  


  
    宋弘答えて曰く「臣が聞くところでは、貧賤の交わりは忘れるべからず、糟糠そうこうの妻は堂より下ろさずと」
  


  
    つまり、共に糠ぬかを食して苦労した妻は外に出さないということである。劉向の『列女伝』には似た話がある、『晋しん趙ちょう衰しの妻つま』である。晋の文ぶん公・重耳ちょうじの臣下の趙衰が、主と共に流離さすらい晋に戻った後、重耳の娘を迎えるのだが、その趙姫が、放浪中に趙衰が娶めとった妻とその子を呼びなさいと諫言する。その時に「苦労を共にしたのに富貴を共にしないのですか」と趙衰に訴える。この趙姫、呼んだ妻子を正嫡にして自分はその下についた。故に『列女伝』にて誉ほまれる。また、糟糠の妻という成語が出てくるのも『列女伝』である。それに気付いてくすりと笑うと劉秀、屏風を顧かえりみて小声で長公主に告げて曰く「事かなわず」
  


  
    劉秀、そこで嘆息して、湖陽長公主の顛末をまた思い出す。汝じょ南なん郡太守寇こう恂じゅんが郡の主簿しゅぼ周しゅう嘉かを孝こう廉れんと為したので、劉秀は尚書侍郎しょうしょじろうに拝して引見す。話を聞けば、王莽の末に時の太守を身を挺して守り、我の命で購あがなえと号泣すれば、賊は周嘉を義士として許した、と知る。周嘉、この件を答えて恥じて曰く「太守は傷を被こうむり、命は寇賊の手に懸かかる。されど臣は臆病で、この難に死ぬこと能わず」
  


  
    劉秀曰く「これは長者なり」と、周嘉に長公主を娶らせようとするものの、病やまい篤あつしと称して肯んじない。劉秀、思いが彷徨さまよい、考えるべきは宋弘と立ち戻る。されど、劉秀の決意は微塵みじんも揺らがない。
  


  
    　
  


  
    二十七日壬辰、大司空宋弘を免ず。翌二十八日癸巳、詔して曰く「未だ以て、軍を解くこと能わず、その費は足らず、故に収入の十分の一の租税を行う。更に、軍士には屯田をして兵糧の備蓄を行わせる。また郡国をして田でん租そを収するに、古に言う三十分の一税とせよ」
  


  
    単純な算数である。賊や軍兵があれば、彼らは耕作に何ら寄与しない。新の末、王莽が政に失すれば、流賊りゅうぞくは増えた。農民は田畑を棄てた。その分、粟・米・麦の生産量は減る。つまり食い扶持ぶちは減る。そして流賊は粟・米・麦を産まない、寧むしろ奪い去る。よって飢餓きがが幅を利かせて騒乱は輪を掛ける。よって劉秀、銅どう馬ばや赤眉の兵を得て、大赦たいしゃによって庶民となし農に還らせた。しかし蝗いなごは生じ、兵禍があれば、生産は人口に達しない。劉秀の能臣に尚書馮ふう勤きんという算術の達人がいる。もはや劉秀の兵站は彼が采配さいはいする所と言って良い。その馮勤が隗囂や公孫述に対抗するどころか、このまま飢えによって叛乱が生じます、何万何千石足りませぬと差し引きの表を作って具体的に言う。身の丈八尺三寸の偉丈夫いじょうぶが、数字に対して、世知辛せちがらく言うは似合わぬが、数字は嘘を言わない。生産の総和から消費の推定の総和を引く。それが負の値となる、単純であるがそれが意味するは飢死、しかしそうなる前に人は行動を興おこす。負の値と為るを免れるには、荒れた田畑を元に戻し生産量を増やすか、そうすることはありえないが、食する人口を先に殺して減らすしかない。よってより帰農しやすい状況に変え、消費ばかりの兵士にも食料を作らせる。屯田とんでん兵と言う手段が、漢が匈奴と戦った時に生まれた。兵士であっても、臨戦態勢でなければ手が空あく、よって駐屯する場所で農耕を行い、自らの食い扶持は確保させるとした兵である。
  


  
    劉秀、南陽郡にて漢中郡に備える前将軍李通には順じゅん陽ようで屯田させ、更に揚よう州から洛陽に戻る途中の誅ちゅう虜りょ将軍劉りゅう隆りゅうは遷して、南陽県の武ぶ当とう、つまり漢中の出口に屯田させ、公孫述が撃って出づるを防がせる。新たに五官中郎将ごかんちゅうろうじょうと為した張ちょう純じゅんにも南陽に屯田させる。李通配下の討虜将軍王覇は弘農こうのう郡に遷し新安しんあんに屯田させて、赤眉の爪痕を癒いやさせ、いざとなれば長安、南陽にもすぐ派兵できるように備えさせる。
  


  
    隴ろう西せい
  


  
    　
  


  
    この冬十二月、洛陽らくようで劉りゅう秀しゅうが政務に心を砕く中、右扶風うふふうでは、劉秀の将兵が隗囂から国境を守り、馬援ばえんらが隗囂陣営の切り崩しを図っていた。再度行巡こうじゅんが邑じゅんゆうを襲うも、馮ふう異いは撃退する。数度の敗北にもめげず関中かんちゅうを襲っていた隗囂かいごうらであったが、漢軍手強しと漸ようやく気付いた。汧けん県に征虜せいりょ将軍祭遵さいじゅん、漆しつ県に建威けんい大将軍耿弇こうえん、[image: ]邑県に征西せいせい大将軍馮異、何れも幽ゆう州、青せい州、司隷しれいの群雄を平定した驍ぎょう将である。噂には尾鰭おひれが付く故にと、隗囂らは直接見聞できた馮異以外を過小に見ていたが、正面からでは勝てず、王元おうげんの言う函谷関かんこくかん以西を壟断ろうだんするというのは、実に壮語の至りと知ったのである。その上、長安には皇帝を除けば漢軍の総大将となる大司馬だいしば呉漢ごかんが詰め、虎牙こが大将軍蓋こう延えん、漢かん忠ちゅう将軍王おう常じょう、捕虜ほりょ将軍馬ば武ぶ、驍騎ぎょうき将軍劉歆りゅうきん、武威ぶい将軍劉尚りゅうしょうが劉秀の命を待ち、詔勅しょうちょく至れば攻めに転じることが出来る状態にあった。皇帝が進撃を認めないのは隴が険けん峰ぽうと隘路あいろに守られ、幽州の突騎兵とつきへいは活かせず、またこれだけの軍となれば転輸てんゆすることも侭まま成らないからである。
  


  
    どうしたものか、今、こちらの形勢が有利であれば交渉し、和睦わぼくすべしと隗囂は慮おもんぱかる。即すなわち洛陽の皇帝劉秀に上疏じょうそして曰く「我が兵士は、大軍が俄にわかに来ると聞き、驚き恐れ自らを救おうと立ち、臣囂、止めること能あたわず。我が兵勢に利有りと雖いえども、敢えて臣子の節を棄てず、自ら兵を追いかけて還させる。昔、虞舜ぐしゅんの父に仕えるも、父が大杖を振えば逃れ、小杖を振えば即ち受くと云う。臣は不束者ふつつかものと雖も、敢えてこの義を忘れようか。今、臣が仕えるは本朝なり。死を賜れば即ち死し、刑を加えられれば即ち刑されん。若もし遂に恩を蒙こうむれば、心は洗われ名は朽ちず」
  


  
    洛陽にて、上書を朗読されるを聞いていた漢軍の将臣にすれば、攻められてはいるが、必ずしも不利とは感じず、よって隗囂の檄は殊こと更さら不遜ふそんに響く。腹に据すえかねた有司、人質の隗かい恂じゅんを誅ちゅう殺さつせんことを請う。劉秀は隗恂自身に罪無ければ忍びず、これを許さない。されど代わりに何としよう、劉秀、先ずは隗囂に改めて璽書じしょを送ろうと、その文面を考える。隗囂の上書を呑めば、即ち隗囂の思い通りに話は運ぶ。そして隗囂の思いは、降らず天下の一隅に勢力を張り続けることである。劉秀、幾通りもの懐柔策を考えるが、畢竟ひっきょう、隗囂が降ることは無いと悟った。何を言っても無駄であろう。そこで最後に書を為し、中郎将ちゅうろうじょう来歙らいきゅうをして汧県に遣やり、隗囂に賜う。璽書に曰く「昔、高帝の将柴さい武ぶは匈奴きょうどに入っている韓王信に書を与えて曰く「陛下は寛仁かんにんにして、諸侯に背反すること有りと雖いえども、後に帰順すれば位号を復して誅せざるなり」。囂は文官にして、正しき行い、物の理に覚さとるを以て、故に復た書を賜う。明言すれば即ち不遜に似たるも、言葉を選べば即ち事は不明瞭となる。今、若し手を束つかねて復た恂の弟を遣わして朝廷に帰せれば、即ち爵禄は全きを得て多大な福となろう。我は四十に成ろうとし、軍に在ること十年に成ろうとす。飾辞しょくじ虚語きょごには厭あきたり。若し欲せざれば、報じること勿れ」
  


  
    皇帝劉秀、隗囂に璽書を賜うと共に、関中の諸将にも詔しようと欲す。馮異は行巡を破り、北地ほくち郡の豪族の長、耿定こうてい等が悉ことごとく隗囂に叛いて降るも、上書にて敢えて誇らず。されど祭遵・劉歆を除く諸将はその功を分かとうと欲すれば、劉秀は憂いて書を為して曰く「大司馬、虎牙、建威、漢忠、捕虜、武威将軍に制詔す。虜兵は山地を多勢にて降り、三輔は驚き畏おそれる。[image: ]邑の危急は朝夕ちょうせきと為るも、北地の陣営は兵を連ねて望見す。今、辺境の城[image: ]邑は全きことを得て、虜兵砕き挫くじかれ、耿定等に復た君臣の義を思わせる。征西の功は大山の如きも、猶お自ら以て足らずと為す。古いにしえの魯ろ国の孟之反もうしはん、敗戦に奔はしって殿しんがりと為り功を為すも、敢えて後れるに非ず、馬が進まず故と誇らず。これ、何ぞ異ならざる。今、太中たちゅう大夫たいふを遣わして征西の吏士の死傷せし者に医薬と棺を賜わしめ、大司馬以下、自ら死者を弔い病者を見舞い、以て謙譲を崇あがめよ」
  


  
    　
  


  
    隴西の隗囂、皇帝の璽書を賜って読み進める。これまでの字の季孟ではなく囂と名指ししている。そしてその文中の、言葉遊びは終わりだと言わんばかりの、その実に直截的ちょくせつてき物言いに驚く。言わば穏やかな最後通牒であり、隗囂にもそれは伝わった。謀たばかりは利かぬ、いや、ひょっとすれば今まで騙された振りをして来たのか。隗囂、様々に逡巡しゅんじゅんすれど解は一つしか思いつかなかった。そもそも隗囂に、降るという選択肢は無かった。残るは公孫述と結び付くことしかなかった。
  


  
    　よって隗囂、周囲に公孫述に降ることを告げる。これに異を唱える硬骨の者がまだ周囲には残っていた。持書じしょの申屠しんと剛ごうである。諫めて曰く、「愚老聞くならく、人の帰する所の者は天の与くみする所、人の叛そむく所の者は天の去る所なりと。伏して思うに、本朝は聖徳を身にし義兵を挙げ、身を慎んで天誅を行い向う所は必ず砕かれ、誠に天の祝福する所にして、人間業には非あらざるなり。将軍はもとより広い土地を持たず天下の一隅に孤立す。宜しく誠を推して帰順し、本朝と力を合わせ、上は天の心に応じ、下は人の望みに酬むくゆべし。国家の為に功を立つれば、以て末永らえるに能あたう。嫌疑の事は聖人の棄てる所なり。将軍の威い重ちょうを以て遠く千里に在れば、挙動所作は慎まざるべけんや。今、璽書屡しばしば到り、国を委ゆだねて信に帰し、将軍と共に吉凶を共にしようと欲す。無位無官の者でも相許せば、猶お身を没しても受諾の信に背かざること有り。況いわんや天子の身においてをや。今、何をか畏れ何をか利として久しく疑うことかくの如くなるや。俄にわかに非常の変を為せば、上は忠孝に背き、下は当世に恥じん。それ未だ事態が至らずして予あらかじめそれを言えば、真に虚言と見なされるも、その己に至るに及べば、取り返しはつかず。そこに至って以て忠言至諫は用を為すを得ることは稀まれなり。誠に願わくは愚老の言を反復せられよ」
  


  
    慧眼けいがんである。しかし、隗囂はこれを納めず、公孫述に従う気を変えず、使者を公孫述に遣る。
  


  
    　洛陽らくよう
  


  
    　
  


  
    建武七年春、正月二日丙申へいしん、皇帝劉りゅう秀しゅうは詔みことのりして曰く「在京の諸官、三輔さんぽ、郡国は繋がれている囚人を解き、死罪に当たらねば、一切其の罪を調べること勿なかれ。就役中の罪人は赦免して庶民と為せ。軽罪にして戸籍を脱した者は、役人をして戸籍に加えて罪を除かせよ」、と復また大赦たいしゃを行う。皇帝劉秀の臣の中には、簡単に大赦を為せば、それを予測して罪を為す者が出ましょうと、劉秀の詔勅しょうちょくを苦々しく思う者も有る。されど劉秀これを行う。
  


  
    劉秀、復た詔して曰く「世の中は厚く葬ほうむることで徳と為し、薄く葬ることを賤いやしむと為す故に、富たる者は奢侈しゃしに驕おごり、貧しき者は財を尽くすに至る。法令は禁ずること能あたわず、礼儀も止むる能わざるも、天下騒乱と為り、暴あばかれて初めてその弊へいを知る。それ天下に布告して、忠臣、孝子、慈兄じけい、悌弟ていていの薄葬送終の義を知らしめよ」
  


  
    これは劉秀が長安ちょうあんの周囲で見た赤せき眉びに荒らされた祖先たちの墓陵ぼりょうに感じたからである。その長安から馮異ふういの伝者が着いて密奏が届けられる。隗囂かいごうが申屠しんと剛ごうの諫いさめも聞かずに公孫述こうそんじゅつに使いを遣やって降った、その経緯いきさつである。申屠剛、王莽おうもうの頃から聞こえた名士である。その諫言の中身を知れば、この者を召そうと劉秀は申屠剛に璽書じしょを送る。
  


  
    召されたる申屠剛、隴西ろうせいを去ろうとするも、後髪うしろがみを引かれて、隗囂に書を与えて諫める。至誠の言であるが、それらは既に周囲から散々隗囂を諫めようとしていたことと変わらぬ。独断せずに周囲の声を聞くべし、刹那せつなの思いでは無く悠久ゆうきゅうの考えを為すべし、道に外れるべからず、外れれば災禍さいか・咎とがを受けることになる。それらは詰つまる所、皇帝劉秀に降ることに辿たどり着く。隗囂が納おさめられる所では無かった。洛陽に着いた申屠剛は侍御史じぎょしを拝す。
  


  
    　
  


  
    二月十七日辛巳しんき、皇帝劉秀、諸郡の都尉といに続いて、兵糧輸送に携わる護漕ごそう都尉の官を止める。三月四日丁酉ていゆう、詔して曰く「今、国に大軍を擁し精鋭勇力の士多し。よって軽車、騎士、材官、楼ろう船せんの地方常備軍及び臨時軍吏を止め、郷に復させるべし」
  


  
    また武帝の時に置かれた長水ちょうすい校尉こうい、射声しゃせい校尉の官を省く。全て、人民が平穏に暮らしていけることを念頭に置けば、無用な軍備・兵士であり、それを除く政策である。
  


  
    また劉秀、国境に放った間者より、公孫述が隗囂の使者を受け入れ、隗囂を朔さく寧ねい王に為し、援軍の兵を送るを知る。隗囂と公孫述が完全に結びついた。しかし、劉秀はそれに対する対策を既に打てば、唯頷うなずくのみ。
  


  
    　
  


  
    劉秀に中華統一の思惑有り、隗囂に西伯の思惑有り。そして公孫述に有るのは中原制覇の夢である。その割に遅々と進まないのを憂うれう士、公孫述の騎都尉きとい平邯へいかんは、東方は粗方あらかた片付き、漢兵が西に向おうとするを見て、公孫述に説とく。高祖劉邦こうそりゅうほうが何度も負けたるに、奮戦せしは、死に向いて功を成そうとするは、退しりぞいて滅亡に就つくよりも勝れる故。隴西の雄隗囂、西伯せいはくに准なぞらえて、漢帝をして関中かんちゅう隴西の憂いを解いて、東伐とうばつを専もっぱらとし、天下を四分してその三を保たしめる。東帝、西州の豪傑をして心を山東さんとうに帰せしめ、内外に間者に似た使いを発し、二心有る者を招けば、五分してその四を保つ。若し東帝、兵を天水てんすいに挙あげれば、必ずこれを潰滅かいめつするに至らん。天水復た定まれば、すなわち九分してその八を保たん。陛下は益えき州の地を得て、内は君主を奉じ、外は三軍を給し、人民は愁うれい苦しんで命に堪たえざらん。将まさに王莽の自壊の変有らんと言う。
  


  
    平邯が言うは退いて滅亡に就くより、死に向いて功を成そうとすべきという事である。
  


  
    続けて言うに、今未だ天下に声望あれば豪傑を招き、精鋭の兵を発し、翼江よくこう王田でん戎じゅうを南なん郡津しん郷ごう・江こう陵りょうに放ち、巫山ふざんに拠って呉楚ごそに檄げきを伝えれば、長沙ちょうさ郡より南は靡なびこう。大司馬だいしば延岑えんしんを漢中かんちゅうより出さしめ三輔を定めさせれば、天水と隴西は拱手きょうしゅして自ずから服せん。斯かくの如くんば天下は揺らぎ、蜀しょくに大いに利有らん。
  


  
    公孫述、然りと思うも煮え切らず、群臣に諮はかる。博士の呉柱ごちゅうは、古の天命を待った周しゅう武ぶ王を引き合いに出して、左右の援たすけ無くして将兵を千里の外へ出して、封土を広めようと欲ほっする者を聞かずと言う。しかし平邯、洛陽の東帝は尺土しゃくど持たず烏合うごうの衆を集めて向う所を平らげた。速すみやかに時に乗じて功を争わず、座して武王の説を語るは、これ隗囂の西伯に為ろうとするに倣ならうなりと、返す。公孫述、平邯の言を然りとし、兵を悉ことごとく出し、延岑と田戎を発せようと欲するも、蜀の人及び公孫述の弟公孫光こうそんこう、千里の外に兵を出し、国を空むなしうして成敗を一挙に決めるべからずと、堅く論争し、公孫述はこれを止む。延岑と田戎が屡しばしば兵を請うも遂に許さず。
  


  
    　
  


  
    三月三十日癸亥きがい、再び日食が起こる。洛陽の皇帝劉秀、我は意を払い心を砕いて、天の意に沿おう、人の心に叶かなおうとするも、届かぬかと悩む。皇帝に立ちて四度目である。最初と二度目は天下騒乱故と思い、三度目は天が諫める所なりと臣下たちが上奏し、劉秀これに耳を貸す。今、復た臣下から日食に託かこつけて諫言が上奏される。例えば太中たちゅう大夫たいふ鄭てい興きょうである。鄭興は故事に博識であれば、『左さ氏し春秋しゅんじゅう』を引き、昔の天子が日食の時に、何を行ったかを言い、国に善政無ければ、兆きざしが日月に現れ、天変がある由よし、よって努めて慎つつしむべしと説く。続けて鄭興、要は人なり、人を択えらんで位くらいに就つけるにあると続ける。宋そう弘こうを免じて以来、大司空だいしくうは空席であった、鄭興はこれを言う。劉秀、九卿きゅうけい大夫たいふらが漁ぎょ陽よう太守郭伋かくきゅうを大司空にと言う声多きにも関らず、決めざる侭まま時を逸いっした。巷ちまたでは、朝廷は功臣を以て充あてようと欲すと流言あるも、鄭興、功臣を用いれば、人はその地位に適かなわず、位はその人物に良からざると言い、願わくは上古は堯ぎょう・舜しゅんに、下っては斉せい・晋しんを鑑かんがみて、己の明察を抑えて衆に従う徳を成し、群臣の善に譲る功を成されよと言う。もう一点、鄭興が劉秀に求めるものがあった。自重である。通常、日食は月初めの朔ついたちに有り月納めの晦日みそかには無いが、晦日の日食が三度連続して起こったと鄭興は言い、晦日の日食は陽の皇帝が急ぐため、陰の臣下が慌てふためき、つまりは月が先行する故なりと言う。劉秀、これを受けて考える。王莽なら自らを信じて頭ごなしに叱りつけるも、劉秀はそうしない。謙虚と言えば謙虚であるが、先ず自らに落ち度が無いかを省かえりみようと欲す。即ち朝席にて、五日の間引篭ひきこもって、軍事政事を看みず、危急に非ずんば繋ぐべからずと命ず。時に大司空は空席、大司馬だいしば呉漢ごかんは長安に有り、頼れるは大司徒だいしと侯覇こうはのみとなるも、劉秀の朝廷は既に天下を統すべし所となり、それに慣れていれば、廷臣は当の侯覇他、非常の際には皇帝に繋げば良しと慌てぬ。衛尉えいい銚期ちょうき、事態を案ずるも、右将軍鄧禹とううは涼しい顔で、この機に篭られるよりも寧むしろ微行びこうされる方が宜しいと言い、左将軍賈復かふくが何故なにゆえと問えば、鄧禹は陛下に酷むごき落ち度が有りましたかと言い、官吏かんりには厳しくとも民衆に優しければ、これ君主として過あやまつ所に非あらずと言う。また大事は至誠を見せること。そうであれば余人が知らざれば、微行される方が寧ろ気が塞ふさがずに済みましょうと。銚期は皇帝の身を案じるが故に、微行は成り難しと顔を赤らめて詰なじる。鄧禹は喩たとえとして言ったまでと釈明する。一方、賈復も『尚書しょうしょ』を学んだ知識人である。皇帝の行いがそれに適うものであれば尚更なおさら諌言すべきでは無い、無い智恵で言って見て何になろう、故に只五日を待つべしと言う。
  


  
    　
  


  
    引篭った劉秀、悩む所は多い。大司空の空席、鄭興に言われるまでもない。つくづく宋弘を罷免ひめんせざるを得なかったことを恨うらめしく思う。功臣にて、吏才あると思われるは鄧禹、賈復、寇恂こうじゅん、しかし劉秀は鄭興の言うように、功臣に合わない地位を与えて返って功名を損そこねるを惜しむ。とは言え、郭伋は太守職として名声を欲しい侭ままにすれば、京に呼ぶよりもまだ荒れた地方の安寧のために働かせるべしと思う。寇恂も良政と名声あれば、太守職として働かせるべしと思う。いや、寇恂は他に才が無いか見てみるのも面白いだろうと既に考える所があった。試して任に堪たえざれば、邳彤ひとうの如く国に就つかせるのみ。これならば朝廷にも本人にも幸いである。大司空、既にこれと思った能臣に当たろうと思うも、先に今の官職を辞したいと上奏されて出端でばなを挫くじかれ、時を無駄に過ごした。これが誤っているのかと思うが、考えても、他に選択の余地が余りない。
  


  
    劉秀、これに囚われてもならぬと、次に国内の政策、国外の政策を改めて見直すことにする。それには先ず基本を見直そうと書物を頼る。天子とも為れば古の書は苦労して取り寄せることなく容易に読める。昔、写筆で金銭を得て糊口ここうを凌しのいだことを思えば、隔世の感がある。されど劉秀が先ず目を通したのは自からが写した書である。懐かしいと思いつつ今一度目を通す。『尚書しょうしょ』、尭舜の古から周代に亘わたる、人々の言語録、政経書であり、人民の生活を守ろうとする王道を説く。『黄石こうせき公記こうき』、兵書であるが、冒頭に「国を治め家を安んずるは、人を得ればなり、国を亡ぼし家を破るは、人を失えばなり」の一行がある。昔、劉秀がこの書物に出遭って、これは『尚書』と同じ事を言っていると驚いた。違うのは『尚書』がそうすべきと只々理念を説くのに対して、『黄石公記』は、国を動かすには人を動かさなければならない、人を動かすには人の好むところに合わすべし、故に人民には仁政が必要となると、功利こうり的な面を説くことである。劉秀、『黄石公記』の冒頭を読み、鄭興の言う「己の明察を抑えて衆に従う徳を成す」を改めて考える。自分が正しいと押し通しても、それでは人は動かない。王莽の政治が当まさにそうであった。無理矢理に理想を押し付けても、実現が遠ければ、人々の厭いとう所、人を失う所となる。人を動かすには、その好む方向を察して、動きやすくし勢いを付けて僅わずかに舵取りを行う。問題は、具体的にそれをどう実現するかである。
  


  
    　五日が明けて、劉秀、詔して曰く「吾は徳薄く禍わざわいを招き、徴しるしは日月に現れ、戦慄恐懼きょうくしてそれ何をかを弁明できようや。今当に罪を思い、その咎を消さんことを希こいねがう。それ有司をして各々職務を修め法律を遵守じゅんしゅし、ここに人民を恵ましめよ。百官は各々封事を奉って憚はばかる所勿れ。その上書する者、我をして聖と呼ぶ無かれ」
  


  
    劉秀、幾ら引篭って考えても、華々はなばなしい手は思いつかず、畢竟ひっきょう、民の為になるという陳腐な政策を挙げることしか出来なかった。
  


  
    　
  


  
    　次に劉秀、前将軍李通りつうの進退を諮はかる。李通、天下があらまし治まれば、病気を理由にして、栄達を避けようとした。劉秀、病が重いものでないと知るは、李通からの上書を読む前に、妹伯姫はくきからの便りを読んだからである。南陽なんよう郡順陽じゅんようで屯田兵を破姦はかん将軍侯こう進しんに任せ、宮仕えから開放された李通、何の気兼ね無く日々を過ごし、このまま国に就くのも悪くないと、伯姫に漏らしたのである。李通の国は固始こし、汝南じょなん郡である。伯姫はその書に、順陽も固始も悪くありませぬが、姉にも兄にも陰貴人にも一年ばかり会えず、千乗せんじょう郡から洛陽に戻られたと聞く来らい氏にも会えぬが残念と言う。都にいる劉秀の姉元げんにしても、伯姫を何時まで南陽に一人きりになさると幾度となく劉秀にぼやく。劉秀自身に思う所はあるけれど、李通の病を理由とした辞任願を公卿・群臣に議させる。
  


  
    李通は衛尉として入朝し、大司農だいしのうとして三年を過ごし、京師けいしを預かり宮室を修め学官を起こせば、能吏のうりというのは朝廷内に知れ渡っている。嘗かつて尚書令しょうしょれいとして、その才を目まの当たりにした大司徒侯覇ら、李通を引退させるのは惜しいと思う。更に、劉秀の本意を悟った右将軍鄧禹が侯覇に吹き込む。鄧禹、李通が如何なる策略を行い、漢・劉秀の力添えになったかを話す。劉秀が安易に口を開く相手でなければ知らないこと、史家に聞かれて皇帝の行為として靑史せいしとして刻まれるには不都合な事実である。更に鄧禹、陛下は何故、臣下が推すも自らは郭伋を大司空とされず、鄭興の奏上を受けて引篭られ、今、李通の辞任を議させるのかと言う。侯覇、はたと皇帝の意を知る。鄧禹は我が言は皇帝に告げるべからず、我の首、また公の首もまだその胴と分かち難くあれば、と念を押す。よって侯覇ら奏上して曰く「王莽は漢を簒奪し、天下を傾け乱す。李通は商しょうの伊尹いいん、周しゅうの太公望呂りょ尚しょう、高こう帝を補佐し蕭何しょうか・曹そう参さんの如き謀を懐いて大策を建て、天子の威光を援たすけ、帝徳為すを弼たすく。自らの家を破って、国の為とし、身を忘れて主を奉じ、危うきを助け、滅びしを免れさせる義有り。功徳は最も高く、海内の聞く所なり。李通、天下平定せるを以て、謙譲して位を辞す。古に曰く、君子は安全となるとも危機を忘れずと。宜しく李通をして、在職のまま病を療養させるべし。諸侯に就こうと欲するは許すべからず」
  


  
    皇帝劉秀、鄧禹が入れ知恵したとも知らず、畏かしこまった奏上とは思いつつ、李通に群臣斯かく言えば養生しつつ政務を見るべしと詔す。一方、劉秀、伯姫にはそのうち共々洛陽に召すゆえ、楽しみにするようにと託ことづける。
  


  
    　
  


  
    　夏四月十九日壬じん午ご、皇帝劉秀、詔して曰く「近頃陰陽が交錯し、日食月食が生ず。人民に過ち有りとすれば、責めは我一人に在り。天下に大赦す。三公九卿、司隷しれい･州しゅう牧ぼくは賢良方正各々一人を挙げて遣わし、公車・司馬門に到らしめよ。朕ちん当に試問せんとす」
  


  
    　この大赦故に恩恵を受けたのは、河南尹かなんいん太守王おう梁りょうである。王梁、水路を開き穀こく水すいを引いて洛陽城の下に注ぎ、更に東は鞏きょう川せんに注そそごうとするも、水路は出来ても水は流れぬ。匠を信じて工事を為させた官吏の頭かしらにとって、当に不運としか言い様が無かった。その時に大赦があった。しかし有司は王梁を弾劾だんがいする。王梁、恥じて畏かしこまって上書して骸骨を乞う。皇帝劉秀、これを鑑み詔して曰く「王梁は前には兵を率いて征伐し、衆人は賢と称す。故に擢ぬきんでて河南を司つかさどらせる。建議して水路を開き、人の為に利を興せんとしも衆力尽くして誤り、遂に成功無く、人民は恨み謗そしり、議者は喧騒けんそうす。罪は赦されたと雖いえども猶なお謙譲を執とれり。君子は人の美事善行を成すと云う。よって我は王梁を以て済南さいなん太守と為そう」
  


  
    劉秀、王梁に太守として再度の機会を与える。
  


  
    　
  


  
    　五月六日戊戌ぼじゅつ、皇帝劉秀、南陽郡から前将軍李通を召し、大司空と為す。また、執しっ金きん吾ご朱浮しゅふを太たい僕ぼくと為し、汝南じょなん太守寇恂を執金吾と為す。汝南太守には揚よう州牧欧陽歙おうようきゅうを遷うつし、揚州牧には魯ろ郡太守鮑ほう永えいを遷す。また前汝南都尉といの杜と詩しを李通が退ひいた後を任すべく南陽太守に遷す。
  


  
    　
  


  
    二十二日甲こう寅いん、皇帝劉秀、吏人に詔して曰く「飢饉と騒乱に遭い、青せい州徐じょ州の賊に略奪される所と為って奴婢ぬひ・妾めかけと為った者が、去るか留まるかは恣ほしいままにこれを許せ。敢えて拘置こうち抑制して還さざれば、人売りを裁く法によって罪を問うべし」
  


  
    青州・徐州では劉りゅう永えい、張ちょう歩ほ、董とう憲けんが威を利かし、これに附いた豪族たちは多くの奴婢を抱えていた。劉永、張歩、董憲が潰ついえれば、劉秀、少しばかり強く出て奴婢を解放させる。余り強行に行えば反って叛乱はんらんを招く。詔はその叛乱を招かない程度に抑制されていた。
  


  
    　涼りょう州・并へい州
  


  
    　
  


  
    　この夏、頻しきりに雨水が有った。河川の氾濫はんらんも多く、土砂災害もあった。その禍わざわいは兵糧ひょうろうの転輸てんゆにも現れる。朝廷の中で土木を司ると言えば大司空府だいしくうふである。よって皇帝劉りゅう秀しゅうに命じられた李通りつうは頭を抱え、吏士りしたちに何を調べ、何を報告し、何を執とらねばならぬかを次々に采配さいはいする。李通、事有るごとに消疾しょうしつが酷ひどくてと骸骨がいこつを乞うも、劉秀は穏やかにはぐらかす。そんな中で揚武ようぶ将軍馬ば成せい、積弩せきど将軍傅ふ俊しゅん、建けん義ぎ大将軍朱しゅ祐ゆう、輔威ほい将軍臧ぞう宮きゅうらが揚よう州並びに荊けい州江夏こうか郡の平定から京師けいしに戻る。皇帝劉秀、論功褒賞し、まず漢かん忠ちゅう将軍王おう常じょうを横野おうや大将軍と為し、席を隔絶して頭一つ格上げする。馬成は平舒へいじょ侯に封じ、臧宮は改めて期思きし侯に封じる。傅俊は将兵しょうへい長史ちょうし郅惲しつうんの功を上奏するも、郅惲は軍功を以て位を得る事を恥とし、遂に辞して郷里に帰る。傅俊はこの年に卒す。謚おくりなして威い侯と為す。
  


  
    　河西かさいでは、酒泉しゅせん太守の竺曾じくそう、弟竺嬰じくえいが仇に報いて属国侯王おう胤いんらを殺せしを恥じて郡を去れば、竇とう融ゆう、皇帝から制を受けていると、竺曾を武ぶ鋒ほう将軍と為し、改めて敦煌とんこう太守辛彤しんとうを以て酒泉太守に代える。
  


  
    　
  


  
    秋八月、隴ろう西せいの雄隗囂かいごう、再び三さん輔ぽを狙って安定あんてい郡に寇こうす。隗囂、自ら歩兵騎兵三万を率い陰槃いんばんに至る。建威けんい大将軍耿弇こうえん、突騎とっき数百騎を遣やってこれと戦って破り、征西せいせい大将軍馮ふう異い、諸将を率いてこれを防ぐ。隗囂、また別働に隴を下らせて、征虜せいりょ将軍祭遵さいじゅんを汧けん県に攻めたがぴしゃりと防がれる。
  


  
    この事態に皇帝劉秀、愈々いよいよ隗囂に対して親征せねばなるまいと、河西の竇融に期日を告げる。だがこの年、雨多ければ、各所で道を立たれ、隗囂も兵を引けば、親征を止めた。竇融は武威ぶい郡姑臧こぞうに至るも詔を受けて帰る。しかし、竇融は皇帝が大兵を出さないのではと恐れて、すなわち上書して曰く「隗囂は車駕しゃがの正に西すべく、臣融の東に降ると聞いて、計って引いて籠城せんとせり。隗囂の将高峻こうしゅんの類は皆みな大軍を迎えようと欲するも、後に兵止むと聞き、これを疑う。よって隗囂は東方に変事有りと流言し、西州の豪傑復た隗囂に従う。隗囂は公孫述こうそんじゅつの将を率い、城門を堅めさせる。臣融、弱体にて孤立し、その間に在り。天子の御威光を受け継がれると雖いえども、宜よろしく速すみやかに救い助くべし。今上きんじょう陛下、その前に当り、臣融、その後に迫り、緩急をずらせて連携すれば隗囂の勢い逼迫ひっぱくし、進退は窮きわまらん。これ必ず破れる所なり。若もし、兵早く進まず、久しく遅滞を生ずれば、即ち外は寇賊こうぞくの勢い増さしめ、内は困窮を進め、復また姦佞かんねいの者に因縁を設もうけることを得させん。臣密ひそかにこれを憂うれう。思うに陛下哀憐あいれんせられよ」
  


  
    皇帝劉秀思うに、竇融の言う通りである、されど険けん峰ぽう、隘路あいろの天水てんすい・隴西、ここを守られたら攻めるのは難しい、それでも何とか打開しなければなるまいと考える。
  


  
    先ずは人から崩すべし。既に隗囂からは人が去れば、事は容易な筈。馬援ばえん・杜と林りん・鄭てい興きょう・申屠しんと剛ごうら、嘗かつての隗囂の配下に人を尋ねれば、何人かを挙げる。劉秀、中郎将じょうしょう来歙らいきゅうに諮はかれば、答えて言うに才智義心有るのは大将軍王遵おうじゅんなり。嘗て王遵、来歙に曰く「吾の力を合わせて、矢石を敢えて避けざる所以ゆえんは、あに爵しゃく禄ろくを求めるにあらんや。只、人は旧主を慕い、先代は上じょう郡太守として漢の厚恩こうおんを蒙こうむりしを以て、万分の一の功を致そうと思えばのみ」
  


  
    更に隗囂に長子を入朝させるべしと勧めた一人は王遵であった。劉秀、よって書を託して来歙を遣やって王遵を招けば、隗囂を諫いさめ続けて報むくわれぬ王遵、遂に折れて家族を引き連れ、隴を去って京師に至る。皇帝劉秀、王遵を太中たちゅう大夫たいふと為し向こう義ぎ侯に封ず。
  


  
    　
  


  
    男は閉じていた目を開いて曰く「国を治め家を安んずるは、人を得ればなり、国を亡ほろぼし家を破るは、人を失えばなり。『黄石公記こうせきこうき』そのものである。兵書か経書かを問わず何いずれにも当て嵌まる言葉なり」
  


  
    男は髭を扱いて曰く「何時の世でも変わるまい。人は得るべし、失わざるべし」
  


  
    　
  


  
    　冬、他の群雄が思慮浅いというべきか、劉秀に運があるというか、局所的な事態が劉秀に味方する。并州北部は盧ろ芳ほうに与くみする所で、前の代だい郡太守劉りゅう興きょうも撃たれ殺されれば、劉秀が蔑ないがしろにすべきでないと思っても、威は及ばぬ。匈奴きょうどの単于ぜんう輿よが背後にあり、盧芳を劉りゅう文ぶん伯ぱくとして立て、郡守たちも匈奴に憚はばかって盧芳を受け入れる。されど盧芳自体に威が伴わない。そこに齟齬そごが生じる。盧芳とてそれは分かるゆえ威信を保とうとし、五ご原げん太守李り興きょうの兄弟と諍いさかいとなる。そこで盧芳、遂に李興兄弟を誅ちゅうしてしまう。それに畏おそれ慄おののいて朔方さくほう太守田颯でんりつ、雲中うんちゅう太守橋扈きょうこは盧芳に叛そむいて漢に降った。漢は匈奴とは使者を遣り取りするが、それに構い無く匈奴は漢の北辺を侵おかす。されど、使者が行き来する故に、皇帝劉秀の噂は并州北部に伝わっていた。二太守が漢を頼ったのは、明主であるというその噂を信じたからである。
  


  
    果たして劉秀、二太守をそのままの役職と為して受け入れた。そして空すかさず劉秀、これを機縁と、驃騎ひょうき大将軍杜と茂ぼを太たい原げん郡の主都晋しん陽よう、北辺広こう武ぶに屯とん田でんさせて、以て胡族こぞくの寇に備えさせる。田颯・橋扈には、盧芳に撃たれれば、盧芳の背後となる杜茂に伝えこれを以て撃たしめよと策を与える。劉秀、これで盧芳と隗囂が結び付くを防げる、と喜ぶ。
  


  
    隴ろう西せい
  


  
    　
  


  
    　洛陽らくようの皇帝劉りゅう秀しゅう、隴西の雄隗囂かいごうに対して打った手の一つは征西せいせい大将軍馮ふう異いへの進軍命令であった。馮異を漆しつ県の北西、北地ほくち郡にある要地、義渠ぎきょに進め、北地太守を兼務させる。隗囂への陽動であり、盧ろ芳ほうに対する牽制けんせいである。次に漆県の建威けんい大将軍耿弇こうえんであるが、劉秀、斉せいでは無類の働きをした将軍にしては動きがない、されど論功には名乗りを上げるので特に不審にも思わず、そのまま留まらせる。耿弇を動かさず征虜せいりょ将軍祭遵さいじゅんを動かそうと、中郎将ちゅうろうじょう来歙らいきゅうに節を持たせて、祭遵と共に天水てんすいに進ませる。
  


  
    　建武八年春正月、汧けん県から来歙の軍、祭遵の軍は密ひそかに隘路あいろを進軍する。先鋒の祭遵の軍、無駄口は叩かずまるで葬列の如くひっそりと進軍する、目指すは天水郡略りゃく陽よう。だがその馬上から祭遵が昏倒こんとうして地に落ちる。ざわめきにどうしたと後ろから来歙が馬を走らせれば、既に祭遵の配下が介護に走っている。熱が在りますというので、来歙もその額に手を遣れば、確かに熱い。こんなに酷くなるまで何故黙っていた、最早引き返すしかないと来歙が言えば、祭遵、手を挙げて曰く「聞け我の言」
  


  
    祭遵の兵士たち、微動だにせずに謹聴する。熱に浮かされたか細い声なれど、周りが静まり返れば軍の隅々まで聞こえる。祭遵、命じて曰く「汝ら征虜将の兵であれば、中郎将に従いて、今きん上じょう帝の命を果たせ、若もし従わねば、我は帝の命を果たすべく、この身を押して隴に上らねばならぬ。中郎将に従わんか」
  


  
    配下は一斉に声を発して曰く「諾」。突然の大声に野鳥が一斉に飛び立つ。祭遵、好しと言いて気を失う。祭遵を汧県に運ぶ僅かな兵を除いて、来歙は計二千余りを率いて山道を急ぐ。劉秀の策、策と言うには拙つたなく、方針と言うべきは、隗囂の領域に、橋頭堡きょうとうほを設けることである。天水郡に一点の取っ掛かりを得よ。そこで来歙・祭遵らが選んだのは略陽、正攻法では攻められぬと、汧県から通じる番須ばんしゅ・回中かいちゅうの古道こどう、山を伐きり拓ひらいて、警護の隙を突けば、即ち敵の虚を貫つらぬく。来歙、守将金梁きんりょうを斬って、この城に砦とりでする。知らせを受けた隗囂、大いに驚いて曰く「何ぞそれ神なるや」
  


  
    驚くのは無理もない、要害の地と知られ、攻めるにも各所の砦を落さねば至らぬ城である。それが何の前触れも無く、一夜にして落とされる。諸将の目は北地郡義渠の動向に向けられていたとは雖も、天水の内部であれば気付かぬ筈が無い。それが落とされたのだ。
  


  
    隗囂、更に大兵あることを懼れ、王元おうげんをして隴坻ろうていに防がせ、行巡こうじゅんをして番須口を守らせ、王おう孟もうをして鶏頭けいとう道どうを塞ふさがせ、牛邯ぎゅうかんをして瓦亭がていに集軍させ、隗囂自ら大兵を悉ことごとく注つぎ込んで略陽を囲む。公孫述こうそんじゅつもまたその将李育りいく・田弇でんえんを遣つかわして略陽を攻める。
  


  
    　
  


  
    　洛陽の皇帝劉秀、略陽を得たことを聞いて甚はなはだ喜ぶ。左右の者、今上は、屡しばしば大敵を破っているに、今、小城を得て何ぞ以て喜ぶに足らんやと、不思議に思い、畏おそれながらと故を問う。劉秀答えるに、略陽は隗囂の恃たのみとする城、身体で言えば心腹となる要かなめである、これを壊ちたれば四肢を制すること易し。劉秀、自ら出でて隗囂を撃つことを決す。よって、それまで隗囂を攻める意図を見せぬために動かずにいたが、大急ぎで親征軍を編成させる。
  


  
    　次に来歙の為に動きやすくなったのは、馮異である。隗囂が目を離した隙に、北地郡から安定郡に僅かに入った青山せいざんの胡賊の渠きょ帥すい肥頭ひとう少卿しょうけい、万余人を率いて馮異に降る。劉秀が託したことを十分に分かっている馮異、斥候を放って盧芳・匈奴きょうどの動きを察知すれば、北地郡に侵攻する賈覧からんと薁いく鞬けん日につ逐ちく王を撃って破る。
  


  
    　
  


  
    　夏四月、隗囂、来歙が籠城する略陽が要害であれば攻め落とせぬ。そこで山を切り崩して堤を築き、水を城に流し込む。来歙、慌てず様子を窺わせる。水は抜けて城に溜まらぬ。例え水が溜まろうと、今は耐えねばならぬと毅然として来歙が言えば、肝の据わった大将に将兵は信を置き、結束した城はこれを降すこと能あたわず。
  


  
    また洛陽の劉秀には略陽の状況、また劉秀の召しに応じて、南なん郡津しん郷ごうから征せい南なん大将軍岑彭しんほうが武関ぶかんを通って長安に進軍する報が伝えられる。劉秀、岑彭を召したのは、公孫述が南郡へ攻める用意をしていないと見極めたからである。巴は郡に兵站の備えなければ、今攻め込んでくれれば兵糧を切らして自滅してくれる。流石にその様な愚挙はしまい。よって岑彭を隴西攻略に加える。備え有れば憂い無し、意図せぬことだが、南陽なんように屯田とんでんさせたが、このように兵糧確保に通じるとは、と劉秀は喜ぶ。
  


  
    　閏うるう六月、それでもいざ、劉秀自身が出立しゅったつしようとすれば、皇帝の西征を諫いさめる者は多い、例えば、光こう禄ろく勲くん郭かく憲けん曰く「天下漸ようやく定まれば、車駕しゃが未だ以て動くべからず｣
  


  
    郭憲の気質はがちがちの強情であれば、車駕に向って佩はい刀とうを抜き、馬の胸にある靷むながいを断じる。しかし、劉秀は聞かずして隴に上ろうと欲す。既に河西かさいの竇とう融ゆうとは期日を申し合わせている。略陽は攻められて半年を過ぎ、このまま放置する訳には行かぬ。皇帝劉秀、左将軍賈か復ふく、右将軍鄧禹とうう、揚武ようぶ将軍馬ば成せい、執金吾しつきんご寇こう恂じゅん、他、主だった将兵を引き連れて長安ちょうあんに出立する。
  


  
    　
  


  
    　皇帝劉秀、長安に着けば、太中大夫たちゅうたいふ王遵おうじゅんに節を持たせて大司馬だいしば呉漢ごかんを監察させ、長安にそのまま留まらさせて、自ら諸将を率いて数道すうどうを上る。されど建威けんい大将軍耿弇こうえんが駐屯する漆しつ県に入って先には進めず。
  


  
    ここに至って諸将多く案じて、皇帝の軍は重きにて軽々しく険阻けんそな土地に入るべからずと諫める。劉秀、確かに自らが危うくなっては仕方ないが、ここで引き返す訳にも行かぬ。よって方策は愚図愚図と決せず。そこで偶々たまたま召された侍詔じしょう馬援ばえん、夜になって現れる。劉秀、これ幸いと喜んで招き入れ、審つまびらかに諸将の軍議を以て質ただす。
  


  
    馬援、口許くちもとを弛ゆるめ、隗囂の将帥しょうすいに土砂崩れの如き敗勢有り、すなわち兵を進めれば必ず破ることに為りましょうと状況を説とく。また馬援、皇帝の前に米で以て隴の山谷を作り、形勢を指し描き、軍団の拠るべき道筋の道幅・勾配を事細かに開示し、ここでは何に注意し、ここでは何があっても通過せねばならぬ所等と注釈を付ける。感心した劉秀曰く「虜りょは吾が眼中に在り」
  


  
    　明朝、皇帝劉秀すぐさま軍を進める。先鋒となった横野おうや大将軍王おう常じょう、隗囂の将の高峻こうしゅんを朝那ちょうなに破る。隗囂が応じて烏う氏しから兵を出せばこれも撃って破る。また王常、西羌せいきょうの諸族の保ほ塁るいを撃って降す。劉秀ら、すなわち安定あんてい郡高平こうへい県に入る。その第一城に至れば、劉秀、馬援に守将の高峻を招いて降させる。河西からは竇融ら五郡の太守が、羌族、西胡さいこ等の歩兵騎兵数万、輺し重ちょう五千余両を率いて合流しようと欲す。竇融、先ず従事を遣つかわして会見の礼儀作法を問わせる。劉秀の軍、戦いを続けて礼儀には殆ほとんど無頓着むとんちゃくであった。諸将は三公であろうが他将と同じく道中に入れ違い、或いは使者に背向けて私語を交わす。劉秀、竇融の先ず礼儀を問えるを聞いて甚はなはだこれを良しとし、以て百官に宣告する。すなわち酒宴を開いて、竇融らを引見し、殊こと更さら礼を尽くさせる。劉秀、竇融の弟竇とう友ゆうを奉車ほうしゃ都尉といと為し、従兄弟竇士とうしを太中大夫と為す。
  


  
    　
  


  
    　一方、劉秀の出立を見送った長安の王遵、ここに至れば隗囂必ず亡ほろばんことを知る。しかして隗囂の大将軍牛邯ぎゅうかん、字は孺じゅ卿けいと旧知にして、その漢に帰する意を知りたれば、書を以てこれに諭さとして曰く「遵は隗王と犠牲の血を啜すすり誓って漢の為とし、自ら虎口を経歴し、死地を歩み踏み越えたること既に十数度なり。時に洛陽以西、統一する所無し。故に王の為に策して、数年の間に、願わくは聖漢せいかん復し、当に河西隴西を引っさげ長安を奉じて本朝に帰すべしと、東の方関中かんちゅうを収め、北の方は上じょう郡を取り、進んでは天と人を奉じ、退いては外夷の乱を懲こらしめようと欲した。有史以来、臣人の勢い今よりも猛たけりし者は有らざるなり。しかるに王の将吏しょうりは付和雷同の徒にして、人々手を打って不善の謀はかりごとを為そうと欲す。遵の孺卿と共に日夜争う所、害危うく身に及ぼうとすること、あに一事のみならんや。前の計は拒こばまれ、後の策は従したがわれず、故に切歯扼腕せっしやくわんし、涕なみだを垂れて車に登る。幸い封爵を受け、論議に招かれることを得て、西州の事に及ぶ毎に、未だ嘗かつて敢えて孺卿の言を忘れず。今、車駕の大兵は既に征隴の途上にあり、呉漢、耿弇の驍将ぎょうしょうは四辺に雲集したる。しかるに孺卿は奔走離絶となるべし兵を以て、要害に防ぎ、要衝ようしょうに当たる。その形勢を見るに如何ぞや。それ智者は危うきを観て変ぜんことを思い、賢者は泥濘ぬかるみにも穢けがれず。ここを以て功名は伸び、雄策は復た得られる。故に管かん夷い吾ごは束縛されて斉せいの相しょうたり、黥げい布ふは剣を杖代わりに漢に帰し、愚を去って義に就つき、功名並んで現れる。今、孺卿は成敗に際し、厳兵の矛に遭う。怖れ慄おののくことを為すべし。宜しくこれを胸襟きょうきんに英断し、これを識者に諮はかるべし」
  


  
    牛邯、書を得ても愚図愚図と懊悩おうのうすること、十余日。されど、王遵の言う如く、血盟を結びて漢のためと立って幾月星霜が過ぎたことか。今や、名、義、実、全てが洛陽に味方しているのを悟る。隗囂に附く義は無い、即ち兵民に別れを告げて、洛陽に帰順する。劉秀、牛邯を太中大夫と為す。
  


  
    　馬援が言ったように、皇帝劉秀が安定郡に入ることで、高峻・牛邯を筆頭に隗囂陣営は一気に崩壊した。上郡、安定郡は再び漢に降り、劉秀、馮異に詔みことのりし、安定郡太守を兼務させる。ここに於いて隗囂の大将十三人、属県十六、衆十余万皆みな降る。
  


  
    　
  


  
    　次に、指呼の先の天水郡略陽、半年余り来歙は将兵と共に決死の覚悟で堅守し、矢が尽きるや屋おくを暴あばき木を断ちて武器と為し徹底抗戦し、反って精鋭を尽くしたる隗囂の軍が疲弊する。そこに皇帝の親征が間に合えば、隗囂の囲みは解ける。略陽に入った劉秀、酒宴を開き来歙に労ねぎらい賜い、その座を他と断じて、諸将の右に置き、来歙の妻には絹千匹を賜う。
  


  
    　配下に叛かれた隗囂は妻子を率いて南は隴西郡西城せいじょうに逃れて楊よう広こうに従い、田弇・李育は同じく南の隴西郡上邽じょうけいに砦し、王元は蜀しょくに入って救いを求める。皇帝劉秀、次には長安の大司馬呉漢を発し、征南大将軍岑彭と共に、西城を囲ませ、建威大将軍耿弇、虎こ牙が大将軍蓋こう延えんには上邽を囲ませる。
  


  
    　皇帝劉秀、詔して隗囂に告げて曰く「若し、手を束つかねて自ら至れば、父子相見そうけんして、他は何事も咎とがめまい。高皇帝曰く、斉王田でん横おう来たらば、大なる者は王たらん、小さな者は侯たらんと。若し、遂に黥布の如く帝と為ることを欲せば、また自らに任せん」
  


  
    隗囂、己の野心に殉じゅんじると言えば、まさしくその通り、偽り無い群雄であり、遂に降らず。劉秀、嘆息して隗囂の長子隗かい恂じゅんを引き出させる。隗囂の約、違えば長子の首を斬るものであった。劉秀は罪無き隗恂を赦ゆるしたい、されど皇帝の為したる約束である。他の群雄、寇賊、匈奴、民衆に皇帝が必ず約束を守るということを示さねばならない。威信を敷くためには約を破る訳には行かない。来歙・馬援、それに嘗ての隗囂の配下は俯うつむき、或る者はぶるぶると肩を震わせる。命を発した劉秀も正視できず、腰を浮かしかけて思い直し、背を伸ばしじっと刑を見守る。自らの命じたことである。それが見届けられぬなら、命を下すに能あたわず。重い鉞えつは弧を描き、一つの命をこの世から解き放つ。
  


  
    営舎に戻り、不本意ではあるが、これで隴の平定は成ったと思っている劉秀に、洛陽から密奏が届く。使者三人の檄げきの封ふう泥でいを切り、意味が通るように木簡を並び替えて現れる書に曰く「潁えい川せんに賊起りたり、京けい師し動揺す。陛下の帰還を希こいねがわん」
  


  
    劉秀、一読して意味が分からぬ。二読して、一大事と理解するも、そもそも何故潁川に賊が起るかが分からず、苦悩して営舎内を歩き回る。只、劉秀の気付いたことは、都尉等の在県在郷の兵の罷免ひめんであった。常備兵を減らしたのが祟たたったと、劉秀は臍ほぞを噛む。急ぎ洛陽に帰ろうと欲すれど、下手をして河西・隴西の諸将に悟られれば、自陣を慌てふためかせ、隗囂陣営に安息を付かせることになると気付く。夜通し考えて、密奏を燃やし、何事も無かったように速すみやかに且かつ密ひそやかに隴を降ろうと決す。
  


  
    　翌朝、帝劉秀、竇融の功を高しとし、詔を下して、安豊あんほう侯として四県を食ませる。竇友は顕けん親しん侯、武鋒ぶほう将軍竺曾じくそうを助義じょぎ侯、武威ぶい太守梁りょう統とうを成せい義ぎ侯、張掖ちょうえき太守史苞しほうを褒ほう義ぎ侯、金城きんじょう太守庫鈞こきんを輔ほ義ぎ侯、酒泉しゅせん太守辛彤しんとうを扶ふ義ぎ侯と為し、他の功有る者にも封爵ほうしゃくする。慌あわただしく付けられた封地は、それに対応する土地が無く、仮初かりそめである。そして悉ことごとく竇融らを遣わして西の方、鎮ずる所に還らせる。竇融・梁統、甚だ慌しいと思うもそれ以上疑わずに還る。
  


  
    劉秀自らは上邽を御幸みゆきするも、耿弇・蓋延には、万一、破れることがあれば兵を守って漆県・長安に帰れと命じて、昼夜を問わず急いで隴を降る。
  


  
    それでも、呉漢には勅命ちょくめいして曰く「諸郡から集めた鎧兵がいへい、只居るだけで糧食りょうしょくを費ついやす。若し、敗走するようなことになれば、兵衆の士気は一気に下がろう。よって前以てこれを宜しく罷やむべし」と、いざとなれば軍を解散させる策を与える。
  


  
    岑彭にも勅命して曰く「西城、上邽、両城、若し降らば、すなわち兵を率いて南の方、蜀の虜りょ敵てきを撃つべし。人は足たるを知らざることに苦しむ。既に隴を平らげ、復た蜀を望む。一度ひとたび兵を発する毎に、頭髪顎あご鬚ひげは為に白し」
  


  
    劉秀、竇融・梁統に知らせることは出来ず、宿将の誰にも潁川の変を告げることが出来なかった。今、この報を与えたとして、彼らに何が出来よう、反って動揺させることになる、ただ隗囂を降せるならそうして欲しい、と思い止まった。
  


  
    　
  


  
    瞑目めいもくしていた男、目を見開いて曰く「幾つかの史書を照らし合わせて見れば、一つの史書だけでは見えないものが見える。一つ目の史書には大雑把な流れ、二つ目の書には敗戦に対しての策、三つ目の史書には今後の戦略。一人の男の中で、これらの事が渾然こんぜんとなっていた。頗すこぶる面白い。決断の速い機敏な将には、この将の陥おちいりそうな穽あなを諭し、あれこれと逡巡しゅんじゅんする将には、自らは内乱を憂いて急いで帰ろうとするを隠して、大略を与え、それでも僅かな愚痴を詔勅に混ぜる。同じ文書でも書かれた背景を知れば、読み方が変わる」と、男は三つの史書を重ねて笑う。隴を得て蜀を望むと勅に書きながら、寧むしろ隴を得て潁川を憂う、かと。
  


  
    　
  


  
    　劉秀、焦りを見せずして隴を降り汧けん県の陣営に到れば、心を隠して征虜将軍祭遵を見舞う。やつれた、と祭遵を見知る劉秀に来歙、略陽から戻ってきた祭遵の将兵、その病が深く癒いえること無きを悟る。劉秀、士卒を労いもてなし、黄門の名倡めいしょうに武ぶ楽らくを演じさせ、深夜に至って止む。劉秀、その褥しとねが薄いと、祭遵に幾重にも重ねた褥に天子の絹きぬ傘がさを賜う。名残惜しいが、劉秀には成さねばならぬことがある。後髪うしろがみ引かれながらも汧を後にする。
  


  
    　潁えい川せん・東とう郡・琅ろう邪や
  


  
    　
  


  
    　八月に、潁川郡に賊兵起こると密奏を受け、故に隴ろうから急ぎ車駕しゃがを回して、九月十二日乙卯いつぼう、漸ようやく洛陽らくように還った劉りゅう秀しゅう、更に嘗かつての群雄張ちょう歩ほがこの期に洛陽を脱出し琅邪に逃げたこと、東郡等にも寇賊こうぞくが起ったことを聞くにつけ、先ず嘆じて曰く「恨うらむらくは郭かく子し横おうの言を用いざりしこと」
  


  
    馬の胸革を切った郭かく憲けんに従うべきであった。そうは言いながら、若もし隴に上がらなければ、今は長安ちょうあんに在る来歙らいきゅうを無駄死にさせ、竇とう融ゆうら河西かさいの諸将の期待を裏切ることになったであろう。それらの成す連環を考えれば現状は仕方あるまい。後知恵なら幾らでも出る。今は悔いるよりも、取り返しが付くことなら取り返そう、失策であれば挽回すべし。さてどうすべきかと方策を練る。
  


  
    　
  


  
    　十七日庚申こうしん、皇帝劉秀、執金吾しっきんご寇こう恂じゅんを召して曰く「潁川郡は京師けいしに迫っている所であれば、当に時を急いで定むべし。つらつら思うに、独り卿きょう能よくこれを平らげんのみ。九きゅう卿けいより復また転出すと雖いえども、国を憂うれうるを以てすれば可なり」
  


  
    つまり劉秀、太守として出るは左遷させん扱いになるが、国家を思えば不都合では無いと言う。
  


  
    寇恂顔色一つ変えずに答えて曰く「潁川は軽敏な土地柄にて、陛下が遠くの険阻けんそを越え、隴、蜀しょくに所要有りと聞きつけ、故に狡猾こうかつな者が隙に乗じて誑たぶらかせしのみ。若し車駕南に向うと聞かば、賊は必ず慄おののき懼おそれて、死するとも帰せん。臣願わくは精鋭を率いて先鋒と為らん」
  


  
    劉秀、頷うなずいて即日、南征する。寇恂従いて潁川に至り、盗賊が悉ことごとく降れば、寇恂、遂に郡太守に還らず。
  


  
    人民は車駕の通る道を遮さえぎって曰く「願わくは陛下より復た寇こう君くんを借りたきこと一年」
  


  
    劉秀、以前にも似たようなことを聞いたなと考えて、ここで寇恂に謀はかられたと気付く。寇恂、自らを虎の威を借る狐に准なぞらえたようになっているが、寇恂自体が虎か狼である。威を借る必要はない。劉秀、余程太守に遷されるのを厭いとったなと思い、寇恂を長社ちょうしゃ県に留め、吏人を鎮撫ちんぶし、投降者を受け入れさせる。
  


  
    　その間、劉秀は潁川を掌握し情勢を把握する。既に赤せき眉び相手に名を馳せた太中たちゅう大夫たいふ張宗ちょうそうが兵を率いて桑中そうちゅうの盗賊を下していた。郟きょう県では賊の延褒えんほうら三千人余人が県舎を囲むも、県令馮魴ふうぼう、吏士七十人ばかりを率いて連日力戦し、弩ど矢し尽きて城は落ち、馮魴は逃れ去るを得ず、遂には劉秀の下に馳はせてきた。劉秀、戦場を検分するに、馮魴が奮戦することを知り、これを嘉よみして曰く「これは強き県令なり。当に撃つべき所は州郡に拘こだわるなかれ」と叱責しっせきすることなく、逆にその権限を広げさせる。
  


  
    延褒らは皇帝の至るを聞き、皆みな自ら髪を剃そり、斬ざん台だいとその斧ふを背負い、衆を率いて罪を請う。皇帝劉秀、延褒を一先ず待たせ、馮魴をして諸所の集落を降させ、県中を平定させる。
  


  
    劉秀、詔して延褒らを悉く馮魴に渡して誅させる。馮魴は罪を問うのに当たって軍法通りとすれば、賊は皆な叩頭して曰く「今日、誅を受けると雖も、死すとも恨む所無し」と覚悟を決めた。
  


  
    されど馮魴曰く「汝は過ちを悔いて罪に伏さんことを知れり。今、一切を赦ゆるし、各々農のう桑そうに帰ることを許す。令の為に耳目と為れ」
  


  
    これを聞いて賊は押しなべて万歳を称す。これ以後、延褒らは今までと反対に盗賊を発あばく所となり、敢えて動く者無し。県界隈は清浄化する。
  


  
    　
  


  
    　潁川と同時に劉秀、東郡・済さい陰いんに目を向けていた。ここも潁川と同じ理由で盗賊の寇乱が生じたのである。皇帝劉秀、自らは潁川に向う故に、大司空だいしくう李通りつうに横野おうや大将軍王おう常じょうを遣わして、これを撃たせる。その一方で、昔、東郡太守であった東光とうこう侯耿こう純じゅんがこの地に慕われることを思い出して、使いを遣って耿純を太中大夫に拝し、大兵と共に東郡に会させる。東郡では耿純が郡内に入ったと聞くと、盗賊九千余人皆な耿純に至って降る。よって大兵は戦わずして還る。
  


  
    こちらも虎か狼か、大兵に優る威名有りと、皇帝劉秀、前に東郡の人民の老人子供数千人が涕泣ていきゅうして「願わくは復また耿こう君くんを得んこと」と訴えたことを考え、璽書じしょを以て耿純を復た東郡太守と為せば、吏民は悦よろこんで服す。
  


  
    　
  


  
    　次に、劉秀が気にした琅邪であるが、既に太守陳ちん俊しゅんが事を片付けていた。劉秀が隴西に親征に及んだと聞いて、張歩は再起の秋ときぞと妻子を率いて洛陽を逃げ、臨淮りんわいに奔はしり、弟張弘ちょうこう・張藍ちょうらんと共に元の兵衆を招き、船に乗って海に入ろうとしたが、陳俊の兵が追いついてこれを斬る。
  


  
    劉秀、陳俊の奏上を受けて、流石陳俊と思うも、陳俊が張歩を斬った顛末てんまつの後に、請うらくは隴西ろうせいの隗囂かいごう・蜀しょくの公孫述こうそんじゅつを撃つ兵に加え賜たまわらんことと書いているのに、目を止める。確かに、陳俊の智勇は欲しくはある。しかし、若もし琅邪に陳俊がいなければ如何いかがしたかと思うと、とても外せない。丁度、函谷関かんこくかんに遷うつして屯田とんでんさせた討虜とうりょ将軍王覇おうはと同じと思う。偶々そこに屯田させていたが、劉秀の西征の間、王覇は河南尹かなんいん滎陽けいよう、中牟ちゅうぼうの盗賊を討ってこれを平らげた。
  


  
    劉秀、更に陳俊が太守として、貧弱を労いたわり、義士を表し、配下の将兵には郡政や県政に嘴くちばしを挟ませず、人民・郡吏がこれを謳うと聞けば、これは益々ますます外せない。劉秀、考えれば考えるほど、まだ漢は王莽おうもう・赤眉の撹乱こうらんを抜け切っていない、要所には驍将ぎょうしょう・良守を置かねばならない、しかも裁量が許せるようせねばと思う。そこで皇帝劉秀、陳俊の功を良しとするも、猶なおも中原東部にはまだ陳ちん強弩きょうどが必要と、返って青せい州、徐じょ州を恣ほしいままに征す権限を与える。
  


  
    　
  


  
    男は口を開いて曰く「天子の威信というもの、それが通じれば各地に常備兵が無くても済まされる無形の力なり。これは畏るべし。逆に常備兵を持たざれば、天子の威信に一旦空白が生じれば、軽度の動乱を生むか」
  


  
    男は天子が在るにも関わらず起る動乱については、常備兵があっても押えられぬと分かるとも、口に出さぬ。代わりに筆を執とって、竹簡に二文字を書く。
  


  
    　隴ろう西せい
  


  
    　
  


  
    　呉漢ごかん・岑彭しんほうに囲まれた西城せいじょう、一月余りで楊よう広こうは戦死し、隗囂かいごうは困窮した。その北西の戎丘じゅうきゅうに囲まれる隗囂の将王捷おうしょう、城に上って漢軍に叫んで曰く「隗王の為に城守せし者は皆みな必死にて二心無し。願わくは諸軍皆な速すみやかに罷やめよ。請うらくは自殺してこれを明かそう」と、自ら首を刎はねて死す。王捷、伊達に隗囂と共に覇者の夢を見た訳では無かった。
  


  
    呉漢軍の兵糧ひょうろうの薄さに気付いた僚友岑彭、皇帝劉りゅう秀しゅうが案じて軍を罷める策を呉漢に示すも、呉漢が珍しく皇帝劉秀の懸念を読み取れぬ、いや、軍を罷めるという策が気に入らぬと知る。如何いかがしたものかと考え、短期攻城の策を呉漢に示す。それは如何いかにと問う呉漢に、岑彭、隗囂が略りゃく陽ように為した水攻めの拙つたなさを笑いて、水軍仕込みの本当の水攻めを見せてやろうと言う。すなわち、岑彭、絹きぬ嚢ぶくろに土を詰めさせ、堤を作り谷の水を防いで西城に注ぎ込む。城の没せざること僅わずか一丈余り。惜しいかな、絹嚢は水を通さぬも、水捌みずはけが良く、地中から水の抜ける所があって、西城は没せず。
  


  
    　
  


  
    一方、蜀しょくの公孫述こうそんじゅつ、隴西を黙って見過ごす積りは無かった。ところが、救援に送った李育りいくは破れ、その軍は潰ついえ、その噂は蜀まで広がり、民には動揺が走り、故に先ずこれを安じなければと考える。公孫述が目を付けたのは、成せい都との外郭がいかくに在った秦しん時代の古き倉である。これを白帝倉はくていそうと名付ける。王莽おうもうの時より空であるも、公孫述、偽って人をして、白帝倉の穀を出だすこと山稜さんりょうの如ごとしと言わせる。人民は市井しせいを空にしてこれの見物に出かける。
  


  
    頃合いを見て公孫述、群臣を会して曰く「白帝倉、終ついに穀を出だせるか」
  


  
    群臣皆な答えて曰く「無し」
  


  
    公孫述、笑いて曰く「流言飛語は信ずべからず。隗王敗れると言うも復たこの如し」
  


  
    そこに俄にわかに隗囂の将王元おうげん至る。王元は敗れた隗囂を救わんと請う。公孫述、噂を実とされるのを厭いとえば、王元に我に降れば、隗囂を救う兵の先頭に立てようと言う。王元、言われるままに公孫述に降り、公孫述は、王元を自らの将と為し、隗囂救援の先鋒に立てる。
  


  
    　
  


  
    　十一月、突然、隗囂の将の行巡こうじゅん・周宗しゅうそう、それに王元、蜀の援護軍五千余人を率いて西城に到り、高みから俄かに出でて、軍ぐん鼓こを敲たたき喧騒して曰く「百万の衆将に至らんとす」
  


  
    漢軍は大いに驚いて陣を為せず。王元ら囲みを切って決死の覚悟で戦い、城に入ることが出来、隗囂は脱出して北の冀き県に還ることが出来た。
  


  
    力を恃たのんでいた呉漢ごかんの軍、遂に兵を罷めず、糧食りょうしょく日毎ひごとに少なく、吏士は苦役に疲れ逃亡する者も出ていた。隗囂に救援が現れた時、既に兵糧尽きて、やむを得ずと呉漢は輺し重ちょうを焼いて隴を降る。
  


  
    上邽じょうけいを囲む耿弇こうえんと蓋延こうえん、利有らず兵糧足らずとまた隴を降る。
  


  
    殿しんがりとなるは岑彭、以前に馬ば武ぶの成したる兵術を知ればそれを用いて隗囂が送った追撃を阻はばみ、故に諸将は軍を全うして東に帰る。ここにおいて呉漢に属していた高峻の様に再び隗囂に附く将兵が有り、安定、北地、天水、隴西は再び隗囂に靡く。ただ汧県には祭遵が病身のまま残り、配下に隗囂の追討を防がせる。
  


  
    劉秀、独り祭遵さいじゅんが残り、陣を設ける際に周囲を警戒すること無く、兵糧ひょうろうも無く、そのまま力尽きる気でいることを知り、絹千匹を送り吏士に賜る。また長安に入った岑彭に詔し、南なん郡津しん郷ごうへ再び還らせる。
  


  
    岑彭が途中、弘農こうのう郡に入れば、人民が酒肉を持って岑彭の軍を迎える。岑彭が何事かと訝いぶかしめば、人民曰く「将軍が後の防ぎと為って子弟を全うして生還させることを得たり」と、弘農から出でたる従軍者が全まっとうできたことに対しての返礼であった。
  


  
    　
  


  
    男は口許を顰ひそめて思う。隴を得て蜀を望むと勅ちょくしながら、隴を失うかと。口に出して曰く「この敗戦の理由は如何に。地の利、兵糧、虚実、外交」
  


  
    考えれば考えるほど、漢軍に利有らず。ただ隗囂の側にそれを読み切れる将がいなかった。また口に出して曰く「軍を全うするを上とし、軍を破るはこれに次ぐ。さすれば、敗北と雖いえどもまた賛ずるべきか」
  


  
    最後に男は断じて曰く「いや、初めから戦うべきではなかったのだ」
  


  
    男は筆を執とると、また二文字を竹簡に書く。
  


  
    洛陽らくよう
  


  
    　
  


  
    　隴ろうに苦渋を舐なめた劉りゅう秀しゅう、懐かい県等近隣に御幸みゆきし、寇賊こうぞくに威を利かせながら、軍編成を改めようと考える。呉漢ごかん・岑彭しんほうを隴に持って行ったが、それが過ちであったと判じた。岑彭は今や水軍の将、長江で公孫述こうそんじゅつに対するには他将は無い、無理に召したがやはり南なん郡を空けさせる訳には行かぬ。よって岑彭をすぐさま南郡に還した。呉漢はどうするか、呉漢は突騎とつきの将、山地には不利、平原こそが最上、よって盧ろ芳ほうとその背後の匈奴きょうどに当てるが適当と考えた。隴には、やはりここに慣れ、悉ことごとく隴西の兵を破って威圧も利く将、馮ふう異い・祭遵さいじゅんを柱とすべき。問題は祭遵の病である。劉秀、これが気掛かりである。されども劉秀、自分が怜悧れいりになっているのに気付く。祭遵の体を心配するのではなく、祭遵が身罷みまかった場合をも想定する。しかし、そうあらねば皇帝は勤まらないと怜悧れいりであることを咎とがめる自分を叱咤しったする。そう、皇帝を勤めなければならない。一つの中国として、その人民が安んじ暮らせる天下を為す。日食が起ろうと、この指針は揺らがない。天に二日無し、地に二帝無し。その障害となるのは、天子を号した蜀の公孫述とそれに附く隴西の隗囂かいごう、いま一つ北辺で天子を称する劉りゅう文ぶん伯ぱく、いや盧芳である。よって、岑彭を中心とした征南軍、馮異を中心とした征西軍、呉漢を中心とした討北軍と兵を整え、馮ふう勤きんら尚書に緻密な兵站へいたんを編ませる。
  


  
    　
  


  
    　十二月、東夷とういの高句麗こうくりが、使いを遣やって朝貢ちょうこうして来た。東方では中国は完全に漢に帰したと思い、その窺うかがいを兼ねたものである。皇帝劉秀、王莽おうもうが国を下句麗と蔑称べっしょうし、その王を侯に降したことを思えば、素直に再び高句麗王の号に復す。僅わずかな名を与えることで、叛そむく事無く周囲を荒らさずと云う、幾多の実が得られるならそれで良い。劉秀、実情を重んじた。
  


  
    　
  


  
    建武九年春、正月、冀き県に逃れた隗囂、前に数月西城せいじょうで囲まれた余波が残っていた。周囲もまさかこれほど気力が衰えるとは思わなかった。隗囂にすれば、頼みの諸将があれよあれよと劉秀に降り、長子隗かい恂じゅんが斬られ、股肱ここうの部将、楊よう広こう・王捷おうしょうが死に、後は落城を待つだけと意気消沈した。公孫述に救われるも、水攻めの際に罹かかった腹の病は癒いえず、失せた気概は蘇よみがえらぬ。篭城で勝てたとはいえ、兵糧は少なく、病身には堪こたえる。城を出て糧食を求めて得られたのは、大豆と米を炒った乾し飯。諸将が戻り郡県が返って来ても、劉秀が再度隴に上れば、その将が復た去るを憂うれえねばならぬ。毎日、毎日、乾し飯を食し、耐えることばかり。何を恃たのみ何を恨うらめば良いと、突然、声を上げて悲憤激昂して意識を失い、そのままこと切れる。今や公孫述の将の王元おうげんに隗囂の将の周宗しゅうそう、隗囂の末子隗かい純じゅんを立てて王と為す。公孫述は王元と領軍環安かんあんに武ぶ都と郡河か池ちに漢兵を防がせる。
  


  
    隗囂死すの噂は、汧けん県の祭遵さいじゅんにも伝わった。斥候から聞いた祭遵、これで再び隴に上れば、今度こそ天水てんすいを平定できると答えるものの、力尽きる。周囲に後を託すが、家事を問われても遂に答えず、最後に言い残したのは、牛車に柩ひつぎを載せ洛陽に薄葬はくそうせよ、であった。
  


  
    　
  


  
    　洛陽の劉秀、長安ちょうあんを経由して入ってきた晴天の霹靂へきれきとも言える隗囂の死には、これで隴ろう西せいが落ちた訳でなし、と悲しむことも無いが喜びもせぬ。しかし続いて入って来た訃報、既に胸中にはあった祭遵の死に慟どう哭こくする。
  


  
    祭遵の柩が河南県に至るや、詔みことのりして百官を遣つかわして前以て喪所に会させ、劉秀自身は白無垢しろむくの喪服にて、これに臨のぞみ復また慟哭する。洛陽城に戻り、城門に御幸し、柩を納めた車が通り過ぎるを閲覧えつらんし、傍目はために分かる程涕泣ていきゅうする。喪礼が終わると、自ら犠牲を供えて祀まつること、宣せん帝の霍光かくこうに臨みし故事の如くする。皇后の属官大長秋だいちょうしゅう、謁者えっしゃ、河南尹かなんいんに詔して葬儀を取り仕切らせ、大司農だいしのうより費を給させる。劉秀、祭遵を思えば、徒あだに身を誤らせたかと思う。汧に至った時、潁えい川せんに事有るを隠し、懇ねんごろに見舞うことが出来なかった。何故共に洛陽、せめて長安まで還さなかった。汧に長く留めて置くべきでは無かった。そもそも隴西を攻略すべきでは無かったか。振り返って昔を顧みて考える、潁えい陽ようで徴用したのが過ちでなかったか。
  


  
    劉秀、ひどく心残りとなるのは、祭遵に子が無かったことである。妻は有ったが、子が出来ず、兄祭さい午ごが気を利かせて妾めかけを遣るも、祭遵、これを送り返した。よって、祭遵の潁陽侯の国は一代で消える。博士の范はん升しょうが祭遵を称える言葉を上疏じょうそすれば、劉秀はそれを読んで復また涕なみだする。只管ひたすら国の為に功を挙げ、慎み深く清廉潔白、賞賜は悉ことごとく士卒に与え、衣服は粗末で私財無し。ただ儒学殊こと更さら礼に篤あつかった。だから博士の范升が褒ほめ上げるのかと、劉秀は理解する。されど范升の書、昔から祭遵を知る劉秀が見ても偽り無しであった。故に范升の章を公卿に示す。葬るに当たって劉秀自らが臨み、贈るに将軍、侯の印綬を以てし、容飾の車は朱色とし、鎧に身を固めた騎士四百にて葬送し、謚おくりなして成侯と為す。葬っても猶なお塚に臨み、夫人らを見舞う。それでもまだ心が晴れずに、朝会で何かある毎に嘆じて曰く「如何でか国を憂い、公を奉じる臣の、祭さい征せい虜りょの如きを得られようや」
  


  
    衛尉えいい銚期ちょうき、諸臣を代表し、これに答えて曰く「陛下は、至し仁じんの御方、祭遵を哀悼あいとうして止まず。群臣各々、自らに至らずにあることを深く恥じ入りけり」
  


  
    劉秀、せめて祭遵の墓だけでも守ってやりたいと、黄門侍郎こうもんじろうである従兄弟祭肜さいゆうを偃えん師し県の長と為し、四季に墳墓を奉祀ほうしさせる。続いて皇帝劉秀、征西大将軍の馮異を征虜将に兼行させる。すなわち祭遵の兵を馮異に預ける。
  


  
    　嘆くだけでは事は進まぬ。劉秀、北の憂いである盧芳に対しては、嘗て幽ゆう州牧朱しゅ浮ふに見出された広武こうぶ侯郭かく涼りょうを并へい州雁門がんもん太守として、その郡の南に位置する太原たいげん郡に置き、雁門の吏士らを南下させ太原郡に集める。人が少ない故の弱兵をそのまま盧芳・匈奴と戦わせるのでは無く、耕作を為す農民、それを守る兵士の全てを南に下げて集める。それは戦線の密度を上げると共に、雁門郡を空疎と為し、匈奴が掠奪りゃくだつを働こうにも得るものが無い土地とする、焦土しょうど策であった。無論、劉秀、雁門を棄てるつもりはなく、故にわざわざ雁門太守の職は残したのである。
  


  
    　荊けい州・并へい州
  


  
    　
  


  
    　三月、公孫述こうそんじゅつの荊州方面の兵が漸く動く。すなわち翼よく江こう王田でん戎じゅう、大司徒だいしと任じん満まん、南郡太守程てい汎はんが数万人を率いて筏いかだに乗って長江を降る。南郡津しん郷ごうに岑彭が不在と知って、逡巡しゅんじゅんの末に公孫述が軍を整え兵を放ち、既に岑彭が南郡に還ると雖いえども、虚を突かれた漢軍は敗走を続ける。威虜いりょ将軍馮ふう駿しゅんは江関こうかんに破れ、都尉とい田でん鴻こうは夷い陵りょうに、領軍李り玄げんは夷い道どうにと次々に破られる。勢いに乗った任満ら、長江に沿って南郡は荊けい門もん山ざんとその対岸の虎こ牙が山さんに拠る。江上に浮橋うきはしを設け、高楼こうろうをそこに建てる。すなわち陣営を山の上に設けて、陸路を塞ふさぎ、水中に木や竹で作った障害を設け、水路を妨ぐ。岑彭、屡しばしば蜀兵を攻めるも利有らず。
  


  
    ここまでは公孫述の兵、甚はなはだ強しと言えた。最前線の荊門・虎牙と、古いにしえの戦国七雄の楚その砦に構えれば、南郡に睨にらみを利かせる。
  


  
    劉りゅう秀しゅう、太中たちゅう大夫たいふ鄭てい興きょうを津郷に遣って征南大将軍を監督させる。されど岑彭、強いて焦あせらず、先ず船を揃そろえさせる。すなわち楼を掲げて見張りとなる直進楼船、多数の櫂かいを持って敵船にぶち当たる冒突露橈ぼうとつろじょうの千余艘そうを誂あつらえる。
  


  
    　
  


  
    　夏六月、皇帝劉秀、大司馬だいしば呉漢ごかんに、横野おうや大将軍王おう常じょう、建けん義ぎ大将軍朱しゅ祐ゆう、討とう虜りょ将軍王おう覇は、破姦はかん将軍侯こう進しんと兵五万余人を率いさせ、代だい郡の要かなめであり、未だ取り返せずにいる高柳こうりゅう県と、これを守る賈覧からん・閔堪びんかんを撃たせる。しかし匈奴きょうどの単于ぜんう輿よは騎馬を遣り、また所ならぬ雨に降られて道と兵站へいたんを切られ、漢軍に利有らず。よって皇帝劉秀、呉漢を洛陽に還かえらせ、朱祐をして常山じょうざん郡南行唐なんこうとうに、王常をして涿たく郡故安こあんに、侯進をして漁ぎょ陽よう郡に駐屯させ、璽書じしょにて王覇を上谷じょうこく郡太守と為し、駐屯兵を持つことそのままとし、且つ、胡賊を捕え撃つに当たっては郡界内に限らずと大権を賜う。
  


  
    ついで劉秀、これで漁陽から北辺を睨にらむ文武兼備の太守が外せると太守郭伋かくきゅうを潁川えいせん郡太守に遷うつし、後任は上党太守田邑でんゆうを遷す。劉秀、郭伋を遷すに当たって召して曰く「賢能の太守、帝城を去ること遠からず、河は九里を潤わすとか。願わくは京師けいしも併あわせて福を蒙こうむらんことを。君は追撃捕獲に優れたりと雖いえどもも、潁川の山道は険けん厄やくなり。自ら闘わば一兵士に当るのみ。深くこれを慎むべし」
  


  
    　只、誤算は田邑であった、官に到らず途中で病を発した。劉秀、これを諫議かんぎ大夫たいふとし、漁陽太守には代わりに名が挙がった陳訢ちんきんを遣やる。田邑、遂に癒いえずして卒す。
  


  
    　
  


  
    　季節はまたしても移り、秋となる。中郎将ちゅうろうじょう来歙は上書して曰く｢公孫述こうそんじゅつは隴ろう西せいと天水てんすいを以って外の守りとし、故に命数を延ばして仮初かりそめの息をつくこと得たり。今、二郡を平定すれば即ち公孫述の知略窮きわまれり。宜しく兵馬を選び、軍資兵糧を蓄え積むべし。昔、高帝の時、これに叛いた趙ちょう・代だいの将帥に商人上がり多く、高帝はこれに多額の賞を懸ければ、将帥の悉ことごとくは降れり。今、西せい州は新たに破れ、兵民とも疲れ餓うう。若もし招くに財物穀物を以てすれば、すなわちその衆集まるべし。臣、朝廷の給する所は一つのみに非ず、用うべし所すべてに足らざると知るも、しかれども已やむ無き得んこと有り｣
  


  
    劉秀、これを然しかりとする。最早、漢は大国である。その大国がその国力の許す限り隴西に注力する。即ち、劉秀、詔して汧県に穀類六万石を積み込ませ、驢馬ろば四百頭を以て荷駄を負わせる。
  


  
    　八月、皇帝劉秀、隗かい純じゅんを天水てんすい郡冀き県に討つべく、来歙に詔し、征西大将軍馮ふう異い、建威けんい大将軍耿弇こうえん、虎こ牙が大将軍蓋こう延えん、揚よう武ぶ将軍馬ば成せい、武威ぶい将軍劉りゅう尚しょうを発して監させる。また馬援ばえんを太中大夫たちゅうたいふと為し、来歙の副そえと為す。蜀しょくの公孫述は天水に進攻した漢軍に対し、その将趙匡ちょうきょう・田弇でんえんを遣つかわし、隗純らを救わせる。趙匡、馮異の下で働く右扶風の長と同姓同名である。諸将紛らわしいと思うも、良くあることと愚痴とはしない。漢軍は趙匡・田弇を破るも、蜀軍退いて守りに転じれば、攻めるよりも守るは易い故、戦いは長期化した。
  


  
    その一方、耿弇は涼州の援軍である武威太守梁りょう統とうらと、隗純の将高峻こうしゅんを高平こうへい第一城に囲んだ。
  


  
    　
  


  
    この月、驃騎ひょうき大将軍杜と茂ぼ、雁門太守郭涼と共に盧芳の将尹いん由ゆうを雁門郡東南端の繁畤はんじに撃つ。高柳の賈覧、匈奴の騎馬を率いてこれを救えば、杜茂は戦うも敗れて雁門郡南端は楼煩ろうはん城に引き下がる。勢いに乗った賈覧と匈奴兵、屡しばしば漢の北辺を寇掠こうりゃくする。劉秀、憂えるも、出せる兵は全て出した今、守るしかあらずと歯を食いしばる。
  


  
    　
  


  
    　今年の秋半ば、劉秀にすれば全てが手詰まりであった。涼りょう州天水郡、冀県に隗純を攻めて降せず、荊州南郡、公孫述の兵は荊門で威を盛んとし、并州代郡・雁門郡、盧芳の将を撃っても、遂には兵を退くのみ。劉秀、悩んでも方策が建つ訳でもない。自らが親征に行くには、何れも遠く、行けば中原で盗賊らが蔓延はびころう。また行ったとしても、どれ程のことが出来よう。劉秀、生涯に苛立いらだつ事多しにしろ、これほど八方はっぽう塞ふさがりな事は無かった。内政を見るにしても、手の打てるものは一応打った。民から搾しぼり取るような手段や、豪族が他の地方群雄に附きかねない方策、流石に国家が傾くような一か八かの手は打てない。不必要な武官、関都尉かんといは省き、必要と考えた武官、宿衛士の青せい巾きん左さ校こう尉いを置く、或いは功績に応じて列侯に封じる程度である。例えば霊寿れいじゅ侯邳彤ひとうの子邳ひ湯とうを楽らく陵りょう侯に、汝南じょなん太守欧陽歙おうようきゅうを夜や侯と為す。それでも、自ら成し得ること少なしと、動けざるに苛立つ。
  


  
    　
  


  
    　男は、史書を開き、その一方で筆を執ると無字の竹簡一枚一枚に書いて、また別の史書を開いてまた竹簡一枚一枚に書いて、それを並べては考え、また並べ替えて考える。全部で七枚。それをじっと見た後、瞑目して想いに耽る。
  


  
    　
  


  
    　概おおむね、史書はその表層で以て全てを扱っている様に見える。しかし、竹簡･木簡で記すには膨大で、簡潔、つまり潔いさぎよく選び取る必要がある。そうすると、国の行方、執政者の行動には些細と思われることも記載される一方、或る一族には甚大な事柄も一言の如く済まされる。一言でも書かれて伝えられるだけでも珍しい。この年、史書には大きく扱われぬが、その一族の家史には甚大な事柄があった。
  


  
    　河南かなん尹いん洛陽近郷、侍中じちゅう陰いん識しきの封地陰いん郷ごうにて陰貴人の母鄧とう氏、弟陰訢いんきんが盗賊に遭って殺された。追われた盗賊が鄧氏・陰訢を質に取ったが、漢制において捕吏ほりは質を無視することとされ、よって更に追い詰められた盗賊が、その最後に道連れとばかりに斬ったのである。
  


  
    時に陰貴人の兄陰郷侯陰識は、関都尉として函谷関かんこくかんを守っていたが侍中に還り、期門きもん僕ぼく射やを兼ねていた貴人の弟の黄門こうもん侍郎じろう陰いん興きょうもまた侍中に還り、関内かんない侯に封じられていた。残る兄弟陰就から訃報を知らされた皇帝劉秀は三人を召して仔細を告げようと欲す。しかし気が重い、なんとなれば、天下を安寧あんねいせざるは皇帝の罪でもある。さて齢三十近くになる陰貴人、亡くなって久しいと謂うにも父陰いん陸りくの話を聞けば、未だにはらはらと涕なみだを流す。よって劉秀、先ず、嫌々ながら自ら、独り陰貴人を召して告げる。思った通り、貴人は滂沱ぼうだの如く泣き暮れる。劉秀、慰めの言葉を掛けるがうまく行かず、遂には腹の子に差し障るぞ、汝の母とて望むまいと言う。されば陰貴人、子を為すのが女の務めとは母の言い付けでした、守れずば孝行とは言えずと、漸ようやく泣かずに留めようとする。健気けなげ、天下の母たる者はこうあるべきかと、劉秀、陰貴人を優しく包む。
  


  
    次に、陰識・陰興兄弟を召して告げれば、二人も涙に暮れるが、陰識、弟陰興に言いて、汝は皇帝に仕えよ、我には国が有る故に母が為にこれを弔とむらおうと侍中を辞して、国に就つく。
  


  
    劉秀、大司空だいしくう李通りつうを召し詔して曰く「吾は微賤びせんの時、陰氏より娶るも兵を率いて征伐を行う故に、遂に各々離別す。幸いにも安んじ全まったきを得て、共に虎口を脱せり。貴人には母としての良さが有るを以て、宜しく立てて皇后と為すべきも、固辞して敢えて当たらず、皇后の付き副そえに列す。朕ちん、その謙譲を嘉よみし、諸弟を封ぜんことを許せしに、未だ爵土に及ばずして、愁うれいに遭い禍わざわいに逢い、母子命を共にし、心に憐れむ。『詩経しきょう』の小雅しょうがに曰く、将まさに恐れんとし、将に懼おそれんとするは我と汝のみ、将に安んぜんとし将に楽しもうとして、汝反かえって我を棄すつと。詩人の戒いましめ、慎まざるべけんや。それ追って貴人の父陸を爵謚しゃくいつして宣恩哀せんおんあい侯と為し、弟の訢を宣義恭せんぎきょう侯と為し、弟の就しゅうを以て哀侯の後を継がせん。柩ひつぎがまだ堂に在るに及んで、太中大夫をして印綬を拝受させること在国の列侯の礼の如くすべし。御霊みたまあらば、その恩寵おんちょう栄華えいがを嘉せ」
  


  
    李通、十年前、劉秀の婚姻の頃を思い出す。劉秀、陰麗華、陰職、そして李通の夫人の劉伯姫、李通の脳裏に懐かしく蘇る昔である。しかし、李通、表情一つ変えず、御意と言って頭を下げる。
  


  
    更に劉秀、陰興を列侯にしようと思い、復た召して印綬を前に置く。陰興固く譲ゆずって曰く「臣は未だ先鋒となって陣を落しめる功有らず。然るに宗族の数人並びて爵土を蒙り、天下をして怨えん望ぼうせしめ、誠に有り余る光栄なり。臣、陛下と陰貴人の恩沢を蒙ること至って篤あつく、富貴既に極まって復た加うべからず。至誠より願わず」
  


  
    劉秀、陰興が期門僕射として従軍し、騎馬を司って征伐・平定に励んだのを知る。更に劉秀の為に小蓋こがさで風雨を遮さえぎり隠し、期門に率先して自ら泥を踏んで、御幸みゆきする所を先んじて清めるを知る。劉秀、陰興の人物も常日頃から知れば、その譲れることを嘉し、その志を奪わずに事を済ませる。
  


  
    時にこの話を聞いた陰貴人、兄陰識、弟陰就も列侯となれば、陰興にも賜たまわれば宜しいのにと訳を尋ねる。
  


  
    陰興答えて曰く「貴人は書物を読まざるや。『易経えききょう』に曰く、亢龍こうりゅう悔い有り。すなわち極みに至れば後悔す。それ外戚の家は甚はなはだ謙退を知らずして、娘を嫁しては王侯に配しようと欲し、妻を娶めとっては公主を得ようと欲するも、愚生ぐしょう、心に安んぜざるなり。富貴には極まり有り、人は当まさに足る事を知るべし。過奢かしゃは人々の耳目じもくに謗そしりとして入らん」
  


  
    陰貴人、なるほど、そうですねと深く感心した。
  


  
    　
  


  
    男は天井を見上げて曰く「考えられるのはその程度なりしか」と、また七枚の竹簡を見やる。
  


  
    　
  


  
    「陰郷侯陰識、関都尉から侍中に還る」
  


  
    「劉秀、黄門侍郎陰興を侍中、関内侯に為す」
  


  
    「鄧氏と陰訢、盗賊に殺される」
  


  
    「陰識、母のために辞す」
  


  
    「劉秀、陰陸を宣恩哀侯、陰訢を宣義恭侯と為し、陰就を以て哀侯を継がしめる」
  


  
    「劉秀、陰興を列侯に為そうとするも譲られ、陰貴人、故を問う」
  


  
    「劉秀、関都尉を省く」
  


  
    　
  


  
    　男は盗賊と書かれた竹簡を見やって曰く「古制は正しき。情実のために逃せば、今の如く賊の質を取ること蔓延はびこらん。質を取られんとすれば、即ち質を捨て置くに如くは無し」
  


  
    復た男曰く「前後が入れ替わっても、後先の知りようがない事柄は仕方あるまい。逆に、多少前後が入れ替わっても、問題の無い事柄もある。関都尉の件は、この後なら、何時でも良いが」と、先頭の一枚を指で突く。
  


  
    　
  


  
    　外征、内政とも手詰まりであった劉秀、手持ち無沙汰でもある。郭かく皇后は孕はらみ、陰貴人も孕む。それでも常日頃なら陰貴人と食を共にするのは楽しみであったが、貴人の母の憂いを思うと、召すのは気が引けた。許美人きょびじん相手に夕餉ゆうげを取っても、にこやかに笑む許美人には悪いが、単に給仕されているようで味気ない。そこで、劉秀、宮殿の外に出ようと欲す。
  


  
    大司空李通の屋敷に行き、李通と妹伯姫はくき・寧ねい平へい長公主を訪い、或いは姉黄こう・湖こ陽よう長公主の屋敷に行く。兄の忘れ形見、太原王劉章・魯王劉興の修学の捗はかどりを見聞し、何かと気に掛ける。何れ吏事を習わすべしと手配する。他にも宗族・知己を回る。
  


  
    当初はそれで良かった。しかし、中原を馳せ回った劉秀にすれば洛陽は狭い、狭すぎる。
  


  
    ふと思いついて警護の者を連れて城の外へ微行する。京城の外、祭遵さいじゅんの塚に赴おもむこうとする。塚に上って、祭征虜さいせいりょよ、どうすれば良いと無言で問う。答えは無い。無口な男であったが、地に寝付けば答えることなぞ無い。劉秀、嘆息して京城に帰る。
  


  
    または陰興を伴って、ふらりと陰識のいる陰郷に御幸する。こうして時折、微行しだした劉秀だが、或る時、夜に還れば、開かい陽よう門の候を兼ねる郎中ろうじゅう何か湯とう、門を閉ざして入れず。よって劉秀、北に回ってあらためて中東ちゅうとう門より入る。皇帝劉秀、夜中何湯を如何にすべしかと考え、考えれば考えるほど、京師けいしを守るのが務めであれば、その職を守りし者を褒賞すべき、その職を蔑ないがしろにし者を罰すべしと思い至る。翌朝何湯を召して食を賜い、諸所の門候は皆みな俸禄を奪う。
  


  
    こうなれば、皇帝の微行は知れ渡る。微行甚はなはだしきと思いたる衛尉えいい銚期ちょうき、車駕しゃがの前に頓首とんしゅして曰く「臣、聞くならく、古今ここんに戒める所、変は不意に生ずと。故に心より陛下の微行して出でられることを願わず」
  


  
    劉秀、この時は車を返して戻るも、手詰まり手持ち無沙汰ぶさたの状況が変わらぬ故に、また洛陽の外に出ようとする。或る時は尚書しょうしょ令の申屠しんと剛ごうに出会い、申屠剛が隴・蜀未だに平がざれば、安逸あんいつを貪るべきに有らずと諫めるもこれを聴かず。そこで申屠剛、自らの頭を車の歯止めと為そうとすれば、劉秀、已やむ無く帰り、仕方なく暫く微行を已めようとする。皇帝とは不自由なものだと、嘆息する。
  


  
    并へい州・涼りょう州
  


  
    　
  


  
    　建武十年春正月、大司馬だいしば呉漢ごかん、再び横野おうや大将軍王おう常じょう、建義けんぎ大将軍朱しゅ祐ゆう、討とう虜りょ将軍王おう覇は、破姦はかん将軍侯こう進しんと兵六万人を率いて、盧ろ芳ほうの将賈覧からんを高柳こうりゅうに撃つ。皇帝劉秀、上谷じょうこく太守の王覇に詔みことのりして、漁陽ぎょよう太守陳訢ちんきんと共に諸軍の先鋒と為させる。匈奴きょうどの単于ぜんう輿よ、左さ南なん将軍に騎馬数千を率いさせ賈覧を救わせる。王覇ら高柳の南西、雁門がんもん郡平城へいじょうの下に戦ってこれを破り、追撃して首を斬ること数百級。雁門に入れば杜と茂ぼらと合流する。そこで漢軍の諸将、尹いん由ゆうを繁畤はんじとその北東のかくに攻めるも攻め切れずに終わる。
  


  
    　報を受けた劉秀、打つ手は殆ほとんど無いがと、それでもと、以前雁門郡に行いし、移民による焦土策を、雁門郡と雲中うんちゅう郡の間にある定襄ていじょう郡に行う。即ち郡を省き、郡民を南西の西河せいが郡に移す。少なくともこれで定襄郡は盧芳と匈奴に対しては焦土となる。
  


  
    　
  


  
    皇帝、内外の政経の要かなめであれば、当たり前のことではあるが、外征のみならず内政にも気を使わなければない。となれば劉秀、臣下の奏言は先ずは聞く。
  


  
    河か南なん尹いんは陽よう武ぶの県令張ちょう汜し曰く「河水の決壊すること久しく、日毎月毎に浸行し、済水の掘割の干上がりたるは数十県ばかり。修理の費ついえ、その功、難しからず。宜しく堤防を改修し、以って万民を安んずべし」
  


  
    　黄河は平帝の頃に氾濫を興したと云えば、久しい。そして尭ぎょう舜しゅん禹うの昔から治水は為政者の最大事とすることである。しかし、平帝の時の権力者王莽、簡単に抑えられるものではないとは言え、これを蔑ないがしろにした。自分の領地に拘わらなかったからである。これを思えば、劉秀、即座に人夫を集めよと命ず。
  


  
    　当に河水の改修を営いとなまんとする時に、今度は浚しゅん儀ぎ県令楽がく俊しゅん復また上言して曰く「昔、武帝の元光げんこうの頃、人多く堤まで開拓す。然るに瓠こ子し堤ていが決すこと久しく二十余年となれども、直ちに之を塞ふさがず。今、居住の家乏にして少なく、田地は豊かに広し。未だ修理せずと雖いえども、その禍わざわい猶なお可なり。且つ新たに兵乱を被こうむり、当に労役を興さば、労に怨み多くして、民は命に堪えず。宜しく平静を待ち、改めてその事議すべし」
  


  
    　皇帝劉秀、王莽とは異なり、頗すこぶる損得勘定に走る。理想と現実を比すれば現実を取る。体面と実利を考えれば実利を取る。よって考えた末、残念だが仕方あるまいと、集めた人夫を解散させる。
  


  
    　
  


  
    　夏に入り、劉秀の詔にて天水太守を兼行することになった馮ふう異い、この一年近く、諸将と共に隗かい純じゅんの拠る冀き県を頻りに攻めるも降すこと能わず。馮異、諸将が暫しばらく還かえって兵を憩いこわせようと欲せしも、独り固持して動かず、常に衆軍の先鋒と為った。馮異、自からの齢よわいと患わずらいし病を思えば、ここで隴ろう西せいを落さねばもう次は無い、寧むしろ戦場を死に場所と見定めた。それを知らぬ劉秀、馮異の兵が火水を恐れずと聞き、必ず将軍をして信義の間柄を損そこなわしめるなと、兵のために褒賞ほうしょうを賜たまう。馮異、遂に公孫述の将の趙ちょう匡きょうを破り、これを斬る。更に来歙らいきゅうらと共に落門らくもん聚を攻めるも、未だ落せずして、遂に病に倒れる。
  


  
    馮異、病床で、こんな所でと思うが、今までに、死を覚悟したことが幾度もあったことを思い出して、唐突とうとつに笑む。十年程前、捕縛されて劉秀に会った時がそうであった。王郎おうろうの兵に脅おびえて薊けいを南下する時も、赤せき眉びに敗れた時も、死を覚悟したが、心底覚悟したのは劉秀に会った時だった。馮異、そうか、我は陛下に命を託たくされて、生かされて来たのだと妙なことを思う。あと少しだけ、あと少しだけ永らえれば、隴は落ちる。しかし、馮異、そのまま意識を失い遂に覚めることが無かった。洛陽らくようの劉秀、訃報を聞いて、今度は馮異が亡くなるかと悲しむ。謚おくりなして節侯。夭逝ようせいとも云える祭遵と異なり、老境目前の馮異には既に国を継げる子らがあった。よって長子の馮ふう彰しょうに陽よう夏か侯を継がせる。
  


  
    　
  


  
    　そしてまた一人、宿将が倒れる。八尺二寸の偉丈夫いじょうふ、衛尉えいい銚ちょう期き。病ともなれば、大男と雖も勝てぬ。劉秀、銚期が屋敷で伏せると聞いて、医薬を賜うこと頗すこぶる篤あつし。銚期の母、何れの子を封ずべきやと、問う。銚期答えて曰く「陛下の恩を受くること深く、常に慙愧ざんきに堪たえず。若もし死なば、当まさに何を以て国に報ゆべきやを知らず。何ぞ宜しく子を封ずべけんや」
  


  
    銚期も遂に還らぬ人と成りぬ。人は何故病むのか、病みたき者なぞ居らぬに、病に倒れ、熱を発し、血を吐き、遂には死す。これも天命なる故か。劉秀、銚期の柩ひつぎを前に、潁えい川せんで得た人を思い出し、戦や病で失った人を惜しむ。叔寿しゅくじゅ、丁綝ていちん、傅俊ふしゅん、祭遵、馮異、銚期、次々に逝いくと嘆く。まだ王覇に臧宮ぞうきゅうらは残っている。目前に眠る銚期、正面切って劉秀に諫言し、劉秀が嫌な顔しても言葉を弛ゆるめぬ忠義の人であった。劉秀、自ら臨んで装束を改め、納棺した。贈るに衛尉、安成あんせい侯の印綬いんじゅを以てし、謚して忠侯。子の銚丹ちょうたんに継がせる。またその弟銚統ちょうとうを封じて建平けんぺい侯と為す。
  


  
    　劉秀、臣下のみならず宗族も失う。すなわち泗水しすい王劉歙りゅうきゅう、年相応であるとは言え、まだまだ余命あると思われていたが、薨こうずる。そこで末子の劉燀りゅうぜんを封じて堂谿どうけい侯と為し、劉歙の後を奉じさせる。ところが劉歙の子淄し川せん王劉終りゅうしゅう、劉秀と差ほど変わらぬ齢ながら、劉歙の喪にあって哭泣こくきゅうすること甚はなはだしく、二十余日、心身疲れ果てまた薨ず。劉秀、自身が親愛する者を失い、また悲しむ。劉終の子劉柱りゅうちゅう・劉鳳りゅうほうをき侯・曲陽きょくよう侯と為し、長子劉柱には劉終の後を奉じさせる。
  


  
    　
  


  
    男は竹簡を使い、日付を計算し、その日付に嘆息して曰く「八月己亥きがいは二十五日、戊戌ぼじゅつはその一日前か五十九日後、前者なら八月二十四日、後者なら十月二十五日。八月二十四日とすれば、二日は掛かる所を一日で動いた事に為り、十月二十五日なら、十月十七日庚寅こういんの事柄と合わず」
  


  
    男は猶も考え、口に出して曰く「暦が誤っているか、はたまた史実が誤るか」と復た他の巻物を開いて、具つぶさに年月を追っていく。
  


  
    やがて男は笑いて曰く「暦が誤れり。ここには八月己亥でなく八月己き卯ぼうとある」
  


  
    　
  


  
    　秋八月、建威けんい大将軍耿弇こうえんは太中大夫たちゅうたいふ竇士とうし、武威太守梁りょう統とうを率いて、寝返った高峻こうしゅんを高平こうへい第一城に囲むも一年にして抜けず、この報を受けた皇帝劉秀、再度親征の旅に就いていた。一方、中郎将ちゅうろうじょう来歙は虎こ牙が大将軍蓋こう延えん、揚よう武ぶ将軍馬ば成せい、武威ぶい将軍劉りゅう尚しょうらを率いて落門を襲う。
  


  
    八月五日己卯、皇帝劉秀、長安ちょうあんに至り、そして高廟こうびょうを祀まつる。そのまま、更に進んで隴に向おうとすれば、従軍し執金吾しっきんご寇こう恂じゅん、諫めて曰く「長安は道程に於いて、洛陽と隴西の中間に在り、変事に応じるには直近、安定あんてい郡、隴西郡は必ず懼おそれ慄おののきましょう。これ一所に悠然と構え以て四方を制すべきなり。今、士馬は疲れ倦うんでいれば、当まさに険阻けんそを踏もうとするは万全の固めに非あらず。以前の潁川の変事、戒いましめ為すべし」と、二年前の潁川の動乱を引く。
  


  
    劉秀、寇恂の言うこと尤もっともと思えど、方策を講じた後である。潁川太守郭伋かくきゅう、その統治振りは劉秀の期待に沿うものであった。郭伋、山賊数百人を招き懐け、皆みな手を結わえて降れば、悉ことごとく還して農に附かせる。郭伋、勝手に盗賊を赦ゆるしたと自らを弾劾するも、劉秀、その策、自身が用いる乱世の平定策と同じ故に善しとし、以て咎とがめぬ。他に動乱の生じた東とう郡には耿こう純じゅんを置き、琅ろう邪やからは陳ちん俊しゅんを外さず兵権を増さしている。よって皇帝劉秀、復た隴に上るべしと、長安を出立しゅったつした。
  


  
    八月二十四日戊戌、皇軍は汧県に至り、既にこれを耳にしたる筈の高峻、猶なお降らず。皇帝劉秀、評定を開き、使者を遣ってこれを降さそうとする。さて誰を遣やる。劉秀、ぐるりと幕僚を見回し、寇恂に目を付ける。すなわち寇恂に言いて曰く「卿は前に吾のこの挙を止めたり。ならば今、吾の為に行け。若し高峻直ちに降らざれば、耿弇等の五営を率いてこれを撃て」
  


  
    劉秀、寇恂に自ら璽書じしょを書いて手渡し、小声で曰く「その代わりだ。我は卿の諫言を受け入れて、長安で待つ。良いかな」
  


  
    寇恂、唯頷うなずき、璽書を奉じて安定郡高平に上る。
  


  
    劉秀自身は、車駕しゃがを走らせて長安に還りつく。そして隴山に登ったことが無かったかの様に政まつりごとを司つかさどる。そして十一陵を再び巡って祀り、寇恂の報を待つ。
  


  
    　
  


  
    安定郡に入った寇恂、先ずは陣営を敷く耿弇に会おうと欲す。内に国を守る寇恂と、外の平定に走る耿弇、数年来会っていなかった。二人きりで懐旧かいきゅうすること久しきに、寇恂、用件を切り出す。高峻に関する事柄である。高平第一城の兵糧ひょうろう、隗純・公孫述らの援軍等、問われる以上に、耿弇、審つまびらかに述べる。これによって寇恂、なぜ高峻が降らぬかを察した。
  


  
    一番には高峻、一度降って、来歙の裁量によって通路つうろ将軍に拝され、関内かんない侯に封じられるも、隗囂が西城せいじょうを逃れると再び、寝返っている。よって誅殺ちゅうさつを畏おそれているのである。寇恂、耿弇に問いて曰く「我、陛下の使者として出向けば、高峻は誰を遣ろう」
  


  
    耿弇、既に話した高峻の周囲の人物の名を上げる。ふむと寇恂、しばし考え、耿弇に向き直れば、そのにんまりした顔を見る。そこで、寇恂、またしばし考え、莞爾かんじと笑って、曰く「御曹司おんぞうしに、策あるか。較くらべ合うべし」
  


  
    耿弇応えて曰く「互いに陛下の臣下であれば、御曹司は無かろう、寇執金吾。されど諾だく」
  


  
    寇恂、耿弇、竹簡に筆を走らせ、交換して、互いに笑う。
  


  
    寇恂曰く「御曹司は若ければ、故に態わざと勝たずに来られたる」
  


  
    耿弇、顔から笑みが消えるが、そのまま曰く「孫子曰く、軍を全まっとうするを上と為し、軍を破るをこれに次ぐ。故に城を囲みて兵糧が尽きるのを待つ。後半年、いや早ければ三月」
  


  
    寇恂声を押え、耿弇に近づき、続けて曰く「果たして、そうでありましょうか。我は陛下よりも年上であれば、幾ら功を重ねようが、恐らくは先に薨こうず故に、陛下は心配なされぬ。しかし確か御曹司は陛下より八つ下。功を積み重ねれば、陛下が幼い太子を残される時に、古の高祖こうそ様が韓信かんしんを憂うれえた如く案じられん、御曹司にその気有らずとも。これを考え、何れ落せるなら慌てることはないと、高平、否いな、天水、隴西を落せるにも拘かかわらず手を抜かれたり」
  


  
    耿弇、顰しかめめ面つらして曰く「子翼しよく、何故そう言いたる」
  


  
    寇恂、真顔で答えて曰く「御曹司の、敵を調べ上げたるを知る者、我に非ずしても、高平を落せると悟りましょうぞ。されど、この度の功、僭越せんえつながら頂かせて貰わん」
  


  
    寇恂、身を引くと頭こうべを垂たれる。そして功と引き換えに、耿弇の処世策を知るも知らぬ所と為す。
  


  
    　
  


  
    　高平第一城の使者として寇恂との会見に臨んだのは、高峻の軍師皇甫文こうほぶん、言葉遣いも荒ければ、礼法をも無視する。寇恂、怒って、皇甫文を誅しようとすれば、諸将諫めて曰く「高峻は精鋭の兵万人、強弩きょうど兵多く、隴ろう道どうを遮さえぎって一年以上降らず。今、これを降そうと欲すれば、返ってその使を殺戮さつりくすべからず」
  


  
    寇恂、応ぜずして、遂に皇甫文を斬る。その副使に、帰って高峻にこう告げよと、寇恂曰く「軍師無礼であれば、既にこれを殺戮した。降ろうと欲すれば、急ぎ降れ。欲せざれば、固く守れ」
  


  
    これを聞いた高峻、恐慌し、即日に城門を開いて降る。高峻は即座に駅伝により洛陽に送られる。諸将皆みな祝賀すも、怪訝けげんに思いて曰く「敢えて問う、その使を殺してその城を降せしは何故に」
  


  
    寇恂、答えて曰く「皇甫文は、高峻の腹心にして、これが為に方策を練る者と聞く。今来たって、言葉遣い荒く、礼法を無視するは、その方策、籠城を決め込む故。本より高峻に降らしめる心無し。これを全うして帰せば、皇甫文の方策通りと成る。これを殺せば、即ち高峻、虚を突かれて狼狽す。それ故に降せしのみ」
  


  
    諸将皆な曰く「及ぶ所に非ざるなり」
  


  
    耿弇もまた同じことを言うが、思うことは異なる。策は同じ、なれど、寇恂は我の胸中をも推おし量る、故に及ぶ所に非ざるなりと。
  


  
    　
  


  
    　男は独言して曰く「釜底ふてい抽ちゅう薪しんの計、煮えた釜かまを冷さますには底の薪たきぎを取るべし。つまり軍師が抗戦論者であったと。遠地の門外漢には分からぬ筈が、それを知る。その為には誰かに予あらかじめ訊きくしかあるまい。誰に訊いたか。この顔ぶれからすれば一人のみ。方や事情通の智将、それを知って、何故それを用いぬ」
  


  
    男はにやりと笑いて曰く「主も主だが、臣も臣、一筋縄には行かぬか」
  


  
    　男はまた史書を広げては、その上にまた広げ、嘆息して曰く「護羌ごきょう校尉こういは、何時再び置かれた。進言したという史家はこの時機にはまだ入朝せぬ筈」
  


  
    また別の史書を広げて、嘆息して曰く「大司徒だいしと司直しちょくは、何時省かれた。三箇所に二つ異なる年が書かれる」
  


  
    男、曰く「史書に拠らず、物事の筋を信じよう」と猶もしばし考えて曰く「これは司徒掾しとえんの言で無く、大司徒司直の言なり。されば辻褄つじつまが合う」
  


  
    　
  


  
    　冬、十月、中郎将来歙ら大いに落門に隗純を破る。一人王元おうげんのみは蜀しょくに奔はしる。他は悉ことごとく隗純と共に漢軍に降る。更に、蓋延は街泉がいせん、略陽りゃくよう、清水しんすいの屯聚とんしゅうを撃ちて定め、耿弇は安定、北地ほくちの陣営を調略して皆な下す。劉秀、詔して周宗しゅうそう、趙恢ちょうかい、隗囂かいごうの宗族は京師けいしより以東に遷うつし、隗純、行巡こうじゅん、苟宇こううは弘農こうのうに遷す。属県も降り、漸ようやく隴ろう西せいは平ぐ。しかし、先零羌せんれいきょう族が叛そむく。王莽の時、四し夷いは臣下と看做みなされた故に、悉ことごとく叛いた。西羌並びにその支族先零羌も金城きんじょう郡、隴西郡に寇こうす。隗囂もこれを討つこと能あたわず、逆に慰撫いぶすることで手懐てなずけ、共に漢軍を防ごうとした。その隗氏が除かれた。先零羌族、仇あだとするは漢軍と、塹壕ざんごうを設けて猶も逆らい、再び金城郡、隴西郡に寇す。
  


  
    大司徒司直杜林とりん上言して曰く「羌胡きょうこは漢人と雑居するも、習俗異なり言葉は通じず、屡しばしば中原の小役人らに甚振いたぶられ、面白からず怒りを溜め、故に叛乱す。旧制、四方に節を持たせて領護してその怨結びたるを治め撫循ぶじゅんする武官有り。涼りょう州には護羌校尉を置きたり。これ逆に塞外さいがいの羌きょう夷いを以て吏士の耳目じもくと為し、州郡はこれに因って堅守すを得べし。故に今、これを復し、以て守防を明らかにすべし」
  


  
    皇帝劉秀、なるほどと、太中大夫馬援も薦める太中大夫牛邯ぎゅうかんを護羌校尉と為す。
  


  
    来歙は武具を整え、馬援、虎牙大将軍蓋延、武威将軍劉尚、護羌校尉牛邯を率いて羌を五谿ごけいに撃ち、大いにこれを破る。首級数千人、牛羊万余頭、穀数十万石を得る。更に襄武じょうぶ県の族の傅ふ栗りつ卿けいを破る。隴西降ると雖も、人は餓え、流民は多い。来歙、米倉を開け放ち、諸県に転輸し、人民に行き渡らせる。ここにおいて隴西遂に安んじ、涼州と三輔に往来が開けた。
  


  
    　
  


  
    　長安に駐屯したままの劉秀、隴西が確かに下ったと確信が持てると、嘗かつて岑彭しんほうに与えたのと同じ勅ちょくを、来歙に与える。すなわち兵を率いて南の方、蜀の虜敵りょてきを撃つべしと。しかし、劉秀、今度は隴を得て蜀を望むとは書かぬ。そして車駕は長安を立つ、急がず、さりとて遊ばず。劉秀、その間にも次なる方略、公孫述討伐を思う。西、隴道から蜀を攻めるは中郎将来歙に委ねる。征虜せいりょ将軍祭遵さいじゅん、征西大将軍馮異が亡くなるも、来歙は見事にそれを継いだ。劉秀、若き頃から親愛する来歙に将軍の才を見なかったが、略陽に囲まれた半年を見て心を変えた、任せられると。それにしても得がたい将を得た。更に宿将の耿弇、蓋延、馬成、それに隴西・天水に明るい馬援がいる。北、匈奴と盧芳に対しては、杜茂、王覇、侯進、王常、朱祐を貼り付かせて攻させず。さてまた攻めるべきか。劉秀、下手をすれば国家を転覆させるとなると流石に自信が無い。廷臣と議すべきと案ずる。先ずは南、荊門に征南大将軍岑彭しんほうが梃子摺てこずっているが、ここをなんとか打開しようと思う。
  


  
    　
  


  
    　十月十七日庚寅、皇帝劉秀、洛陽に還る。劉秀、百官を召して、匈奴とその駒である盧芳をどうするかで廷議する。光禄勲こうろくくん郭かく憲けん、天下疲弊したれば宜しく兵衆を動かすべからずと言う。諫争かんそうするも話が合わなければ、郭憲、地に伏して眩暈めまいを起こしましたと称して、復た物を言わぬ。皇帝劉秀、郎中二人に抱えさせ殿より降らせるも、郭憲、拝礼しない。
  


  
    劉秀曰く「嘗て聞く、関東の硬々たる郭子横かくしこうと。当まさに虚ならざるなり」
  


  
    その郭憲に絆ほだされた訳では無いが、劉秀、匈奴を攻める手は捨てる。そうすれば、大司馬呉漢らが公孫述に投入できる、それ故であった。
  


  
    　
  


  
    　建武十一年春、年が明けたと雖いえども、南郡は相変わらず、公孫述のしぶとさに脅おびやかされていた。兵は荊門けいもん・虎牙に構えて二年になろうとする。こうなれば、南郡の民も落ち着かず、漢軍が敗れる前に寝返るべきと考える者も出始めた。当然、岑彭を始めとする将たちも憂う。
  


  
    南郡でも南陽郡との境に近い駱越らくえつに駐屯する輔威ほい将軍臧宮ぞうきゅうもまた憂いていた。駱越人、漢の民とは異なる文化風俗を持ち、相容あいいれない所がある。よって南に公孫述の大司徒だいしと任満じんまんが威を利かせば、これに迎合しようと欲す。臧宮、何が要かなめかと考えれば、兵数である。駱越人を制する程には兵が足りぬ。大兵さえあれば、駱越人は反抗しよう等とは思わぬ筈。臧宮、はたと気付く、実際に兵数は必要なく、駱越人が漢軍は大兵であると思うことが肝要と。大兵に見せかけ、信じ込ませれば良い。では、どうする。偶々、属県の輺重しちょう数百乗が来ていた。臧宮、これを用いようと考える。即ち、夜になって城門の閾しきいを鋸のこで切り外し、音も無く輺重と兵士を外に出す。外に出た兵士たちは城から離れると音を立てさせ、声を上げさせて城に向わせる。城門を車が通る時は一頻ひとしきり声に物音を響かせる。臧宮、再び音も無く輺重と兵士を外に出しては繰り返させる。これを窺うかがう駱越の人、夜中に兵士・輺重が絶え間なく城内に入ると思い込み、また朝になれば、閾が外されているのを知る。城門、閾なければ破城槌はじょうついには脆もろい。漢軍は大兵故、城守す積もりは無く、敗れる積もりも無い。故に多くの輺重を入れるために閾を斬ったと思い込む。よって駱越の渠帥きょすい、牛と酒を奉じて以て軍営を労ねぎらう。臧宮、殊更兵が多く見える様に連ね、大いに宴うたげして、牛を屠ほふり、酒を濾こして渠帥らを慰労す。駱越、これより遂に安んじる。
  


  
    　
  


  
    二月八日己卯きぼう、皇帝劉秀、予かねてから思い倦あぐねしこと、かく在らねばならぬという事を詔する。曰く「天地の性、人を貴とおとしと為す。それ奴婢ぬひを殺さば、罪を減ずることを得ず」
  


  
    これを知って、並の皇帝に非あらずと悟った者は少ない。寧むしろ何ぞ古いにしえに違たがうことを為すと思った者が多い。奴婢、売り買いされる物品であり、殺されても家財蓄牧同様に金銭で購あがなわれる物である。それを、殺せば庶民を殺すと同じと言うのである。奴婢が生じるのは畢竟ひっきょう、貨幣経済と豪族の土地私有に由来し、皇帝劉秀とて手を出せば収まりかかった中華が動乱するが故に、これを根本から変えることは出来ない。されど、生じた奴婢をどう扱うかは内外政経とは直接関係が無い。天地の性、人を貴しと為す、とは『孝経こうきょう』にある理念である、劉秀、そうあらねばならぬと思う故に命じる。劉秀、群雄と戦うことも考えた上での決断である。最早、気懸きがかりは蜀の公孫述のみ、そしてこの詔勅しょうちょくを発しても、討蜀になんら影響がないと見極めた故に、天下に命ず。
  


  
    　
  


  
    三月九日己酉きゆう、皇帝劉秀、南陽なんように御幸みゆきする。皇帝の御幸であれば理由を告げることは無い。しかし、諸将群臣、公孫述を撃つための視察であるとこれを察す。南陽郡、今は太守杜と詩しが治める所である。杜詩、嘗かつて劉秀に、その勇ゆえに節でなく戟げきを与えられた吏士である。性は節有り倹有り、政事は肩入れする事無く清廉。智勇の将として、寇賊を平らげ南陽に威を張る。民に対しては雑役ぞうえきを省き、水力を用いた排ふいごによって農器を作り、農耕に労少なくして耕地多し。人民は頗すこぶる便となす。溜池を改修し、土地を新たに開墾かいこんし、人押し並べて盛んとし、人は杜詩を昔の循吏じゅんり召しょう信臣しんしんに准なぞらえる。されど杜詩、自らは勲功くんこうなしと見做みなし、久しく大郡に居ることに安住せず、功臣に譲ゆずりたいと願い出る。劉秀、治績顕あきらかであれば許さず。南陽は公孫述に攻められる所ともなれば、卿を除いて南陽を守れる者は居らぬと慰留いりゅうする。劉秀、宛えんを発し、章陵しょうりょう、昔の舂陵しょうりょう郷ごうに御幸し、陵墓を祀まつる。
  


  
    この月、城陽じょうよう王劉祉りゅうし、薨ず。齢、四十三、劉秀のたった二つ上である。劉秀が洛陽を離れる前から劉祉の病は重くなり、よって劉祉、城陽王の璽綬じじゅを還し、列侯として先祖の祭祀さいしを奉じることを願う。劉秀、よって南陽に向う前に劉祉を見舞ったが、劉祉、遂に就国に及ばず。訃報を受けて、皇帝劉秀、詔して謚おくりなを恭きょう王とし、洛陽の北、北芒山ほくぼうざんに葬らせる。
  


  
    劉秀、南陽の防備を確かめ、武ぶ当とう県の誅虜ちゅうりょ将軍劉隆りゅうりゅうには、後は太守杜詩に任せて、南なん郡は岑彭の下に遷るように勅命を遣る。宛に戻った劉秀、再び太守杜詩を召すと、公孫述に対する策を与える。漢中かんちゅうから虜りょ出いづれば撃て、さもなくば只守れと。隴、武当、荊門の三方から攻める手もあるが、守るは易く攻めるは難しと、武当は守る処と為し、故に南陽には守備兵のみ残し、手を焼く荊門に兵を集めて蜀兵を攻め、南郡を保全しようと欲す。
  


  
    三十日庚午こうご、皇帝劉秀、洛陽に還る。
  


  
    　巴は郡・武ぶ都と郡
  


  
    　
  


  
    　閏うるう三月、洛陽らくようから出立しゅったつした大司馬だいしば呉漢ごかん、南陽なんよう軍の征南大将軍岑彭しんほう、誅虜ちゅうりょ将軍劉りゅう隆りゅう、輔威ほい将軍臧宮ぞうきゅう、驍騎ぎょうき将軍劉歆りゅうきんに合流する。既に岑彭は南陽・武ぶ陵りょう・南なん郡の兵を発し、また転輸てんゆのための水夫かこを桂けい陽よう・零れい陵りょう・長沙ちょうさから集め、兵数六万余人、騎馬五千匹、全てを最前線の荊門けいもんに会合させる。呉漢は、隴での苦渋を忘れず、三郡の水夫が兵糧ひょうろうを費ついやすと、これを罷やめようと欲す。しかし、岑彭はこの二年、公孫述こうそんじゅつに苦しみ、そのため多大の船を用意し、水軍を鍛えてきた。勝つためには多大な水夫が不可欠と信じる。そこで岑彭、呉漢と論争するを避けて皇帝劉りゅう秀しゅうに上書し、その旨を伝える。劉秀、岑彭に報じて曰く「大司馬は歩兵騎兵を用いることに習熟せしも、水戦に通暁つうぎょうせず。荊門の事は一に征南公に拠って重しと為すのみ」
  


  
    劉秀、岑彭に全てを任せる。呉漢には我の代りの後詰めを為せと命じれば、呉漢、復また異を唱えず、裁定に従う。
  


  
    　進軍したる岑彭、軍中に令し、公孫述の大司徒だいしと任じん満まんの浮橋を攻める者を募り、一番乗りには重賞しようと言う。ここに於いて偏将軍魯ろ奇き、これに応じて自ら進む。時に嵐となり風雨猛たけ狂う。強く吹いた東風を網代あじろの帆にまともに受けた魯奇らの船、流れに逆らって上り、すぐさま浮橋を攻めるも、設けられた障害に掛かり、去ることが出来ぬ。兵法で言う死地に追い込まれた。矢し石せき飛ぶ中、決死の思いで戦うのみ。松明たいまつを飛ばして浮橋を攻めれば、強風故に火は勢いを増し、橋楼きょうろうは焼け崩れる。岑彭、自軍に勢いがあると判じれば、悉ことごとく兵を出し軍船を連ね、風に乗って攻め進む。漢軍の勢いに風と火が加わる。風下の兵には煙が襲い燻くすぶられる所となれば蜀兵潰ついえるのみ、長江に落ち或いは火を避けて飛び込み溺死する者は数千人。蜀将王政おうせい、自らの大将任満の首を斬って岑彭に降った。公孫述の南郡太守程てい汎はんは生け捕られた。翼よく江こう王田でん戎じゅうは上流に逃のがれる。岑彭、劉隆を南郡太守兼行と為し、自らは臧宮、劉歆を率いて一気に長江を遡さかのぼる。
  


  
    　臧宮、垂鵲山すいじゃくざんに至り、陸路より秭帰しき県に出て蜀兵を撃ち、岑彭らと江関こうかんを破る。一方、大司馬呉漢は夷い陵りょうに留まり、多数の櫂かいを持つ露橈ろじょう船せんを備え南陽の兵及び赦免しゃめんされた囚人の中から募りし兵三万人を率いて後詰となり、劉隆と共に敗残兵の掃討を行う。
  


  
    　江関にて岑彭は、これは皇帝の軍なりと、軍令して掠奪することを禁じる。過ぎる所の人民は皆みな牛と酒を奉じて労いて迎える。岑彭、諸所の長老を見て為に曰く「大漢は巴は蜀しょくの人久しく虜りょ敵てきに使役されしを憐あわれみ、故に将帥を立てて遠く征伐し、以て罪人を討って人の為に害を除く」と、譲ゆずってその牛と酒を受けず。人民大いに喜悦きえつし、臨江りんこう、平へい都と、柷しゅくと争って城門を開いて降る。
  


  
    戦勝の報を受けたる皇帝劉秀、岑彭に詔して益えき州牧ぼくを代行させ、降す所の郡の太守も兼行させる。
  


  
    　更に長江ちょうこうを遡る岑彭、江州こうしゅう県に至る。ここに追い立てられた田戎が立て篭もる。しかるに田戎に兵糧多しと知れば、これを降すこと難しと、すなわち、威虜いりょ将軍馮ふう駿しゅんを留めてこれを囲ませ、自らは勝ち続けて意気上がる水軍を率いて更に長江の支流西漢せいかん水すいに遡り墊ちょう江こうを降し、更に支流の涪ふ水すいを上り攻めて平曲へいきょくを破り、その米数十万石を収める。蜀郡から巴郡を通るには長江の支流涪水、潜水せんすいが西漢水と束ねられる所、水運の要である墊江を経ねばならず、漢軍これを押さえることによって巴蜀を分断し、岑彭、巴郡を掌握しょうあくした。
  


  
    　
  


  
    　夏四月、皇帝劉秀、隴ろうは制する筈も、先零羌せんれいきょうが隴ろう西せい郡臨洮りんとう県に寇こうすと聞けば如何いかにすべきかを臣下に尋ねる。中郎将ちゅうろうじょう来歙らいきゅうは、隴西は侵し損なわれ馬援ばえんに非あらずば良く定むること無しと奏そう言げんし、皇帝劉秀、璽じ書しょもて馬援を隴西太守と為す。また、揚武ようぶ将軍馬ば成せいを天水てんすい太守と為し、将軍職は元の如く兼ねさせる。馬援は歩兵騎兵三千人を発し、先零羌を臨洮に破って、首級数百、馬羊万余頭を得た。塞とりでを守れる諸羌八千余人、馬援に降る。
  


  
    　劉秀、また官を見直す。大司徒だいしと司直しちょく杜林とりんを、病を以て辞した郭かく憲けんに代えて光禄勲こうろくくんと為し、大司徒司直を省く。
  


  
    　
  


  
    　六月、来歙は、虎牙こが大将軍蓋こう延えん、揚武将軍馬成、武威ぶい将軍劉りゅう尚しょうを率ひきいて隴から武都郡に入り、公孫述の将王元おうげん・環安かんあんを河池かち県・下弁かべん県に破り、勝ちに乗じて進軍する。来歙によって武都郡、岑彭によって巴郡が押えられれば、漢かん中ちゅう郡と蜀郡を繋ぐ道無く、公孫述が拠るのは蜀郡・広こう漢かん郡とその南の犍けん為い郡・越雟えつすい郡等に限られた。
  


  
    漢軍強し、このままでは勝てぬ、どうすれば勝てると考えた蜀将環安、征西の要かなめ、来歙さえいなければと刺客しかくを放つ。策は当たり、来歙は刺される。まだ息の有る来歙、蓋延を召して走らせる。寝入り端ばなを起こされ、何事かと着いた蓋延、来歙を見れば、腹からたらたらと血が滴したたり、その根元できらりと刃が光る。蓋延、情の大きな男である。歓喜かんき愉悦ゆえつには豪快に笑い、苦渋を舐なめさせられた事には烈火の如く怒り、豪放ごうほう磊落らいらくで神経の細やかな男には耐え難い。その男が来歙を見て覚えたのは憐憫れんびんであった。たちまち泣き崩れて、仰ぎ見ることも出来ぬ。来歙、荒い息で蓋延を叱りつけて曰く「虎牙、何ぞ敢えてそうする。今、天子の使者は刺客に当り、以て国家に報むくゆる無し。故に巨きょ卿けいを呼び、軍事を相あい預あずけようと欲したるに、反かえって子女の如く涕泣ていきゅうするか。刃やいばは身に在ると雖いえども、兵を揃えて公を斬ること能あたわざらんや」
  


  
    蓋延、涙を拭ぬぐいて座り直し、来歙の諫いさめる所を聞く。
  


  
    次に来歙、机と筆硯すずりを用意させ、自ら上表して曰く「臣、深夜、何人かに斬られる所となり、急所に当たる。臣、敢えて自ら惜しまざるも、実に職を奉じて適わず、以て朝廷の恥を作りし事を恨みとす。それ国を治むるには賢を得ることを以て本と為す。太中たちゅう大夫たいふ段だん襄じょうは硬骨にして任にんずべし。願わくは陛下、明察されんことを。また臣の兄弟は不肖ふしょうにして、おそらくは終ついに罪を被らんも、陛下哀憐あいれんせられて屡しばしば教導を賜え」
  


  
    筆を脇に投ほおるように置き、刃を抜いて絶命した。
  


  
    　
  


  
    劉秀、来歙の訃報を聞いて驚き、書を見て涕なみだを収め、策書を賜いて曰く「中郎将来歙は攻戦すること連年。隴、羌を平定し、国を憂い家を忘れ、忠孝顕著けんちょなり。不運に遭あいて害に遇あう、ああ哀しいかな」
  


  
    太中大夫をして来歙に中郎将、征羌せいきょう侯の印綬いんじゅを贈らしめ、謚おくりなして節侯と為す。謁者えつしゃをして葬儀を取り仕切らせる。柩ひつぎの洛陽に還るや、皇帝劉秀、白無垢しろむくの喪服着て臨のぞみ弔とむらいて葬送す。征羌侯とは来歙の功故に付けたが、そのような国県がある訳ではない。汝南じょなん郡当郷とうごう県を征羌国と為し、子の来褒らいほうに継がせる。
  


  
    劉秀が悲嘆に暮れると雖いえども、風の向き、世の中の動き、人の心はそれを推おし量はかってくれる訳ではない。劉秀が京城に還る時に、劉秀をして嘆息させる事件が起った。葬送に付き従った趙王劉りゅう良りょう、大夏城門中に五官将張ちょう邯かんの車と出遭った。道は狭く、苛立いらだった劉良は、張邯を引き返させ、城門を司つかさどる門候もんこうの岑しん尊そんを召し寄せ、馬前に叩頭こうとうさせたのである。威を嵩かさに着た無道である。劉秀、育ての親とも云える叔父の劉良であるので、目を瞑つむろうと思った。しかし、司隷しれい校尉こういが趙王を弾劾した。司隷校尉は鮑ほう永えいである。前に揚よう州牧ぼくと為った鮑永、法に基づく善政を為し万民を安んじたが、母の喪に服して官を去った。しかし、鮑永を惜しいと思った劉秀、召して司隷校尉と為した。
  


  
    その司隷校尉鮑永、上奏し、劉良を弾劾だんがいして曰く「今月二十七日乙いつ丑ちゅう、天子の車駕しゃが、故中郎将来歙の喪に臨のぞんで還る。車駕が過ぎ、すぐさま趙王良は後に従い、城門中に於いて右中郎将張邯と出遭いたり。道狭ければ、趙王、邯を叱りて車を旋めぐらさせ、又た門候の岑尊を召して叱責し、これを走らせること数十歩。案じますに、良は諸侯の藩臣にして、恩を蒙こうむりて入にゅう侍じする者なり。宜よろしく尊は帝の城門の候吏六百石なることを知るべし。然るに意を恣ほしいままにして怒りを加え、都道に叩頭せしめ、馬前に奔走ほんそうせしむ。藩臣の礼無し。大不敬なり」
  


  
    劉秀、笑いに堪えず吹いてしまう。皇帝の恩寵に与あずかっただけで、陛下の吏を蔑ないがしろにするのは不敬であると言うのだから。劉秀、鮑永を咎とがめない、それどころか尤もっともであると肯がえんじる。劉良も咎められなかったが、朝廷は粛然とし戒いましめ慎まざるは無し。劉秀、更に右扶風うふふうの鮑恢ほうかいを召して都官従事と為す。この鮑恢も又た剛直、抗威の風あり。故に皇帝劉秀、常に曰く「貴戚暫しばらく宜しく手を縮めて以って二鮑を避くべし」と、鮑永・鮑恢を憚はばからせる。
  


  
    　
  


  
    皇帝劉秀、自ら公孫述を討つべく洛陽を発ち、長安ちょうあんを目指す。秋七月に長安に到り、ここに留まる。
  


  
    その長安にて妙なことが起こった。漢中太守の上奏である。漢中を治めて名が上がった太守丁邯ていかん、妻の弟が公孫述の将となった、と自らを弾劾したのである。丁邯は妻を南鄭なんていの獄に送り、冠を脱ぎ裸足の徒かちとなり自ら罪を陳のべる。劉秀、偶々か、それとも最早形振なりふり構わず、打てる策は打とうと公孫述が放った謀はかりごとかと考える。
  


  
    そもそも丁邯は並外れて正直な士である。皇帝劉秀が、孝行にて清廉の吏士を郎にしようと考え、丁邯をその補と為せば、丁邯、病やまいと称して職に就つかぬ。訝いぶかった劉秀が詔に問いて曰く「実に病か、それとも郎と為るのを恥じたか」
  


  
    丁邯応えて曰く「臣、実に病ならず。孝廉を以て令史職を得るを恥とするのみ」
  


  
    これに劉秀怒って曰く「虎賁こふん滅頭、これに杖じょう数十」と、近衛兵に杖で打たせようと欲すも、詔に問いて曰く「郎と為らずを欲するか」
  


  
    丁邯応えて曰く「能よく臣を殺す者は陛下なり。臣郎者に為るに能あたわず」と、詰る所、能が無いのに郎と為れば、陛下に殺されますと謂う。そこで丁邯は中詔で外に遣やられ、遂に郎と為らなかった。
  


  
    因って偶々か謀か分からぬが、丁邯に裏表は無い。そしてこれを咎めれば、笑うは公孫子陽しようばかりである。そこで劉秀、詔に曰く「漢中太守の妻を南鄭の獄に繋ぐ、誰が当まさにその背垢を掻いてやる。牛頭を掲げて馬の干し肉を売り、盗跖とうせきの行いをして孔子の言を語ると謂う。邯は罪に服すを以て、且つ邯は妻と一つ故に、冠を履はき謝あやまる勿なかれ」と、名実が伴わない例を挙げて、罪に服しているのに罪を問うことは無いと、太守を続けさせる。
  


  
    丁邯、非凡と称される。
  


  
    　
  


  
    来歙が刺されて、隴から蜀への進軍は止まった。蓋延も復また病となり、馬成を残して三輔さんぽに引き上げる。そこで皇帝劉秀、馬成を中郎将代行と為し、専念させるため天水郡太守を辞めさせ、代わりに古くからの知己である樊曄はんよう、字を仲華ちゅうかという吏士を当てる。
  


  
    嘗て劉秀が微賤びせんの頃、新野しんやで捕らわれた事がある。その時、市の吏士であるのに、劉秀にささやかながらの食、一笥いちし餌じを差し入れたのが樊曄である。劉秀、即位後、それを忘れずに召して、待御史じぎょしと為し、更に河東かとう郡都尉といと為し、天子の食事・乗與服物を授く。因って劉秀は戯たわむれて曰く「一笥餌にて都尉を得たり。如何」と訊けば、樊曄、笑いもせず苦慮も見せず、只頓首とんしゅして謝した。
  


  
    樊曄、更に揚よう州牧ぼくを歴任した能吏のうりにして、只、法に引っ掛って軹し県の長に左遷された。劉秀は治安には適かなうと見て、樊曄を新たに太守に当てたのである。蓋延は左馮翊の長と為し、武都には捕虜将軍馬ば武ぶ、偏将軍郭かく覇はを新たに遣やる。
  


  
    その間にも劣勢となった公孫述、岑彭を撃つべく散兵を集めて対抗しようとする。公孫述とて兵法を知らないわけではない。岑彭の軍の問題は重地である、敵地に深入りしすぎている。兵站へいたんを切るに如くは無し。すなわち、その将の大司馬だいしば延岑えんしん、呂りょ鮪い、王元、それに弟の大司空だいしくう公孫恢こうそんかいをして、出せる兵は全て出し、広漢、資中しちゅうに防がせ、また将の侯こう丹たんを遣つかわして二万人余人を率いさせ、岑彭の退路と為る黄石こうせきに防がせる。
  


  
    　武ぶ陽よう
  


  
    　
  


  
    　八月、平曲へいきょくの征南大将軍岑彭しんほう、事態に慌てる。正面には歴戦の蜀将延岑えんしん、江州こうしゅう県は囲むも降せず、黄石こうせきから水運を分断されれば孤立するのみ。そこで岑彭、輔威ほい将軍臧宮ぞうきゅうと護軍ごぐん楊翕ようきゅうには、兵が残っているように見せかけよと命じ、その間に黄石を撃とうと水軍を率いて出立しゅったつする。
  


  
    秋、長江ちょうこうは増水する季節であり、春とは違い流れが速い。まして、墊ちょう江こうは支流が束ねられる所、流速は非常に速く、一気に江州まで行き着き、目と鼻の先の黄石に至れば、出立したその日に侯こう丹たんの虚を突き、大いに破る。
  


  
    困ったのは臧宮である。擬兵ぎへいの計を為せと言われても、心許こころもとない。涪ふ水すいの更に支流沈水ちんすいの向こうには延岑が大兵を立て意気盛ん。臧宮も衆兵多しと雖いえども、転輸てんゆの穀至らず、兵糧ひょうろう少なし。更には、降兵五万、散じて叛そむこうと欲し、郡邑ぐんゆうは城や砦に拠って事態を静観した。若もし、ここで引き返せば、逃げる兵は怒涛どとうの如く雪崩なだれを打って壊滅する。そして郡邑は再び公孫述こうそんじゅつに帰す。確かに征南公は兵を残された、降兵五万、しかし前に立てて戦わせれば負ける。旗幟はたのぼりくらいの役にしか立たぬ。旗幟、それでも役に立とう。問題は征南公の水軍が消えていることを悟らせぬこと。そこに偶々、岑彭宛に皇帝劉りゅう秀しゅうが兵馬を付けた謁者えつしゃを遣やり、その総勢七百騎ばかりが臧宮軍と出遭った。そもそも負ければ失うが、勝てば陛下も征南公も咎とがめないと、臧宮、これを詔みことのりと称して謁者から兵馬を奪った。そこで昼夜を問わず兵を進めて殊更ことさら幟旗のぼりばたを設け、山に登らせ太鼓を叩かせて騒がせる。水夫かこの居ぬ船、形ばかり兵と兵糧を乗せ舫もやい綱を船首に結びつけ、右岸より歩兵にて、左岸より騎兵にて引き、叫び声は山谷をどよもした。
  


  
    延岑、斥候も見落とした漢兵至るかと山に登ってこれを望む。遠目に見る限り、歩兵、騎兵、水軍が頭を並べて進む様に見える。その喚声は対岸のこちらまで響き、見える旗幟から察すれば、目と鼻の先にはざっと二十万の兵、これはどうしたことかと、見たままを信じた延岑、震えが止まらない。将が震えれば、兵は浮き足立つ。臧宮の兵、先頭だけは精鋭である。よって臧宮が撃てば蜀兵は散じる。大軍が到ったと思い、初戦で出端でばなを挫くじかれれば、延岑の兵、脱兎だっとの如く逃げ出した。弱兵でも追撃なら易やすい、よって臧宮恣ほしいままに撃ち、大いに破る。首を斬られ或いは溺死する者万余人、河は血に染まる。延岑は成都せいとに奔はしり、その衆兵は悉ことごとく降る。よって臧宮はその兵馬珍宝を得、勝ちに乗じて遁のがれる者を追い、降る者は十万を数えた。
  


  
    　
  


  
    　時に、黄石の岑彭、長江を遡さかのぼらねばならぬが急流を下るのは速くも、上るのは遅い。江州まで戻った岑彭、奇策を思いつく。岑彭、自らが敵地奥深くに入れば、一月余り斥候を使い蜀の地勢を細かに調べ上げた。さもなければ黄石の異変も知らずに終わったであろう。先に下った西漢水せいかんすいは北西から南東に向い、確かに増水して流れは速い。しかし南西から北東に流れる長江本流はそれほど速くないと気付き、この本流を遡れば何処に行き着くかを思い出す。風は東から西に吹けば、好し、網代あじろの帆の畳みを残すところ無く広げ、江水こうすい本流を昼夜兼行で一気に進むべしと号令する。蛇行を無視すれば長い距離に亘って円弧を描く長江、その円弧の上を流れとは逆に、兵士と手空きの水夫かこは仮眠を取って、船団は進む。一旦、南西に進むもやがて江陽こうように至る。ここで支流湔水せんすいを北上すれば漢安かんあんに行き着く。しかし岑彭、蜀の水軍に出遭うことなければ、まだ知られておらぬならと、猶なおも船団を本流の為す円弧に乗せ、すなわち西に進ませ、やがて進路は北西に向く。南安なんあんで流れは北を向き、そのまま北に遡上そじょうすれば成都となる。流石に成都は襲えず、その手前の拠点である武ぶ陽ようを襲う。不意を突かれた武陽は落ち、岑彭は船を下りた精鋭騎馬をその北東の広こう都とに馳はせさせる。成都からは数十里、そこに忽然こつぜんと現れたる漢軍、勢いは風雨の如く、襲われた蜀兵は皆みな走り散じた。
  


  
    　公孫述、漢兵は平曲に在りと聞き、ゆえに延岑ら大兵を遣つかわしてこれを迎えさせた。しかるに岑彭が突如として、延岑らの背後、公孫述の喉元に現れた故に、蜀は震え上がる。公孫述とて例外では無い。渾身の勢いで杖を地に突いて、愕然がくぜんとして曰く「これ何ぞ神なるや」
  


  
    　長安ちょうあんで臧宮・岑彭の戦勝を聞いた皇帝劉秀、臧宮・岑彭を褒賞ほうしょうし、公孫述には璽書じしょを送り、自らは長安を去り、洛陽に向う。
  


  
    　
  


  
    　男は、目を開いて天井を見詰め、視線を机の上の史書に戻す。曰く「金きん蝉せん、殻からを脱ぐ計。居ると見せかけ、抜け出した本軍は別働べつどうを撃つ。そして機転で思いついたのが、魏ぎを囲みて趙ちょうを救う計なり。局面を打開するために、首都を襲おうとすれば、自ずと敵をして兵を移動させる。されど、その局面は既に解かれる所であれば、この計は無中に有を生ず計と変わり、虚を突くことになる」
  


  
    男は、史書を追いて曰く「こちらの将も、金蝉、殻を脱ぐ計を使うか。虚を実と為し、実を虚と為す。行き着く所、兵は詭きなり」
  


  
    　
  


  
    　皇帝劉秀、二月の奴婢ぬひを殺せば、庶民を殺すも同じとした詔勅しょうちょくに続いて、次々、されど慌てずに奴婢に対する政策を打ち出す。王莽おうもうとは異なり、政策が確実に浸透するのを待って、受け容れられているかを量りながら進む。八月二十六日癸亥きがい、詔みことのりして曰く「敢えて奴婢を焼けば、法律の如く論じ、焼かれる者を免じて庶民と為す」
  


  
    更に、冬十月九日壬午じんご、詔して曰く「奴婢が人を射って負傷させれば、今、問答無用に市において処刑する律を省く」
  


  
    劉秀、少なくとも刑罰において、奴婢と庶民を違える事は無くした。
  


  
    　
  


  
    　劉秀、公孫述に攻戦するため、匈奴きょうどと盧芳ろほうには力を注げない。よって盧芳がその将の賈覧からんと共に、劉秀に降った雲中うんちゅう郡を攻めるとなると、防戦一方となる。しかし劉秀、己の戦い、潁川えいせんの苦渋を鑑かんがみて、盧芳の勝機は薄いと判じた。劉秀、よく顧かえりみる兵略に曰く「要害を得ればこれを守れ、隘路あいろを得ればこれを塞ふさげ、不落の地を得ればこれを屯とんせよ」とある。盧芳、居城となる五原ごげん郡九原きゅうげん県を抜け出て、賈覧も代だい郡高柳こうりゅう県を抜け出て、東西より雲中郡を挟撃きょうげきするも落せずにいる。盧芳と言う梟雄きょうゆうがその要害・不落の地を等閑なおざりにしている。
  


  
    よって劉秀、盧芳に一番近い太原たいげん郡広こう武ぶ県の驃騎ひょうき大将軍杜と茂ぼには、謁者の段だん忠ちゅうを遣わし諸郡の赦免しゃめんされた囚人を率い、北辺に鎮守ちんじゅさせる。段忠、周辺から兵を募って見張り台に烽火のろし台を整えさせる。また転輸されし黄金絹けん白ぱくを兵士に給じ辺民にも賜い、皇帝の使者は車で頻しきりと往来する。杜茂もまた屯田とんでんを為し、車を驢馬ろばに牽ひかせて物品を転輸する。劉秀、兵略の云う所、「敵が強ければまともに当たらず、敵が逸はやれば受け流し、敵が凌しのぎたれば萎しなびるを待ち、敵が暴ならば滅ぶに任せ、敵が義に悖もとれば義を謳うたい、敵が睦むつめれば分かとうとせよ」に従い、金品を流すことで盧芳のいない郡県の離心を促す。
  


  
    また劉秀、この兵略と漢の逗留とうりゅう畏懦いだの法、すなわち軍隊を一箇所に留めて進まぬ者は臆病おくびょうと見なして斬死と為す軍法が、相容あいいれないため、逗留の法、一律に拘泥こうでいすべからずと詔し、杜茂らを動き易くした。
  


  
    　更に皇帝劉秀、軍略を考え行政区分を簡略化しようと考える。即ち、隴西ろうせい郡・天水てんすい郡から金城きんじょう・武威ぶい・張掖ちょうえき・酒泉しゅせん・敦煌とんこうを涼りょう州と為し、涼州牧ぼくの竇融とうゆうの監視下に置き、朔方さくほうとまだ盧芳の支配下にある五原を并へい州に組込み、潁川太守郭伋かくきゅうを王莽の頃と同じく并州牧と為してその監視下に置き、盧芳と匈奴に対して一枚岩で臨のぞむ。郭伋、任地に赴おもむくに当たり洛陽らくように至って、帝恩に謝すれば、劉秀引見し、合わせて皇太子・諸王召して気さくに語ること終日、車馬、衣服、什器じゅうきを賞しょう賜しす。郭伋曰く、官職遍あまねく選出補任するには当まさに天下の賢者俊しゅん傑けつを選ぶべし、宜しく専ら南陽なんようの人をのみを用うべからずと。劉秀、然しかりとこれを納いれる。
  


  
    　皇帝劉秀、涼州・并州に限らず、遠き辺地の州牧は四し夷いに当たれば、無闇に歳末に入朝し事を奏すは宜しからずと、この慣行を絶つ。
  


  
    　
  


  
    　蜀には、嘗て長安で学業を受けて聖童と謳われ、微賤の頃の劉秀もその志操を嘉し、中郎将ちゅうろうじょう来歙らいきゅうの推挙によって郎中と為り、三度遷って謁者と為った張堪ちょうかんが使いして、劉秀から広漢こうかんの臧宮に兵馬紅絹六千匹を賜う。臧宮、意を高らかに北進する。
  


  
    また使者が伝える書は、成都の公孫述の所に届く。公孫述、劉秀の禍福を陳のべた、曖昧あいまいさの無い書を読み嘆息する。書は詰る所、公孫述はこのままでは族ぞく滅めつす、身を保とうと欲すれば、降るべし、命は助け爵土しゃくども保証しようと言う。公孫述、書を親しき所の太常たいじょう常少じょうしょう、光こう禄ろく勲くんの張ちょう隆りゅうに示す。常少・張隆、共に降ることを勧すすむ。公孫述曰く「興廃は天命なり。あに天子に降る者有らんや」
  


  
    左右、言葉を失い敢えて復また言うこと無し。
  


  
    　公孫述、負けるわけには行かぬ。ならばどうすべし、即座に来歙らいきゅうを倒した環安かんあんの策を准なぞらえようと欲す。即ち、岑彭の身辺を窺わせ、時を選んで刺客しかくを遣やる。
  


  
    　そうとは知らぬ岑彭、武陽の南に陣営を留めようと、この場所の名を問えば、彭亡聚ほうぼうしゅうと言う。不吉と、岑彭、遷うつろうと欲するも、日暮れと為れば止める。そこに逃亡した蜀の奴隷が降る。刺客の偽いつわる所であった。そうとは察せず、岑彭、夜中に刺殺される。
  


  
    いともすごすごと害されるか、警護兵に斬られた、もとより生きて返るつもりなぞなかった刺客にしても拍子抜けする程、あっけない最後であった。岑彭、何の事後策も残す事なければ、陣中は騒然とし、亡骸を置いたまま只々慌てふためく。こういう時にはどうすれば良いか、従軍していた太中大夫たちゅうたいふ鄭興ていきょうは先ずは皇帝に知らせて、采配を伺うべし、いや洛陽は遠い、そうだ大司馬だいしば呉漢ごかんに訊くべしと、考えがまとまれば、漸く口を開いて諸将を宥なだめる。
  


  
    諸将には、この機に攻める公孫述に対して領を守れ、そして呉公の下知を待つべしと命じ、呉漢が江州にあれば、鄭興、船を一艘用意させてすぐさま出立する。
  


  
    知らせを受けた後詰めの呉漢、一瞬驚くと雖いえども、もとより頭の回る男である。分かったと即座に岑彭の軍を掌握すべく手を打つ。まず、広都・武陽の騎馬・水軍に命じて即座に江州まで帰らせる。今攻められれば、ひとたまりもなく潰走するのみと、先に撤兵させたのである。洛陽には、岑彭の経緯いきさつを報じ、先ずは我が討蜀全軍を掌握したので、改めて采配を願うと上書する。
  


  
    　
  


  
    　訃報を受けて、劉秀、惜しい男を亡くしたと悲しむ。これで何人目か、岑彭の昔を思い出せば、亡き兄劉縯りゅうえんを思い出す。宛えんで降った岑彭を許すことで、漢に就つかせた。懐かい県で岑彭を召し出した時を思い出す。思えば思うほど劉縯は得がたい義士を残してくれた。蜀の漢軍最前線からは、越雟えつすい郡から邛きょう穀こく王任貴じんきが、軍を整然と持して一毛も略奪せざる岑彭の威信を聞いて、数千里より使を遣わして迎え降ると聞いた。そこで劉秀、亡き岑彭の為、悉ことごとく任貴の献じる所を以て岑彭の妻子に賜い、謚おくりなして壮そう侯と為す。子の岑遵しんじゅんを継がせ、また細さい陽よう侯に遷す。蜀の人すら岑彭を憐あわれみ、廟びょうを武陽に立て四季に祀まつる。
  


  
    　
  


  
    　一方、揚武ようぶ将軍馬成ばせい、武威将軍劉りゅう尚しょうを率ひきいて河か池ちを破り、武ぶ都と郡を平定し、公孫述に圧力を掛ける。すなわち劉尚、捕虜ほりょ将軍馬武ばぶ、偏将軍郭覇かくはは白水関はくすいかんを攻める。また、皇帝劉秀、隴西太守馬援ばえんの降した先零羌せんれいきょうを如何いかに処すべきかと伺うかがいを受け、馬援・護羌都尉ごきょうとい牛邯ぎゅうかんの勧める様に、天水郡、隴西郡、三輔さんぽの右扶風うふふうに遷す。されど西羌せいきょうに諸族あり、合せて数万、集結し寇掠こうりゃくを為し、浩亹こくもんの隘路に防ぐ。馬援、武都から遷された馬成と共にこれを撃ち、羌は妻子輺重しちょうを率いて允えん吾が谷こくに阻はばむ。馬援、密かに間道を行き、その陣営の虚を突けば、羌は大いに驚き潰ついえる。その西の遠い唐とう翼よく谷こくに遷るも、馬援は復た追いついてこれを討つ。羌、精鋭を引いて北山の上に集まる。馬援は軍を連ねて山に向い、数百騎を分遣ぶんけんしてその裏に巡めぐらせ挟撃し、夜に乗じて火を放ち、太鼓を叩いて狂騒したれば、羌虜きょうりょは大いに潰ついえた。首を得ること千余級。馬援、兵少なきを以て迫撃すること能あたわず、その穀類畜産を収めて還る。この時、馬援、矢に当たり脛すねを貫つらぬかれた。皇帝劉秀、璽書以てこれを労ねぎらい、牛羊数千頭を賜う。馬援、それを悉ことごとく賓客ひんきゃくに分つ。
  


  
    　皇帝劉秀が先に并州、涼州の行政区分を見直した折り、朝臣は金城郡の破羌はきょうより西は道遠く寇こう賊ぞくが多いことから、議してこれを棄てようと欲すれば、馬援、意を尋ねられて応こたえて曰く「破羌より以西、城郭は多く全まったきを得れば、拠って固むに易し。その田土でんどは肥沃ひよくにして灌漑かんがい整う。若し、羌をして楽らく都と水すいに在らせれば、すなわち害を為すこと休まざらん。棄つるべからず」
  


  
    皇帝劉秀、馬援の言を然りとし、金城郡を省いて馬援の守す隴西郡に合し、武威太守梁統りょうとうに詔して、悉く金城郡の客民を還らせる。すなわち金城郡に流れた民三千余人、旧邑きゅうゆうに還る。馬援、奏上して県令・県長を置き、城郭を繕つくろい砦を設け、水田を開き、耕作牧畜を勧めば郡中はこれを楽しむ。また羌の豪族に諭さとせば、皆な来たって和親する。また武都郡の氐人ていじんにして公孫述に背いて来降する者あれば、馬援、これが為にその侯王君長を復して印綬いんじゅを賜らんことを上奏し、皇帝劉秀、悉ことごとくこれに従う。金城郡・武都郡の憂うれいが無くなったことより、劉秀、馬成の軍を解散させ、兵たちを故郷に還す。馬成が元太守であった天水は樊曄はんようが治め、樊曄は法家を好めば頗すこぶる厳格で、禁を犯す者有れば、概おおむね生きては牢獄から出られぬ。吏人及び羌胡きょうここれを畏おそれ、以後、治安は行き届く。最早馬成が天水太守に還る必要はなかった。従って馬成は洛陽に還る。
  


  
    　成都せいと
  


  
    　
  


  
    　男は、髭を扱しごいて考え、つい口に出して曰く「水軍の将でないものが、水軍を率いて勝てるものなのか。史書は如何なる戦いをしたのか示してくれぬ。その帰結のみ。その結果から、推し量るのみ。将の力量故か、兵の力量故か、或いは船の力量故」
  


  
    　男は、何度か綴じ革を切ってばらした竹簡が手許てもとにあるのでそれを重ね、十層の船が如何なるものか考えようとする。
  


  
    　男曰く「城壁の様に見えたかも知れない」と、その竹簡の束の向きを片手で変えようとして崩してしまう。もう一度積み上げて、束を船に見立てて回頭させようとして崩してしまう。
  


  
    一枚一枚は平坦であるが、そりがあるので、重ねると一枚一枚の間に隙間が出来る。だから十枚も重ねると、少しのことで崩れてしまう。男は隙間を無くそうと、重ねた上から両の掌てのひらで押し付けようとして、今度は下の方で滑らせ倒してしまう。
  


  
    　それを見て、男曰く「高く重ねすぎたか、楼閣の如く」、そして、再度竹簡を積み上げてそのまま、水に浮ぶ所を想像する。男は首を振って曰く「このままは無理だ、横たげになる。高き荷を積んだ輺重は角の曲がりで苦労する。まして固い地面の上でないとなると」
  


  
    　それ故かと、男は竹簡を凝視しながら思いを馳せる。
  


  
    　
  


  
    　十二月、大司馬だいしば呉漢ごかん、岑彭しんほうが刺殺されて生じた足踏みを漸ようやく解いて、水軍を率ひきいて公孫述こうそんじゅつを撃つ。船団の中央で屹立きつりつする呉漢、嘗かつてよもやこれ程水軍が戦局を左右するとは思わず、今更ながら岑彭の深謀に感じ入る。兵は神速を尊たっとぶと云うが、流れの緩い大河は多大な兵士・兵糧ひょうろうを一気に運ぶ。しかも岑彭が選んだのは中小型船、櫂多く水夫かこも多く必要とするが、それだけ素早く、小回りが利く。公孫述の十層からなり欄干を赤い帛きぬで飾った赤楼帛蘭せきろうはくらん船、城のような船は戦いに持ち込めば積みたる弩どに四方の衝立ついたてが攻守に物言うが、鈍重で的にもなりやすい。
  


  
    呉漢、武陽ぶようの南、南安なんあんの漁ぎょ涪ふ津しんにて、魏党ぎとう、公孫こうそん永えいと戦う。呉漢、突騎とつきの将である。しかし、鈍重な敵船を重武装の歩兵或いは輺重或いは城と看做し、高速な味方の船を軽装の騎馬と看做せば、似たような戦法が使えると、これを試す。陽動で敵の進路を定めさせ、別働が弩弓の射程外をすり抜ける。赤楼帛蘭船が慌てて追おうと、急な舵を切ると、十層もの船で上が重くて安定に欠ける故、途端ぐらりと傾ぐ。そこを慌てて水夫・兵士が立て直そうとする。敵船の様子を見て、元の船が即座に接近する。突騎は城は攻めずに、城の兵を狙う。騎馬兵は船の上では弓兵となる、しかも熟達している。弩弓が来る前に水夫を撃って素早く離れる。小部隊の連携にも慣れていれば、阿吽あうんの呼吸で、交互に接近と離脱を繰り返し、撃てる目標を狙う。蜀の赤楼帛蘭船、真直ぐ進むか緩やかに曲がるかするには問題ないが、急な動きをする漢軍に対して無理矢理操船すれば、舵を切る方向とは逆に傾ぎ、しかもその揺り戻しが中々収まらない。弩弓が射てる体制でも弩兵の足元は固まっておらず、船が妙な方向に動けば投げ出される。普段揺れる馬の背の上で弓を引く騎馬兵が、馬に較べれば止まったような船の上で、普段固定された足場から弩を引く弩兵が、揺れに揺れる船の上で、互いを狙い射つ。有利不利は、時刻を追う毎に勝敗に結びついてゆく。蜀の船、急には旋回できぬと見切った漢軍、ますます嘲あざわらうかの如く、交互に弩弓の死角から近づき、射ち、離れる。赤楼帛蘭船は、もとより遅くそれを追えない、また弩弓のために無理に急旋回しようとすれば大揺れに揺れて、衝立の外に身を晒さらしてしまった蜀兵を、漢軍の騎馬兵の弓は、ここぞと射つ。
  


  
    漢の水軍、大いに破って遂には武陽を囲む。すなわち長江の覇権は漢兵が握る所と為った。
  


  
    　
  


  
    翌、建武十二年春正月、公孫述は娘むすめ婿むこの史し興きょうを遣やって五千人を率いさせて武陽を救わせようする。呉漢迎えて史興を撃ち、悉ことごとくその兵衆を滅ぼし、史興を斬る。更に呉漢、軍を率いて北上し犍けん為い郡と蜀しょく郡との境さかいに至る。諸県皆みな城守するも、呉漢は軍を進めて成都の一つ手前の広都こうとを攻めてこれを落す。軽騎馬を遣って成都の市橋を焼かせる。よって武陽より東の小城は全て漢軍に落ちる。
  


  
    また涪ふ水すい沿いに進む輔威ほい将軍臧宮ぞうきゅう、平へい陽よう郷ごうに至れば、嘗ては隗囂かいごうの将、今は公孫述こうそんじゅつの将である王元おうげんが、ここに窮きわまったと、率いる全軍を以て降る。
  


  
    一方、白水関はくすいかんを破った武威ぶい将軍劉尚りゅうしょうは、篭城する城々をそのまま置いて蜀郡中を進む。故に呉漢、臧宮、劉尚の兵が東西から蜀に通じた。劉尚はそのまま呉漢の増援に遷うつる。
  


  
    　
  


  
    　三月九日癸酉きゆう、皇帝劉秀詔して曰く「隴ろう、蜀の強略ごうりゃくされて奴婢ぬひと為って自らこれを訴える者有らば、また獄官未いまだ報ぜざる者は一切免じて庶民と為せ」
  


  
    劉秀、依然として奴婢制度に拘こだわる。しかし全国で行えば要らぬ動乱を招くかもしれぬと抑えるも、蜀と降した隴に行えば、公孫述に対して揺さぶりになり、降った故に隴は受け入れるであろうと、詔みことのりする。
  


  
    　
  


  
    　秋七月、威虜いりょ将軍馮駿ふうしゅん、一年余り囲んでいた江州こうしゅうを落とし、翼江よくこう王田戎でんじゅうを捕え、これを斬る。夷陵いりょうに立った田戎、岑彭しんほうが秦豊しんほうを囲んだ時に一旦漢に降ろうとした。あの時、降っておけばと思うが、今更悔やんでも仕方のないことである。時代に名を馳はせた群雄が復た一人散った。
  


  
    　
  


  
    　九月、皇帝劉秀、呉漢の報を受けて、これを諫いさめる勅ちょくを書いて曰く「成都の十余万の兵衆、軽んずべからず。ただ広都に拠ってその攻め来るを待ち、共に矛を交えること勿なかれ。若もし、虜、敢えて来らざれば、公は陣営を転じてこれに迫り、その力疲れるを待ってすなわち撃つべし」
  


  
    されど呉漢は兵が意気揚がる故に、自ら歩兵騎兵二万余人を率いて進んで成都に迫る。成都城からを離れること十余里。ほぼ南西に流れる長江の北岸に陣営を敷き、そこに浮橋を設け、副将の劉尚には一万余人を率いさせて長江の南岸に駐屯させる。その間河幅の二十余里。
  


  
    　復またこの報を受けた劉秀、驚き、呉漢を責めて曰く「前に公に勅命すること仔細千万。一体何を思いて、事に臨のぞみて動乱するか。既に敵を侮あなどり深く入り、また劉尚と陣営を別とする。事に危急有れば、相救うに及ばず。虜賊、若し兵を出して公を留め、大兵を以て劉尚を攻め、劉尚破れなば、公もすなわち敗れん。今、幸い無事ならば、急ぎ兵を引いて広都に還れ」
  


  
    　詔書しょうしょが未だ至らないうちに、果たして公孫述はその将、新たに大司徒だいしとに任じた謝しゃ豊ほう、執金吾しつきんご袁えん吉きつをして、兵十万を二十余営に分け、一斉に呉漢を攻めさせ、別働べつどうに万余人をして劉尚を脅おびやかし、互いに救うことが出来ないようにした。呉漢、奮戦すること一日、兵は破れ、呉漢は逃げて保ほ塁るいに入った。謝豊、空すかさずこれを囲む。
  


  
    呉漢、苦境に至るも挫くじけず、慌てずに戦局を正確に見抜く。兵数はそんなに損なわれていない、まだ十分に戦える。問題は士気が挫けたことである。勝ち続ければ士気は高揚し、無謀に近い戦いにも臨む。それが今、冷や水を浴びせられた如く萎なえ、怖気おじけ付き、単純な正面からの戦いにも怯ひるむ所となっている。これでは戦えない。そこで呉漢、諸将を召して曰く「吾は諸君と共に険阻けんそを渡り越え、転戦すること千里、行く先々で敵を斬り捕え、遂に深く敵地に入り、その城下に至る」
  


  
    諸将、苦難と勝利の日々を思い浮かべる。呉漢、更に続けて曰く「しかるに今、劉尚と二所に囲みを受け、勢い既に接せざれば、その禍わざわいは量り難し。よって将兵を潜ひそめて江こう水すいの南、劉尚に就き、兵を併せてこれを防ごうと欲す。若し良く心を同じうし力を一つにし、各人がその戦いを為せば、大功立つべし。若し、しからざれば、敗れて終わるのみ。成敗の機、この一挙に在り」
  


  
    先に励まされ、今、勝利の方策を教えられた諸将、二辺も無く承知して悉ことごとく曰く「諾」
  


  
    ここに於いて呉漢、兵士をもてなし、馬には秣まぐさを食わせ、陣営を閉ざして三日間というもの出陣しない。代わりに多くの幟旗のぼりばたを立て、煙火を絶やさせない。その三日目の夜、呉漢は兵士や馬に枚ばいを銜くわえさせ、すなわち声を潜めさせて引き去って南岸の劉尚と兵を合する。金蝉脱殻きんせんだっこくの計である。
  


  
    翌朝、そうとも知らぬ謝豊、相変わらず呉漢の北岸陣営に幟旗と煙火在るを見て、兵を分けて残し、自らは兵を率いて江を渡って南岸の劉尚を攻める。そこに居るのは劉尚に、どうしたことか北岸の呉漢。すなわち呉漢と劉尚、兵を悉ことごとく注ぎ込んで謝豊を迎え戦うこと夜明けから日暮れまで及べば、遂にこれを破る。漢軍は謝豊、袁吉を斬り、鎧兵がいへいの首を得ること五千余級、遂に呉漢は自ら窮地を脱した。
  


  
    　皇帝劉秀の発した詔勅しょうちょくが届けば、呉漢は、陛下は千里の彼方も推おし量られると驚き、素直に引いて広都に還り、猶も劉尚を留めて公孫述を防がせる。その一方、主上に対しては、報じて隠し隔へだてすることなく、審つまびらかに経緯いきさつを述べ、自らを譴責けんせきする。また、呉漢、蜀兵が粘り強く戦えば、珍しく弱音が混じる。すなわち猛将である左将軍賈復かふくを最前線に望む。
  


  
    　一方、涪水を遡さかのぼる臧宮、まず平陽郷の西の綿竹めんちくを落とし、北東に向いて涪城ふじょうを抜き、公孫述の弟、大司空だいしくう公孫恢こうそんかいを斬る。これによって隴に通じる広漢こうかん郡は、ほぼ皇帝劉秀の掌中に入った。公孫述に残るは蜀郡とその属国のみと為った。
  


  
    　
  


  
    　洛陽らくようの劉秀の陪臣ばいしんら、最早天下は平定間近と思う。劉秀にしても、呉漢らの報告に目を通し懸念けねんはあるがおそらく大丈夫と思い定め、公孫述に下降を促す璽書じしょを遣る。これを呑めば公孫述は降る筈、降らざるは愚である。よって劉秀、呉漢と本人が望むも賈復を蜀に遣らぬ。
  


  
    ここに至れば劉秀の気は緩み、洛陽の外に出でずにしても屡しばしば李通りつうや湖陽こよう長公主の屋敷に赴おもむく。大司空だいしくう李通が時折病と称して事を視ず、年毎に骸骨がいこつを請うので、劉秀、流石に心配して、大司空のまま、屋敷に帰らせて養生させるが、李通復た職を辞すことを願う。
  


  
    李通の屋敷にて、劉秀は、妹伯姫はくき・寧平ねいへい長公主と二人きりで李通の様子を問えば、歳で御座いますと答えが返ってくる。老いて気力が衰えれば宿阿しゅくあの消疾しょうしつに打ち勝てぬ故、そう言う伯姫は僅わずかに翳かげりを帯びる。劉秀、自分の齢よわいよりも一回りはゆうに越える李通を思えば、自分の十年後を思う。陰いん貴人は我の老いをどう思うか、郭かく皇后は我の老いをどう思うか。二人は今、三十路に入ったばかりである。しばし考えた劉秀、分かったと言いて屋敷を後にし、遂に李通を免じる。その代わり、特進を以て朝請を奉じさせる。
  


  
    とは言うものの、劉秀、大司空に当てがある訳でなかった、宋弘そうこうが生きていれば再度、大司空としたであろうが、惜しいかな病没した。その子は在らず故に国は除かれた。群臣、今は并へい州牧ぼくである郭伋かくきゅうを再び大司空に推す。能吏のうり・名太守の誉れ高い郭伋、既に州民と恩徳を結ぶ。有徳の老人に英俊を招き求めて政事に参与させれば、州は懐なつく。盧芳ろほうは立って十年の古豪であり、郭伋は即座にこれを力にて制するの難きを知れば、先ずは物見台に烽火のろし台を整備し、盧芳の首に賞金を賭けて寇賊こうぞくを味方と為す。
  


  
    劉秀、并州に盧芳・匈奴きょうどの難題があり、それを牽制する太守・将軍のうち、涿たく郡故安こあん県に駐屯する横野おうや大将軍王常おうじょうが病に倒れて薨こうずれば、謁者えつしゃ段忠だんちゅうを驃騎ひょうき大将軍杜茂とぼに遣つかわし、刑を赦ゆるした囚人を兵として率いさせ、北辺を鎮守させた。されば、并州牧郭伋を外す訳には行かぬ。さて如何にしたものだろうかと、劉秀は考える。しかし劉秀、思いは王常に彷徨さまよう。宜秋ぎしゅうで兄劉縯りゅうえん・李通共々会い、昆陽こんようで共に戦った。思えば実に漢に忠節を尽くした将である。よって謚おくりなは節侯とした。封じられし山桑さんそう侯は子の王広おうこうに継がせた。宋弘に王常、また惜しい臣将を亡くしたと、劉秀は嘆息する。
  


  
    　
  


  
    冬十月、広都に腰を据えた呉漢に対して、皇帝劉秀は報じて曰く「公の広都に還ったのは甚はなはだ宜よろしきを得たり。公孫述、必ず敢えて劉尚を越えて公を撃とうとせざるなり。若し、先ず劉尚が攻められれば、公は広都より五十里にして歩兵騎兵を悉ことごとく費ついやしてこれに当たれ。当にその窮地をして、これを破ること必定なり」
  


  
    劉秀、守るは易く、攻めるは難かたきを知る。よって相手の守る所を攻めるのではなく、攻める所を攻めよと命ず。
  


  
    　公孫述、攻められて後が無い。後が無いからこそ、漢軍を撃たねばと逸はやる。押し返そうと長江の南岸の劉尚の陣営に兵を遣れば、その外から呉漢は撃ち、内から劉尚が撃つ。公孫述、八度戦いを挑み、呉漢・劉尚、八度これを破っては陣を進め、遂に成都の外郭門に至る。
  


  
    　臧宮も広漢郡から蜀郡に侵入し、成都の北西の繁はん県、北の郫ひ県を降し、公孫述が臣下に、権を与えることを示す節五、爵土を与えることを示す印綬いんじゅ千八百を収得し、成都を目指す。呉漢・臧宮が強いだけでは無く、これだけ攻めたてられれば、公孫述の将帥は恐れ慄おののき、日毎夜毎に公孫述を見限り離反する。公孫述、離反すればその一族は誅滅すと歯止めを掛けようとするも、猶お留めること能あたわず。臧宮は頻しきりに大城を屠ほふり、兵馬幟旗は盛んに走る。この臧宮も復た成都の外郭門に至れば、城下を巡って呉漢の陣営に辿り着く。呉漢喜びて共に酒を飲んで宴会を催す。呉漢、目を細めて臧宮に謂いて曰く「輔威将、先に虜敵の城下を巡り、威信を震わせること風が走り電いなずまが照らすが如し。しかれど、窮したる賊は測り難ければ、願わくは陣営に還るは来た道と異なれることを」
  


  
    臧宮、呉漢の言に従わず来た道をそのまま還るも、蜀兵、これを恐れて敢えて近づかず。
  


  
    成都を囲めば、皇帝劉秀の謁者、その途上で蜀郡太守を命じられた張堪ちょうかん、劉秀からの璽書を公孫述に贈る。皇帝劉秀の書、公孫述に諭さとして曰く「往年、詔書を頻りに降して、来歙、岑彭の害を受けしを以て自ら疑うこと勿なかれと恩信を示す。今、時を以て自ら至れば、すなわち家族は全まっとうす。若し、迷い惑って悟らざれば、肉を虎穴こけつの前に捨てる如し。痛ましいかな、如何せん。将帥は疲れ倦うみ、軍吏は郷を望み、久しく共に集まり守ることを願わず。祐筆ならぬ詔書という物は屡しばしば得られるものに有らず。朕は言を食はまず」
  


  
    それでも公孫述、我は皇帝、天子である、そう名乗った以上どうして下れようと、劉秀の勅を受けぬ。劉秀が天に二日無し、地に二帝無しと、中国を一つにしようと思うも、公孫述とて変わらぬ。この期に及んでも、成の白帝は中華を統べるべしとたじろがない。
  


  
    　志こころざし高けれど、実際は追い詰められている皇帝公孫述、汝寧じょねい王・大司馬延岑えんしんに謂いて曰く「事、当まさに如何すべし」
  


  
    延岑、口許くちもとに笑みを浮かべて応こたえて曰く「男児たるもの当まさに死中に生を求むべし。座して窮するべけんや。財物珍宝は集め易きもの、宜しく惜しむことあるべからず」
  


  
    こう言われれば、もとより細かい所に智恵が回る公孫述、即座に判じた。王莽おうもうの末期、王莽は金塊を出し惜しみ、将兵に恨うらまれ、その挙句に惨殺された。財宝の類を惜しんで死んでは愛でることも出来ない。一方、香餌こうじの下には必ず死魚有り。重賞の下には必ず勇夫有り。命懸けで財を求める者もいる。公孫述、すなわち悉く金錦を散じて決死の兵五千余人を募る。
  


  
    成都とその周辺は長江に流れ込む岷びん江こうから水路を縦横に引いた、水の都である。よって公孫述、決死兵を以て延岑にその水路の一つに架かる市橋に伏兵として配置させる。そこで偽って旗幟を立て、太鼓を鳴らして戦いを挑む。果たして漢の大司馬呉漢、これを討ち取りに兵を率いて向えば、伏兵は呉漢の背後からこれを襲う。虚を突かれた呉漢の兵は破れ、呉漢も鎧を身に着けたまま馬ごと水に落ちる。天命があるとし、それが漢に附いているとしか見えぬは、鎧の重みで水の中に沈む呉漢が藁わらをも掴つかもうと懸命に手を延ばした先に在ったは、馬の尾である。それをぎゅうと掴めば、懸命な馬も泳いで岸に到り、呉漢も引きずられて岸に上って、当に九死に一生を得た。
  


  
    　
  


  
    　十一月、岑彭が荊門けいもんを撃って一年半余、呉漢が後を継いで一年、成都は漢軍に囲まれ、後がない蜀兵は必死となり、それに煽あおられる様に漢兵も必死となる。しかし呉漢、ここに来て不味いことに気付く。兵糧が僅わずかとなって来たのである。重地、すなわち敵地であれば現地で兵糧を調達するのは常道である。しかしそれで追いつかない。既に手配した隴や漢中かんちゅうからの輺重しちょう、南陽なんようからの船、遠距離であれば一月は掛かる。届く前に手持が潰ついえる。兵に掠奪させると言う手があるが、悪手である。折角、岑彭が掠かすめずそれによって郡県を降してきたというのに、これを用いれば火を見るのは明らかである。よって呉漢、兵糧が尽きた際は速すみやかに長江を降るよう密かに準備をさせる。ところが、兵糧が後七日、そして呉漢が撤退準備を行っていると気付いた者がいた。蜀郡太守張堪、即座に馳せて呉漢に会見を求める。張堪、公孫述は必ず敗れます、よって将帥を引くべからずと意見を述べる。
  


  
    兵糧が尽きるというのにか、と呉漢が問えば、張堪、後七日で落せば宜しいのです、乾坤けんこん一擲いってきに賭けて、この戦いに勝てば、後の戦いを心配することはありません、公孫述も追い詰められています、弱兵を装よそおい挑いどめば、必ずや出陣してきましょう、と応える。呉漢、隴を降ってまた隴を得るのに二年掛かったことを思う。あの時も兵糧に窮した。ここで成都を去れば、果たしてまた蜀を得るのに何年掛かるか。即断即決の男が迷った。遂に良しと呉漢は最悪の短期決戦を決意した。
  


  
    　
  


  
    　呉漢、劉尚・臧宮に書を送って謂いて、公孫述を攻めても頃合を計って退けと命ず。翌十八日戊寅ぼいんの朝、呉漢は再び成都を攻めるも勢いを抑える。
  


  
    成都の北東の咸門かんもんに臧宮が現れた時、公孫述は占書を見れば「虜は城下に死す」とある。公孫述、これは呉漢らの事を云うと思い、自ら数万人の兵を率いて呉漢を攻め、延岑をして臧宮を防がせる。
  


  
    延岑は勢い有って、三日戦い、三度臧宮に勝つ。呉漢、手を抜けと命じたがここまで公孫述・延岑が踏ん張るとは思わなかった。されど、呉漢・臧宮とて百戦錬磨の古兵である、公孫述が見逃していることに気付く。
  


  
    三日目、日中に至れば、兵士は食することもなければ飢え、更に続けざまに戦っていれば疲れが溜まる。反撃の時来ると、呉漢、護軍の高午こうご、唐邯とうかんをして数万の精鋭を率いてこれを撃たせる。ここに及んで呉漢、最後の策を兵に下す。公孫述を殺めよ、成都を落せ、さすればこれを掠奪することを許す。副将劉尚が呉漢に詰め寄り、公が言われるは真なるかと問う。呉漢、劉尚に返して言う、来歙・岑彭は刺殺された、公孫述自身が手段を選ばぬ故に。これは戦いくさである、戦うからには勝たねばならぬ。あに公孫述を卑怯と言えようや。勝つためには手段は選べぬ。恐らく皇帝は我を断罪するであろうが、甘んじて受けよう。呉漢、只言わぬは、もう兵糧が無いという事実のみ。劉尚、嘗ての御大将来歙を引き合いに出されたのでは最早返す言葉が無い。呉漢の兵には幽ゆう州突騎とつきが在る、元囚人の気の荒い者が居る。元来掠奪を好む者たちである。それらの枷かせが外された。となれば一気に鬨ときの声を上げて公孫述を襲う。
  


  
    一方、ここまで勝てると気勢を上げていた公孫述、足下の兵の疲弊が見えなかった。勢いに差が生じ、公孫述は破れ、奔はしって逃げるも、高午の矛が胸を貫き、馬より落ちた。左右の者が担いで城に入る。
  


  
    　公孫述、運ばれて一時気を取り戻し、胸の焼けるような痛みに苦しむ。占いに有る虜と言うのは、我のことかと思えば苦笑いを浮かべ、どういうわけかふと思い出したのが「八ム子系はちししけい、十二を期と為す」という夢見であった。
  


  
    十二年、今年は龍興りゅうこう十二年、後二月で十三年と成るが成らざると云うのか、と気負えば、ごぼと妙な音を立てて血を吐く。
  


  
    公孫述、力が入らず、どうやらその様だと、兵を延岑に預け後を託す。その夜、風に吹かれる灯あかりのように、ふっと公孫述は死す。建武元年、公孫述にすれば龍興元年、劉秀に遡ること二ヶ月前に天子を称した男は、それ故に討たれる所となり、それ故に降れず、中華が収められなければ矛剣に倒れる運命に在った。遺のこされた延岑、取り敢えず城を固め如何にすれば良いと考える。延岑、漢軍・劉秀の兵と戦って久しい。降ることを肯んじず追われる故に秦豊、公孫述を頼って今まで来た。そして遂に逃げ場が無い所まで来てしまった。西に土地はあると雖も、山がちで言葉さえ通じぬ異民の国である。公孫述の弟公孫光こうそんこうに問えば、何を当てに戦えましょう、降る以外に方策は無しと答えが返る。
  


  
    翌二十一日辛巳しんき、延岑は成都を開城し、自身と公孫述の宗族には肩脱ぎし手を後ろ手に結わえさせて、呉漢に降る。
  


  
    漢の大司馬の呉漢、皇帝陛下の璽書を存じているかと、降りし公孫述の一族に問い掛ける。嘗て陛下は、今降ればすなわち一族を誅せずと書かれた。そして朕は言を食まずと書かれた。一拍置いた呉漢、されどその時は過ぎた、璽書に書かれし約を為そうと、兵士たちに命じて、後ろ手に結わえたままの公孫述の一族、延岑の一族を斬らせる。
  


  
    延岑、おのれと怒るも遅い。挙兵するも冠軍かんぐんで劉秀の宗族劉嘉りゅうかに降り、武当ぶとうで再起して十年、時には赤眉せきびを破って恐れられ、何度も劉秀配下の兵と戦い敗れるも、降るを潔いさぎよしとしなかった群雄が戦場で死ねぬが無念、と鋭い眼差しを呉漢に向ける。呉漢、後先考えて降るべきなりと、醒さめた目で延岑を見つめ、その首が胴を離れるや、兵士たちに言う。皇帝陛下の約束はこれを守らねばならぬ。大司馬たる吾もまた約束を守ろう、行って恣ほしいままに掠めるが良い。兵士は喜び勇んで、掠奪に奔走する。
  


  
    張堪、我の言がこの事態を招いたのかと顔を顰しかめるが、いち早く城に入って庫蔵を検閲し、その珍宝を収め、木簡に悉く列挙させ秋毫しゅうごうも私すること無く、皇帝に報じ、他方、吏民を慰撫する。
  


  
    　呉漢は公孫述、延岑の首を洛陽に送り、自らは城壁に無言で立ち腕を組み、宮室が焼けるのを見、阿鼻叫喚の声を聞く。呉漢に勝ったという感慨は無い、只やらねばならぬことをやったと思うのみ。達成感もまた無常観も無い。若し、ここにいるのが朱祐しゅゆうであれば、決して掠奪させずに只管ひたすら時を待ち、公孫述の宗族に延岑とその宗族は檻車にて洛陽に送ったであろう、そして大司馬たる我は再び朱祐を弾劾し、皇帝をして虜賊を斬らせたであろう。若し、ここにいるのが岑彭であれば、兵士に掠奪させず、如何なるか妙手を繰り出して成都を降すが、少なくとも延岑と公孫述の宗族の男子は斬ったであろう。呉漢は無言のまま、燃える成都を見詰め続けた。
  


  
    　
  


  
    　成都が降ったという報を受けた、洛陽の皇帝劉秀、笑んで手に取った上書を読むに従って、目は細まり、麗れい眉びと言われる眉は引き攣つる。何たることか、何をやってくれたのかと、木簡もっかんを持って帝座を立ち、右往左往する。そして筆と硯すずりを持ってこさせると、呉漢と劉尚を譴責する詔勅を書き始める。それを書き終えて、劉秀、理想を尊ぶが現実を見抜く故に、呉漢と劉尚を降格とすることも封土を削ることもすまいと決める。ただ略奪に拘わらなかった輔威将軍臧宮を広漢太守と為す。
  


  
    　
  


  
    　成都の呉漢、劉秀の詔勅を使者より畏かしこまって受け取ると、一人じっとそれを読む。顔色一つ変えずに読み終えると、巻き戻して、確かに拝謁はいえつ致しましたとそれを仕舞う。相当厳しいことが書かれていたに違いないが、既に覚悟を決めていた男は、只畏まるのみ。
  


  
    副将の劉尚の方はそうではない。書を読ませてそれを聞き、じっと耐える。書に曰く「城降ること三日、吏人は服従し、幼児老母は数万と言うのに、兵は火を放てり、これを聞いて鼻に酢の入る如く為るべし。劉尚は宗室の子孫にして嘗て吏職の道を経たるに、何ぞ忍んでこれを行いしや。仰いで天を視、俯して地を視、秦しん西巴せいはの母鹿を哀れんで小鹿を放つと、楽がく羊ようの我が子を羹あつものとされたのを啜すするを観るに、二者何れか仁なる。将を斬って、猶お人を憐れむ義を失えり」
  


  
    　
  


  
    瞑目していた男は口を開き呟いて曰く「将を斬って、猶お人を憐れむ義を失えり、虜は城下に死す」。目を開いて続けて曰く「信義・節義の将を暗殺し、義は失われた。故に虜敵となって城下に死す」
  


  
    男はもう一度史書を見て曰く「十八日戊寅ぼいんに攻めて、城が降るが二十一日辛巳しんき。となれば三度戦うは、朝に三度戦ったのではなく、やはり三日間戦ったという意味なり。両者共死に物狂いの戦いだった筈」
  


  
    　洛陽らくよう
  


  
    　
  


  
    　十二月一日辛卯しんぼう、皇帝劉秀りゅうしゅう、洛陽に戻った揚武ようぶ将軍馬成ばせいに大司空だいしくうを兼ねさせる。馬成は真の大司空の如く府に寝泊りした。尤もっとも劉秀にすれば気乗りしない選択であった。李通りつうが辞めて三月、相変わらず大司空に当てが無いのである。正しくは当てが無かった訳ではない、当てが外れたのである。執金吾しっきんご寇恂こうじゅん、病みて薨こうず。徳望があり、宰相の器と謳うたわれた男であった。謚おくりなして威侯と云う。子の寇損こうそんが雍よう奴ど侯を継ぐ。口惜しやと無念がるが仕方が無い。故に偶々軍を解散した馬成が洛陽で暇を託かこてば、やってみるかと代行を命じたのである。公孫述こうそんじゅつを討てば、蜀は残党を平定するのみ、今や懸案は北辺の盧芳ろほうのみ、馬成を行ぎょう大司空と為すは余裕とも言える。
  


  
    　いや実際に余裕であった。盧芳、雲中うんちゅう郡を攻めて久しく降せねば、盧芳に五原ごげん郡九原きゅうげん県を任された隋昱ずいいく、公孫述も潰ついえたと知り、盧芳を脅して降ることを訴える。
  


  
    隴西ろうせいの馬援ばえんは、西羌せいきょうの支族参しん狼ろう羌きょうの寇すを撃ちて下した。漢の南の果て、交趾こうし郡九真きゅうしんの蛮夷張遊ちょうゆうは部族を率いて帰属し、皇帝劉秀は帰漢里君きかんりくんと為す。よって天下が定まった、そう思っても良かった。
  


  
    　だからであろうかと劉秀は思う。宋弘そうこう、王常おうじょう、寇恂、まるで役目が終わったかのように次々と身罷みまかる。前上谷じょうこく太守の隃麋ゆび侯耿況こうきょうもそうであった、建威けんい大将軍耿弇こうえん、その弟駙馬ふば都尉とい耿国こうこくの父でもあれば、劉秀も何度か見舞ったが、遂に卒し、烈侯と謚おくりなした。隃麋侯はまだ国を持たぬ耿国が継ぐところなれど、耿況が末子耿覇こうはを愛すれば、耿国は譲って、劉秀も許した。
  


  
    その劉秀自身、天下が定まったと思うが故に、既に涼りょう州牧ぼく竇とう融ゆうに詔みことのりして五郡の太守共々京師けいしに召していた。その竇融・梁りょう統とうらが洛陽に至れば、官属賓客ひんきゃくも相従い車馬は千余両、引き連れたる馬牛羊は野を覆う。竇融、長らく涼州の実権を握るが故に皇帝を畏おそれて何度も上書しては代わることを求め、劉秀は隗囂かいごう・公孫述こうそんじゅつと争う故にその都度つど宥なだめてきた。竇融、洛陽の城門に至れば、即座に、涼州牧、張掖ちょうえき属国都尉、安豊あんほう侯の印綬いんじゅを奉たてまつる。劉秀、詔して使者を遣つかわし、侯の印綬を還かえさせる。劉秀、引見して諸侯の位に就つかさせ、その賞賜恩寵は京師をどよもす。劉秀にすれば隴西ろうせい・天水てんすいを降せたのは竇融の力添えなければ出来なかったを知る故なり。隴西を降せずば、また蜀しょくも降せず。そう思えば賞賜吝やぶさかならず。
  


  
    しかし、竇融却かえって慄おののく、何となれば竇融、昆陽こんようの戦いで王邑おうゆうの軍にあれば、神懸り的勝利を物にした劉秀、あの勇将に畏怖いふを懐いだき続けてきたからである。その劉秀、竇融に問いて曰く「奉る所の奏は誰と共にこれを図りしや」
  


  
    竇融、正直に答えて曰く「皆みな従事班はん彪ぴょうの為す所なり」
  


  
    班彪、古書に精通し人と劉秀も知る故、竇融に今涼州かと訊いて、共に洛陽に到ると答えを聞けば、すぐさま召して引見した。
  


  
    　
  


  
    　建武十三年春正月、一日庚申こうしん、今度は大司徒だいしと侯覇こうはが薨じる。劉秀またもや愛惜あいせきする。自ら弔とむらいに臨のぞみ詔を下して曰く「侯覇は善行を積みて清潔、大司徒にある事九年なり。漢の旧制、丞相は拝する日に封じて列侯と為す。朕ちん、軍兵将帥は風雨に身を晒さらし、功臣は未だ封ぜられず、忠臣の義として、先に越ゆることを欲せざると思い、未だ爵命に及ばざりしが俄にわかに身罷みまかる。嗚呼ああ哀しいかな」
  


  
    劉秀、侯覇を則郷そくごう哀侯に封謚ほうしし、食邑しょくゆうは二千六百戸とし、子の侯昱こういくに継がせる。嘗て侯覇に恩義を受けた徐じょ州臨淮りんわいの吏人共に祠ほこらを立て四季毎にこれを祀まつる。
  


  
    　
  


  
    一方、蜀に在った大司馬だいしば呉漢ごかんは長江に船を浮かべ、蜀太守張堪ちょうかんに太中大夫たちゅうたいふ鄭興ていきょうが見送る中、公孫述から得た、瞽師こし、郊こう廟びょうの楽器、葆車ほしゃ、輿輦よれんを載せ流れのまま軍を還らせる。広こう都とを過ぎ武ぶ陽ように至る。その南に至れば、どうしたことか呉漢、東岸に拱手きょうしゅする。大司馬が無言にて誰に向って拱手するかを察すれば、手の空いた者全て拱手する。谷間を進む船からは見えぬが、その先に彭亡聚ほうぼうしゅうがあった。
  


  
    船団は江陽こうよう、江州こうしゅうを過ぎ、江関こうかんを抜け、南なん郡津しん郷ごう・江こう陵りょうに至れば、呉漢は漸ようやく水夫かこの多くを解放し、召集した荊けい州兵たちを解散させる。その後、呉漢、残る船を率いて洛陽へ凱旋しようと欲す。すなわち洞庭湖とうていこに入り、江夏こうかに抜け、そこから漢水かんすいを黎丘れいきゅうまで遡さかのぼり、淯水いくすいに移って宛えん、そこから陸路潁川えいせんを越える。だが、劉秀は、祖先の塚を祀れと命じ、穀二万石を賜たまうれば、呉漢は素直に従った。
  


  
    　
  


  
    　二十九日戊子ぼし、献上品に疑問を覚えた劉秀、詔して曰く「往年既に郡国に珍味を献上すること勿なかれと勅すも、今猶お止まず。只選んで育てる労のみに非ず、道上を擾乱じょうらんし、過ぎる所を疲れさせ出費させるに至る。それ太官をして受けること勿らしめよ。思うに遠方が宗廟を口実に薦める所以の馳走は旧制の如くせよ」
  


  
    とても戦時の皇帝の言では無い、平時とてそこまで慎ましいことを言う皇帝も少ない。しかし劉秀、一日千里を行く名馬を献じられても鼓車を引かせ、値百金の宝剣を献じられても騎士に賜う。音楽を楽しむ雅性は無く、手に珠玉を持つことなく、常に乗る車は只革を張っただけである。その飾らない劉秀が献上品に注意が向いたのである。劉秀、最早天下を案じていない。残るは漢の統治のみ。
  


  
    　
  


  
    　二月、皇帝劉秀、捕虜ほりょ将軍馬武ばぶを遣わし、故王常に代わって涿たく郡虖沱こだ河かに駐屯させ匈奴きょうどに備えさせる。相変わらず侵攻する匈奴に対策するは当然であるが、蛇足とも云えた。雲中の盧芳、既に胸元に刃を突きつけられていた。五原郡九原県を任された隋昱は愈々いよいよ降るべしとその主を脅し、劉秀の雁門がんもん太守郭涼かくりょうは豪族を撃ち、郡民を懐かせていれば、盧芳に附いていた城邑じょうゆうは次々に郭涼に降る。
  


  
    盧芳、羽翼うよくとも為るべき祐臣ゆうしんは外に附き、心肝しんかんとも言うべき忠将は内に離れしを知る。よって盧芳、輺し重ちょうを棄て十余騎にて遁のがれ匈奴に入る。残りの兵衆は隋昱に帰し、その随昱は、劉秀の使者程てい恂じゅんに随したがって漢に降る。劉秀、随昱をそのまま五原太守と為して、鐫せん胡こ侯に封じ、その弟隋ずい憲けんを武ぶ進しん侯と為す。
  


  
    　終わった、最後の群雄も消えた。劉秀以上にそう思ったのか、東とう郡太守耿こう純じゅん、卒す。謚して成侯と言う。子の耿阜こうふが東光とうこう侯を継ぐ。劉秀、まだまだ若いのにと復た悲しむ。
  


  
    　
  


  
    　戦乱は終わった、しかし皇帝の仕事は終わらない。劉秀、少なくとも戦乱の爪痕を癒いやし、人民を憩いこわせることを行わねばならなかった。匈奴とはまだまだ対峙せねばならない。そこに常山じょうざん郡南行唐なんこうとうに駐屯する建義けんぎ大将軍朱祐しゅゆうから奏上があった。劉秀、相変わらずしかつめらしいと上書を読みて笑う。
  


  
    朱祐、古いにしえには人臣の封を受くるや、王爵を加えず、諸王を改めて公と為すべし、と言う。周しゅう代はその通りである。そもそも王の上に立つ皇帝が居なかったのである。劉秀、王莽おうもうも周に倣いて四夷しいを王から侯に下し、故に叛そむかれたことを思い出す。ただ劉秀、争乱の時期には懐なつけさせるために誰も彼も王と為し、郡を削って国とせざるを得なかったことを思う。高祖こうその古、大功有る者は劉氏に有らずとも王と為った。劉りゅう玄げんは誰も彼も王と為した。王と謂うのは特別な存在で無ければならない。劉秀、国外は兎も角、国内は朱祐に従おうと決めた。すなわち二月二十七日丙辰へいしん、詔して曰く「長沙ちょうさ王興きょう、真定しんてい王得とく、河間かかん王邵しょう、中山ちゅうざん王茂ぼ、皆な爵を継いで王と為るは、経義に応じず。それ興を以て臨湘りんしょう侯と為し、得を以て真定侯と為し、邵を楽成らくせい侯と為し、茂を単父ぜんふ侯と為せ」
  


  
    先ず自分と縁の薄き宗族と廃絶された王国の者を侯と為す。そして百三十七人が侯と為る。翌二十八日丁巳ていし、叔父の趙ちょう王良りょうを降して趙公と為し、甥の太原たいげん王章しょうを斉せい公と為し、その弟の魯ろ王興きょうを魯公と為す。
  


  
    また劉秀、三月十一日庚午こうご、封爵の整理を為す。殷紹嘉いんしょうか公孔安こうあんを以て宋そう公と為し、周承休しゅうしょうきゅう公姫き武ぶを衛えい公と為す。そして王を公侯とした故に西漢せいかんの時の十国を併あわせて省く、すなわち広こう平へい国は鉅きょ鹿ろく郡に、真定国は常山郡に、河間国は信都しんと郡に、城陽じょうよう国を琅邪ろうや郡に、泗水しすい国は広陵こうりょう郡に、淄し川せん国・高密こうみつ国・膠東こうとう国の三国を北海ほっかい郡に、六安りくあん国を盧江ろこう郡に、広陽こうよう国を上谷郡に属させる。翌十二日辛未しんび、沛はい郡太守韓歆かんきんを大司徒と為し、十七日丙子へいし、考えた末、仕方有るまいと行大司空馬成を免じて揚武将軍に戻す。
  


  
    　
  


  
    夏四月、大司馬呉漢、蜀より公孫述の鹵獲ろかく品の宝物を伝え、京師に凱旋する。劉秀、ここに於いて、大いに将軍兵士をもてなし、遍あまねく労ねぎらい勲功を記録に留める。劉秀、蜀を定めた呉漢を迎えれば、一大封爵を執とり行おうと欲す。前もって尚書しょうしょ僕ぼく射や馮ふう勤きんに諸侯の封事を司つかさどらせる。馮勤、算術に優れ、軍糧を図るに正確で、劉秀さえ一目置き、事ある毎に、素晴らしきかな、この吏と言わさせた。これに封じることを命じれば、勲功の序列、国土の遠近、地勢の豊穣を数表と為し、諮問された列侯や特進、過不足を指摘できず。よって劉秀、それをそのまま用い、封爵を行う。
  


  
    先ずは、左将軍賈か復ふく、膠東侯に封じ六県を食はませる。次に右将軍鄧禹とうう、高密侯として四県を食ませる。更にその弟鄧とう寛かんを明親めいしん侯と為す。建威大将軍耿弇は食邑を増す。雍奴威侯寇こう恂じゅんの子、寇こう寿じゅを洨こう侯と為す。故征南大将軍岑彭しんほうの子細陽さいよう侯岑遵しんじゅんの弟、岑淮しんわいを穀陽こくよう侯と為す。故征西大将軍馮ふう異いの子、陽夏ようか侯馮ふう彰しょうを東緍とうびん侯に封じ三県を食ませる。建義大将軍朱祐、食邑を増して七千三百戸の鬲かく侯に封じ、南陽なんよう五百戸で十分と言う朱祐を許さず。虎牙こが大将軍左馮翊さひょうよく蓋延こうえん、食邑を増して万戸を食ませる。広漢こうかん太守臧宮ぞうきゅう、食邑を増し鄼さん侯に封ず。捕虜将軍馬武、食邑を増しゆ侯に封ず。南郡太守劉りゅう隆りゅう、食邑を増し竟きょう陵りょう侯に封ず。済南さいなん太守王おう梁りょう、食邑を増し阜成ふせい侯に封ず。強弩きょうど大将軍琅邪ろうや太守陳ちん俊しゅん、食邑を増し祝阿しゅくあ侯に封ず。驃騎ひょうき大将軍杜と茂ぼ、食邑を増し脩しゅう侯に封ず。上谷太守王おう覇は、食邑を増し向こう侯に封ず。故中郎将ちゅうろうじょう来歙らいきゅうの弟来由らいゆ、宜ぎ西せい侯と為す。酒泉しゅせん太守梁統を改めて高山こうざん侯に封ず。計、改めて封じられた者は三百六十五人。
  


  
    それから叔父の特進樊はん宏こうの弟、樊はん丹たんを射しゃ陽よう侯と為す。樊宏の兄の子、樊はん尋じんは玄げん郷ごう侯、族兄の樊はん忠ちゅうは更父こうふ侯に為す。劉秀の姉婿であるが陰いん貴人の血筋の中山太守鄧晨とうしんは、改めて南なんれん侯に封ず。宗族の故城陽恭きょう公劉祉りゅうしの子、劉りゅう平へいを蔡さい陽よう侯に、劉平の弟、劉りゅう堅けんを高郷こうごう侯と為す。同じく劉りゅう賜しの食邑を増して安成あんせい侯に封ず。同じく劉りゅう嘉かを順じゅん陽よう侯と為し、その子劉嗇りゅうしょくを黄李こうり侯と為す。計、親族・外戚の恩沢を以て封じられた者四十五人。
  


  
    　
  


  
    　いつもの如くの朝の後、宮中で左将軍賈復、右将軍鄧禹に問いて曰く「陛下曰く、そもそも左、右将は周の官、秦漢はこれに倣ならうと。さて何を倣う」
  


  
    鄧禹、賈復の含みに、しばし考えて笑いながら応えて曰く「前後左右将軍は皆みな征伐を司り、事終われば皆な罷やむ。これを倣う」
  


  
    賈復も復また笑う。前将軍、今は特進の固始こし侯李通りつうが遷うつってから空き、後将軍と言えば、故霊寿れいじゅ侯邳彤ひとうが免じられてから空く。よって、賈復、鄧禹、自らの鎧兵がいへいを削り、旧知の儒学に親しめば、皇帝劉秀、また悟って左右将軍を罷め、膠東侯賈復、高密侯鄧禹を特進として官府ならずに屋敷に就かせる。
  


  
    これを機に将軍職を辞したいと印綬を還したのは建威大将軍耿弇である、時に三十五歳、若い故に周囲は驚くも、しかし劉秀、鄧禹も三十六歳であったとこれを許す。
  


  
    　二十六日甲こう寅いん、十日ほど前に冀き州牧ぼくと為した竇融を復た大司空と為す。劉秀、本来は南陽太守杜詩としが懇切なまでに推挙した名儒というべき、元大司徒伏湛ふくたんをと考えて召したのだが、暑気に当たって病みて卒し、故の急遽の措置であった。劉秀、伏湛に棺を賜い、自ら弔い祀る。喪を送り、使者をして塚を修めさせる。
  


  
    　劉秀が皇帝に就いて十三年になる。当初形ばかりの漢朝も体を為し、今や中国唯一の国家と名を為す。立ちてから倒したる群雄、真定の劉揚りゅうよう、梁りょうの劉りゅう永えい、琅邪の張ちょう歩ほ、東海とうかいの董とう憲けん、漁ぎょ陽ようの彭寵ほうちょう、涿郡の張豊ちょうほう、淯いく陽ようの鄧奉とうほう、舒じょの李り憲けん、黎丘の秦しん豊ほう、夷い陵りょうの田でん戎じゅう、漢中かんちゅうの延岑えんしん、赤せき眉び軍、各州の流賊、三輔さんぽの小群雄、隴西の隗囂、巴は蜀しょくの公孫述、辛うじて残ると云うべきは匈奴に逃げた安定あんていの盧芳のみ。劉秀に降ることで身を全うしたのは涼州の竇融と荊州南部の太守たち。
  


  
    　
  


  
    　男は、多大な論功褒賞を幾度も史書より見直して遂に曰く「群雄を潰えしたる勇将の増邑は無い。只あるのは穀二万石を賜うということのみ。穀は当てつけかも知れぬ。兵糧にかまけて遂に掠奪を許した故に。ならば一種の罰である。しかし、表面上は功多大ゆえに主上はこの臣下を許している様に見える」
  


  
    そうかと、男は信賞必罰の極意を悟る。曰く「前に土地を得て兵を失った者には、爵土を与え兵権を奪い、今兵糧を優先させた者には兵糧を与う。必ず罰ということは、被る者をして畏かしこまらせるのみ。その者の心、頭の働きを知れば外見はそう見えずとも為せる業なり」
  


  
    男は顎に手を遣って続けて曰く「それにしても、良くもこれだけの群雄を平定できたものだ」
  


  
    男は猶も考える、その依よる所は何か。また口を開いて曰く「一言で言えば人を得ればなり。人民、賢臣、英雄、それぞれ好む所は異なれど、その好むに合わせ、懐かせた。人民には楽をさせる君主、賢臣には諫言を聞く君主、英雄には信賞必罰の君主。この主上、先に何処で如何なる兵略を学びたるかと思いしが、政略に到るまで兵略の一部なり。「王者は人を制するに道を以てする。心を降し、志を服し、法矩を設けて衰微に備う」と『黄石公記』は言うが、それをそのまま為した。そして、僅かながら王の血筋というものがこれを容易にした。その血筋がその時には慕われ恃たのまれた故に。しかし、無碍むげには出来ぬ僅少きんしょうなり」
  


  
    　
  


  
    男は史書を仕舞い、筆と硯すずりを片付け、竹簡ちくかんを巻いて封ふう泥でいを付ける。部屋を出れば、まだ黄昏たそがれ前であった。思いついて口に出して曰く「王者が行くが王道なり。王者に非ずば道は異なれり。人には人の、我には我の道がある筈。誤って為らないのは、己の道への過信。為し得ることを為して、後は天命に任せる見極めのみ」
  


  
    男の前には勝利者となった英雄の姿もあれば、敗北者となった群雄の姿もあった。勝者に学ぶこともあれば、敗者にも学ぶべきことがある。逼塞ひっそくしていた男は、暇を託つことなく史書を読み解くことで多くのことを得た。その男の頬を冴えた風が過ぎる。季節は変わり、男はそろそろ狩ができるなと微笑む。
  


  
    資料について
  


  
    史実については、『漢書』小竹武夫訳（筑摩書房）、『後漢書』吉川忠夫訓註（岩波書店）と、『三国志』今鷹真・井波律子・小南一郎訳（筑摩書房）、その原文はインターネット上の中央研究院漢籍電子文献 http://www.sinica.edu.tw/ftms-bin/ftmsw3/を参照し、『東観漢記』漢劉珍等撰（処乾隆６０年刊武英殿聚珍版重刊）、『後漢紀』袁宏撰（周天游校注，天津古籍出版社，1987第一版）も利用した。
  


  
    暦の変換は『中国史暦日和中西暦日対照表』方詩銘・方小芬編著（上海辞書出版社)を基にした when.exeというツールで、十干十二支を月日に修正した。年月が特定できる場合はそれを記し、日付の整合の取れない場合は『後漢紀』の注釈に基づいて修正した。
  


  
    地理については専ら『中国歴史地図集 第二冊 秦・西漢・東漢時期』潭其驤（地図出版社）を頼った。
  


  
    長安の様子は『長安』佐藤武敏（講談社学術文庫）からである。
  


  
    兵書は、『孫子』はそのまま『孫子』町田三郎訳（中公文庫）、『黄石公記』は『三略』眞鍋呉夫訳（中公文庫）を参照した。
  


  
    図讖・緯書は安居香山の『緯書』（明徳出版社）、『緯書と中国の神秘思想』（平河出版社）を参照した。
  


  
    列女伝は『列女伝(１)～(３)』劉向編・中島みどり訳 (東洋文庫)を参照した。
  


  
    他の資料として、『両漢太守刺史表』厳耕望輯（鳳凰出版社）、『中国古船図譜』王冠倬（三聯書店）、『秦漢帝国』西嶋定生（講談社学術文庫）、『中国の歴史03ファーストエンペラーの遺産』鶴間和幸（講談社）、『図説中国文明史４秦漢雄偉なる文明』稲畑耕一郎監修、劉煒編著、伊藤晋太郎訳（創元社）、『論語』吉田賢抗（新釈漢文大系・明治書院）、『書経（上）』加藤常賢（新釈漢文大系・明治書院）、『書経（下）』小野沢精一（新釈漢文大系・明治書院）を参照した。
  


  
    望ぼう蜀しょく　光こう武ぶ帝てい中ちゅう興こう記き
  


  
    著者　河こう野の行こう成ぜい
  


  
    二〇一一年一〇月二一日　校了
  


  
    二〇一二年　三月二一日　改訂
  


  
    	本文
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